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１）総合戦略の検証の実施について 

 まち・ひと・しごと創生法（平成２６年法律第１３６号）に規定される市町村まち・ひと・しご

と創生総合戦略として、平成２７年１０月に策定された「日野町くらし安心ひとづくり総合戦略」

（以下「総合戦略」）では、日野町の人口が２０６０年には約１５,９００人に減少すると推計（国

立社会保障・人口問題研究所推計）されているなか、「日野町人口ビジョン」で見通している将来展

望人口１８,０００人台の維持と人口構造の安定をめざすため、平成２７年度からの６年間の基本的

な方向と施策の取り組みを定めています。 

この総合戦略を進めることにより、安心して暮らせるまちをつくりそのまちの魅力で交流人口お

よび定住者人口を増やし、持続的に発展する日野町をつくることを目指しています。 

 このことから毎年度の事業完了後に基本目標と施策についての取り組み状況を外部有識者等の参

画のもとに効果検証することにより、その検証結果を踏まえた施策の見直しや総合戦略の改訂を行

うＰＤＣＡサイクルを確立し、総合戦略を着実に推進するために実施するとものです。 

 

 

２）検証にあたっての着目点など 

 総合戦略の検証を進めるにあたって、次の着目点により検証を実施しました。 

① 総合戦略に掲げる「めざす姿」の実現に向けて、４つの基本目標の総合的な自己点検が実施さ

れ、事業の見直しも含めた今後の取り組みについてビジョンが明示されているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 施策の取り組みについて、基本目標および基本的方向性を踏まえた取り組み状況を自己点検

し、今後の取り組みについてビジョンが明示されているか。 

③ 施策の取り組みについて、施策の内容を十分に理解したうえで取り組み状況を自己点検し、

今後の取り組みについてビジョンが明示されているか。 

④ 施策の取り組みについて、重要業績評価指標（ＫＰＩ）の実績だけでは計れない、取り組み内

容の質的な充実ができているか。 

 

１．はじめに 

（めざす姿） 

人と人がつながり、顔の見える関係のもと、いきいきと輝きながら活発に、地域をよくす

るため自分たちで考え、自分たちで行動して安心して暮らせる地域をつくり、そのもとで地

域のコミュニティや文化、産業をつくれるまちとなっている。 

また、地域内経済循環の活性化につながる、人をはじめ自然、歴史など地域の誇りと地域

資源を活かすことにより、「ひと」・「まち」・「しごと」のつながりの好循環により持続発展可

能なまちとなっている。と」のつながりの好循環により 
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２．検証方法 
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１）施策の検証方法 

施策の検証については、施策毎に取り組み状況等をまとめた「施策検証シート」を作成し、懇話

会委員の合議性により検証を実施しました。 

「施策検証シート」の検証項目には、施策毎の目標値にあたる「重要業績評価指標（ＫＰＩ）の

達成度」だけでなく、施策の取り組み内容の質について検証を行うため、「施策の取り組み状況」、

「施策の今後の取り組み」、「基本目標・基本的方向を踏まえた取り組み状況」、「基本目標・基本的

方向を踏まえた今後の取り組み」を加えた５項目としました。 

 

２）施策の検証結果 

検証結果については、３０点満点とし、「施策の検証基準」に基づき、量的検証項目として重要業

績評価指標（ＫＰＩ）の達成度、質的検証項目として４項目の採点を行い、５項目の合計点数によ

り５段階の検証結果としました。 

 

【量的検証項目】・・・点数配分１０点 

 量的な検証として、年度別の重要業績評価指標（ＫＰＩ）の目標値に対する実績値の達成度を

検証しました。なお、重要業績評価指標（ＫＰＩ）が複数設定されている施策については、平均

点を点数としました。 

 

検証による点数配分は、次のとおりです。 

点数 10 点 ９点 ８点 ７点 ６点 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 ０点 

KPI

の達

成度 

100% 

100%

未満～

90%以

上 

９０%

未満～

８０%

以上 

８０%

未満～

７０%

以上 

７０%

未満～

６０%

以上 

６０%

未満～

５０%

以上 

５０%

未満～

４０%

以上 

４０%

未満～

３０%

以上 

３０%

未満～

２０%

以上 

２０%

未満～

１０%

以上 

１０%

未満～

０%以

上 

 

年度別の重要業績評価指標（ＫＰＩ）に関する検証結果を次のとおり５段階としました。 

KPI の検証結果 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

の達成度 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

の検証点数 

量Ｓ １００％  ～ ９０％以上 １０点 ～ ９点 

量Ａ ９０％未満 ～ ７０％以上 ８点 ～ ７点 

量Ｂ ７０％未満 ～ ５０％以上 ６点 ～ ５点 

量Ｃ ５０％未満 ～ ３０％以上 ４点 ～ ３点 

量Ｄ ３０％未満 ～  ０％以上 ２点 ～ ０点 
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 【質的検証項目】・・・点数配分２０点 

「施策の取り組み状況」、「施策の今後の取り組み」、「基本目標・基本的方向を踏まえた取り組

み状況」、「基本目標・基本的方向を踏まえた今後の取り組み」の４項目について検証を行った。 

検証による点数配分は、次のとおりです。 

検証項目 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 

【取り組み状況】 
施策の内容を踏まえ
た取り組みと検証が
できているか 

施策の内容を
十分に理解
し、取り組み
により達成し
ている 

施策の内容を
理解し、課題
解決と達成に
向け取り組み
ができている 

施策の内容を
理解し取り組
みができてい
る 

概ね施策の内
容を踏まえて
いるが、取り
組みが不十分 

あまり施策の
内容を踏まえ
て取り組めて
いない 

【今後の取り組み】 
今後の取り組みは、施
策の内容を踏まえ、改
善策等を明記してい
るか 

施策の内容を
十分に理解
し、達成した
取り組みを維
持、または更
に改善しよう
としている 

施策の内容を
理解した取り
組みを実施
し、課題解決
や達成に向け
た取り組みが
明示されてい
る 

施策の内容を
理解し、課題
解決や達成に
向けた取り組
みが明示され
ている 

概ね施策の内
容を踏まえて
いるが、課題
解決や達成に
向けた取り組
みが不十分 

あまり施策の
内容を踏まえ
ず、課題解決
や達成に向け
た取り組みが
示されていな
い 

【取り組み状況】 
基本目標と基本的方
向を踏まえた取り組
みと検証ができてい
るか 

基本目標と基
本的方向を十
分に理解し、
取り組みによ
り達成してい
る 

基本目標と基
本的方向を理
解し、課題解
決と達成に向
け取り組みが
できている 

基本目標と基
本的方向を理
解し取り組み
ができている 

概ね基本目標
と基本的方向
を踏まえてい
るが、取り組
みが不十分 

あまり基本目
標と基本的方
向を踏まえて
取り組めてい
ない 

【今後の取り組み】 
今後の取り組みは、
基本目標と基本的方
向性を踏まえ、改善
策等を明記している
か 

基本目標と基
本的方向を十
分に理解し、
達成した取り
組みを維持、
または更に改
善しようとし
ている 

基本目標と基
本的方向を理
解した取り組
みを実施し、
課題解決や達
成に向けた取
り組みが明示
されている 

基本目標と基
本的方向を理
解し、課題解
決や達成に向
けた取り組み
が明示されて
いる 

概ね基本目標
と基本的方向
を踏まえてい
るが、課題解
決や達成に向
けた取り組み
が不十分 

あまり基本目
標と基本的方
向を踏まえ
ず、課題解決
や達成に向け
た取り組みが
示されていな
い 

 

質的検証を行った４項目の合計点数により、質的な検証結果を次のとおり５段階としました。 

質的検証結果 質的検証結果の内容 
質的検証を行った４項目の 

合計点数 

質Ｓ 内容を十分に理解し、取り組みにより達成している ２０点 ～ １７点 

質Ａ 
内容を理解した取り組みを実施し、課題解決や達成
に向けた取り組みができている 

１６点 ～ １３点 

質Ｂ 内容を理解し、取り組みができている １２点 ～  ９点 

質Ｃ 概ね内容を踏まえているが、取り組みが不十分  ８点 ～  ５点 

質Ｄ あまり内容を踏まえて取り組めていない  ４点 ～  １点 
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【検証結果】 

量的検証項目（ＫＰＩ）および質的検証項目（４項目）の検証点数の合計点数により次のとお

り、施策の検証結果とすることとしました。 

検証結果 検証結果内容 ５項目の合計点数 

Ｓ 目標を達成している ３０点 ～ ２５点 

Ａ 優れている ２４点 ～ １９点 

Ｂ 実施できている １８点 ～ １３点 

Ｃ 工夫が必要 １２点 ～  ７点 

Ｄ 改善が必要  ６点 ～  １点 

 

 【施行策の検証基準】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）基本目標別の検証 

 基本目標の検証については、めざす姿の実現に向けて、基本目標別にまとめられた取り組み状況

と今後の取り組み、基本目標を構成する施策の検証結果を踏まえ、総合的に基本目標を検証し、そ

の検証内容をコメントとしてまとめました。 

 

４）地方創生交付金事業の検証 

地方創生交付金事業の検証については、国から外部有識者による効果検証が求められていること

から、総合計画懇話会で検証を行うこととしました。効果検証については、重要業績評価指標（Ｋ

ＰＩ）の達成度に加え、関連する施策の検証結果を踏まえ、事業として有効であったかを検証する

こととしました。 

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略

10点 9点 8点 7点 6点 5点 4点 3点 2点 1点 0点

100%
100%未満
～90%以上

90%未満～
80%以上

80%未満～
70%以上

70%未満～
60%以上

60%未満～
50%以上

50%未満～
40%以上

40%未満～
30%以上

30%未満～
20%以上

20%未満～
10%以上

10%未満～
0%以上

②

【取り組み状況】
施策の内容を踏まえた
取り組みと検証ができて
いるか

③

【今後の取り組み】
今後の取り組みは、施策
の内容を踏まえ、改善策
等を明記しているか

④

【取り組み状況】
基本目標と基本的方向
を踏まえた取り組みと検
証ができているか

⑤

【今後の取り組み】
今後の取り組みは、基本
目標と基本的方向性を
踏まえ、改善策等を明記
しているか

合計検証点数

合計検証点数

30点満点

数量的検証 ①
ＫＰＩの達成度
※ＫＰＩが複数の
場合は、平均点

質的検証

検証観点 5点 4点 3点 2点 1点

改善が必要達成 優 良 発展途上

基本目標と基本的方向
を十分に理解し、達成し
た取り組みを維持、また
は更に改善しようとして
いる

基本目標と基本的方向
を理解した取り組みを実
施し、課題解決や達成
に向けた取り組みが明
示されている

基本目標と基本的方向
を理解し、課題解決や達
成に向けた取り組みが
明示されている

概ね基本目標と基本的
方向を踏まえているが、
課題解決や達成に向け
た取り組みが不十分

あまり基本目標と基本
的方向を踏まえず、課題
解決や達成に向けた取
り組みが示されていない

12点～7点

あまり施策の内容を踏ま
えて取り組めていない

あまり施策の内容を踏ま
えず、課題解決や達成
に向けた取り組みが示
されていない

基本目標と基本的方向
を十分に理解し、取り組
みにより達成している

基本目標と基本的方向
を理解し、課題解決と達
成に向け取り組みがで
きている

基本目標と基本的方向
を理解し取り組みができ
ている

概ね基本目標と基本的
方向を踏まえているが、
取り組みが不十分

あまり基本目標と基本
的方向を踏まえて取り組
めていない

施策の内容を理解し取
り組みができている

施策の内容を理解し、課
題解決や達成に向けた
取り組みが明示されて
いる

概ね施策の内容を踏ま
えているが、取り組みが
不十分

概ね施策の内容を踏ま
えているが、課題解決や
達成に向けた取り組み
が不十分

施策の内容を十分に理
解し、取り組みにより達
成している

施策の内容を十分に理
解し、達成した取り組み
を維持、または更に改善
しようとしている

施策の内容を理解し、課
題解決と達成に向け取
り組みができている

施策の内容を理解した
取り組みを実施し、課題
解決や達成に向けた取
り組みが明示されている

施策の検証基準

⑥検証結果
工夫が必要

6点～1点

Ｄ
目標を達成している 優れている 実施できている 改善が必要

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

30点～25点 24点～19点 18点～13点
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３．基本目標別検証結果 



達成度
１００％～９０％以上

達成度
９０％未満～７０％以上

達成度
７０％未満～５０％以上

達成度
５０％未満～３０％以上

達成度
３０％未満～０％以上

量S 量A 量B 量C 量D 合計

H27 7 1 1 0 1 10

H28 6 1 2 0 1 10

H29 6 1 1 1 1 10

H30 4 4 1 1 0 10

R1 3 5 1 1 0 10

R2 4 2 1 2 1 10

H27 8 0 2 0 1 11

H28 9 0 0 1 1 11

H29 5 3 2 0 1 11

H30 4 4 2 0 1 11

R1 4 2 4 0 1 11

R2 3 1 2 1 4 11

H27 11 1 0 0 3 15

H28 11 1 1 1 1 15

H29 11 1 0 1 2 15

H30 12 2 0 1 0 15

R1 11 2 0 0 2 15

R2 10 1 2 1 1 15

H27 11 0 0 0 3 14

H28 12 0 0 0 2 14

H29 10 3 0 1 0 14

H30 10 3 0 0 1 14

R1 8 5 0 0 1 14

R2 6 6 1 0 1 14

H27 37 2 3 0 8 50

H28 38 2 3 2 5 50

H29 32 8 3 3 4 50

H30 30 13 3 2 2 50

R1 26 14 5 1 4 50

R2 23 10 6 4 7 50

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 基本目標別量的（ＫＰＩ）検証結果 平成27年度～令和2年度　

検　証　結　果

総　合　計

2 出会いと発見で人の流れを作る

3
結婚・出産・子育ての希望をみんな
で支えてかなえる

4
くらしやすい地域とつながり、安心
して住み続けられるまちをつくる

1 まちのたからで雇用を創る

№ 基本目標 年度
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基本目標別量的（ＫＰＩ）検証結果

0

1

2

3

4

5

6

7

8

H27 H28 H29 H30 R1 R2

１．まちのたからで雇用を創る
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Ｓ

Ｃ
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H27 H28 H29 H30 R1 R2

２．出会いと発見で人の流れを作る
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D

Ｂ
Ａ

Ｓ
Ｄ
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4
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8
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12

14

H27 H28 H29 H30 R1 R2

３．結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えて
かなえる

S

A

B

C

D

Ａ

Ｓ

D
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4

6

8

10

12

14

H27 H28 H29 H30 R1 R2

４．くらしやすい地域とつながり、安心して住み続
けられるまちをつくる

S

A

B

C

DＡ

Ｓ

Ｄ

0

5

10

15

20

25

30

35

40

H27 H28 H29 H30 R1 R2

全施策

S

A

B

C

D

Ｂ
Ａ

Ｓ

Ｄ

Ｃ

全施策の量的（ＫＰＩ）検証結果では、量Ｓ（達成度１

００％～９０％）は昨年度より３施策減って２３施策とな

りましたが、依然最も多くなっています。量Ａ（達成度９

０％～７０％）は、１０施策と昨年度より４施策減りまし

た。

また、量Ｂ（達成度７０％～５０％）は６施策と昨年度

より１施策、量Ｃ（達成度５０％～３０％）は４施策と昨

年度より３施策増え、量Ｄ（達成度３０％～０％）は７施

策と昨年度より３施策増えています。

Ｄ Ｃ

Ｃ Ｃ

Ｂ
Ｂ
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内容を十分に理解し、取
り組みにより達成してい
る

内容を理解した取り組み
を実施し、課題解決や達
成に向けた取り組みがで
きている

内容を理解し、取り組み
ができている

概ね内容を踏まえている
が、取り組みが不十分

あまり内容を踏まえて取
り組めていない

質S 質A 質B 質C 質D 合計

H27 0 0 6 4 0 10

H28 0 0 6 4 0 10

H29 0 0 9 1 0 10

H30 0 0 10 0 0 10

R1 0 0 9 1 0 10

R2 0 1 9 0 0 10

H27 0 0 5 5 1 11

H28 0 0 9 2 0 11

H29 0 0 9 2 0 11

H30 0 0 10 1 0 11

R1 0 0 11 0 0 11

R2 0 2 8 1 0 11

H27 0 0 8 7 0 15

H28 0 0 8 7 0 15

H29 0 1 8 6 0 15

H30 0 1 13 1 0 15

R1 0 2 13 0 0 15

R2 0 2 13 0 0 15

H27 0 0 11 2 1 14

H28 0 0 6 8 0 14

H29 0 0 11 3 0 14

H30 0 0 13 1 0 14

R1 0 0 14 0 0 14

R2 0 1 13 0 0 14

H27 0 0 30 18 2 50

H28 0 0 29 21 0 50

H29 0 1 37 12 0 50

H30 0 1 46 3 0 50

R1 0 2 47 1 0 50

R2 0 6 43 1 0 50

基本目標別質的（取組内容）検証結果日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 平成27年度～令和2年度　

総　合　計

2 出会いと発見で人の流れを作る

3
結婚・出産・子育ての希望をみんな
で支えてかなえる

4
くらしやすい地域とつながり、安心
して住み続けられるまちをつくる

№ 基本目標 年度

検　証　結　果

1 まちのたからで雇用を創る
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基本目標別質的（取組内容）検証結果
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１．まちのたからで雇用を創る
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Ｃ
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２．出会いと発見で人の流れを作る

S

A

B

C

D

Ｂ

Ｃ

0

2

4

6

8

10

12

14

H27 H28 H29 H30 R1 R2

３．結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えて
かなえる

S

A

B

C

D

Ｂ

Ｃ

Ａ
0
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4

6

8

10

12

14

16

H27 H28 H29 H30 R1 R2

４．くらしやすい地域とつながり、安心して住み続
けられるまちをつくる

S

A
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D

Ｂ

Ｃ

0
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15
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35

40

45
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H27 H28 H29 H30 R1 R2

全施策

S

A

B

C

D

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

全施策の質的（取組内容）検証結果では、質Ｂ（内容を

理解し、取り組みができている）が昨年度より４施策減

り、４３施策となり、全体の８６％を占めています。

次いで、質Ａ（内容を理解した取り組みを実施し、課題

解決や達成に向けた取り組みができている）が昨年度より

４施策増え、６施策となりました。

また、質Ｃ（概ね内容を踏まえているが、取り組みが不

十分）が昨年度に引き続き１施策となりました。

A

S

D

A

A

S

S

S

S

D

D

D

D
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目標 3 件（累計） 6 件（累計） 9 件（累計） 12 件（累計） 15 件（累計） 15 件（累計）

実績 1 件（累計） 1 件（累計） 1 件（累計） 2 件（累計） 4 件（累計） 5 件（累計）

達成率

目標 21.2 ％ 23.0 ％ 26.0 ％ 28.0 ％ 30.0 % 30.0 %

実績 26.7 ％ 18.7 ％ 10.0 ％ 23.9 ％ 25.6 % 18.8 %

達成率

H27

H28

H29

H30

R1

R2

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 基本目標別検証結果

　基本目標①「まちのたからで雇用を創る」を構成する
施策の検証結果は、A（優れている）が昨年度より1施策
減り、４施策（40.0％）となっています。
　また、B（実施できている）が昨年度に引き続き5施策
（50.0％）、C（工夫が必要）が昨年度より1施策増えて
います。

基本目標に対するコメント
（まとめはP.88参照）

・コロナ禍で人の動き、働き方の変化が起きています。時代の変化を的確にとらえて、新しい
取り組みを模索してください。
・雇用については、職に就くということのみに取り組むのではなく、出産、子育てや住宅等が
総合的に考えられ、働く人が住みやすい町であるべきであり、バランスが大切です。トータル
な政策をお願いします。
・農の担い手の裾野を広げる施策の工夫が必要です。
・地元企業や商工会との連携などから町内雇用の拡大にまでつなげられるように施策の全体像
を再検討してください。
・日野菜や獣肉という日野ならではの宝を活かし、ビジネスにつなげることで後継者問題も解
決できる可能性があります。

0 4 5 1 0 10

10

0 4 6 0 0 10

0 5 5 0 0

10

0 6 2 2 0 10

0 6 3 1 0

0 3 6 1 0

講ずべき施策に関する基本的方向

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけま
す。
○農業などを通じて「地域資源」を発見し、付加価値を生み出すことでブランド化、さらなる有効活用を生み出すこ
とで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

施策の検証結果状況

年度

目的を達成している 優れている 実施できている 工夫が必要

10

改善が必要

合計

S A B C D

81.3% 38.5% 85.4% 85.3% 62.7%

2
町内企業への新規学卒就職者の町内在住者
比率

21.2 ％

100.0%

16.7% 11.1% 16.7% 26.7% 33.3%

1 創業件数 0 件

33.3%

基本目標　（１） まちのたからで雇用を創る

まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出をめざします。また、町内
の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

重要業績評価指標（KPI）

指標名 基準値（H26） H27 H28 H29 H30 R1 R2

0

1

2

１．まちのたからで雇用を創る

系列
1系列
2系列
3系列
4系列
5

B

C

D S

0

1

2

3

4

5

6

7

H27 H28 H29 H30 R1 R2

１．まちのたからで雇用を創る

S

A

B

C

D

B

C

DS
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目標 628,000
人（H25-
H27）

629,500
人（H26-
H28）

631,000
人（H27-
H29）

633,000
人（H28-
H30）

635,000
人（H29-
R1）

636,000
人（H30-
R2）

実績 619,500
人（H25-

H27）
595400

人（H26-
H28）

569,166
人（H27-

H29）
573,333

人（H28-
H30）

625,166
人（H29-

R1）
572,166

人（H30-
R2）

達成率

目標 680
人（H25-
H27）

690
人（H26-
H28）

700
人（H27-
H29）

715
人（H28-
H30）

730
人（H29-
R1）

740
人（H30-
R2）

実績 717
人（H25-
H27）

713
人（H26-
H28）

715
人（H27-
H29）

696
人（H28-
H30）

765
人（H29-
R1）

778
人（H30-
R2）

達成率

目標 800
人（H25-
H27）

780
人（H26-
H28）

760
人（H27-
H29）

730
人（H28-
H30）

710
人（H29-
R1）

710
人（H30-
R2）

実績 843
人（H25-
H27）

820
人（H26-
H28）

801
人（H27-
H29）

766
人（H28-
H30）

734
人（H29-
R1）

791
人（H30-
R2）

達成率

H27

H28

H29

H30

R1

R2

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 基本目標別検証結果

　基本目標②「出会いと発見で人の流れを作る」を構成
する施策の検証結果は、A（優れている）が昨年度より１
施策減り、４施策（36.4％）となっています。
　また、B（実施できている）は昨年度に引き続き5施策
（45.5％）、次いでC（工夫が必要）が１施策増え、２
施策（18.2%）となっています。

基本目標に対するコメント
（まとめはP.88～P.89参照）

・基本目標②全体に通じた「具体的な移住、定住のモデル」の設定を行い、施策ごとに果たす
役割を明確化する必要があります。そこに動く各施策の連動と基本的方向性を踏まえた政策研
究が必要です。
・DXが急速に進んでいます。オンラインでの配信が一般的になると「将来の移住、定住につ
ながる」地域外の方にも学習していただきやすくなります。
・日野には「住みやすいから」だけではない「地域の歴史、文化の素晴らしさ」や「人のつな
がり」に魅力を感じ、移住、定住に心を動かしてもらえるような働きかけをしてください。
・コロナ禍でテレワークが広がり、田園回帰の動きも大きくなる可能性があります。地方への
移住・定住希望者に日野への移住につながるような的確な情報を届かせ、しっかりと移住、定
住の流れをキャッチしてください。

0 4 5 2 0 11

11

0 4 6 1 0 11

0 5 5 1 0

11

0 4 6 1 0 11

0 7 3 1 0

0 4 5 1 1

講ずべき施策に関する基本的方向

○まちの｢たから｣である観光資源・田舎体験等の多様な交流を通じ、まちの魅力と住民の誇りを醸成することで、観
光客や町外の住人が日野町に関心を持ち、住民との交流によりさらに関心が深まり、将来の移住につながるような情
報発信や事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んで良かったと思える地域への愛着を芽生え
させ、育てていくことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を
図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

施策の検証結果状況

年度

目的を達成している 優れている 実施できている 工夫が必要

11

改善が必要

合計
S A B C D

95.1% 94.6% 95.3% 96.7% 89.8%

3 転出者数（住民基本台帳）過去３年平均 806

人
（H2
4-
H26
） 94.9%

100.0% 100.0% 97.4% 100.0% 105.1%

2 転入者数（住民基本台帳）過去３年平均 678

人
（H2
4-
H26
） 100.0%

94.6% 90.2% 90.6% 98.5% 90.0%

1 観光入込客数（年間）過去３年平均 625,667

人
（H2
4-
H26
） 98.6%

基本目標　（２） 出会いと発見で人の流れを作る

まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちをめざします。

重要業績評価指標（KPI）

指標名 基準値（H26） H27 H28 H29 H30 R1 R2

0

1

2

２．出会いと発見で人の流れを作る

系列
1

系列
2

系列
3

系列
4

系列
5

B

C

D

S0

1

2

3

4

5

6

7

8

H27 H28 H29 H30 R1 R2

２．出会いと発見で人の流れを作る

S

A

B

C

D

B

C

D

S
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目標 179
人（H25-
H27）

178
人（H26-
H28）

177
人（H27-
H29）

176
人（H28-
H30）

175
人（H29-
R1）

176
人（H30-
R2）

実績 174
人（H25-

H27）
174

人（H26-
H28）

159
人（H27-

H29）
156

人（H28-
H30）

160
人（H29-

R1）
150

人（H30-
R2）

達成率

目標 1.59 1.60 1.60 1.61 1.62 1.64

実績 1.51 1.48 1.38 1.58 1.58

達成率

H27

H28

H29

H30

R1

R2

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 基本目標別検証結果

－

　基本目標③「結婚・出産・子育ての希望をみんなで支
えてかなえる」を構成する施策の検証結果は、A（優れて
いる）が昨年度から１施策減り、1２施策（80.0％）と
なっています。
　次いで、Ｂ（実施できている）が昨年度より1施策増
え、３施策（20.0%）となっています。

基本目標に対するコメント
（まとめはP.89～P.90参照）

・「その時々のニーズにあった切れ目ない支援」「子育てに係る負担軽減」を制度や助成金だ
けでとらえることなく、社会・地域社会の中で「支援」がなされるように団体育成等幅広い取
組みが求められます。
・制度があっても言語や経済的な理由で制度を利用できないケースがあると考えられ、制度を
充実させることと共に制度を利用しやすくすることが必要です。
・福祉と教育の連携、就学前から小学校、中学校、高等学校、大学等各ステージでの引継ぎを
しっかりと行い、支援が途切れないようにしていく必要があります。
・総合戦略の視点は「選ばれる町にいかにすべきか」となってしまいます。しかし、子どもが
自らの人生を切り拓くための環境を整えることが重要です。

0 12 3 0 0 15

15

0 13 1 1 0 15

0 13 2 0 0

15

0 13 1 1 0 15

0 6 7 2 0

0 4 8 3 0

講ずべき施策に関する基本的方向

○結婚に向けた男女の出会いの場の創出を図ります。
○出産に向けての負担の軽減により支援の充実を図ります。
○子育てサポーター等、現状のサービスの充実や子育てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実
を図ります。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

施策の検証結果状況

年度

目的を達成している 優れている 実施できている 工夫が必要

15

改善が必要

合計
S A B C D

92.5% 86.3% 98.1% 97.5% －

2 合計特殊出生率 1.59
（H26
独自推
計）

95.0%

97.8% 89.8% 88.8% 91.4% 85.2%

1 出生数（住民基本台帳）過去３年平均 180

人
（H2
4-
H26
） 97.2%

基本目標　（３） 結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちをめざします。

重要業績評価指標（KPI）

指標名 基準値（H26） H27 H28 H29 H30 R1 R2

0

1

2

３．結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

系列1

系列2

系列3

系列4

系列5

B

A

C

D S
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

H27 H28 H29 H30 R1 R2

３．結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

S

A

B

C

D

B

A

C

S D
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目標 0 ヶ所 5 ヶ所 10 ヶ所 15 ヶ所 20 ヶ所 20 ヶ所

実績 2 ヶ所 5 ヶ所 11 ヶ所 16 ヶ所 20 ヶ所 20 ヶ所

達成率

H27

H28

H29

H30

R1

R2

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 基本目標別検証結果

　基本目標④「くらしやすい地域とつながり、安心して
住み続けられるまちをつくる」を構成する施策の検証結
果は、Ａ（優れている）が昨年度より２施策減り、11施
策（78.6%）となっています。
　次いで、Ｂ（実施できている）が２施策増え、３施策
（21.4％）という結果になっています。

基本目標に対するコメント
（まとめはP.90～P.91参照）

・住民の困りは多様化、複雑化しており、分野を横断しています。福祉分野における各計画の
取り組みが連携する中で進むようになれば良いまちになると思います。
・暮らしやすいまちをつくるにあたって、町役場（公共）の役割、地縁団体である自治会の役
割、ボランティア団体など市民活動の役割、コミュニティビジネスの役割を俯瞰して様々な施
策の連携、関係する各課の協議と連携強化によって効果も高めるように努めてください。
・若者をいかに取り込むかが課題となっています。マルシェや手作り市の取り組みが異分野や
多世代交流へとつながっています。公民館等を活用する中で、事業への参加者ではなく、事業
の実施主体を育成するような、きっかけづくりとなる取り組みを進めてください。
・弱い立場の方に対する支援は、福祉保健課だけではなく、役場全体で取り組むべきであり、
そうすることが魅力あるまちにつながると考えます。

0 11 3 0 0 14

14

0 10 4 0 0 14

0 13 1 0 0

14

0 7 5 2 0 14

0 9 5 0 0

0 8 3 3 0

講ずべき施策に関する基本的方向

〇地域での人と人のつながり（きずな）を育むため、地域の多様なコミュニティが連携する住民主体の活動を支援し
ます。
○人と場所と機会をつなぐ、人材・資源を発掘します。
○住民主体の出会いの場づくりにより、地域に暮らす人同士の「おたがいさま」の助け合い、自分の「自慢」を持ち
寄り、生きがいを持てる仕組みをつくります。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災などの取り組みにより、安心・安全なまちづ
くりを推進します。

施策の検証結果状況

年度

目的を達成している 優れている 実施できている 工夫が必要

14

改善が必要

合計
S A B C D

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

1
人と人（複数の地域コミュニティ）をつな
ぐ場の創出

0 ヶ所

100.0%

基本目標　（４） くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安全で安心して住み続けられるまち
をめざします。また、地域の力を活かした課題解決能力を高めることで、住民の活発な自治活動を持続発展させ、これまでの自治活動の見直しも含め、地域課題について、住民が自ら発見
し、学び、取り組んでいくまちをめざします。

重要業績評価指標（KPI）

指標名 基準値（H26） H27 H28 H29 H30 R1 R2

0

1

1

2

４．くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

系列1

系列2

系列3

系列4

系列5

A

C

B

D S1

3

5

7

9

11

13

15

H27 H28 H29 H30 R1 R2

４．くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

S

A

B

C

D

A

C

B

S D
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平成27年度～令和２年度

目的を達
成してい
る

優れてい
る

実施でき
ている

工夫が必
要

改善が必
要

S A B C D 合計

H27 0 3 6 1 0 10

H28 0 6 2 2 0 10

H29 0 6 3 1 0 10

H30 0 4 6 0 0 10

R1 0 5 5 0 0 10

R2 0 4 5 1 0 10

H27 0 4 5 1 1 11

H28 0 7 3 1 0 11

H29 0 7 3 1 0 11

H30 0 4 6 1 0 11

R1 0 5 5 1 0 11

R2 0 4 5 2 0 11

H27 0 4 8 3 0 15

H28 0 6 7 2 0 15

H29 0 6 7 2 0 15

H30 0 13 1 1 0 15

R1 0 13 2 0 0 15

R2 0 12 3 0 0 15

H27 0 8 3 3 0 14

H28 0 7 5 2 0 14

H29 0 9 5 0 0 14

H30 0 10 4 0 0 14

R1 0 13 1 0 0 14

R2 0 11 3 0 0 14

H27 0 19 22 8 1 50

H28 0 26 17 7 0 50

H29 0 28 18 4 0 50

H30 0 31 17 2 0 50

R1 0 36 13 1 0 50

R2 0 31 16 3 0 50

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 基本目標別検証結果

総　合　計

3
結婚・出産・子育て
の希望をみんなで支
えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚
から子育てまで、その時々のニーズ
にあった切れ目のない支援を行い、
若い世代が出産や子育てに希望をも
てるまちをめざします。

・「その時々のニーズにあった切れ目ない支援」「子育
てに係る負担軽減」を制度や助成金だけでとらえること
なく、社会・地域社会の中で「支援」がなされるように
団体育成等幅広い取組みが求められます。
・制度があっても言語や経済的な理由で制度を利用でき
ないケースがあると考えられ、制度を充実させることと
共に制度を利用しやすくすることが必要です。
・福祉と教育の連携、就学前から小学校、中学校、高等
学校、大学等各ステージでの引継ぎをしっかりと行い、
支援が途切れないようにしていく必要があります。
・総合戦略の視点は「選ばれる町にいかにすべきか」と
なってしまいます。しかし、子どもが自らの人生を切り
拓くための環境を整えることが重要です。

№ 基本目標 内容

検証結果

検証委員からのコメント

4

くらしやすい地域と
つながり、安心して
住み続けられるまち
をつくる

家庭でのきずなはもとより、地域で
の人と人のつながり（きずな）を育
み、顔の見える関係のもと、住民が
自らくらしやすい地域をつくり、そ
のもとで安全で安心して住み続けら
れるまちをめざします。また、地域
の力を活かした課題解決能力を高め
ることで、住民の活発な自治活動を
持続発展させ、これまでの自治活動
の見直しも含め、地域課題につい
て、住民が自ら発見し、学び、取り
組んでいくまちをめざします。

・住民の困りは多様化、複雑化しており、分野を横断し
ています。福祉分野における各計画の取り組みが連携す
る中で進むようになれば良いまちになると思います。
・暮らしやすいまちをつくるにあたって、町役場（公
共）の役割、地縁団体である自治会の役割、ボランティ
ア団体など市民活動の役割、コミュニティビジネスの役
割を俯瞰して様々な施策の連携、関係する各課の協議と
連携強化によって効果も高めるように努めてください。
・若者をいかに取り込むかが課題となっています。マル
シェや手作り市の取り組みが異分野や多世代交流へとつ
ながっています。公民館等を活用する中で、事業への参
加者ではなく、事業の実施主体を育成するような、きっ
かけづくりとなる取り組みを進めてください。
・弱い立場の方に対する支援は、福祉保健課だけではな
く、役場全体で取り組むべきであり、そうすることが魅
力あるまちにつながると考えます。

2
出会いと発見で人の
流れを作る

まちの「たから」を活かし、観光な
どで「人と人」の出会いの機会をつ
くり、日野の魅力を伝えることで交
流から移住・定住に結び付く、魅力
あるまちをめざします。

・基本目標②全体に通じた「具体的な移住、定住のモデ
ル」の設定を行い、施策ごとに果たす役割を明確化する
必要があります。そこに動く各施策の連動と基本的方向
性を踏まえた政策研究が必要です。
・DXが急速に進んでいます。オンラインでの配信が一
般的になると「将来の移住、定住につながる」地域外の
方にも学習していただきやすくなります。
・日野には「住みやすいから」だけではない「地域の歴
史、文化の素晴らしさ」や「人のつながり」に魅力を感
じ、移住、定住に心を動かしてもらえるような働きかけ
をしてください。
・コロナ禍でテレワークが広がり、田園回帰の動きも大
きくなる可能性があります。地方への移住、定住希望者
に日野への移住につながるような的確な情報を届かせ、
しっかりと移住、定住の流れをキャッチしてください。

1
まちのたからで雇用
を創る

まちの「たから」である「地域資
源」を活かし、住民が主体となって
取り組む創業による地域内経済循環
の活性化と、既存の取り組みの拡大
も含めた雇用の創出をめざします。
また、町内の企業の交流と連携を進
め、更なる地域経済の活性化をめざ
します。

・コロナ禍で人の動き、働き方の変化が起きています。
時代の変化を的確にとらえて、新しい取り組みを模索し
てください。
・雇用については、職に就くということのみに取り組む
のではなく、出産、子育てや住宅等が総合的に考えら
れ、働く人が住みやすい町であるべきであり、バランス
が大切です。トータルな政策をお願いします。
・農の担い手の裾野を広げる施策の工夫が必要です。
・地元企業や商工会との連携などから町内雇用の拡大に
までつなげられるように施策の全体像を再検討してくだ
さい。
・日野菜や獣肉という日野ならではの宝を活かし、ビジ
ネスにつなげることで後継者問題も解決できる可能性が
あります。

0
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20
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35

40

H27 H28 H29 H30 R1 R2

全施策

S

A

B

C

D

B

C
D

S

A

総合戦略の全施策の検証結果では、A（優れてい

る）がR１年度実績では３６施策であったのに対

し、R２度実績では3１施策になり、５施策減少し

ました。

次に、B（実施できている）が1６施策、C（工

夫が必要）が３施策の順になっており、R２年度は

Aが減る中でB・Cが増加しました。
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４．施策検証結果一覧 



①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

10 2 2 1 1 16

量S B

6 2 2 2 2 14

量B B

4 3 2 2 2 13

量C B

5 3 2 2 2 14

量B B

5 3 3 3 3 17

量B B

5 3 3 3 3 17

量B B

8.5 2 1 1 1 13.5

量A B

10 3 4 2 2 21

量S A

9 4 3 2 2 20

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

8 3 2 3 3 19

量A A

4 3 3 2 2 14

量C B

5 2 3 2 2 14

量B B

5 2 2 2 1 12

量B C

6 2 2 1 2 13

量B B

7 3 3 2 2 17

量A B

8 2 2 2 2 16

量A B

9 3 2 2 2 18

量S B

9 3 2 2 2 18

量S B

9 3 3 2 2 19

量S A

9 3 3 2 2 19

量S A

9 3 3 2 2 19

量S A

9 3 3 2 2 19

量S A

9 3 3 2 2 19

量S A

合計
検証点数

質的検証

検証項目

質B

Ｒ
１

質C

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０ 質B

Ｒ
１

質B

質B

（
１
）
ま
ち
の
た
か
ら
で
雇
用
を
創
る

Ｈ
２
７ 質C

Ｈ
２
８ 質C

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８ 質C

Ｈ
２
９ 質C

Ｈ
３
０

・「ふるさと日野町がんばろう商品券」発行、「近江日野「三方よ
し！」ふるさと応援寄附事業」の開始など新たな取組みを行ってきた
ことを高く評価します。
・コロナ禍で観光等大きな影響を受けたと思われます。遠方からの交
流人口の減少を補うことは難しいかもしれませんが、地元（町内、周
辺自治体）住民に日野の良さを再発見してもらえる「ディスカバーご
近所」が進むような情報発信の工夫をしてください。
・次期計画においては、KPIの見直しを行い、複数の指標から施策の
成果を測るように工夫をしてください。例えば施策内容にある「後継
者の育成」「商店の活性化」を推し量るのに適切な指標を検討してく
ださい。
・②③で「観光交流拠点施設でのチャレンジショップ」と日野の「味
覚市」をとり上げ、事業としての定着を目指している点を評価しま
す。この中でもチャレンジショップのような取組みは施策1-1とも関
連性が高いのでチャレンジショップや日野の味覚市への参加による実
習を取り入れるなど、他の施策との連携を検討してください。
・④⑤では「ふるさと納税」に軸足を移すように見えますが、基本目
標・方向性に示されているキーワード「地域資源」「住民が主体」
「創業」「地域内経済循環の活性化」を見すえた施策の工夫を行って
ください。

Ｈ
３
０ 質B

Ｒ
１

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

2 地域内経済循環の推進

・地域内経済循環の推進については、多様な方法があると考えられます。しか
し、農泊と住宅リフォームなど限られた事業だけになっているように思われま
す。
・コロナ禍で農泊などの受入れがストップしたため、KPI「民泊受入人数」が激
減し、KPI達成度は達成度が大きく後退したのはやむを得ないと考えます。
・コロナ禍で農村生活体験の再開に向けて、ガイドラインの作成やスキルアッ
プを図る取組みをしたことは評価します。今後質の高い受入れが実現できるよ
うに引き続きスキルアップの努力を継続してください。
・スキルアップの方向性の一つとして、地産地商地消への工夫やそれを支える
周辺の取組みとの連携が求められます。地元の生産者、商業者の協力によっ
て、価値ある地産地消体験を拡大してください。基本目標・方向性に立ちかえ
り、施策を再検討してください。
・基本的方向性で示されているように民間の中での連携、民間との連携による
地域内経済循環の推進を進めてください。
・施策内容で明記されている「地域内経済循環」を把握する調査研究に基づ
き、日野町の地域経済構造の実態に即した政策立案が求められます。
・空き家リフォーム、住宅リフォーム制度の運用を通じて町並み景観の保全や
木質バイオマスの利用促進など他の施策との連携を深めて、より効果を高める
取り組みを工夫してください。
・次期計画にあたっては「地域内経済循環の推進」の方策を工夫してくださ
い。
・コロナ禍で人の動き、働き方の変化が起きています。時代の変化を的確にと
らえて、新しい取り組みを模索してください。

質C

Ｈ
２
８ 質B

Ｈ
２
９ 質B

4
魅力ある商店づくりの
促進

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８ 質B

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０ 質B

Ｒ
2

質B

Ｒ
１

質B

3
企業誘致と企業・異業
種間の交流促進

・商工会等との連携により企業懇談会を継続的に開催している点は高く評価しま
す。町内雇用確保のためにも引き続き企業誘致に努めてください。
・企業誘致、異業種間交流など目立つ施策に重点的に取り組まれていますが、施策
が目指すゴールには「地場産業の活性化」もあります。企業誘致、異業種交流から
地場産業の活性化につながるように構想されていましたが、このような動きが生じ
るように施策のあり方を再検討してください。
・③⑤は昨年とあまり変わりがありませんでした。新しいアイディアが生まれてい
ないと推察されます。
・本施策は、連携や交流から新たなビジネスを生んだり、地場産業の活性化につな
げることを目指していますが、内部検証は、その具体的な道筋について現段階では
具体策を想像できていない印象を持ちました。
・基本目標・方向性で示されているキーワード「地域資源」「住民主体」「創業」
「地域内経済循環」「町内雇用の拡大」を施策の中に落とし込んでください。
・⑤で「地元企業が持つ技術等を把握し～」との記述がありますが、冊子を作った
り、HPに集約したりすると自然に何か起きるとは考えにくいので、具体的な展開
を検討してください。そのために（昨年もコメントしましたが）企業の持つ技術の
可能性を評価できる専門職が必要であるのか、不要なのかを検討し、必要であれば
雇用することも検討してください。
・町内企業が求人を出しても町外の応募がほとんどとなっているようです。雇用に
ついては、職に就くということのみに取り組むのではなく、出産、子育てや住宅等
が総合的に働く人が住みやすい町であるべきであり、バランスが大切です。トータ
ルな政策をお願いします。
・企業の状況によりますが、町内へ進出する企業へは早くから地元雇用のPRをお
願いします。
・コロナ禍において、仕事を失った方がいるのであれば、就労してもらうように取
り組んでください。

令和２年度日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表

1 創業・第２創業の促進

・新規創業が1件であったのは、少し残念ですが、2020年のコロナ禍のなかでの創業には価値
があります。コロナ禍で地方移住への関心も高まっています。今までとは違う創業が起きるの
を支援する新しい発想で政策を進めてください。
・講座の受講者数が近年多くありません。講座のあり方を見直し、受講者数の拡大につながる
ように工夫する等事業の全体像見直してください。
・本施策のゴールは、創業、第二創業を促すことです。「そのゴールを実現する上で何が必要
なのか？」打つべき手だてを再検討して、施策・事業の組み替えが必要ではないでしょうか。
・今までの考え方は「創業塾参加者→創業」と考えていたので、創業塾参加者を増やす方向で
の努力がされていました。発想を変えて、創業を増やすための手だての中で、創業塾の位置づ
けを見直してください。
・創業塾の見直しは、知識習得のための座学部分と参加者の交流議論（自発的学び）の部分と
切り離すことも考えられます。知識習得の部分は、オンデマンド教材化したり、地方創生カ
レッジの活用をしたりするなどの工夫をしてください。
・④⑤で地域内経済循環に言及するなどによって効果の高まるような基本目標・基本的方向性
を意識している点は評価できます。地域内経済循環を把握する調査と波及効果を推計する手法
も研究してください。
・日野駅観光案内交流施設「なないろ」の運営が人材育成につながっている点を高く評価しま
す。
・創業する人たちが地域内経済循環も意識しながらビジネスプランを考え、波及効果が大きく
なるようにサポートしてください。
・創業塾をもっと受講しやすいようにしていくべきです。情報収集と広報活動が重要です。
・創業塾での学びをもって起業する人を応援してください。創業塾受講なしの起業でも7割の補
助を受けられるとのことですが、資金力のある人の起業により、創業塾で学んでこれから起業
しようとする人が排除されないように配慮してください。
・農産物の販売所等を整備し、町を活性化する等してください。
・創業支援の補助について、予算を超える申請には、予算確保に取り組む等柔軟に対応してく
ださい。

Ｒ
2

質B

Ｒ
2

質B

Ｒ
2

質B

Ｈ
２
７
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

10 3 3 3 3 22

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 2 2 3 20

量S A

8 3 2 3 2 18

量A B

7 3 3 2 2 17

量A B

7 3 3 3 4 20

量A A

10 2 2 3 3 20

量S A

9 4 3 2 2 20

量S A

10 3 3 3 2 21

量S A

9 4 3 3 2 21

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 2 3 2 2 19

量S A

9.5 2 2 2 2 17.5

量S B

8 3 3 3 3 20

量A A

7 3 3 3 2 18

量A B

7 3 2 3 2 17

量A B

8 3 2 2 2 17

量A B

4 3 3 3 3 16

量C B

10 2 2 2 3 19

量S A

10 3 3 3 2 21

量S A

10 3 2 2 2 19

量S A

10 3 2 2 2 19

量S A

10 3 3 2 3 21

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

Ｒ
2

質B

8 獣肉の利活用を促進

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８ 質B

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０

・レストラン・ホテルの取引数も順調に増加し、一定程度、獣肉の利活用
は進んだと評価します。
・主要な施策の焦点が獣美恵堂を核とした利活用であり、現状から今まで
以上の利活用の拡大が見込めないのであれば、次期総合戦略の施策からは
はずし、獣害対策と一体となった施策として整理した方が良いかもしれま
せん。昨年の評価でも同様の提案がなされています。
・KPIにレストラン・ホテルの取引数が挙げられています。日野産の獣肉
が広く流通していくことを示す指標として使っていますが、取引高を調べ
たり、ビジネス化の可能性について、費用構造を把握したりする必要が
あったと思われます。統計とまで言わなくても実態を把握することも必要
です。
・獣肉は魚介類に比べ保存がきき、ジビエとしては、需要はあると感じま
す。付加価値をつけることで商品価値が上がりビジネスとして成り立つと
考えます。
・鹿肉等を町内の旅館料理飲食組合が活用する等により、双方にとって可
能性があるのではと感じます。
・獣肉を使った料理の販売をイベント的にでも行ってPRしていくことも
必要です。PRを上手にしていってください。
・獣肉のビジネスとしては、供給量と取扱店の増が必要です。猟銃を持つ
人は少ないので獣害対策のグループを増やす必要があります。
・日野菜や獣肉という日野ならではの宝を活かし、ビジネスにつなげるこ
とで後継者問題も解決できる可能性があります。
・コストに留意して施策を展開していくべきです。

Ｒ
１

質B

質B

・「人・農地プラン」の新規作成がなかったのは残念ですが、コ
ロナ禍で人が集うことが制限された令和2年度は致しかたないと
考えます。次期総合戦略では、KPIの設定に「担い手の育成・確
保」を推し量れる指標を入れるなど工夫をしてください。
・担い手の育成・確保の方法について、プラン作成以外の多様な
方法を研究し、農の担い手の裾野を広げる施策の工夫と視野を広
げる必要があります。
・次期総合戦略では、施策内容に「集落を自分たちで守る」視点
も盛り込んでください。
・担い手の育成・確保だけでも苦労していると推察されますが、
認定新規就農者2件の認定など可能性は十分にあると評価しま
す。こうした従来の取組みの成果をさらに向上させるとともに基
本目標・方向性を踏まえた地元企業・商工会との連携などから町
内雇用の拡大にまでつなげられるように施策の全体像を再検討し
てください。

・コロナ禍で飲食店休業により、販売取引先件数、出荷量が減少してお
り、KPIが低くなっています。作付面積の拡大、生産基盤の整備など日野
菜のブランド化のための様々な取組みがなされていることを評価します。
・ふるさと応援寄附金の返礼品に日野菜漬を登録したり、キャラクター
「あのなひのな」の着ぐるみ作成したりするなどPRの工夫をしているこ
とも評価します。
・ブランド化に向けた努力を評価しますが、ブランド化の発想に至った経
緯を確認し、原点に立ち返ってください。
・日野菜ブランド化に向けた取組みは、生産農家を中心的な対象としてい
るように思われます。出荷生産者とならなくても住民が自家用に生産する
など、まちの文化として裾野を広げることも必要ではないでしょうか。
・生産農家に特化した施策から、基本目標・基本的方向を踏まえた住民主
体の新しい施策へと工夫してください。
・日野菜の生産流通の全体像を把握して地域経済の活性化の方策を工夫し
てください。
・日野菜は、漬物が主な商品となります。若い世代の食の趣味趣向に合わ
なかったり、固さから高齢者は食べにくかったりと消費に課題があると感
じます。事実、日野菜漬けを食べる人は減少傾向にあります。そんな中
で、日野菜漬けの生産量を増やして、ビジネスとして成り立つのか検討が
必要です。大量生産ではない価値を見出していくべきです。

Ｒ
2

質B

質B

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０ 質B

Ｒ
2

質A

質B

Ｈ
２
８

質B

Ｈ
３
０ 質B

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目

Ｒ
2

質B

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

Ｈ
２
８ 質B

Ｈ
２
９

質B

・KPIに示されているように野菜生産者が増えていることは高く評価
します。②③において「生産者の意識啓発を図る」となっていて、町
の側の取組み、「営農カレンダー」の作成・提供などが進められてい
ますが、生産者側の意識の変化や向上につながっているのでしょう
か。
・⑤にてインショップ出荷の農家増にもかかわらず、売上げが減少傾
向にあると内部評価されています。売上げを増やす工夫と生産者の意
識向上につながる具体的な取組み（マルシェ等）が必要です。冊子に
加えて体験による学びをつくってください。
・次期計画では、消費者側の地産地消の機運を高める取組みとの一体
的連携を図るなど施策の工夫を行ってください。
・町としてできることの中で補助事業は重要だと考えますが、②③④
では、補助事業中心の思考のように見えます。基本目標・方向性を踏
まえて、担い手の裾野を広げる取組みを工夫してください。
・野菜の流通実態を把握して「地域内経済循環」の構造を明らかにし
て、生産者だけでなく、消費者意識も変えていく取組み、構造を把握
できたなら新しい施策の工夫も可能になると考えられます。所得・雇
用の増につなげる多様な手法を検討してください。

Ｈ
２
７ 質B

質B

Ｈ
３
０ 質B

Ｈ
２
８

Ｈ
２
９

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和２年度

Ｒ
１

質B

（
１
）
ま
ち
の
た
か
ら
で
雇
用
を
創
る

5 農業経営体の育成

Ｈ
２
７

質B

6
地元野菜生産者の担い
手育成

7
日野菜のブランド化の
促進

Ｈ
２
７ 質C
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

0 3 2 2 2 9

量D C

0 2 2 2 2 8

量D C

0 3 3 3 3 12

量D C

4 3 2 3 2 14

量C B

4 3 3 3 3 16

量C B

2 3 3 2 2 12

量D C

10 2 2 2 2 18

量S B

10 2 2 2 2 18

量S B

9 3 3 3 3 21

量S A

8 3 2 3 2 18

量A B

8 3 3 3 3 20

量A A

7 3 3 2 3 18

量A B質B

10 高齢者の生きがい創出

Ｈ
２
７ 質C

Ｈ
２
８ 質C

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０

・「高齢者の生きがい創出」は、仕事の面に力点を持ちがちかも
しれませんが、②③でも事例が示されているように地域での交
流・支え合いも重要です。とりわけ交流の点では、高齢者の知
識・技能を次世代に継承していくことも重要となります。
・次期総合戦略では「生きがい」を広くとらえ、町の未来に継承
していく知識・技能のことなども含めた総合的な生きがいづくり
を構想してください。そうした施策の芽は、⑤今後の課題でも述
べていますが、横連携により、総合的な生きがいづくりとなるよ
うに努めてください。
・高齢者の生きがいづくりを高齢者の世界に閉じるのではなく、
多世代交流を促し、知識・技能の継承を意識した町の未来につな
がる交流を工夫してください。
・個人の生きがいにあった仕事を考えていく等の取り組みが必要
です。
・シルバー人材センターでの仕事は様々だが、草刈りなどは、経
験がない人でもできるように講習会等を実施すると良いのではと
考えます。

Ｒ
１

質B

Ｒ
２

質B

（
１
）
ま
ち
の
た
か
ら
で
雇
用
を
創
る

9
若者等の就職相談窓口
の整備

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８ 質C

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０ 質B

質B

Ｒ
２

・昨年の外部検証コメントにて、「コロナ禍の在宅勤務から農村
回帰の動き」を指摘しましたが、調査研究を行い、時代の変化の
流れを的確につかんでください。
・②③④⑤どれも従来から行われている雇用政策の枠内の施策で
はないでしょうか。従来の施策にもう一工夫をこらして、施策の
目指すところ、基本目標・方向性の考え方を従来施策に落とし込
んでみてください。
・本施策は「町のキャリアセンター」構想が発想のスタートでし
た。一般的な情報提供を行うだけでなく、ターゲットを明確にし
たアプローチが必要です。
・②③④⑤いずれも必要な情報、必要とされるだろう情報を一般
的な方法で提供するものと推察します。本施策は、日野に住むこ
とに結びつくような結果を求めてのものです。一般的情報提供で
はなく、結果に結びつくターゲットを明確にして施策を工夫して
ください。
・ターゲットを明確にしたアプローチが必要です。進学で日野町
を離れた人に広報を送付することで日野とのつながりを継続し、
大学等卒業後日野に帰ってきてもらえるような取り組みを考えて
ください。

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和２年度

Ｒ
１

質B

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

5.3 2 1 1 1 10.3

量B C

10 4 3 2 2 21

量S A

8 3 3 3 3 20

量A A

7 3 3 3 2 18

量A B

7 3 3 2 2 17

量A B

1 3 3 3 3 13

量D B

10 3 3 3 3 22

量S A

9 2 3 1 2 17

量S B

8 3 3 3 3 20

量A A

6 3 3 2 2 16

量B B

6 3 3 3 3 18

量B B

6 2 2 2 2 14

量B B

5 3 3 2 2 15

量B B

4 2 3 2 2 13

量C B

5 2 2 2 2 13

量B B

5 3 3 2 2 15

量B B

5 3 2 3 2 15

量B B

5 3 3 3 3 17

量B B

10 2 2 2 1 17

量S B

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

9 3 3 2 2 19

量S A

4 4 4 3 3 18

量C B

質B

Ｒ
２

質A

4
日野の「たから」の伝
承促進

Ｈ
２
７ 質C

Ｈ
２
８ 質B

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０

・コロナ禍により三館の利用者が減少したため、KPIが低下しま
した。コロナの影響は致し方ないと考えます。
・西大路小学校6年生の調べ学習の成果展開催、子どもボラン
ティアガイド養成講座への協力を高く評価します。日野の「たか
ら」の伝承促進に強くつながる施策・事業として評価します。
・伝承促進のための取り組みを強化し、住民の学びの場の創出と
関心を持つ人の裾野を広げてください。
・食体験事業など先進的取り組みもあり、伝承促進のため更なる
事業の工夫を行ってください。
・伝承のための保存を映像と音声で残す取り組みも必要です。
・④⑤の基本的方向を踏まえた状況、今後の取り組みは、伝承か
ら移住・定住へと結びつけていくことになり、施策に一層の工夫
が必要です。
・「2-4」「2-5」を一体のものとして工夫、「移住・定住モデ
ル」の中での役割の明確化が必要です。

質C

Ｈ
３
０ 質B

Ｒ
２

質B

・2020(R2)は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大から都市農村交流が完全に止
まったため、民泊、大学企業の研修受け入れがともに大幅に減少し、KPIの数値が大幅
に落ち込みました。いたしかたないことだと考えます。
・大学・企業の研修受け入れについても、特定の大学・企業から繰り返し利用してもら
えるような良質な研修を構築する必要があります。
・④⑤について、基本目標・基本的方向を踏まえた「取り組み状況」と「今後の取り組
み」を評価しなおしてください。ポイントは「交流から移住定住につながる情報発信」
「住民の地域への愛着」「移住希望者の視点に立った情報発信」「遊休地・空き地の利
活用」などです。民泊受け入れ、研修受け入れ事業実施の視点しかありません。「移
住・定住につながる交流はあるだろうか」という移住者の視点からの分析も必要です。
また、これらの受け入れ事業を確実に実施することから本事業に携わる住民、本事業の
意義を理解する住民が増えることは、住民の誇りの醸成、地域への愛着の芽生えにつな
げる必要があります。その視点を欠いては④⑤は書けません。
・棚田保全そのものができなくなり、棚田ボランティアがなくなったことは、大変残念
です。所有権の問題などがあり、容易に再開できないことと推察します。体験型観光、
将来の移住につながるようなキラーコンテンツイベントとして位置づけて再開を目指す
のかどうか早急に対応が必要でしょう。
・棚田ボランティアの再開にむけ、棚田保全活動へのボランティア側からの動きが生ま
れることを期待しましたが、そのような動きはないようです。単なる観光ではなく体験
型観光であることから参加者が主体的に日野町に関心を持ってもらえると考えられま
す。一層の工夫を期待しています。
・農業者不在による棚田ボランティアの活動実施は難しくなったとのことですが、棚田
は体験型観光、関係人口創出、移住・定住における重要な要素です。西明寺の棚田の活
用も視野に入れ取り組みが広がると良いと考えます。このような取り組みが日野菜の生
産拡大等につながるように考えてください。
・近江日野商人に関する研修は座学だけではなく、移住・定住につながるような関わり
が必要です。

Ｒ
２

質C

質B

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０ 質B

Ｒ
２

質B

質C

Ｈ
２
８

3
日野の「たから」情報
発信の推進

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８ 質B

Ｈ
２
９

・「2-3」は、KPIに「日野大当番仲間」の登録を設定し、実現
できなかったため、KPIは50%となり、検証結果がBとなる要因
となりました。次期総合戦略では実現が難しい「日野大当番仲
間」はKPIに採用せず、他の指標で評価してください。
・DXが急速に進んでいます。役場の窓口対応のボット化なども
押し寄せてきます。情報発信のあり方を更に見直す必要が出てく
るでしょう。
・「2-3」は、情報発信の推進に取り組む施策であるが、取り組
みの進捗を測る視点として「体制の整備」「体制の稼働」を測る
ことで一定の進捗を測ることができますが、それによってどのよ
うな効果出たのか(アウトカム)評価が一層重要です。
・ふるさと納税の返礼品に町の特産品を加えたことで、ふるさと
納税額が増え、日野町に関心を持つ人が増えたことは評価しま
す。今後は、ふるさと納税をしてくださった方々が日野町に更に
関心を持ち、交流が広がるような取組みが必要です。
・ふるさと納税寄附者のなかには、町に関心のない人もいます。
ふるさと納税はあくまできっかけであり、その後どのように町と
つなげていくのかが重要です。

2 観光受入体制の整備

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０ 質B

・昨年度、ガイドの育成の提案をしていますが、観光ボランティアの人数
を増やす取り組みがなされていません。⑤で課題としていますが、②で書
くべき事項(課題)だと考えます。③では、今後の取り組みとして書かれる
べきです。
・「観光受入体制の整備」のうち、施設等のハードは一定進捗がみられま
すが、ボランティアの養成・確保などのソフト面の充実が必要です。
・昨年度の検証でも指摘しましたが、「集客力のある観光資源」と「町内
の歴史的文化資産」を結ぶ手立てと工夫が見えません。
・次期総合戦略のKPIは、観光ボランティア数に加え、観光サポーター
数、SNSの統計数など、体制整備の進捗、その体制が動いている活動
量、活動によって誘客した量など多面的に捉える指標を設定してくださ
い。
・(基本目標②に共通する課題として)⑤で「将来の移住・定住につながる
よう取り組みます」と書いていますが、基本目標②全体に通じた「具体的
な移住・定住のモデル」の設定を行い、施策ごとに果たす役割を明確化す
る必要があります。全体像の構想を欠いたまま、各施策を実践しても効果
は上がらないでしょう。具体的な移住・定住のモデルを想定し、そこに動
く各施策の連動と基本的方向性を踏まえた政策研究が必要です。
・観光ボランティアガイド協会との関係もあるようですが、観光ボラン
ティアガイドを増やす取り組みが見えてきません。ソフト面の充実が必要
です。

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和２年度

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

（
２
）
出
会
い
と
発
見
で
人
の
流
れ
を
作
る

1 体験型観光の推進

Ｈ
２
７

質C
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

10 2 1 2 1 16

量S B

10 2 2 2 1 17

量S B

10 3 3 3 2 21

量S A

10 3 2 3 2 20

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

8 3 3 3 3 20

量A A

10 1 2 1 2 16

量S B

10 3 3 2 1 19

量S A

10 3 2 2 2 19

量S A

8 3 3 3 3 20

量A A

5 3 3 3 3 17

量B B

0 3 3 3 3 12

量D C

10 3 3 3 2 21

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

5 3 2 3 3 16

量B B

8 3 3 2 2 18

量A B

8 3 3 3 3 20

量A A

10 3 4 3 3 23

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

9 3 3 2 2 19

量S A

9 3 3 3 3 21

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

Ｒ
２

質B

8
空き家を活用した定住
促進

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８ 質B

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０

・1年で20名増と成果が出ていると感じられます。空き家不足
状態の構造的課題は一朝一夕には解決する問題ではないのです
が、所有者の意識を前向きに変えられる啓発をしてください。
・④において、課をまたいだ連携を行っている点は移住につなが
る可能性を高めると考えるので高く評価します。
・⑤にてテレワークの拡大等による移住希望者のニーズを捉え、
時代の変化に対応するとの決意表明を高く評価します。
・登録空き家が増えない理由の分析は納得のいくものです。こう
した要因を「手放せない」とネガティブに考えず「いつか帰って
くれるかもしれない人」と捉えなおし、帰郷支援についても検討
してください。

・次世代の子どもたちに日野町のことを学んでもらい、後継者育
成の取り組みがなされていることを評価します。
・子どもボランティアガイドの養成もなされており、カルチャー
教室での受け身の学びから自分が説明できるようにするという、
一段上の学び、アクティブラーニングになっている点を評価しま
す。
・一方で大人のボランティアガイドの養成もボランティアガイド
の予備軍となるような人たちを育てることは十分できていないの
ではないでしょうか。
・コミュニティスクールの導入、地域学校協議活動によって、学
校教育の充実と地域づくりの新しい可能性を探る必要がありま
す。
・「日野町を紹介できる気風をはぐくむ」ことを目標に従来の事
業を見直し、更なる工夫を図ってください。
・次期総合戦略では「2-4」「2-5」の相互の関係を整理し、施
策の統合・充実を図ってください。
・学校と地域が連携し、小中学生が地域で活動することがまちづ
くりを活気づけることになると考えます。

Ｒ
２

質B

質C

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０ 質B

Ｒ
２

質B

質C

Ｈ
２
８

質B

Ｈ
３
０ 質B

・対面による町民大学講座が中止となり、KPIが0%となりまし
たので、⑥検証結果は厳しいものとなりました。
・対面が難しい場合、オンラインによる受講が可能となるよう
な、次の時代への対応を進めてください。DXが急速に進んでい
ます。担当課としては「情報環境が整っていない高齢者が参加で
きない」等の心配があると思いますが、情報環境の保障のあり方
も含めて検討してください。
・オンラインでの配信が一般的になると基本目標・基本的方向に
ある「将来の移住・定住につながる」地域外の方にも学習してい
ただきやすくなります。
・「2-4」「2-5」に関わるコンテンツをオンデマンド教材にす
ることも検討してください。
・オンラインによる講演会は増加傾向にあります。情報環境の整
備を進め、権利関係等に配慮する中でオンラインによる講演会等
を検討してください。

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目

7
定住支援相談窓口の整
備

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８ 質B

Ｈ
２
９

・地方への移住、田園回帰の流れをしっかりと受け止めることが
できているようです。定住に関する相談件数が増えていますので
評価します。
・③でオンライン移住相談の取り組みに言及している点は高く評
価します。移動が制限される中での対応としても良いと評価して
いるのですが、地域を越えて関心を持ってもらえる情報発信コン
テンツの製作を「2-5」「2-6」とも関連付けて行うことを検討
してください。
・日野には「住みやすいから」だけではない「地域の歴史、文化
の素晴らしさ」や「人のつながり」に魅力を感じ、移住、定住に
心を動かしてもらえるような働きかけをしてください。
・移住者の視点に立って進めようと決意表明されている点を評価
します。その視点を大切にするとともに「移住・定住につながる
モデルケース」をこれまでの移住事例の丁寧な分析等から行い、
施策の工夫を行ってください。
・コロナ禍でテレワークの増加、地方移住の変化があるようで
す。しっかりと日野町で受け止められるように施策の工夫、横連
携を進めてください。

質B

Ｈ
３
０ 質B

Ｒ
２

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和２年度

Ｒ
１

質B

（
２
）
出
会
い
と
発
見
で
人
の
流
れ
を
作
る

5
伝統文化等後継者育成
の促進

Ｈ
２
７

質B

6 生涯学習の機会の充実

Ｈ
２
７ 質C

Ｈ
２
８

Ｈ
２
９

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

質A

質B
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

0 2 2 1 1 6

量D D

0 2 2 3 3 10

量D C

0 3 3 3 3 12

量D C

0 4 3 2 2 11

量D C

0 3 3 3 3 12

量D C

1 3 3 3 3 13

量D B

9 3 3 2 2 19

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

10 2 2 2 2 18

量S B

10 2 2 3 2 19

量S A

10 3 2 2 2 19

量S A

9 1 1 1 1 13

量S B

10 3 2 2 2 19

量S A

8 2 2 2 2 16

量A B

7 3 3 2 2 17

量A B

6 3 2 2 2 15

量B B

0 3 3 3 2 11

量D C

質C

Ｈ
２
８

Ｒ
１

質B

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０ 質B

Ｒ
２

質B

・語学講座の受講者数が増加している点は評価します。語学講座
から多文化共生を推進するリーダー・ボランティアの育成・発掘
ができるように講座の工夫を行ってください。
・コロナ禍が収束するまで、対面での国際交流事業は難しいかも
しれませんが、オンラインによる交流も検討してください。オン
ラインで小中学校の交流を行うなど時代の変化を見こした対応も
検討してください。
・在住外国人への日本語教室等の実施など課題認識を具体的な施
策につなげてください。国際親善協会のあり方の検討も含め、町
内の体制の再構築も必要ではないでしょうか。
・日本語教室は人権保障の観点からも早急に着手してください。
また、教室を町民みんなで支えることで住民と在住外国人とのつ
ながりをつくるなど施策の効果が高まる工夫をしてください。
・日本語教室等の実施が求められています。国際親善協会は、会
の目的が親善であるため、実施体制の整備の検討が必要です。

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目

質B

Ｈ
３
０ 質C

・空き地活用実績が初めて出たので、KPIが0%を脱することが
できましたので、⑥検証結果もC→Bと上がりました。
・外部検証でも出されていた住宅メーカーとの連携について、
R2(2020)年度、住宅メーカーへの働きかけを行った点は高く評
価します。
・③空き家、空き地の利活用にとどまらず、受け入れ側の地域の
意識改革につながる取り組みをしている点を評価します。
・コロナ禍でテレワークが広がり、田園回帰の動きも大きくなる
可能性があります。地方への移住、定住希望者に日野への移住に
つながるような的確な情報を届かせ、しっかりと移住、定住の流
れをキャッチしてください。
・市街化調整区域等土地利用に関する制限もあり、難しかった空
き地情報登録制度での移住、定住者数について、令和2年度に実
績があったことは、丁寧な取り組みによるものと評価します。

Ｒ
２

質B

質B

11
スポーツによる交流の
促進

質B

Ｒ
２

質B

・コロナ禍によりスポーツ広場が開催されませんでしたので、
KPIが0%となり、⑥検証結果はB→Cとダウンしましたが、いた
しかたないと考えます。
・スポーツによる交流が移住・定住の促進につながるのか、効果
について検討し、次期総合戦略においては、施策として盛り込ま
ないことも検討してください。
・社会体育としての取り組みを移住・定住につなげるのは困難で
あると感じます。スポーツを通じて町民の交流を図り、他の地域
ともつながり交流していく視点が必要です。

質C

Ｈ
３
０

Ｈ
２
７ 質D

Ｈ
２
８ 質B

Ｈ
２
９

Ｒ
１

質B

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和２年度

Ｒ
１

質B

（
２
）
出
会
い
と
発
見
で
人
の
流
れ
を
作
る

9
空き地等を活用した定
住促進

Ｈ
２
７

質B

10 多文化共生の推進

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８

Ｈ
２
９

 22



①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

9 2 2 1 3 17

量S B

10 2 2 2 2 18

量S B

10 3 2 2 2 19

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

10 3 2 2 2 19

量S A

9 3 3 3 3 21

量S A

10 3 2 2 1 18

量S B

10 3 3 2 2 20

量S A

9 3 3 2 2 19

量S A

10 2 3 3 2 20

量S A

9 3 3 2 2 19

量S A

9 3 3 3 3 21

量S A

9 2 2 2 1 16

量S B

9 2 2 2 2 17

量S B

10 2 2 2 2 18

量S B

9 3 3 2 2 19

量S A

9 3 3 3 3 21

量S A

9 3 3 2 2 19

量S A

8 3 3 2 2 18

量A B

10 3 3 3 3 22

量S A

10 3 4 2 2 21

量S A

10 3 3 4 3 23

量S A

0 3 3 3 4 13

量D B

10 3 2 2 2 19

量S A

4 保育所の整備

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８ 質B

Ｈ
２
９ 質B

質A

Ｒ
２

質B

・地域とのつながりを深めるためにも、園周辺の散歩は良い取組
みだと評価します。
・施策が保育所の整備、KPIが待機児童ということもあり、公共
によるサービス供給体制に力点のある内部評価となっています。
・④⑤は基本目標・方向性を踏まえての内部検証を求めています
ので「地域のつながり」「その時々のニーズにあった切れ目のな
い支援」といった視点から④「現状を評価」⑤「今後の取り組
み」を検討してください。例えば待機児童への「切れ目ない支
援」を工夫するといったことになります。
・子育てサポーターの確保・育成の道筋をつけるとともに基本目
標③全体の中での位置づけ等も必要です。
・KPIも待機児童数だけでなく、他の指標も検討してください。
・外国語を母語とする親子への支援については、就学後に日本語
での授業についていけなくなることがあると考えられます。未就
学の早い時期から保育所等で親とつながり、親も含めた支援やサ
ポートをすることが求められています。
・外国語を母語とする児への言語支援については、今後は日本語
教育だけではなく、児の母語を学ぶ権利をどう保障するのかとい
う視点も必要になってきます。

3
乳幼児健診における保
健指導の充実

Ｈ
２
７ 質C

Ｈ
２
８

・本施策は出産後の母子のサポート（健康を守るサポート）が中心であ
り、その入口として乳幼児健診を位置付けていると思います。健診に来た
母子へのマクロな対応に加えて未受診母子へのアプローチもすすめてくだ
さい。
・保護者同士のつながり、先輩パパママとのつながり、地域とのつながり
等、多様なチャンネルでつながり、母子へのサポートが多様に行われるよ
うに工夫と検討を行ってください。
・基本目標・方向性をふまえ「その時々のニーズにあった切れ目ない支
援」「子育てに係る負担軽減」を制度や助成金だけでとらえることなく、
社会のなかのつながりや保育園バザーによる古着リサイクル等も含めた幅
広い「支援」となるものも考えると子育て環境の充実する対象がぐっと広
がると思います。公共部門だけで対応するのではなく、社会・地域社会の
中で「支援」がなされるように団体育成等幅広い取組みが求められます。
・次期計画ではKPIに母子サポートになっている公共・民間、地域の取組
みの数等も取り上げても良いかもしれません。民間・地域社会で行われて
いることについて町役場が情報収集を行わなければなりません。
・乳幼児健診を受診されない理由は、忙しくて行けない場合や受診により
発達の評価をされることへの抵抗があると考えられます。児の健全な発達
のため、親のサポート、支援が必要です。
・乳幼児の発達面や家庭状況が早く見えてくると早期対応ができ、様々な
支援につながることから力を入れて対応すべきです。

質C

Ｈ
２
９ 質C

Ｈ
３
０

質B

質B

Ｈ
３
０ 質B

質B

Ｒ
２

質B

質B

Ｈ
２
９ 質B

質C

Ｈ
２
８

Ｈ
２
９ 質B

（
３
）
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
み
ん
な
で
支
え
て
か
な
え
る

1 出会いの場の創出

Ｈ
２
７

Ｈ
３
０

Ｒ
２

Ｈ
３
０

2
産み育てやすい環境の
充実

Ｈ
２
７

・実際の参加はなかったようですが、コロナ禍対応でオンライン相談の機
会を試行的に設定したことを評価します。オンラインによる相談等多様な
やり方を工夫して妊婦の健康を守ってください。
・次期計画では、KPIの設定を妊婦健診受診回数に加えて、経済的負担の
軽減、経済的支援の延べ件数、出産届時に支援策等の満足度アンケート調
査による満足度等を設定してください。
・④において妊娠届時アンケートで、妊婦の不安を把握しており、それへ
の対応策が⑤で記述されると良かったです。現状アンケートで把握した課
題と対応がうまくリンクしているでしょうか？地域の民生委員、児童委
員、健康推進員等とのつながりをつくることにとどまらず、地域の一般の
人と妊婦のつながりをつくれるように工夫をしてください。
・経済的負担の軽減についても、健診や不妊治療の補助にとどまらない取
組みも工夫してください。例えば保育園のバザー等で古着のリサイクルを
すすめたり、子育て仲間を増やせる取組みを検討してください。それが行
える団体育成等も必要となります。
・PCや携帯電話を使ってのオンライン相談は、申し込みのハードルが高
く、小さい子どもがおられると難しい場合もあると聞きます。役場や保健
センターは行きやすい場でないと感じている方もおられ、相談に行くこと
も難しい場合もあります。
・自分の子育てが正しいのか不安に感じておられる場合は多く、サポート
は必要です。つどいのひろば「ぽけっと」やサロン等に保健師等が出向き
相談を受けるような取り組みを検討してください。

・2020（R2）年は、コロナ禍のため、婚活イベントが中止となり、事業とし
て進んだという実感がわきにくい年だったと思います。KPIも実績値は変化なく
目標値の上昇により達成率が低下しました。それでも検証結果はAとなりまし
た。
・地域主体の婚活イベントに若い人たちの結婚に至る出会いの場の創出に加え
て、地域のつながりを深めたり、若い参加者と地域のつながりをつくるなどの
場としても意識したりと、手法の研究等を行っている点を評価します。
・出会いの場を婚活イベントだけに限定せず、様々な行事においても出会いの
場となりうることを考えて、行事のソフトな工夫を行ってください。
・本施策は「若い方が出会い、結婚し、日野に定住する」というプロセスの中
の出会いと結婚の部分までを対象としています。全体のプロセスを分析し、
時々のニーズに合致した行政の果たすべき役割を確認してください。行政施策
の効果として結婚、日野定住を追跡する工夫を行ってください。
・クラブキュピドン会員募集や婚活事業等の効果的な周知が課題です。情報を
求めている人に情報が伝わるように成人式等若者、対象者が集まるような場で
の周知を考えていくべきです。
・婚活というと町内在住者にとっては特に参加するハードルが高いため、対象
者が参加しやすい工夫をしての事業実施を検討してください。
・他自治体においては、様々な企業から婚活事業のスタッフとして参加した者
同士が事業実施の準備を通じてカップルとなり結婚へとつながった事例があり
ます。婚活事業以外でも男女の出会いの場という視点を持つことが必要です。

Ｒ
２

質B

検証委員からのコメント
年
度

検証項目

質C

Ｈ
２
８ 質C

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和２年度

Ｒ
１

質A

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

10 2 1 2 2 17

量S B

10 2 2 2 2 18

量S B

10 2 2 2 2 18

量S B

9 3 3 4 2 21

量S A

8 3 4 3 3 21

量A A

5 3 2 3 2 15

量B B

10 1 3 1 2 17

量S B

7 2 2 2 2 15

量A B

9 2 2 2 2 17

量S B

10 3 2 3 2 20

量S A

10 2 3 2 2 19

量S A

3 3 2 3 2 13

量C B

0 3 3 2 2 10

量D C

10 2 2 2 2 18

量S B

10 2 2 2 2 18

量S B

10 4 2 3 3 22

量S A

10 3 3 3 2 21

量S A

10 2 2 3 3 20

量S A

0 1 2 2 3 8

量D C

0 2 2 2 2 8

量D C

0 3 3 3 3 12

量D C

10 2 2 2 2 18

量S B

10 3 3 3 3 22

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

8 交流できる場の充実

Ｈ
２
７ 質C

Ｈ
２
８ 質C

Ｈ
２
９ 質B

質C

Ｒ
２

質B

・基本目標③において、公共（行政）がニーズの把握が十分に出
来ていないので、行政の関係課連携も出来ず、施策も打ち出せて
ないように見受けられます。
・交流の行事については、地域やサークル等住民側に主導的に立
案・実施してもらう等、運用面での工夫が必要です。
・施設整備が完了するとKPIが100%達成となり、A評価を取り
やすくなります。むしろ大切なのは運用であり、その部分の動き
や成果をあらわすKPIの設定が必要です。

7
ファミリーサポートセ
ンターの整備

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８

・ファミリーサポートセンターは利用も拡大し、運営も軌道に
乗ったと評価します。昨年の外部検証コメントを参考にしながら
本施策のファミリーサポートの可能性について検討してくださ
い。
・依頼会員が協力会員に支援を依頼する場合、ひとり親家庭への
利用料金減免制度がありますが、料金が必要です。日本語による
コミュニケーションが困難な両親の依頼会員への登録はあります
が、課題も多いと感じます。
・制度があっても言語や経済的な理由で制度を利用できないケー
スがあると考えられ、制度を充実させることと共に制度を利用し
やすくすることが必要です。

質C

Ｈ
２
９ 質C

Ｈ
３
０

質B

質B

Ｈ
３
０ 質B

質B

Ｒ
２

質B

質C

Ｈ
２
９ 質C

質C

Ｈ
２
８

Ｈ
２
９ 質C

（
３
）
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
み
ん
な
で
支
え
て
か
な
え
る

5
子育て期間中の保護者
の交流促進

Ｈ
２
７

Ｈ
３
０

Ｒ
２

Ｈ
３
０

6 子育て支援員の確保

Ｈ
２
７

・子育て支援員が昨年15人から6人へと減少したため、KPIの達
成度が低下、⑥の評価もA→Bと下がりました。支援員減少の理
由を②で明確に述べるべきではないでしょうか。
・支援員の確保・養成の実効性が見えません。支援員確保の方法
について、確立したものがなく、研修の周知だけしているのでは
ないでしょうか？
・支援員の必要数、緊急度を明らかにして、計画的な養成・確保
に努めてください。
・高齢者のお手伝いも支援員の補助等、多様な支援の担い手を育
て、確保する視点で運用上の工夫を行ってください。
・施策が「子育て支援員の確保」なので、支援員について内部検
証すると良いのですが、④⑤においては基本目標・方向性を踏ま
えて「子育てに係る負担の軽減」を実現する補助的な支援の担い
手についても検討してください。支援員だけでなく他の支援のあ
り方（可能性）もあるでしょう。
・子育て支援員の人数が大幅に減となりました。減った理由を情
報収集、調査、分析し対応策を考える必要があります。

・2020（R2）年は、コロナ禍で各種イベントが取りやめとな
り、KPIの施設利用者数が減少しましたので、数量的検証の数値
が下がりました。その影響もあり、⑥検証結果もAからBへと下
がりました。
・子育てサークルの維持や公民館でのサークル活動の運営に負担
感を感じている人が増えているようなので、その原因を探り、支
援者の育成に努めるとともに負担感の軽減を図ってください。
・④⑤において、基本目標・方向性を踏まえて「地域のつなが
り」「切れ目のない支援」の視点から検証を行い、「切れ目」は
どこかを明らかにすることも必要です。その点④においての「困
難なこと」として「切れ目」を提示してあり、そのための取組み
を⑤で展開されると良いでしょう。「切れ目」を明確にするとそ
の切れ目への支援をする団体の育成、人材育成が求められます。

Ｒ
２

質B

検証委員からのコメント
年
度

検証項目

質C

Ｈ
２
８ 質C

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和２年度

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質A

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 4 4 2 2 22

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

0 2 3 3 3 11

量D C

10 3 3 2 2 20

量S A

1 2 2 2 2 9

量D C

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

10 2 3 2 2 19

量S A

9 3 2 3 3 20

量S A

9 3 3 4 4 23

量S A

8 3 3 3 3 20

量A A

7 3 3 3 3 19

量A A

7 3 4 3 3 20

量A A

10 2 3 2 2 19

量S A

9 2 2 1 1 15

量S B

9 3 3 2 2 19

量S A

8 3 3 2 3 19

量A A

9 2 3 3 3 20

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

質B

12
働きやすい職場環境の
推進

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８ 質C

Ｈ
２
９ 質B

質B

Ｒ
２

質B

・3-12「働きやすい職場環境の推進」が、基本目標③「結婚・出
産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる」の中にある意味を再確
認して施策を工夫してください。とりわけ④⑤に関わって改善する必
要があると思います。
・女性の就労促進に努力していることは良く分かりましたが、施策内
容の「経営や方針決定過程への女性の参画拡大の啓発」が行われてい
ないのではないでしょうか。「経営や方針決定過程への女性の参画拡
大」の進展を測る方法を検討するなど、施策の実施と効果測定の研究
が必要です。
・KPIが有給取得率になっていますが、有給取得以外にも残業時間な
ど子育てに関わる指標を設定するなど、指標の設定にも工夫が必要で
す。
・家族経営の農業分野以外でも性別に関わらず女性でも経営等に参画
できるような啓発、施策、効果測定の研究に取り組んでください。
・ハローワークでは、子育て中の母親等が仕事を探しやすいようにま
とめているようですが、小さい子どもがいてもちょっとの短時間でで
きる仕事、パート未満の仕事のニーズがあると思います。町内企業が
検索できるような仕組みがあると良いと感じます。
・子育て女性等の多様なニーズに対応できるように工夫、研究を進め
てください。

・基本目標③の設定内容は、親(保護者)が子育てする環境をつく
る視点となっていますが、子ども自身、親自身の成長を支える視
点の基本目標、基本的方向性に再編成した方が良いかもしれませ
ん。
・昨年のコメントを踏まえて「生涯使い続ける図書館」の視点か
らの内部検証を行い、③において中高校生への働きかけを行うな
どした点、⑤で「今後の課題」として、明確に認識した点は評価
します。
・⑤における「今後の課題」を解消するために、引き続き調査・
研究を行い、改善を図ってください。
・「子どもの読書活動推進」を一つのきっかけにして、生涯図書
館を使い続けるまちづくりを進めてください。
・学校教育との連携が大切です。
・児童生徒が自ら選択し、学ぶために必要な環境を整え、いつで
も学べるような取り組みが必要です。
・総合戦略の視点は「選ばれる町にいかにすべきか」となってし
まいますが、子どもが自らの人生を切り拓くための環境を整える
ことが重要です。

質A

質B

Ｈ
２
８ 質B

Ｈ
２
９ 質A

質B

10 障がい児の支援の充実

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８

Ｈ
２
９

・中学校3年生までの保険診療の自己負担なしの制度を確立したことで
KPIは100%達成となっています。
・中学生以上の未成年への医療費助成の充実についても、引き続き調査・
研究を行い、制度の充実を図ってください。
・基本目標③の視点は、子育てする親(保護者)の視点から見た子育て環境
となっています。今後は、子ども自身の目から見た安心して生きていける
生存の基礎環境を作る視点も盛り込んでください。
・昨年のコメントにも経済的支援だけではない「支援と負担軽減を検討し
てください」といったことを入れておりました。子どもと保護者にとって
「その時々のニーズにあった切れ目のない支援」とはどのようなものであ
るのか、今後も調査・研究を続けてください。
・町財政との兼ね合いを考えながらも周辺自治体の動向にも注視し、日野
町の子育て施策が総合的に優れていると判断されるように引き続き施策の
充実を図ってください。
・子どもの受診率は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、受診
控えがあり大きく減少しました。受診すべき子が受診できるようになるの
は、経済的な課題だけではありません。受診が必要な子を医療につなげる
ような連携した取り組みが大切です。
・医療費が無償であることで、学校等が保護者に医療受診を勧めやすいと
考えられます。安心して医療受診ができる状況となることが、子育て支援
の充実につながるという視点が重要です。

・昨年の外部検証コメントを踏まえて、2020（R2）の④⑤に
ついて、多少は記述を工夫してくれたものと評価します。地域で
の生活を意識してくれている点を評価します。
・障害のあるお子さんへの支援が「切れ目」がないように工夫を
してください。「くれよん」を拠点とした「切れ目」ない支援を
行ってください。
・児童と保護者のエンパワメントにつながる支援を工夫してくだ
さい。
・支援が必要な児が就学後、支援・サポートの不足により、不登
校につながるようなケースがあると考えられます。福祉と教育の
連携、就学前から小学校、中学校、高等学校、大学等各ステージ
での引継ぎをしっかりと行い、支援が途切れないようにしていく
必要があります。

質B

Ｈ
２
９ 質C

Ｈ
３
０ 質B

Ｒ
２

質B

質B

質B

質B

質B

検証委員からのコメント
年
度

検証項目

（
３
）
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
み
ん
な
で
支
え
て
か
な
え
る

9 福祉医療制度の実施

Ｈ
２
７

Ｈ
３
０

Ｒ
２

Ｈ
３
０

Ｒ
２

11 子どもの読書活動推進

Ｈ
２
７

Ｈ
３
０

Ｈ
２
８

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和２年度

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

10 2 1 2 2 17

量S B

10 3 3 2 2 20

量S A

10 2 2 2 2 18

量S B

10 4 3 3 2 22

量S A

10 2 2 3 2 19

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

5 3 3 2 2 15

量B B

7 3 3 2 2 17

量A B

10 3 3 3 2 21

量S A

10 2 2 2 3 19

量S A

6 4 3 3 3 19

量B A

10 3 3 2 2 20

量S A

3 3 2 2 2 12

量C C

4 3 3 2 3 15

量C B

3 3 2 2 2 12

量C C

1 3 3 3 3 13

量D B

1 3 3 3 3 13

量D B

質B

Ｒ
２

質B

15 奨学金制度の充実

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８ 質B

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０

・制度の周知が不十分であると例年内部検証においても評価され
ています。「不十分である」との内部評価を「十分に行えた」と
評価できるまでの努力もなかなか難しいのでしょうか。周知が不
十分かどうかも分からないくらい難しいことなのか、実態が把握
できていないのかも分かりません。
・日本学生支援機構の制度充実により、貸与による町独自の施策
は本当に必要なのかを検討する時期に来ていると思われます。町
独自にするべきは、給付型もしくは返済免除の条件設定型ではな
いでしょうか。新たな制度の創設を検討してください。その場
合、施策の目標の設定と効果についても良く検討してください。
・現状の制度は、学生のニーズにあっておらず、ニーズ調査のア
ンケートが事業の周知や利用につながったことを考えると今後の
周知方法や制度を給付型にする等の検討をしてください。

質B

Ｈ
２
８

Ｒ
２

質A

Ｈ
３
０ 質B

Ｒ
２

質B

質B

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０ 質B

（
３
）
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
み
ん
な
で
支
え
て
か
な
え
る

13 学童保育所の整備

Ｈ
２
７

14
児童・生徒の自主的学
習支援の推進

Ｈ
２
７

・KPIに供給体制の構築を設定しても良いですが、供給の箇所数の充足率しか測れませ
ん。参加を希望する児童生徒数のうち、何％が参加できたのか、受講者が満足している
のか、事業の達成目標を達成できたのかなどの視点で評価すべきです。受け入れ人数に
制限があるのは、ただちに解消すべきではないでしょうか。
・集団下校等との調整から困難もあるようですが、オンラインの活用などの工夫を検討
してください。
・周辺自治体、町内在住の大学生アルバイトの活用などを検討してください。夏休み期
間の事業であれば、県外大学進学者にも帰省してアルバイトをしてもらえるような制度
的支援策(帰省旅費の補助など)も検討してください。アルバイト学生を見て受講児童・
生徒の中から将来大学進学後もアルバイトをしに帰ってくれる若者を育てるような視点
を持ってください。
・小学校から勉強が分からなくならないように、自主学習を定着させることが必要で
す。
・チョキ(ちょっと聞ける)やIPPOの取り組みは児童生徒に周知されているようです。
IPPOは家庭学習が困難な子にとって学校以外で学習ができる場、行けば学校の先生、
保護者以外の誰かと会うことができる安心できる場となっているようです。
・コミュニティスクールが進む中で、学校と地域が連携し、公民館等が学習の場となっ
たり、登下校の見守りを地域が今まで以上に取り組んだりと地域の力を活かせるように
なる取り組みを進めてください。
・子どもの学習支援を高校生・大学生がアルバイトとして担うことで、教える側にた
ち、地域の課題に触れることで若者がまちづくりに関わるようになり、教えられている
子が将来、学習支援のアルバイトに来てくれるような人材の再生産の仕組みとなるよう
に考えてください。
・アルバイト募集の周知方法をアンケート調査のような形にすることも検討してくださ
い。

・多様な保育ニーズへの対応のためにも幅広い人材の確保・育成
に努めてください。そうした人材の確保・人材が学童サービスを
つくり、そこにいた学童が高校生になって、ボランティア・アル
バイト等様々な形で担い手になってくれるでしょう。また学童保
護者がボランティア・アルバイト・支援者等様々な形で担い手に
なってもらえるような工夫を行ってください。
・学童出身の高校生・大学生が学童でアルバイトをしていること
は、大きな価値と意味があるため大きく評価できます。学童所属
の児童の兄姉がアルバイトをしている場合もあり、身近な存在と
して、児童が将来自分も学童でアルバイトをしようと考えるモデ
ルになります。
・指導員、学生アルバイト、学童児童という多世代の交流の場と
なり、縦のつながりができます。学童のアルバイトは、町に関わ
る人材です。将来町づくりの担い手となっていくように育成して
いくべきです。また、このつながりや交流を町内だけにとどめる
のではなく、広げていくことを考えるべきです。

検証項目

質C

Ｈ
２
８ 質B

Ｈ
２
９ 質C

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和２年度

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

10 3 3 3 3 22

量S A

10 2 2 2 2 18

量S B

9 3 3 2 2 19

量S A

8 3 3 2 2 18

量A B

7 3 3 3 3 19

量A A

8 3 3 4 4 22

量A A

9.6 2 1 2 1 15.6

量S B

9 3 3 1 1 17

量S B

9 3 3 2 2 19

量S A

9 3 3 2 2 19

量S A

8 3 3 3 2 19

量A A

8 2 2 3 3 18

量A B

10 1 1 1 1 14

量S B

10 2 2 1 1 16

量S B

9 3 2 2 2 18

量S B

10 3 2 2 2 19

量S A

10 3 2 2 2 19

量S A

10 2 3 2 2 19

量S A

0 2 3 2 2 9

量D C

0 2 2 2 2 8

量D C

10 3 3 2 3 21

量S A

10 3 3 3 2 21

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

質B

Ｒ
２

質B

4
コミュニティビジネス
の創出

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８ 質C

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０

・コミュニティビジネスの創業が昨年度より2件増えたことは評
価します。4-4の施策がコミュニティビジネス創業を増やしてい
るのかの検証を行ってください。
・暮らしやすいまちをつくるにあたって、町役場（公共）の役
割、地縁団体である自治会の役割、ボランティア団体など市民活
動の役割、コミュニティビジネスの役割を俯瞰して様々な施策の
連携、関係する各課の協議と連携強化によって効果も高めるよう
に努めてください。
・④において「関係課で協議を行い」どのような成果が出せそう
なのかが重要となります。ただちに具体的な成果は難しいと思わ
れますが、現場の職員の気づきを共有し、障壁となっていること
を明らかにしていくことが重要です。
・コミュニティビジネスとしての自立は容易ではない場合も多い
と思われます。採算性と課題解決の両立を目指しながらも「基本
目標④」の実現のための支援のあり方を検討してください。

質B

Ｈ
３
０ 質B

Ｒ
２

質B

・「進取のまちの推進」において、自治会活動の支援と活性化は重要
ですから、引き続き地域社会を基礎とした自治会活動を支援してくだ
さい。一方で④にあるように現状を冷静に分析すると行政懇談会等へ
の参加者の年齢層等に偏りにみられるように若者を中心に多様な世代
がまちづくりに参加するように変わっていく必要性もあります。その
ためには、自治会に加えて新しい住民自治・住民活動を育て、安全・
安心なまちづくりに努めてください。④⑤において、自治会活動が活
発ではあるけれども次の世代のまちづくりの担い手を育てることを自
覚して、施策として取り組もうとしている点を高く評価します。
・②において「年1％のUIJターン受け入れの取り組み」を受け入れ
る地域である各地区で啓発していることは高く評価しますが、基本目
標②の移住定住促進と連携させて、効果を高める取り組みを検討して
ください。
・⑤の「若者会議（仮称）」など、今後のまちづくりに関わる裾野を
広げる取り組みが必要です。
・固い会議では参加してもらえないと考えられます。青年層に興味を
持ってもらえるようなテーマの設定やファシリテーターが重要です。
・同学年が集まる機会を成人式以外に高校生の卒業時や大学卒業時
等、節目で行う機会を作ることで青年層同士や地域とのつながりを生
み出す場となるような取り組みを検討してください。

Ｒ
２

質B

質C

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０ 質B

Ｒ
２

質A

質B

Ｈ
２
８

3
ボランティア団体の組
織化の促進

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目

Ｈ
２
７ 質D

Ｈ
２
８ 質C

Ｈ
２
９

・ボランティア団体が4団体増えたことは評価します。また、活
動支援のために勤労福祉会館の使用料減免をしたことを高く評価
します。
・4-3では「ボランティアの組織化を図ります」となっています
が、②の内部検証では、PR、啓発にとどまっているように見え
ます。十分な取組みだったと言えるでしょうか。④は②、⑤は③
に入れても良い内容にも見えます。
・④⑤は、基本目標、基本的方向性を踏まえての検証を行うもの
であり、②③とは違うことを理解してください。
・日野町は、自治会活動が活発ですが、自治会活動も参加者の年
齢層の偏りが生じるなど課題もあります。4-1での「進取のまち
の推進」とも連携しながらボランティア団体を育てる積極的な施
策を工夫し、取組んでください。NPO・ボランティア団体を育
てる補助金制度を導入するなど政策に幅を持たせてください。
・前年度の外部検証を読んでから施策の立案に臨むなど、内部検
証、外部検証を施策改善のヒント・契機とするように努めてくだ
さい。

2 地域福祉活動の推進

Ｈ
２
７ 質C

Ｈ
２
８

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０ 質B

・地域福祉協力員は、昨年から9名減、字福祉会は、昨年より2字減となっ
ています。このことへの言及がなされていません。また、増やす方法につい
ても言及されていません。
・令和2年度は、コロナ禍で十分な活動ができなかったものと推察します
が、「4-2の施策」が基本目標④の中、総合戦略の中に取り上げられている
意味を検討してください。
・4-2の施設を推進するためには、福祉協力員を増やしたり、字福祉会を増
やしたりして、地域福祉の体制を整えることが求められます。弱体化して一
部の方に過度の負担がかからないようにする先手の取り組みが必要です。昨
年度の外部検証でも指摘していますが、自治活動の見直しと地域福祉活動の
充実など地域コミュニティの実態にあわせた仕組みづくりが必要ではないで
しょうか。
・地域福祉活動の体制を支える地域の裾野を広げ「誰一人取り残さない」必
要な人に必要な支援が届くような仕組みづくりとその担い手を育ててくださ
い。
・シルバー人材センターにおける仕事の需要と供給がマッチしていない場合
があると感じます。誰もがその地域において役割を持ち、輝き、生きがいを
持った人生を送れるように仕事をマッチングさせるコーディネートが重要で
す。
・住民の困りは多様化、複雑化しており、分野を横断しています。福祉分野
における各計画の取り組みが連携する中で取り組みが実際に進むようになれ
ば良いまちになると思います。
・人の一生に何が必要なのかという視点が必要です。
・地域福祉活動は活動そのものの本質をしっかり捉えて活動するべきです。

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和２年度

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

（
４
）
く
ら
し
や
す
い
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1 進取のまちの推進

Ｈ
２
７

質C
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

0 2 2 2 3 9

量D C

10 3 2 3 2 20

量S A

3 3 3 3 3 15

量C B

2 3 3 3 3 14

量D B

2 3 3 3 3 14

量D B

2 3 3 3 3 14

量D B

9.6 3 3 3 2 20.6

量S A

9 3 3 3 2 20

量S A

8 3 3 3 2 19

量A A

8 3 3 3 3 20

量A A

8 3 3 3 3 20

量A A

6 3 3 3 3 18

量B B

0 2 2 2 2 8

量D C

0 3 3 1 1 8

量D C

10 2 2 2 2 18

量S B

10 2 2 1 1 16

量S B

10 3 3 3 3 22

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

10 3 3 2 4 22

量S A

質B

Ｒ
２

質B

8 障がい者の就労促進

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８ 質B

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０

・KPIがセンター利用登録者数となっており、施策4-8の利用者
がどれくらいいるのかというのが明らかになる数値であり、意味
がありますが、就労や就労体験受入れ企業数もKPIとして認定し
ても良いかもしれません。
・⑤において「一人暮らし体験」「ひきこもりの一般就労への移
行」など意欲的で意義深い取組みを評価します。これらの取組み
を基本目標・基本的方向性に鑑みて、地域とのつながりの中で安
心して暮らせるまちづくりになるように地域との連携、住民の主
体性を引き出すように努めてください。
・一人暮らし体験等の取り組みが今後計画されていることを知る
ことができ良い取り組みと感じました。
・弱い立場の方に対する支援は、福祉保健課だけではなく、役場
全体で取り組むべきであり、そうすることが魅力あるまちにつな
がると考えます。

質C

Ｈ
３
０ 質C

Ｒ
２

質B

・施策の中に「公募サポーターの参画を募り」とあり、KPIにも設定
しているのに、公募サポーターの活用が十分できなかったことの要因
の分析がないように思います。公募サポーター参画によって期待して
いた効果は必要なかったのか、公募サポーター(公民館サポーター)が
1事業以外なかった原因を分析し、対応策を考えてください。
・コロナ禍で従来のような事業を行うことが困難ななかで代替事業を
工夫している点を評価します。代替事業として行ったウォーキング、
歴史散策は、それ自体、地域の学びの機会となる新たな可能性があり
ます。
・地域の会議の開催方法もオンラインによる参加を検討するなど、
DXの進む時代の変化に対応していく工夫をしてください。
・昨年高く評価した中高生ボランティアについて、令和2年度は実現
が難しかったのかもしれませんが、地域やまちの年中行事の中で、ま
ちづくりの担い手を育てる工夫をしてください。
・若者をいかに取り込むかが課題となっています。マルシェや手作り
市の取り組みが異分野や多世代交流へとつながっています。公民館等
を活用する中で、事業への参加者ではなく、事業の実施主体を育成す
るような、きっかけづくりとなる取り組みを進めてください。
・学校教育との連携も重要です。

Ｒ
２

質B

質B

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０ 質B

Ｒ
２

質B

質B

Ｈ
２
８

7
農林業を活かした中間
就労の創出

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目

Ｈ
２
７ 質C

Ｈ
２
８ 質C

Ｈ
２
９

・H31の「グローバルGAP」取得に続き、「米食味分析鑑定コンクール」金賞
受賞と中間的就労の場の生産物の品質の向上に向けた取組みを高く評価しま
す。
・小学校の学校田の米もコンクールに挑戦するとのことですが、日野町の得意
をみんなで伸ばそうとする取組みを高く評価します。金賞受賞米を高く売るこ
とより、町内の給食に使い、農家の学習の機会にしたのも粋なはからいで良い
と思います。そうした中にしっかりと中間的就労のことも位置づけこの取組み
全体の良さを理解してもらえるようにも啓発してください。
・残された課題として、米作り以外のところが、中間的就労の確保に苦労して
いるように見受けられました。米作りの成功を起爆剤にしながら新たな中間就
労の場の創出に努めてください。農林業にとどまらず積極的な開拓が求められ
ます。
・住民の皆さんの困りを見つけ、解決に向けて動くカルチャー・気風をまちの
中（役場・地域コミュニティの中に）育んでください。
・水稲と林業以外に畑作や日野菜のヒゲ取り等の作業においても高齢者を含め
就労の場としての可能性があると考えられます。
・役場として、農林部門と福祉部門が連携し、中間就労の場を広げ、需要と供
給双方の掘り起こしやマッチングのコーディネートを進めるべきです。
・農林分野がようやく障がいのある人等を農林業等の担い手として認識し始め
たところと感じます。既に実施されている取り組みの裾野を広げていってくだ
さい。

6 学びの機会の充実

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０ 質B

・令和2年度はコロナ禍で公民館の利用が制限され、利用回数が低下しました。そのことによっ
てKPIが下がりました。全体としては例年通りの取組みがなされても⑥検証結果の総合評価がA
→Bとなったのは不本意かもしれません。
・字別懇談会の参加者増は評価できますが、女性・若者の参加の促進も取り組んでください。
オンライン会議による字総出の会議など現代ならではの新しい取組みも可能です。最初は、連
絡・情報共有・交流などから始めて、会議・打合せに活用できるようにチャレンジしてみてく
ださい。
・字別懇談会、公民館事業などで浮かび上がった課題に対応する図書館資料収集など有機的連
携を進めてください。
・字別懇談会の開催方法を工夫して地域における住民自治活動を発展させるように工夫してく
ださい。他の施策4-1(進取のまちの推進)・4-2(地域福祉活動の推進)・4-3(ボランティア団体
の組織化の促進)・4-5(異分野・多世代交流の創出)との連携による事業効果の工夫をしてくだ
さい。
・子どものころから公民館や図書館を生涯にわたり利用するという文化を根付かせ、そこにサ
ポーターを絡ませた取り組みを検討してください。
・コミュニティセンターではなく、社会教育施設としての公民館においてもマルシェ等の取り
組みを実施しており、この取り組みが広まるようにすることが重要です。
・カフェ等を図書館に隣接させる等、利用のハードル、垣根を下げる取り組みが求められてい
ます。
・通学合宿等の実施により小学生が身近に公民館を利用することになっています。子育て世代
も子どもをきっかけに公民館や図書館の利用につながっていますが、青年等は公民館等に用事
がなく、利用は難しいと思われます。普段の生活の中で図書館や公民館等が立ち寄れる場とな
れば、公民館や地域が活性化すると考えます。
・懇談会の出席者が中高年男性のみにならず、若者や女性の声を聞き取るような工夫が必要で
す。
・字別懇談会等で抽出された課題解決の参考となる資料等について、図書館と連携し収集等に
取り組んでください。

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和２年度

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

（
４
）
く
ら
し
や
す
い
地
域
と
つ
な
が
り
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る

5
異分野・多世代交流の
創出

Ｈ
２
７

質B

 28



①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

10 3 2 2 2 19

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

8 3 3 3 3 20

量A A

7 3 3 3 3 19

量A A

10 3 3 2 2 20

量S A

9 3 3 2 3 20

量S A

8 2 2 2 2 16

量A B

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

8 3 3 3 3 20

量A A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 2 2 2 19

量S A

10 3 3 2 2 20

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

10 3 3 3 3 22

量S A

10 3 3 3 2 21

量S A

10 2 2 2 2 18

量S B

10 2 3 2 2 19

量S A

10 2 3 2 3 20

量S A

10 2 3 3 3 21

量S A

10 2 2 3 3 20

量S A

質B

Ｒ
２

質B

12 消防団活動の充実

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８ 質C

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０

・安全・安心のまちづくりを礎として、消防団員数が定数通り確
保されていることを高く評価します。
・団員確保に苦労されていることが例年の内部検証で伺えます。
高齢化・人口減少の局面で従来の体制を維持することの妥当性に
ついても検討し、まち全体の安全を図るために他の施策との連
携・協力により効果を高める工夫をしてください。
・ポンプ操法大会の練習において消防団員が動きを合わせて訓練
することも大きな意味があると感じます。過度な負担とならない
ように消防団と協議する中で精査していってください。
・地域活動の大切さを働きかける必要があります。時代にあわせ
て何を伝えていくこと(何を継いでいくこと)が大切かを考えるこ
とが重要です。

質B

Ｈ
３
０ 質B

Ｒ
２

質B

・R2には、定員数は増えませんでしたが、R3.４月に介護タイプ
のホームを開所するとのことで定員数増ができたことは評価しま
す。
・空き家を活用したシェアハウスタイプのグループホームの整備
計画もあるようですが、当事者のニーズに応え、基本目標④の目
標・基本的方向性も踏まえた日野町モデルの新しい施設となるよ
うに努めてください。
・国・県が施設から地域移行へと方針が変わっていますが、基礎
自治体である日野町の「障がい福祉サービスの充実」にとって必
要なことを当事者のニーズに沿って考えてください。
・支援者側の人員不足が懸念されます。人材の不足を解消する取
り組みを進めサービス事業所等をしっかり支えてください。
・活動を持続していくには多くの人が支える側となるよう支援の
裾野を広げる取り組みが求められています。
・国や県に対して、現場の視点から地域の実情に合った取り組み
となるようにしっかりと要望してください。

Ｒ
２

質B

質B

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０ 質B

Ｒ
２

質B

質B

Ｈ
２
８

11
犯罪・事故のないまち
づくりの推進

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８ 質B

Ｈ
２
９

・「シルバーキャラバン隊の参加が難しい」と⑤において「今後
の課題」として示されていますが、時代にふさわしい効果的な啓
発方法を工夫するなど高齢化社会の実態に応じた事業を行ってく
ださい。
・町の防犯・事故のないまちづくりの推進の方策が昔とあまり変
わっていないように思われます。時代の変化に対応した効果的な
啓発方法で実施するように努めてください。
・目標を達成してもより良い結果となるよう取り組みを進めてく
ださい。

10
介護予防の促進・高齢
者の自主的な活動支援

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８

Ｈ
２
９ 質C

Ｈ
３
０ 質B

・東桜谷地区、西大路地区での支え合いの取組みが、他の地区でも地
域の実情に合わせて広がることを大いに期待します。
・地域交流サロン(高齢者交流サロン)の要件の緩和は、参加できる人
たちを増やすことにつながるので評価します。一方で目標としている
箇所数へはもう少し隔たりがありますので、目標数が住民ニーズとの
関係で過大でないのかを検討するとともに供給を増やすための一層の
工夫もしてください。
・おたっしゃサポーターの中から指導員を養成する取組みは高く評価
します。引き続き指導員を増やす取組みを続けてください。
・新型コロナウイルス感染症の拡大が収束すれば、高齢者と子どもが
交流できるような、双方にとって価値のある取り組みや活発な活動を
進めてください。
・サロンに参加するだけではなく、自分たちで主体的にサロンをつく
るような取り組みがあると良いと感じます。交流サロンをきっかけと
して、そこから交流が広がるような活動が大切です。
・団塊の世代がサポーターとなっており、人手は一定足りている状況
のようですが、サポーターもいずれは、サポートを受ける世代になっ
ていきます。サポーターの活動が健康維持につながり、将来的に高齢
者が単なるお客さんから主体となるような取り組みにつながると良い
と考えます。

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和２年度

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

（
４
）
く
ら
し
や
す
い
地
域
と
つ
な
が
り
、
安
心
し
て
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み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る

9
障がい福祉サービスの
充実

Ｈ
２
７

質B
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

10 2 3 2 2 19

量S A

10 2 2 2 2 18

量S B

8 2 2 2 2 16

量A B

8 3 3 2 2 18

量A B

8 3 3 3 3 20

量A A

8 3 2 3 3 19

量A A

9 2 3 2 2 18

量S B

9 2 2 2 2 17

量S B

9 3 3 3 3 21

量S A

9 3 3 3 3 21

量S A

9 3 3 3 3 21

量S A

8 3 3 3 3 20

量A A

14 公共交通の利用促進

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８ 質C

Ｈ
２
９ 質B

Ｈ
３
０

・「おたすけカゴヤ」の取組みが広がっていることを高く評価し
ます。
・④において、コロナ禍で町営バス利用者が大幅に減少し、その
回復が困難であるとも検証されています。長引くコロナ禍で致し
方ない面もあります。アフターコロナの町営バスのあり方につい
て今から検討を始めてください。
・③「わたむき自動車プロジェクト」、⑤における「ニーズに応
じた移送のあり方」など新しい地域の公共交通のあり方を模索す
ることを高く評価します。その際、町営バスの利用者増、住民の
移動ニーズの確保の総合的検討も求められます。町財政が支える
部分、国・県の支援を活用する部分、住民の共助による部分など
役割分担のあり方も含めて検討してください。

質B

（
４
）
く
ら
し
や
す
い
地
域
と
つ
な
が
り
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る

13 自主防災組織の育成

Ｈ
２
７ 質B

Ｈ
２
８ 質C

Ｈ
２
９ 質C

Ｈ
３
０ 質B

質B

Ｒ
２

・4-13施策内容が防災士の育成、防災組織づくりとその強化と
なっていますが、防災士の育成のところに焦点があたった内部検証
になっています。④で自主防災組織へのフォローアップができてい
ないとも検証していますが、自主防災組織の設定と設立後のフォ
ローアップを行い、組織力の強化に努めてください。
・施策の内部検証から防災士の数（育成すること）、組織化するこ
とまでは達成できているようですが、地域全体の防災力を高める視
点でのもう一歩踏み込んだ取組みが必要ではないでしょうか。
・コロナ禍で対面による講演会等啓発の機会が減ったようですが、
総務省消防庁提供のオンラインでの学びの場の情報提供を行った
り、日野町独自に必要な学習事項については、オンデマンド配信を
したりするなど工夫が必要です。知識の普及については、オンライ
ンの積極的な活用をしてください。
・対面による講習会・防災訓練を通じた住民意識の涵養を図ってく
ださい。対面ならではの学習効果の高まる工夫が必要です。
・防災力の維持のため、地域によっては、高齢者が自警団に加入す
るケースもあり負担が大きいと感じます。
・町として地域防災おけるリーダーである防災士について、しっか
り把握できるようにしてください。

質B

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 施策検証結果一覧表 令和２年度

Ｒ
１

質B

Ｒ
１

質B

合計
検証点数

質的検証

基本目標 施策№ 施策 検証委員からのコメント
年
度

検証項目

Ｒ
２

 30
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５．施策別検証内容（施策検証シート） 



日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

0
人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
創

業
塾

（
商

工
会

主
催

）
で

は
、

創
業

に
必

要
な

知
識

の
習

得
、

受
講

者
間

の
交

流
に

努
め

る
と

と
も

に
、

受
講

者
か

ら
町

内
で

の
創

業
に

向
け

た
相

談
に

応
じ

ま
し

た
。

・
創

業
塾

は
創

業
を

目
指

す
方

の
ほ

か
、

第
二

創
業

を
目

指
す

方
や

創
業

に
関

心
の

あ
る

方
も

参
加

対
象

と
な

り
ま

し
た

。
・

昨
年

に
引

き
続

き
創

業
に

係
る

店
舗

改
修

と
家

賃
補

助
を

行
い

、
町

の
新

た
な

賑
わ

い
の

創
出

に
つ

な
が

り
ま

し
た

。
・

創
業

支
援

事
業

補
助

金
を

よ
り

多
く

の
方

が
活

用
で

き
る

よ
う

創
業

塾
を

受
け

て
い

な
い

方
も

補
助

の
対

象
と

す
る

対
象

者
の

見
直

し
を

行
い

ま
し

た
。

・
観

光
交

流
拠

点
施

設
で

の
チ

ャ
レ

ン
ジ

シ
ョ

ッ
プ

や
観

光
協

会
で

実
施

し
て

い
る

「
日

野
の

味
覚

市
」

で
は

創
業

間
も

な
い

方
が

出
店

さ
れ

、
多

く
の

方
に

実
践

支
援

の
場

を
提

供
で

き
ま

し
た

。
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

等
の

起
業

に
向

け
、

国
や

県
、

町
の

支
援

制
度

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
情

報
提

供
し

ま
し

た
。

③

・
創

業
希

望
者

の
ニ

ー
ズ

の
把

握
や

支
援

体
制

の
充

実
に

努
め

る
と

と
も

に
、

先
進

事
例

の
分

析
・

紹
介

し
、

商
工

会
と

と
も

に
伴

走
型

支
援

に
取

り
組

み
ま

す
。

・
地

域
資

源
を

活
か

し
た

創
業

と
雇

用
確

保
に

つ
い

て
、

必
要

と
さ

れ
る

施
策

等
を

反
映

し
た

創
業

塾
等

の
実

施
・

運
営

に
向

け
、

金
融

機
関

や
商

工
会

等
と

具
体

策
や

し
く

み
づ

く
り

を
検

討
し

ま
す

。
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

の
先

進
事

例
や

支
援

制
度

等
の

情
報

収
集

の
ほ

か
、

創
意

工
夫

に
基

づ
い

た
起

業
が

図
れ

る
支

援
体

制
の

充
実

に
向

け
、

金
融

機
関

や
商

工
会

等
と

取
り

組
む

と
と

も
に

、
住

民
等

へ
の

情
報

提
供

に
取

り
組

み
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
R

2
年

度
の

創
業

は
1

件
で

し
た

が
、

前
年

度
に

創
業

さ
れ

た
7

件
は

順
調

に
創

業
さ

れ
て

お
り

、
地

域
内

経
済

循
環

や
新

た
な

雇
用

の
創

出
に

つ
な

が
り

ま
し

た
。

・
日

野
駅

観
光

案
内

交
流

施
設

「
な

な
い

ろ
」

に
お

け
る

日
替

わ
り

店
主

制
に

よ
る

カ
フ

ェ
運

営
は

、
地

元
高

校
生

か
ら

退
職

後
の

方
、

ま
た

起
業

を
志

す
方

ま
で

幅
広

い
方

が
店

主
と

し
て

入
ら

れ
、

住
民

主
体

に
よ

る
地

域
内

経
済

循
環

と
人

材
育

成
が

進
み

ま
し

た
。

・
企

業
懇

談
会

や
人

権
に

係
る

企
業

訪
問

（
新

型
コ

ロ
ナ

に
よ

り
今

年
度

は
電

話
聞

き
取

り
）

を
実

施
し

、
企

業
の

実
情

や
要

望
に

つ
い

て
の

情
報

共
有

を
図

り
ま

し
た

。
・

創
業

支
援

事
業

の
対

象
者

を
創

業
塾

の
受

講
者

に
限

定
せ

ず
、

町
内

で
創

業
さ

れ
る

予
定

の
方

に
は

補
助

を
交

付
で

き
る

よ
う

要
綱

改
正

を
行

い
ま

し
た

。
《

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

》
・

コ
ワ

ー
キ

ン
グ

ス
ペ

ー
ス

の
整

備
や

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

は
、

具
体

的
な

検
討

が
で

き
て

い
ま

せ
ん

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

地
域

資
源

を
活

か
し

た
地

域
内

経
済

循
環

に
結

び
付

け
ら

れ
る

よ
う

町
内

住
民

は
も

ち
ろ

ん
町

外
か

ら
も

起
業

者
が

来
ら

れ
る

よ
う

情
報

発
信

し
て

い
き

ま
す

。

《
今

後
の

課
題

》
・

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

窓
口

の
整

備
に

つ
い

て
、

商
工

会
や

関
係

課
、

金
融

機
関

を
交

え
て

町
内

の
若

者
等

が
町

内
に

定
住

で
き

る
支

援
等

の
し

く
み

づ
く

り
を

具
体

的
に

検
討

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
創

業
塾

は
、

他
市

町
で

の
好

事
例

を
参

考
に

、
よ

り
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

事
業

内
容

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、

金
融

機
関

や
民

間
機

関
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

た
創

業
支

援
を

研
究

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

B

・
新

規
創

業
が

1
件

で
あ

っ
た

の
は

、
少

し
残

念
で

す
が

、
2

0
2

0
年

の
コ

ロ
ナ

禍
の

な
か

で
の

創
業

に
は

価
値

が
あ

り
ま

す
。

コ
ロ

ナ
禍

で
地

方
移

住
へ

の
関

心
も

高
ま

っ
て

い
ま

す
。

今
ま

で
と

は
違

う
創

業
が

起
き

る
の

を
支

援
す

る
新

し
い

発
想

で
政

策
を

進
め

て
く

だ
さ

い
。

・
講

座
の

受
講

者
数

が
近

年
多

く
あ

り
ま

せ
ん

。
講

座
の

あ
り

方
を

見
直

し
、

受
講

者
数

の
拡

大
に

つ
な

が
る

よ
う

に
工

夫
す

る
等

事
業

の
全

体
像

見
直

し
て

く
だ

さ
い

。
・

本
施

策
の

ゴ
ー

ル
は

、
創

業
、

第
二

創
業

を
促

す
こ

と
で

す
。

「
そ

の
ゴ

ー
ル

を
実

現
す

る
上

で
何

が
必

要
な

の
か

？
」

打
つ

べ
き

手
だ

て
を

再
検

討
し

て
、

施
策

・
事

業
の

組
み

替
え

が
必

要
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
・

今
ま

で
の

考
え

方
は

「
創

業
塾

参
加

者
→

創
業

」
と

考
え

て
い

た
の

で
、

創
業

塾
参

加
者

を
増

や
す

方
向

で
の

努
力

が
さ

れ
て

い
ま

し
た

。
発

想
を

変
え

て
、

創
業

を
増

や
す

た
め

の
手

だ
て

の
中

で
、

創
業

塾
の

位
置

づ
け

を
見

直
し

て
く

だ
さ

い
。

・
創

業
塾

の
見

直
し

は
、

知
識

習
得

の
た

め
の

座
学

部
分

と
参

加
者

の
交

流
議

論
（

自
発

的
学

び
）

の
部

分
と

切
り

離
す

こ
と

も
考

え
ら

れ
ま

す
。

知
識

習
得

の
部

分
は

、
オ

ン
デ

マ
ン

ド
教

材
化

し
た

り
、

地
方

創
生

カ
レ

ッ
ジ

の
活

用
を

し
た

り
す

る
な

ど
の

工
夫

を
し

て
く

だ
さ

い
。

・
④

⑤
で

地
域

内
経

済
循

環
に

言
及

す
る

な
ど

に
よ

っ
て

効
果

の
高

ま
る

よ
う

な
基

本
目

標
・

基
本

的
方

向
性

を
意

識
し

て
い

る
点

は
評

価
で

き
ま

す
。

地
域

内
経

済
循

環
を

把
握

す
る

調
査

と
波

及
効

果
を

推
計

す
る

手
法

も
研

究
し

て
く

だ
さ

い
。

・
日

野
駅

観
光

案
内

交
流

施
設

「
な

な
い

ろ
」

の
運

営
が

人
材

育
成

に
つ

な
が

っ
て

い
る

点
を

高
く

評
価

し
ま

す
。

・
創

業
す

る
人

た
ち

が
地

域
内

経
済

循
環

も
意

識
し

な
が

ら
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

を
考

え
、

波
及

効
果

が
大

き
く

な
る

よ
う

に
サ

ポ
ー

ト
し

て
く

だ
さ

い
。

・
創

業
塾

を
も

っ
と

受
講

し
や

す
い

よ
う

に
し

て
い

く
べ

き
で

す
。

情
報

収
集

と
広

報
活

動
が

重
要

で
す

。
・

創
業

塾
で

の
学

び
を

も
っ

て
起

業
す

る
人

を
応

援
し

て
く

だ
さ

い
。

創
業

塾
受

講
な

し
の

起
業

で
も

7
割

の
補

助
を

受
け

ら
れ

る
と

の
こ

と
で

す
が

、
資

金
力

の
あ

る
人

の
起

業
に

よ
り

、
創

業
塾

で
学

ん
で

こ
れ

か
ら

起
業

し
よ

う
と

す
る

人
が

排
除

さ
れ

な
い

よ
う

に
配

慮
し

て
く

だ
さ

い
。

・
農

産
物

の
販

売
所

等
を

整
備

し
、

町
を

活
性

化
す

る
等

し
て

く
だ

さ
い

。
・

創
業

支
援

の
補

助
に

つ
い

て
、

予
算

を
超

え
る

申
請

に
は

、
予

算
確

保
に

取
り

組
む

等
柔

軟
に

対
応

し
て

く
だ

さ
い

。

R
2

6
0

人
（

累
計

）
3

5
人

（
累

計
）

5
8

.3
%

R
1

6
0

人
（

累
計

）
3

3
人

（
累

計
）

5
5

.0
%

H
3

0
6

0
人

（
累

計
）

3
0

人
（

累
計

）
5

0
.0

%

H
2

9
6

0
人

（
累

計
）

2
8

人
（

累
計

）
4

6
.7

%

H
2

8
4

0
人

（
累

計
）

2
6

人
（

累
計

）
6

5
.0

%

H
2

7
2

0
人

（
累

計
）

2
0

人
（

累
計

）
1

0
0

.0
%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

創
業

塾
等

の
受

講
者

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

商
工

観
光

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

1
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
で

あ
る

「
地

域
資

源
」

を
活

か
し

、
住

民
が

主
体

と
な

っ
て

取
り

組
む

創
業

に
よ

る
地

域
内

経
済

循
環

の
活

性
化

と
、

既
存

の
取

り
組

み
の

拡
大

も
含

め
た

雇
用

の
創

出
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
町

内
の

企
業

の
交

流
と

連
携

を
進

め
、

更
な

る
地

域
経

済
の

活
性

化
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
ち

の
た

か
ら

で
雇

用
を

創
る

○
「

地
域

資
源

」
を

活
用

し
、

豊
富

な
経

験
、

技
術

、
知

識
を

持
っ

た
人

が
つ

な
が

る
機

会
を

つ
く

り
、

創
業

と
雇

用
に

結
び

つ
け

ま
す

。
○

農
業

な
ど

を
通

じ
て

「
地

域
資

源
」

を
発

見
し

、
付

加
価

値
を

生
み

出
す

こ
と

で
ブ

ラ
ン

ド
化

、
さ

ら
な

る
有

効
活

用
を

生
み

出
す

こ
と

で
雇

用
を

創
り

ま
す

。
○

地
元

企
業

、
商

工
会

と
連

携
を

図
り

情
報

を
発

信
す

る
こ

と
で

、
町

内
雇

用
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

1
施

策
創

業
・

第
２

創
業

の
促

進

・
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
窓

口
を

設
置

し
、

商
工

会
と

連
携

の
も

と
創

業
塾

等
の

研
修

を
実

施
し

ま
す

。
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

な
ど

、
創

意
工

夫
に

も
と

づ
き

、
起

業
が

で
き

る
よ

う
支

援
を

し
ま

す
。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

3
,7

8
9

人
3

2
7

,0
0

0
千

円

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

に
よ

り
、

農
村

生
活

体
験

等
に

よ
る

都
市

農
村

交
流

は
中

止
せ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

と
な

り
ま

し
た

が
、

収
束

後
の

早
期

再
開

を
目

指
し

て
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
に

対
応

し
た

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
や

体
制

の
強

化
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

ま
た

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

お
よ

び
質

の
高

い
体

験
を

提
供

で
き

る
よ

う
受

入
家

庭
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

や
情

報
交

換
会

な
ど

に
積

極
的

に
取

り
組

み
ま

し
た

。
・

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
（

個
人

住
宅

用
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

を
含

む
）

に
対

し
て

地
域

商
品

券
で

助
成

を
行

い
、

中
小

企
業

等
を

軸
と

し
た

地
域

内
経

済
循

環
の

推
進

を
図

り
ま

し
た

。

③

・
感

染
症

収
束

後
の

早
期

再
開

を
目

指
し

て
旅

行
会

社
・

学
校

等
へ

の
満

足
度

の
高

い
体

験
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

受
入

家
庭

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
や

情
報

交
換

会
、

誘
致

宣
伝

活
動

な
ど

に
積

極
的

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・

引
き

続
き

、
都

市
農

村
交

流
の

意
義

等
を

広
く

住
民

に
周

知
す

る
と

と
も

に
、

受
入

家
庭

の
取

り
組

み
を

発
展

さ
せ

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
化

の
検

討
や

地
域

系
税

循
環

の
促

進
に

取
り

組
み

ま
す

。
・

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
助

成
に

つ
い

て
は

、
地

域
商

品
券

で
助

成
を

行
う

現
行

制
度

を
堅

持
し

地
域

内
経

済
循

環
の

推
進

を
図

り
ま

す
。

ま
た

空
き

家
を

リ
フ

ォ
ー

ム
し

て
新

た
に

住
ま

れ
る

移
住

者
用

と
し

て
も

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
助

成
が

活
用

で
き

る
よ

う
な

制
度

改
正

を
行

い
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

に
よ

り
、

農
村

生
活

体
験

等
に

よ
る

都
市

農
村

交
流

は
中

止
せ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

と
な

り
ま

し
た

が
、

収
束

後
の

早
期

再
開

を
目

指
し

て
旅

行
会

社
・

学
校

等
の

団
体

へ
の

誘
致

準
備

に
取

り
組

み
ま

し
た

。
・

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
（

個
人

住
宅

用
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

を
含

む
）

に
対

し
て

地
域

商
品

券
で

助
成

し
、

地
域

内
経

済
循

環
の

推
進

に
取

り
組

み
ま

し
た

。
・

令
和

2
年

5
月

号
か

ら
広

報
ひ

の
へ

の
地

元
企

業
・

商
店

の
情

報
を

掲
載

し
、

町
内

商
店

等
へ

の
誘

客
・

消
費

の
拡

大
に

つ
な

げ
ま

し
た

。
《

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

》
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

影
響

が
出

て
お

り
、

受
入

に
代

わ
る

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
等

を
研

究
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
特

に
あ

り
ま

せ
ん

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

で
閉

塞
傾

向
に

あ
る

地
域

経
済

を
活

性
化

さ
せ

る
よ

う
既

存
事

業
に

と
ら

わ
れ

な
い

新
た

な
商

業
形

態
の

取
り

組
み

を
応

援
す

る
取

組
を

検
討

し
ま

す
。

・
町

民
の

消
費

喚
起

に
よ

る
地

元
商

工
業

者
の

売
上

向
上

と
雇

用
に

つ
な

が
る

よ
う

、
住

宅
リ

フ
ォ

ー
ム

促
進

事
業

に
引

き
続

き
取

り
組

み
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

町
内

で
も

大
型

店
舗

や
チ

ェ
ー

ン
店

の
進

出
が

進
む

な
か

、
地

元
商

店
の

強
み

を
活

か
し

た
地

域
内

経
済

循
環

の
活

性
化

を
図

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・

地
元

商
店

・
中

小
企

業
の

要
望

を
商

工
会

と
共

有
し

施
策

に
反

映
で

き
る

よ
う

検
討

し
ま

す
。

B

・
地

域
内

経
済

循
環

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
多

様
な

方
法

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
し

か
し

、
農

泊
と

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
な

ど
限

ら
れ

た
事

業
だ

け
に

な
っ

て
い

る
よ

う
に

思
わ

れ
ま

す
。

・
コ

ロ
ナ

禍
で

農
泊

な
ど

の
受

入
れ

が
ス

ト
ッ

プ
し

た
た

め
、

K
P

I「
民

泊
受

入
人

数
」

が
激

減
し

、
K

P
I達

成
度

は
達

成
度

が
大

き
く

後
退

し
た

の
は

や
む

を
得

な
い

と
考

え
ま

す
。

・
コ

ロ
ナ

禍
で

農
村

生
活

体
験

の
再

開
に

向
け

て
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
や

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
取

組
み

を
し

た
こ

と
は

評
価

し
ま

す
。

今
後

質
の

高
い

受
入

れ
が

実
現

で
き

る
よ

う
に

引
き

続
き

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
努

力
を

継
続

し
て

く
だ

さ
い

。
・

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
方

向
性

の
一

つ
と

し
て

、
地

産
地

商
地

消
へ

の
工

夫
や

そ
れ

を
支

え
る

周
辺

の
取

組
み

と
の

連
携

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

地
元

の
生

産
者

、
商

業
者

の
協

力
に

よ
っ

て
、

価
値

あ
る

地
産

地
消

体
験

を
拡

大
し

て
く

だ
さ

い
。

基
本

目
標

・
方

向
性

に
立

ち
か

え
り

、
施

策
を

再
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

・
基

本
的

方
向

性
で

示
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
民

間
の

中
で

の
連

携
、

民
間

と
の

連
携

に
よ

る
地

域
内

経
済

循
環

の
推

進
を

進
め

て
く

だ
さ

い
。

・
施

策
内

容
で

明
記

さ
れ

て
い

る
「

地
域

内
経

済
循

環
」

を
把

握
す

る
調

査
研

究
に

基
づ

き
、

日
野

町
の

地
域

経
済

構
造

の
実

態
に

即
し

た
政

策
立

案
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
・

空
き

家
リ

フ
ォ

ー
ム

、
住

宅
リ

フ
ォ

ー
ム

制
度

の
運

用
を

通
じ

て
町

並
み

景
観

の
保

全
や

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
の

利
用

促
進

な
ど

他
の

施
策

と
の

連
携

を
深

め
て

、
よ

り
効

果
を

高
め

る
取

り
組

み
を

工
夫

し
て

く
だ

さ
い

。
・

次
期

計
画

に
あ

た
っ

て
は

「
地

域
内

経
済

循
環

の
推

進
」

の
方

策
を

工
夫

し
て

く
だ

さ
い

。
・

コ
ロ

ナ
禍

で
人

の
動

き
、

働
き

方
の

変
化

が
起

き
て

い
ま

す
。

時
代

の
変

化
を

的
確

に
と

ら
え

て
、

新
し

い
取

り
組

み
を

模
索

し
て

く
だ

さ
い

。
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①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

民
泊

受
入

人
数

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
助

成
に

よ
る

経
済

波
及

効
果

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

商
工

観
光

課
商

工
観

光
課

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

1
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
で

あ
る

「
地

域
資

源
」

を
活

か
し

、
住

民
が

主
体

と
な

っ
て

取
り

組
む

創
業

に
よ

る
地

域
内

経
済

循
環

の
活

性
化

と
、

既
存

の
取

り
組

み
の

拡
大

も
含

め
た

雇
用

の
創

出
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
町

内
の

企
業

の
交

流
と

連
携

を
進

め
、

更
な

る
地

域
経

済
の

活
性

化
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
ち

の
た

か
ら

で
雇

用
を

創
る

○
「

地
域

資
源

」
を

活
用

し
、

豊
富

な
経

験
、

技
術

、
知

識
を

持
っ

た
人

が
つ

な
が

る
機

会
を

つ
く

り
、

創
業

と
雇

用
に

結
び

つ
け

ま
す

。
○

農
業

な
ど

を
通

じ
て

「
地

域
資

源
」

を
発

見
し

、
付

加
価

値
を

生
み

出
す

こ
と

で
ブ

ラ
ン

ド
化

、
さ

ら
な

る
有

効
活

用
を

生
み

出
す

こ
と

で
雇

用
を

創
り

ま
す

。
○

地
元

企
業

、
商

工
会

と
連

携
を

図
り

情
報

を
発

信
す

る
こ

と
で

、
町

内
雇

用
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

2
施

策
地

域
内

経
済

循
環

の
推

進

・
（

一
社

）
近

江
日

野
交

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

農
村

生
活

体
験

と
民

泊
の

受
入

に
よ

り
、

地
域

経
済

の
活

性
化

を
図

り
ま

す
。

・
ま

ち
ぐ

る
み

で
支

援
す

る
中

小
企

業
等

を
軸

と
し

た
地

域
内

経
済

循
環

を
推

進
し

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
社

1
件

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
事

業
者

や
商

工
会

、
金

融
機

関
、

県
企

業
立

地
推

進
室

等
と

企
業

誘
致

に
向

け
た

情
報

共
有

と
情

報
発

信
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

そ
の

他
、

工
業

団
地

の
拡

張
に

向
け

、
都

市
計

画
担

当
と

区
域

指
定

の
協

議
を

進
め

ま
し

た
。

・
鳥

居
平

地
先

に
１

社
（

豊
通

ペ
ッ

ト
リ

サ
イ

ク
ル

シ
ス

テ
ム

ズ
）

の
企

業
進

出
が

決
定

し
た

ほ
か

、
第

二
工

業
団

地
で

も
現

在
操

業
中

の
企

業
が

新
た

に
用

地
を

確
保

さ
れ

、
今

後
の

操
業

に
向

け
た

準
備

が
始

ま
り

ま
し

た
。

・
継

続
事

業
と

し
て

商
工

会
等

と
連

携
し

て
企

業
懇

談
会

を
開

催
し

、
地

元
企

業
間

の
交

流
（

異
業

種
）

を
図

っ
た

ほ
か

、
商

工
会

や
金

融
機

関
等

と
の

情
報

共
有

を
図

る
な

ど
、

連
携

・
交

流
の

機
会

の
創

出
に

努
め

ま
し

た
。

③

・
鳥

居
平

地
先

工
業

団
地

や
そ

の
他

の
空

き
用

地
へ

の
企

業
立

地
に

向
け

て
、

様
々

な
機

会
に

多
方

面
へ

Ｐ
Ｒ

を
行

う
ほ

か
、

引
き

続
き

事
業

者
や

商
工

会
、

金
融

機
関

、
県

企
業

誘
致

推
進

室
等

と
情

報
共

有
を

行
い

、
当

町
に

持
続

的
な

経
済

効
果

や
雇

用
の

創
出

を
も

た
ら

す
企

業
の

誘
致

に
努

め
ま

す
。

・
地

元
企

業
の

情
報

交
換

や
連

携
・

交
流

に
よ

る
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

へ
の

発
展

と
、

各
々

が
持

つ
技

術
や

情
報

の
共

有
、

協
力

関
係

構
築

に
つ

な
が

る
よ

う
働

き
か

け
る

と
と

も
に

、
企

業
懇

談
会

を
を

引
き

続
き

開
催

し
交

流
の

機
会

を
創

出
し

ま
す

。
・

近
年

の
若

者
の

就
職

情
報

入
手

方
法

に
対

応
す

る
た

め
、

企
業

・
事

業
所

の
紹

介
映

像
作

成
に

支
援

を
行

い
、

引
き

続
き

地
元

企
業

の
魅

力
を

発
信

し
ま

す
。

・
町

内
起

業
者

に
よ

る
セ

ミ
ナ

ー
や

地
域

内
経

済
循

環
を

意
識

し
た

異
業

種
間

交
流

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
、

伝
統

工
芸

職
人

や
各

団
体

と
検

討
し

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
完

了
し

た
工

業
団

地
で

の
雇

用
創

出
に

向
け

、
商

工
会

や
事

業
者

、
金

融
機

関
、

県
企

業
誘

致
推

進
室

等
と

情
報

共
有

を
図

り
ま

し
た

。
・

商
工

会
等

と
連

携
し

て
企

業
懇

談
会

等
を

開
催

し
、

地
元

企
業

間
の

交
流

・
連

携
を

図
り

、
地

域
経

済
の

発
展

に
努

め
ま

し
た

。
・

令
和

2
年

5
月

号
か

ら
広

報
ひ

の
へ

の
地

元
企

業
・

商
店

の
情

報
を

掲
載

し
、

町
内

雇
用

等
の

拡
大

に
つ

な
げ

ま
し

た
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
様

々
な

経
験

や
技

術
、

知
識

を
持

っ
た

企
業

や
人

が
つ

な
が

り
、

情
報

共
有

で
き

る
異

業
種

間
交

流
の

充
実

を
図

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
《

実
施

が
困

難
な

こ
と

》
・

空
き

用
地

が
少

な
く

、
希

望
に

沿
っ

た
用

地
が

紹
介

で
き

な
い

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

企
業

協
議

会
の

会
議

等
に

参
加

し
、

状
況

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

企
業

間
の

連
携

促
進

に
努

め
ま

す
。

・
地

元
企

業
の

先
進

的
な

技
術

・
魅

力
等

を
商

工
会

等
と

連
携

し
て

情
報

発
信

を
行

う
ほ

か
、

広
報

ひ
の

へ
の

地
元

企
業

・
商

店
の

情
報

を
掲

載
等

に
よ

り
、

町
内

雇
用

等
の

拡
大

に
結

び
つ

け
て

い
き

ま
す

。
・

地
場

産
業

の
活

性
化

や
付

加
価

値
を

生
み

出
す

新
ブ

ラ
ン

ド
の

開
発

に
向

け
、

商
工

会
や

金
融

機
関

等
と

連
携

し
て

創
業

や
異

業
種

間
交

流
を

促
進

し
て

い
き

ま
す

。
《

今
後

の
課

題
》

・
地

元
企

業
が

持
つ

技
術

等
を

把
握

し
、

ビ
ジ

ネ
ス

面
で

の
さ

ら
な

る
連

携
を

深
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・

企
業

間
連

携
、

異
業

種
間

交
流

に
よ

る
流

通
ル

ー
ト

整
備

や
地

場
産

業
の

活
性

化
に

む
け

て
、

町
か

ら
の

提
案

や
関

わ
り

を
具

体
的

に
検

討
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

B

・
商

工
会

等
と

の
連

携
に

よ
り

企
業

懇
談

会
を

継
続

的
に

開
催

し
て

い
る

点
は

高
く

評
価

し
ま

す
。

町
内

雇
用

確
保

の
た

め
に

も
引

き
続

き
企

業
誘

致
に

努
め

て
く

だ
さ

い
。

・
企

業
誘

致
、

異
業

種
間

交
流

な
ど

目
立

つ
施

策
に

重
点

的
に

取
り

組
ま

れ
て

い
ま

す
が

、
施

策
が

目
指

す
ゴ

ー
ル

に
は

「
地

場
産

業
の

活
性

化
」

も
あ

り
ま

す
。

企
業

誘
致

、
異

業
種

交
流

か
ら

地
場

産
業

の
活

性
化

に
つ

な
が

る
よ

う
に

構
想

さ
れ

て
い

ま
し

た
が

、
こ

の
よ

う
な

動
き

が
生

じ
る

よ
う

に
施

策
の

あ
り

方
を

再
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

・
③

⑤
は

昨
年

と
あ

ま
り

変
わ

り
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
新

し
い

ア
イ

デ
ィ

ア
が

生
ま

れ
て

い
な

い
と

推
察

さ
れ

ま
す

。
・

本
施

策
は

、
連

携
や

交
流

か
ら

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
を

生
ん

だ
り

、
地

場
産

業
の

活
性

化
に

つ
な

げ
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

ま
す

が
、

内
部

検
証

は
、

そ
の

具
体

的
な

道
筋

に
つ

い
て

現
段

階
で

は
具

体
策

を
想

像
で

き
て

い
な

い
印

象
を

持
ち

ま
し

た
。

・
基

本
目

標
・

方
向

性
で

示
さ

れ
て

い
る

キ
ー

ワ
ー

ド
「

地
域

資
源

」
「

住
民

主
体

」
「

創
業

」
「

地
域

内
経

済
循

環
」

「
町

内
雇

用
の

拡
大

」
を

施
策

の
中

に
落

と
し

込
ん

で
く

だ
さ

い
。

・
⑤

で
「

地
元

企
業

が
持

つ
技

術
等

を
把

握
し

～
」

と
の

記
述

が
あ

り
ま

す
が

、
冊

子
を

作
っ

た
り

、
H

P
に

集
約

し
た

り
す

る
と

自
然

に
何

か
起

き
る

と
は

考
え

に
く

い
の

で
、

具
体

的
な

展
開

を
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

た
め

に
（

昨
年

も
コ

メ
ン

ト
し

ま
し

た
が

）
企

業
の

持
つ

技
術

の
可

能
性

を
評

価
で

き
る

専
門

職
が

必
要

で
あ

る
の

か
、

不
要

な
の

か
を

検
討

し
、

必
要

で
あ

れ
ば

雇
用

す
る

こ
と

も
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

・
町

内
企

業
が

求
人

を
出

し
て

も
町

外
の

応
募

が
ほ

と
ん

ど
と

な
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

雇
用

に
つ

い
て

は
、

職
に

就
く

と
い

う
こ

と
の

み
に

取
り

組
む

の
で

は
な

く
、

出
産

、
子

育
て

や
住

宅
等

が
総

合
的

に
働

く
人

が
住

み
や

す
い

町
で

あ
る

べ
き

で
あ

り
、

バ
ラ

ン
ス

が
大

切
で

す
。

ト
ー

タ
ル

な
政

策
を

お
願

い
し

ま
す

。
・

企
業

の
状

況
に

よ
り

ま
す

が
、

町
内

へ
進

出
す

る
企

業
へ

は
早

く
か

ら
地

元
雇

用
の

P
R

を
お

願
い

し
ま

す
。

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、

仕
事

を
失

っ
た

方
が

い
る

の
で

あ
れ

ば
、

就
労

し
て

も
ら

う
よ

う
に

取
り

組
ん

で
く

だ
さ

い
。
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0

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

新
規

進
出

企
業

数
企

業
・

異
業

種
間

交
流

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

商
工

観
光

課
商

工
観

光
課

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

1
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
で

あ
る

「
地

域
資

源
」

を
活

か
し

、
住

民
が

主
体

と
な

っ
て

取
り

組
む

創
業

に
よ

る
地

域
内

経
済

循
環

の
活

性
化

と
、

既
存

の
取

り
組

み
の

拡
大

も
含

め
た

雇
用

の
創

出
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
町

内
の

企
業

の
交

流
と

連
携

を
進

め
、

更
な

る
地

域
経

済
の

活
性

化
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
ち

の
た

か
ら

で
雇

用
を

創
る

○
「

地
域

資
源

」
を

活
用

し
、

豊
富

な
経

験
、

技
術

、
知

識
を

持
っ

た
人

が
つ

な
が

る
機

会
を

つ
く

り
、

創
業

と
雇

用
に

結
び

つ
け

ま
す

。
○

農
業

な
ど

を
通

じ
て

「
地

域
資

源
」

を
発

見
し

、
付

加
価

値
を

生
み

出
す

こ
と

で
ブ

ラ
ン

ド
化

、
さ

ら
な

る
有

効
活

用
を

生
み

出
す

こ
と

で
雇

用
を

創
り

ま
す

。
○

地
元

企
業

、
商

工
会

と
連

携
を

図
り

情
報

を
発

信
す

る
こ

と
で

、
町

内
雇

用
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

3
施

策
企

業
誘

致
と

企
業

・
異

業
種

間
の

交
流

促
進

・
財

政
基

盤
の

安
定

や
雇

用
の

場
の

創
出

の
た

め
、

新
た

な
工

業
団

地
の

確
保

と
企

業
の

誘
致

を
図

り
ま

す
。

・
地

元
企

業
と

誘
致

企
業

の
連

携
を

推
進

し
、

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
に

発
展

す
る

よ
う

協
力

関
係

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

・
商

工
会

や
観

光
協

会
、

Ｊ
Ａ

グ
リ

ー
ン

近
江

、
森

林
組

合
、

工
芸

職
人

等
と

連
携

し
、

異
業

種
間

交
流

を
促

進
す

る
と

と
も

に
流

通
ル

ー
ト

の
整

備
と

地
場

産
業

の
活

性
化

を
図

り
ま

す
。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

5
4

4
人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
た

商
店

へ
の

支
援

の
た

め
、

国
、

県
が

実
施

す
る

各
種

支
援

制
度

の
周

知
や

申
請

支
援

に
商

工
会

と
連

携
し

て
取

り
組

み
ま

し
た

。
・

「
ふ

る
さ

と
日

野
町

が
ん

ば
ろ

う
商

品
券

」
を

発
行

し
、

町
内

商
店

へ
の

誘
客

拡
大

と
消

費
喚

起
を

促
し

ま
し

た
。

・
町

の
特

産
品

振
興

の
た

め
、

近
江

日
野

「
三

方
よ

し
！

」
ふ

る
さ

と
応

援
寄

附
事

業
を

開
始

し
、

町
の

特
産

品
を

ア
ピ

ー
ル

す
る

と
と

も
に

そ
れ

ぞ
れ

の
事

業
者

の
販

売
促

進
と

情
報

発
信

機
会

を
増

や
し

ま
し

た
。

・
観

光
協

会
が

実
施

し
た

「
日

野
の

味
覚

市
」

で
は

、
創

業
間

も
な

い
方

か
ら

Ｊ
Ａ

や
地

元
商

店
ま

で
様

々
な

方
が

出
店

さ
れ

、
日

野
菜

や
地

元
野

菜
な

ど
の

販
売

を
行

う
と

と
も

に
出

店
者

間
の

横
の

つ
な

が
り

を
深

め
ま

し
た

。

③

・
地

元
商

店
の

経
営

指
導

・
相

談
の

促
進

等
に

よ
る

経
営

基
盤

強
化

や
第

三
者

継
承

に
向

け
、

様
々

な
支

援
制

度
を

研
究

す
る

な
ど

、
引

き
続

き
商

工
会

や
金

融
機

関
と

連
携

し
て

取
り

組
み

ま
す

。
・

引
き

続
き

、
ふ

る
さ

と
応

援
寄

附
事

業
の

積
極

的
に

取
り

組
み

ま
す

。
・

観
光

交
流

拠
点

施
設

で
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
シ

ョ
ッ

プ
や

「
味

覚
市

」
で

出
店

さ
れ

る
方

の
新

規
出

店
者

を
幅

広
く

募
集

し
、

事
業

の
定

着
化

を
図

り
ま

す
。

・
各

種
観

光
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
で

地
元

特
産

品
の

土
産

物
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

を
活

用
し

た
Ｐ

Ｒ
な

ど
、

様
々

な
取

り
組

み
を

通
じ

て
商

業
・

商
店

の
活

性
化

を
図

り
ま

す
。

・
商

工
会

、
Ｊ

Ａ
グ

リ
ー

ン
近

江
，

地
元

商
店

と
協

力
し

た
地

元
物

産
の

販
売

機
会

の
拡

大
に

努
め

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
専

用
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

に
よ

る
ふ

る
さ

と
応

援
寄

附
の

開
始

に
よ

り
、

町
内

商
業

者
へ

の
発

注
が

増
え

、
地

元
商

業
の

活
性

化
に

つ
な

が
り

ま
し

た
。

・
商

工
会

が
実

施
す

る
商

業
活

性
化

事
業

（
氏

郷
シ

ー
ル

ラ
リ

ー
セ

ー
ル

）
等

に
補

助
を

行
い

、
地

元
商

店
街

等
で

の
購

買
促

進
と

地
域

内
経

済
循

環
の

活
性

化
を

図
り

ま
し

た
。

・
令

和
２

年
３

月
に

町
と

商
工

会
の

共
同

で
策

定
し

た
経

営
発

達
支

援
計

画
を

着
実

に
実

行
す

る
た

め
、

小
規

模
企

業
者

の
経

営
分

析
や

相
談

・
支

援
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
ふ

る
さ

と
応

援
寄

附
は

開
始

間
も

な
い

こ
と

か
ら

広
く

募
集

す
る

に
は

至
っ

て
い

ま
せ

ん
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
商

業
者

の
後

継
者

問
題

等
の

抜
本

的
な

対
策

。
・

店
舗

と
住

宅
が

一
体

化
と

な
っ

て
い

る
家

屋
が

多
い

た
め

、
店

舗
の

み
第

三
者

へ
継

承
す

る
こ

と
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

地
域

資
源

を
活

か
し

た
商

工
業

や
商

店
街

の
活

性
化

に
向

け
、

継
続

し
た

販
売

促
進

、
創

業
と

雇
用

の
取

り
組

み
の

ほ
か

、
商

工
会

や
金

融
機

関
等

と
連

携
し

て
支

援
等

に
つ

い
て

研
究

を
進

め
ま

す
。

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

を
見

極
め

な
が

ら
各

種
観

光
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

地
元

企
業

で
の

特
産

品
の

販
売

促
進

や
ま

ち
の

情
報

発
信

に
取

り
組

み
ま

す
。

・
ふ

る
さ

と
応

援
寄

附
の

協
力

事
業

者
の

公
募

を
早

期
に

開
始

し
、

寄
附

を
通

じ
て

町
内

の
商

工
業

者
の

特
産

品
等

の
販

路
促

進
に

取
り

組
み

ま
す

。
《

今
後

の
課

題
》

・
ま

ち
の

地
域

資
源

を
活

か
し

た
創

業
お

よ
び

雇
用

に
結

び
付

け
る

手
法

を
研

究
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・

商
工

業
や

商
店

街
が

活
力

を
取

り
戻

す
た

め
に

も
地

域
主

導
で

の
日

野
菜

な
ど

既
存

の
特

産
品

を
活

用
や

新
た

な
ブ

ラ
ン

ド
品

の
開

発
の

取
組

と
そ

れ
を

促
す

行
政

や
商

工
会

の
働

き
か

け
が

必
要

で
す

。

A

・
「

ふ
る

さ
と

日
野

町
が

ん
ば

ろ
う

商
品

券
」

発
行

、
「

近
江

日
野

「
三

方
よ

し
！

」
ふ

る
さ

と
応

援
寄

附
事

業
」

の
開

始
な

ど
新

た
な

取
組

み
を

行
っ

て
き

た
こ

と
を

高
く

評
価

し
ま

す
。

・
コ

ロ
ナ

禍
で

観
光

等
大

き
な

影
響

を
受

け
た

と
思

わ
れ

ま
す

。
遠

方
か

ら
の

交
流

人
口

の
減

少
を

補
う

こ
と

は
難

し
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
地

元
（

町
内

、
周

辺
自

治
体

）
住

民
に

日
野

の
良

さ
を

再
発

見
し

て
も

ら
え

る
「

デ
ィ

ス
カ

バ
ー

ご
近

所
」

が
進

む
よ

う
な

情
報

発
信

の
工

夫
を

し
て

く
だ

さ
い

。
・

次
期

計
画

に
お

い
て

は
、

K
P

Iの
見

直
し

を
行

い
、

複
数

の
指

標
か

ら
施

策
の

成
果

を
測

る
よ

う
に

工
夫

を
し

て
く

だ
さ

い
。

例
え

ば
施

策
内

容
に

あ
る

「
後

継
者

の
育

成
」

「
商

店
の

活
性

化
」

を
推

し
量

る
の

に
適

切
な

指
標

を
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

・
②

③
で

「
観

光
交

流
拠

点
施

設
で

の
チ

ャ
レ

ン
ジ

シ
ョ

ッ
プ

」
と

日
野

の
「

味
覚

市
」

を
と

り
上

げ
、

事
業

と
し

て
の

定
着

を
目

指
し

て
い

る
点

を
評

価
し

ま
す

。
こ

の
中

で
も

チ
ャ

レ
ン

ジ
シ

ョ
ッ

プ
の

よ
う

な
取

組
み

は
施

策
1

-
1

と
も

関
連

性
が

高
い

の
で

チ
ャ

レ
ン

ジ
シ

ョ
ッ

プ
や

日
野

の
味

覚
市

へ
の

参
加

に
よ

る
実

習
を

取
り

入
れ

る
な

ど
、

他
の

施
策

と
の

連
携

を
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

・
④

⑤
で

は
「

ふ
る

さ
と

納
税

」
に

軸
足

を
移

す
よ

う
に

見
え

ま
す

が
、

基
本

目
標

・
方

向
性

に
示

さ
れ

て
い

る
キ

ー
ワ

ー
ド

「
地

域
資

源
」

「
住

民
が

主
体

」
「

創
業

」
「

地
域

内
経

済
循

環
の

活
性

化
」

を
見

す
え

た
施

策
の

工
夫

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。

H
3

0
5

4
9

人
5

2
2

人
9

5
.1

%

R
2

5
5

0
人

5
2

8
人

9
6

.0
%

R
1

5
5

0
人

5
1

9
人

9
4

.4
%

H
2

9
5

4
7

人
5

3
9

人
9

8
.5

%

H
2

8
5

4
6

人
5

3
9

人
9

8
.7

%

H
2

7
5

4
5

人
5

3
2

人
9

7
.6

%

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

商
工

会
会

員
数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

商
工

観
光

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

1
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
で

あ
る

「
地

域
資

源
」

を
活

か
し

、
住

民
が

主
体

と
な

っ
て

取
り

組
む

創
業

に
よ

る
地

域
内

経
済

循
環

の
活

性
化

と
、

既
存

の
取

り
組

み
の

拡
大

も
含

め
た

雇
用

の
創

出
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
町

内
の

企
業

の
交

流
と

連
携

を
進

め
、

更
な

る
地

域
経

済
の

活
性

化
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
ち

の
た

か
ら

で
雇

用
を

創
る

○
「

地
域

資
源

」
を

活
用

し
、

豊
富

な
経

験
、

技
術

、
知

識
を

持
っ

た
人

が
つ

な
が

る
機

会
を

つ
く

り
、

創
業

と
雇

用
に

結
び

つ
け

ま
す

。
○

農
業

な
ど

を
通

じ
て

「
地

域
資

源
」

を
発

見
し

、
付

加
価

値
を

生
み

出
す

こ
と

で
ブ

ラ
ン

ド
化

、
さ

ら
な

る
有

効
活

用
を

生
み

出
す

こ
と

で
雇

用
を

創
り

ま
す

。
○

地
元

企
業

、
商

工
会

と
連

携
を

図
り

情
報

を
発

信
す

る
こ

と
で

、
町

内
雇

用
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

4
施

策
魅

力
あ

る
商

店
づ

く
り

の
促

進

・
商

工
会

に
よ

る
経

営
指

導
・

相
談

の
促

進
と

経
営

基
盤

の
強

化
や

広
報

活
動

、
魅

力
あ

る
商

店
・

商
店

街
づ

く
り

と
第

三
者

へ
の

継
承

含
め

た
後

継
者

の
育

成
を

支
援

し
ま

す
。

・
日

野
町

に
伝

わ
る

丁
稚

よ
う

か
ん

や
原

産
日

野
菜

の
漬

物
等

の
特

産
品

を
情

報
発

信
す

る
こ

と
に

よ
り

、
商

店
の

活
性

化
を

図
り

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

8
件

（
累

計
）

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
集

落
で

、
地

域
農

業
の

将
来

を
話

し
合

い
、

「
人

・
農

地
プ

ラ
ン

」
の

作
成

促
進

を
図

る
た

め
、

集
落

に
出

向
い

た
り

、
農

業
組

合
長

会
議

に
て

お
い

て
説

明
や

情
報

提
供

を
行

っ
た

り
し

ま
し

た
。

・
町

、
農

業
委

員
会

、
県

、
Ｊ

Ａ
，

農
業

共
済

組
合

が
連

携
し

、
多

様
な

経
営

体
の

育
成

支
援

を
行

い
ま

し
た

。
・

認
定

農
業

者
の

認
定

を
、

１
２

件
（

新
規

６
件

、
更

新
６

件
）

、
認

定
新

規
就

農
者

の
認

定
を

２
件

行
い

ま
し

た
。

ま
た

、
営

農
組

合
の

１
組

織
が

法
人

化
さ

れ
ま

し
た

。
・

環
境

こ
だ

わ
り

農
業

の
推

進
を

図
り

、
取

り
組

み
面

積
が

増
加

し
ま

し
た

。
③

・
集

落
に

お
け

る
将

来
の

地
域

農
業

を
話

し
合

う
こ

と
の

重
要

性
を

説
明

し
、

人
・

農
地

プ
ラ

ン
の

作
成

を
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

・
集

落
が

主
体

と
な

っ
て

地
域

農
業

の
担

い
手

の
育

成
・

確
保

を
考

え
ら

れ
る

よ
う

、
集

落
の

支
援

に
複

数
年

を
か

け
て

取
り

組
み

ま
す

。
・

町
、

県
、

Ｊ
Ａ

等
の

関
係

機
関

が
連

携
し

、
引

き
続

き
、

多
様

な
経

営
体

の
育

成
と

支
援

に
取

り
組

み
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
環

境
に

優
し

い
農

法
で

生
育

す
る

「
環

境
こ

だ
わ

り
農

業
」

を
引

き
続

き
推

進
し

、
取

り
組

み
面

積
が

増
加

し
ま

し
た

。
・

東
桜

谷
地

区
を

重
点

的
に

、
地

域
内

で
の

話
し

合
い

や
人

・
農

地
プ

ラ
ン

の
作

成
に

向
け

た
説

明
を

行
い

ま
し

た
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
、

先
進

地
の

視
察

や
栽

培
研

修
会

、
意

見
交

換
会

な
ど

は
実

施
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
中

山
間

に
あ

る
条

件
不

利
な

農
地

は
受

け
手

の
希

望
が

出
に

く
く

、
依

然
と

し
て

担
い

手
確

保
と

農
地

の
維

持
管

理
が

困
難

と
な

っ
て

い
ま

す
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

農
業

情
勢

や
栽

培
情

報
、

ス
マ

ー
ト

農
業

な
ど

の
研

修
会

の
開

催
、

ま
た

、
担

い
手

同
士

や
新

規
就

農
者

同
士

が
情

報
交

換
で

き
る

機
会

を
提

供
し

、
地

域
の

農
業

者
の

横
の

つ
な

が
り

づ
く

り
を

支
援

し
て

い
き

ま
す

。
・

環
境

こ
だ

わ
り

農
業

の
推

進
に

引
き

続
き

取
り

組
む

と
と

も
に

、
地

産
地

消
の

拡
大

や
有

機
栽

培
に

よ
る

オ
ー

ガ
ニ

ッ
ク

農
業

に
も

注
視

し
て

い
き

ま
す

。
《

今
後

の
課

題
》

・
集

落
の

将
来

に
つ

い
て

、
集

落
の

方
々

が
主

体
的

に
考

え
、

「
自

分
た

ち
の

集
落

を
守

る
」

意
識

を
高

め
て

も
ら

う
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・

担
い

手
の

不
足

等
に

よ
り

耕
作

条
件

の
悪

い
農

地
の

保
全

が
保

て
な

く
な

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

農
業

者
だ

け
で

な
く

、
非

農
家

も
含

め
た

話
し

合
い

の
機

会
づ

く
り

等
を

促
進

し
、

多
様

な
農

の
担

い
手

の
育

成
と

農
地

の
適

正
な

維
持

の
た

め
の

支
援

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

A

・
「

人
・

農
地

プ
ラ

ン
」

の
新

規
作

成
が

な
か

っ
た

の
は

残
念

で
す

が
、

コ
ロ

ナ
禍

で
人

が
集

う
こ

と
が

制
限

さ
れ

た
令

和
2

年
度

は
致

し
か

た
な

い
と

考
え

ま
す

。
次

期
総

合
戦

略
で

は
、

K
P

Iの
設

定
に

「
担

い
手

の
育

成
・

確
保

」
を

推
し

量
れ

る
指

標
を

入
れ

る
な

ど
工

夫
を

し
て

く
だ

さ
い

。
・

担
い

手
の

育
成

・
確

保
の

方
法

に
つ

い
て

、
プ

ラ
ン

作
成

以
外

の
多

様
な

方
法

を
研

究
し

、
農

の
担

い
手

の
裾

野
を

広
げ

る
施

策
の

工
夫

と
視

野
を

広
げ

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・

次
期

総
合

戦
略

で
は

、
施

策
内

容
に

「
集

落
を

自
分

た
ち

で
守

る
」

視
点

も
盛

り
込

ん
で

く
だ

さ
い

。
・

担
い

手
の

育
成

・
確

保
だ

け
で

も
苦

労
し

て
い

る
と

推
察

さ
れ

ま
す

が
、

認
定

新
規

就
農

者
2

件
の

認
定

な
ど

可
能

性
は

十
分

に
あ

る
と

評
価

し
ま

す
。

こ
う

し
た

従
来

の
取

組
み

の
成

果
を

さ
ら

に
向

上
さ

せ
る

と
と

も
に

基
本

目
標

・
方

向
性

を
踏

ま
え

た
地

元
企

業
・

商
工

会
と

の
連

携
な

ど
か

ら
町

内
雇

用
の

拡
大

に
ま

で
つ

な
げ

ら
れ

る
よ

う
に

施
策

の
全

体
像

を
再

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。

H
3

0
2

5
件

（
累

計
）

2
0

件
（

累
計

）
8

0
.0

%

R
2

3
0

件
（

累
計

）
2

1
件

（
累

計
）

7
0

.0
%

R
1

3
0

件
（

累
計

）
2

1
件

（
累

計
）

7
0

.0
%

H
2

9
2

0
件

（
累

計
）

2
0

件
（

累
計

）
1

0
0

.0
%

H
2

8
1

5
件

（
累

計
）

1
6

件
（

累
計

）
1

0
0

.0
%

H
2

7
1

1
件

（
累

計
）

1
1

件
（

累
計

）
1

0
0

.0
%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

人
・

農
地

プ
ラ

ン
作

成
件

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

農
林

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

1
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
で

あ
る

「
地

域
資

源
」

を
活

か
し

、
住

民
が

主
体

と
な

っ
て

取
り

組
む

創
業

に
よ

る
地

域
内

経
済

循
環

の
活

性
化

と
、

既
存

の
取

り
組

み
の

拡
大

も
含

め
た

雇
用

の
創

出
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
町

内
の

企
業

の
交

流
と

連
携

を
進

め
、

更
な

る
地

域
経

済
の

活
性

化
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
ち

の
た

か
ら

で
雇

用
を

創
る

○
「

地
域

資
源

」
を

活
用

し
、

豊
富

な
経

験
、

技
術

、
知

識
を

持
っ

た
人

が
つ

な
が

る
機

会
を

つ
く

り
、

創
業

と
雇

用
に

結
び

つ
け

ま
す

。
○

農
業

な
ど

を
通

じ
て

「
地

域
資

源
」

を
発

見
し

、
付

加
価

値
を

生
み

出
す

こ
と

で
ブ

ラ
ン

ド
化

、
さ

ら
な

る
有

効
活

用
を

生
み

出
す

こ
と

で
雇

用
を

創
り

ま
す

。
○

地
元

企
業

、
商

工
会

と
連

携
を

図
り

情
報

を
発

信
す

る
こ

と
で

、
町

内
雇

用
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

5
施

策
農

業
経

営
体

の
育

成

・
担

い
手

の
育

成
・

確
保

、
後

継
者

・
新

規
就

農
者

の
育

成
に

取
り

組
み

、
認

定
農

業
者

や
農

事
組

合
法

人
の

育
成

な
ど

で
、

農
業

の
活

性
化

を
図

り
ま

す
。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

7
0

人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
Ｊ

Ａ
を

通
じ

て
地

元
ス

ー
パ

ー
の

イ
ン

シ
ョ

ッ
プ

（
直

売
所

）
へ

の
野

菜
出

荷
を

呼
び

か
け

る
こ

と
に

よ
り

、
出

荷
人

数
が

増
加

し
ま

し
た

。
・

東
近

江
管

内
の

市
町

や
Ｊ

Ａ
等

で
構

成
す

る
農

業
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
「

2
0

2
１

営
農

カ
レ

ン
ダ

ー
」

を
作

成
し

、
時

期
に

応
じ

た
栽

培
情

報
を

提
供

で
き

る
よ

う
に

し
ま

し
た

。

③

・
野

菜
生

産
用

の
機

械
や

ビ
ニ

ー
ル

ハ
ウ

ス
の

導
入

経
費

を
補

助
し

、
野

菜
生

産
者

を
支

援
し

ま
す

。
・

機
械

や
ビ

ニ
ー

ル
ハ

ウ
ス

の
導

入
経

費
の

補
助

に
つ

い
て

は
、

町
の

み
な

ら
ず

Ｊ
Ａ

や
農

業
共

済
に

お
い

て
も

類
似

し
た

補
助

が
実

施
さ

れ
て

い
る

た
め

、
ど

こ
に

相
談

い
た

だ
い

て
も

同
様

の
情

報
提

供
が

で
き

る
よ

う
、

情
報

の
共

有
を

図
り

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

≪
実

施
し

て
い

る
こ

と
≫

・
経

営
を

始
め

よ
う

と
す

る
農

業
者

に
対

し
て

、
就

農
直

後
の

経
営

を
安

定
す

る
た

め
、

関
係

機
関

に
よ

る
経

営
計

画
の

助
言

や
、

補
助

制
度

の
案

内
等

に
努

め
ま

し
た

。
ま

た
、

新
規

就
農

者
へ

の
経

営
安

定
支

援
に

取
り

組
む

た
め

の
助

成
制

度
の

創
設

に
向

け
て

検
討

を
行

い
ま

し
た

。
≪

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

≫
・

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
で

、
生

産
者

の
方

と
直

接
出

会
う

機
会

が
少

な
い

年
と

な
り

ま
し

た
。

≪
実

施
が

困
難

な
こ

と
≫

・
中

山
間

地
域

で
は

土
質

や
獣

害
の

条
件

か
ら

野
菜

生
産

が
困

難
で

す
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

新
た

な
園

芸
品

目
の

紹
介

や
研

修
会

の
開

催
な

ど
に

よ
り

、
野

菜
の

多
品

目
化

と
生

産
者

の
育

成
を

進
め

ら
れ

る
よ

う
、

Ｊ
Ａ

や
県

と
連

携
し

普
及

に
努

め
ま

す
。

・
新

規
就

農
者

が
園

芸
作

物
に

取
り

組
む

た
め

の
技

術
的

指
導

や
情

報
提

供
を

行
い

、
早

期
に

経
営

の
安

定
化

が
図

れ
る

よ
う

支
援

し
て

い
き

ま
す

。
《

今
後

の
課

題
》

・
地

元
ス

ー
パ

ー
の

イ
ン

シ
ョ

ッ
プ

に
出

荷
す

る
農

家
は

増
え

つ
つ

あ
り

ま
す

が
、

売
り

上
げ

が
こ

こ
数

年
減

少
傾

向
に

あ
り

、
販

売
方

法
や

野
菜

の
補

充
等

の
対

策
が

必
要

で
す

。

A

・
K

P
Iに

示
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
野

菜
生

産
者

が
増

え
て

い
る

こ
と

は
高

く
評

価
し

ま
す

。
②

③
に

お
い

て
「

生
産

者
の

意
識

啓
発

を
図

る
」

と
な

っ
て

い
て

、
町

の
側

の
取

組
み

、
「

営
農

カ
レ

ン
ダ

ー
」

の
作

成
・

提
供

な
ど

が
進

め
ら

れ
て

い
ま

す
が

、
生

産
者

側
の

意
識

の
変

化
や

向
上

に
つ

な
が

っ
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。
・

⑤
に

て
イ

ン
シ

ョ
ッ

プ
出

荷
の

農
家

増
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
売

上
げ

が
減

少
傾

向
に

あ
る

と
内

部
評

価
さ

れ
て

い
ま

す
。

売
上

げ
を

増
や

す
工

夫
と

生
産

者
の

意
識

向
上

に
つ

な
が

る
具

体
的

な
取

組
み

（
マ

ル
シ

ェ
等

）
が

必
要

で
す

。
冊

子
に

加
え

て
体

験
に

よ
る

学
び

を
つ

く
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
次

期
計

画
で

は
、

消
費

者
側

の
地

産
地

消
の

機
運

を
高

め
る

取
組

み
と

の
一

体
的

連
携

を
図

る
な

ど
施

策
の

工
夫

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
・

町
と

し
て

で
き

る
こ

と
の

中
で

補
助

事
業

は
重

要
だ

と
考

え
ま

す
が

、
②

③
④

で
は

、
補

助
事

業
中

心
の

思
考

の
よ

う
に

見
え

ま
す

。
基

本
目

標
・

方
向

性
を

踏
ま

え
て

、
担

い
手

の
裾

野
を

広
げ

る
取

組
み

を
工

夫
し

て
く

だ
さ

い
。

・
野

菜
の

流
通

実
態

を
把

握
し

て
「

地
域

内
経

済
循

環
」

の
構

造
を

明
ら

か
に

し
て

、
生

産
者

だ
け

で
な

く
、

消
費

者
意

識
も

変
え

て
い

く
取

組
み

、
構

造
を

把
握

で
き

た
な

ら
新

し
い

施
策

の
工

夫
も

可
能

に
な

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
所

得
・

雇
用

の
増

に
つ

な
げ

る
多

様
な

手
法

を
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

R
2

9
2

人
1

0
1

人
1

0
0

.0
%

R
1

8
0

人
8

9
人

1
0

0
.0

%

H
3

0
7

8
人

7
7

人
9

8
.7

%

H
2

9
7

6
人

7
7

人
1

0
0

.0
%

H
2

8
7

4
人

7
3

人
9

8
.6

%

H
2

7
7

0
人

7
0

人
1

0
0

.0
%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

野
菜

生
産

者

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

農
林

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

1
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
で

あ
る

「
地

域
資

源
」

を
活

か
し

、
住

民
が

主
体

と
な

っ
て

取
り

組
む

創
業

に
よ

る
地

域
内

経
済

循
環

の
活

性
化

と
、

既
存

の
取

り
組

み
の

拡
大

も
含

め
た

雇
用

の
創

出
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
町

内
の

企
業

の
交

流
と

連
携

を
進

め
、

更
な

る
地

域
経

済
の

活
性

化
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
ち

の
た

か
ら

で
雇

用
を

創
る

○
「

地
域

資
源

」
を

活
用

し
、

豊
富

な
経

験
、

技
術

、
知

識
を

持
っ

た
人

が
つ

な
が

る
機

会
を

つ
く

り
、

創
業

と
雇

用
に

結
び

つ
け

ま
す

。
○

農
業

な
ど

を
通

じ
て

「
地

域
資

源
」

を
発

見
し

、
付

加
価

値
を

生
み

出
す

こ
と

で
ブ

ラ
ン

ド
化

、
さ

ら
な

る
有

効
活

用
を

生
み

出
す

こ
と

で
雇

用
を

創
り

ま
す

。
○

地
元

企
業

、
商

工
会

と
連

携
を

図
り

情
報

を
発

信
す

る
こ

と
で

、
町

内
雇

用
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

6
施

策
地

元
野

菜
生

産
者

の
担

い
手

育
成

・
消

費
者

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
農

産
物

や
特

産
品

・
多

品
目

化
を

図
り

、
「

地
産

地
消

」
の

拡
大

と
担

い
手

の
育

成
に

つ
な

げ
る

た
め

、
生

産
者

の
意

識
啓

発
を

図
り

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

4
5

ｔ
3

8
件

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
原

産
日

野
菜

の
ほ

と
ん

ど
は

J
A

加
工

施
設

へ
出

荷
し

漬
物

加
工

さ
れ

、
日

野
菜

漬
と

し
て

県
内

ス
ー

パ
ー

等
に

出
荷

さ
れ

て
い

ま
す

。
・

原
産

日
野

菜
の

生
産

拡
大

や
普

及
、

販
路

拡
大

や
ブ

ラ
ン

ド
化

等
の

取
組

を
支

援
す

る
た

め
Ｊ

Ａ
に

補
助

金
を

交
付

す
る

と
と

も
に

、
生

産
者

に
は

栽
培

に
必

要
な

機
械

導
入

経
費

の
助

成
、

畑
地

栽
培

に
対

す
る

補
助

を
実

施
し

ま
し

た
。

・
生

産
拡

大
を

支
援

す
る

た
め

原
産

日
野

菜
の

一
大

産
地

で
あ

る
鎌

掛
の

長
野

地
区

に
灌

漑
用

水
の

た
め

の
配

管
整

備
の

補
助

を
行

い
ま

し
た

。
・

今
年

度
か

ら
実

施
し

た
ふ

る
さ

と
応

援
寄

附
金

の
返

礼
品

に
日

野
菜

漬
け

を
登

録
し

ま
し

た
。

・
日

野
駅

前
通

り
共

栄
会

の
協

力
を

得
て

、
日

野
菜

Ｐ
Ｒ

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

「
あ

の
な

ひ
の

な
」

の
着

ぐ
る

み
作

成
を

は
じ

め
、

公
共

施
設

へ
の

ぬ
い

ぐ
る

み
設

置
や

、
せ

ん
べ

い
、

お
茶

漬
け

な
ど

の
開

発
に

よ
り

地
域

と
一

丸
と

な
っ

た
日

野
菜

振
興

に
取

り
組

み
ま

し
た

。

③

・
引

き
続

き
生

産
者

と
J
A

、
県

等
と

連
携

し
、

栽
培

技
術

研
修

会
や

情
報

提
供

、
補

助
制

度
な

ど
に

取
り

組
み

ま
す

。
・

か
ね

て
か

ら
課

題
の

一
つ

で
あ

る
収

穫
後

の
ヒ

ゲ
根

取
り

作
業

を
軽

減
で

き
る

機
械

が
見

つ
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
機

械
導

入
に

係
る

経
費

を
助

成
し

ま
す

。
・

地
域

が
一

丸
と

な
っ

た
日

野
菜

振
興

が
で

き
る

よ
う

に
、

日
野

菜
Ｐ

Ｒ
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
「

あ
の

な
ひ

の
な

」
を

活
用

し
、

原
産

日
野

菜
の

認
知

度
を

高
め

る
と

と
も

に
、

日
野

町
の

日
野

菜
が

全
国

に
知

れ
渡

る
よ

う
ブ

ラ
ン

ド
化

に
む

け
た

普
及

啓
発

を
進

め
ま

す
。

・
Ｊ

Ａ
を

は
じ

め
町

内
の

地
元

企
業

や
商

工
会

等
の

団
体

と
も

連
携

し
た

日
野

菜
振

興
が

図
れ

る
よ

う
、

連
携

関
係

を
前

進
さ

せ
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

≪
実

施
し

て
い

る
こ

と
≫

・
生

産
者

組
織

で
は

研
修

会
等

が
主

体
的

に
行

わ
れ

て
お

り
、

互
い

に
技

術
や

情
報

の
共

有
と

交
流

が
図

ら
れ

て
い

ま
す

。
・

日
野

菜
の

ブ
ラ

ン
ド

化
お

よ
び

知
名

度
を

上
げ

る
取

り
組

み
と

し
て

、
J
A

が
G

I認
証

取
得

に
向

け
て

取
り

組
ま

れ
て

お
り

、
町

は
こ

れ
を

支
援

し
ま

し
た

。
≪

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

≫
・

特
に

あ
り

ま
せ

ん
。

≪
実

施
が

困
難

な
こ

と
≫

・
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

飲
食

店
の

休
業

に
伴

い
、

生
果

の
取

引
が

減
少

し
、

結
果

と
し

て
全

体
の

取
引

先
数

の
減

少
と

な
り

ま
し

た
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

引
き

続
き

、
Ｊ

Ａ
や

生
産

者
と

連
携

し
て

生
産

拡
大

に
取

り
組

み
ま

す
。

・
原

産
日

野
菜

の
生

産
拡

大
や

日
野

菜
漬

け
加

工
、

販
路

拡
大

に
向

け
た

取
組

を
行

う
Ｊ

Ａ
に

協
力

し
振

興
支

援
を

行
い

ま
す

。
・

地
元

企
業

や
商

工
会

と
連

携
し

、
日

野
町

の
日

野
菜

の
普

及
啓

発
に

努
め

ま
す

。
《

今
後

の
課

題
》

・
生

産
者

の
所

得
向

上
に

は
日

野
菜

の
単

収
を

上
げ

、
良

質
化

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
併

せ
て

、
そ

の
た

め
の

生
産

者
へ

の
意

識
高

揚
、

意
識

付
け

な
ど

も
必

要
で

す
。

・
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

生
活

様
式

の
変

化
に

伴
い

、
栽

培
方

法
の

動
画

作
成

等
、

新
し

い
方

法
に

よ
る

研
修

の
検

討
が

必
要

で
す

。

B

・
コ

ロ
ナ

禍
で

飲
食

店
休

業
に

よ
り

、
販

売
取

引
先

件
数

、
出

荷
量

が
減

少
し

て
お

り
、

K
P

Iが
低

く
な

っ
て

い
ま

す
。

作
付

面
積

の
拡

大
、

生
産

基
盤

の
整

備
な

ど
日

野
菜

の
ブ

ラ
ン

ド
化

の
た

め
の

様
々

な
取

組
み

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

評
価

し
ま

す
。

・
ふ

る
さ

と
応

援
寄

附
金

の
返

礼
品

に
日

野
菜

漬
を

登
録

し
た

り
、

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

「
あ

の
な

ひ
の

な
」

の
着

ぐ
る

み
作

成
し

た
り

す
る

な
ど

P
R

の
工

夫
を

し
て

い
る

こ
と

も
評

価
し

ま
す

。
・

ブ
ラ

ン
ド

化
に

向
け

た
努

力
を

評
価

し
ま

す
が

、
ブ

ラ
ン

ド
化

の
発

想
に

至
っ

た
経

緯
を

確
認

し
、

原
点

に
立

ち
返

っ
て

く
だ

さ
い

。
・

日
野

菜
ブ

ラ
ン

ド
化

に
向

け
た

取
組

み
は

、
生

産
農

家
を

中
心

的
な

対
象

と
し

て
い

る
よ

う
に

思
わ

れ
ま

す
。

出
荷

生
産

者
と

な
ら

な
く

て
も

住
民

が
自

家
用

に
生

産
す

る
な

ど
、

ま
ち

の
文

化
と

し
て

裾
野

を
広

げ
る

こ
と

も
必

要
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
・

生
産

農
家

に
特

化
し

た
施

策
か

ら
、

基
本

目
標

・
基

本
的

方
向

を
踏

ま
え

た
住

民
主

体
の

新
し

い
施

策
へ

と
工

夫
し

て
く

だ
さ

い
。

・
日

野
菜

の
生

産
流

通
の

全
体

像
を

把
握

し
て

地
域

経
済

の
活

性
化

の
方

策
を

工
夫

し
て

く
だ

さ
い

。
・

日
野

菜
は

、
漬

物
が

主
な

商
品

と
な

り
ま

す
。

若
い

世
代

の
食

の
趣

味
趣

向
に

合
わ

な
か

っ
た

り
、

固
さ

か
ら

高
齢

者
は

食
べ

に
く

か
っ

た
り

と
消

費
に

課
題

が
あ

る
と

感
じ

ま
す

。
事

実
、

日
野

菜
漬

け
を

食
べ

る
人

は
減

少
傾

向
に

あ
り

ま
す

。
そ

ん
な

中
で

、
日

野
菜

漬
け

の
生

産
量

を
増

や
し

て
、

ビ
ジ

ネ
ス

と
し

て
成

り
立

つ
の

か
検

討
が

必
要

で
す

。
大

量
生

産
で

は
な

い
価

値
を

見
出

し
て

い
く

べ
き

で
す

。
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①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

日
野

菜
出

荷
量

日
野

菜
の

販
売

取
引

先
件

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

農
林

課
農

林
課

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

1
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
で

あ
る

「
地

域
資

源
」

を
活

か
し

、
住

民
が

主
体

と
な

っ
て

取
り

組
む

創
業

に
よ

る
地

域
内

経
済

循
環

の
活

性
化

と
、

既
存

の
取

り
組

み
の

拡
大

も
含

め
た

雇
用

の
創

出
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
町

内
の

企
業

の
交

流
と

連
携

を
進

め
、

更
な

る
地

域
経

済
の

活
性

化
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
ち

の
た

か
ら

で
雇

用
を

創
る

○
「

地
域

資
源

」
を

活
用

し
、

豊
富

な
経

験
、

技
術

、
知

識
を

持
っ

た
人

が
つ

な
が

る
機

会
を

つ
く

り
、

創
業

と
雇

用
に

結
び

つ
け

ま
す

。
○

農
業

な
ど

を
通

じ
て

「
地

域
資

源
」

を
発

見
し

、
付

加
価

値
を

生
み

出
す

こ
と

で
ブ

ラ
ン

ド
化

、
さ

ら
な

る
有

効
活

用
を

生
み

出
す

こ
と

で
雇

用
を

創
り

ま
す

。
○

地
元

企
業

、
商

工
会

と
連

携
を

図
り

情
報

を
発

信
す

る
こ

と
で

、
町

内
雇

用
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

7
施

策
日

野
菜

の
ブ

ラ
ン

ド
化

の
促

進

・
原

産
日

野
菜

の
種

子
の

安
定

生
産

・
供

給
を

図
り

、
伝

統
野

菜
で

あ
る

原
産

日
野

菜
の

ブ
ラ

ン
ド

化
と

年
間

生
産

量
の

増
加

に
向

け
て

、
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
り

ま
す

。
・

原
産

日
野

菜
を

町
内

で
加

工
・

販
売

す
る

と
と

も
に

、
町

外
で

も
流

通
す

る
仕

組
み

づ
く

り
と

販
路

拡
大

を
図

り
ま

す
。

・
原

産
日

野
菜

の
有

効
活

用
を

研
究

す
る

と
と

も
に

、
情

報
発

信
に

よ
り

知
名

度
を

高
め

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
5

社

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
猟

友
会

有
志

に
よ

る
「

獣
美

恵
堂

」
は

、
食

肉
処

理
業

の
許

可
を

受
け

た
解

体
処

理
施

設
で

あ
り

、
国

や
県

の
衛

生
管

理
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

遵
守

し
、

安
心

安
全

な
ジ

ビ
エ

を
販

売
さ

れ
て

い
ま

す
。

町
で

は
こ

れ
ま

で
機

材
（

金
属

探
知

機
、

真
空

包
装

機
、

冷
蔵

庫
等

）
の

導
入

補
助

で
活

動
を

後
押

し
て

き
て

お
り

、
販

路
の

安
定

に
つ

な
が

っ
て

い
ま

す
。

・
猟

友
会

有
志

が
営

ま
れ

て
い

る
「

獣
美

恵
堂

」
は

、
普

段
、

別
の

仕
事

を
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

施
設

に
常

駐
す

る
方

が
お

ら
ず

、
日

野
町

有
害

鳥
獣

被
害

対
策

協
議

会
が

業
務

の
一

部
を

受
託

し
、

レ
ス

ト
ラ

ン
か

ら
の

注
文

等
の

取
り

次
ぎ

を
し

て
い

ま
す

。
③

・
今

後
も

「
獣

美
恵

堂
」

が
安

定
的

に
活

動
で

き
る

よ
う

県
や

町
、

有
害

鳥
獣

被
害

対
策

協
議

会
等

が
連

携
し

な
が

ら
相

談
・

助
言

や
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。
・

安
定

し
た

獣
肉

の
確

保
と

、
継

続
し

た
取

引
先

の
拡

大
に

向
け

た
情

報
発

信
と

認
知

度
を

高
め

る
取

り
組

み
が

必
要

で
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

≪
実

施
し

て
い

る
こ

と
≫

・
「

獣
美

恵
堂

」
で

解
体

さ
れ

た
シ

カ
肉

は
町

内
の

小
中

学
校

に
学

校
給

食
と

し
て

提
供

さ
れ

て
い

ま
す

。
・

日
野

町
有

害
鳥

獣
被

害
対

策
協

議
会

の
事

務
受

託
に

よ
り

「
獣

美
恵

堂
」

の
チ

ラ
シ

を
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
し

ま
し

た
。

≪
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
≫

・
取

引
先

数
以

外
に

利
活

用
が

進
ん

で
い

る
事

を
示

す
数

値
の

検
討

が
で

き
て

い
ま

せ
ん

。
≪

実
施

が
困

難
な

こ
と

≫
・

集
落

捕
獲

の
野

生
獣

は
頭

数
も

少
な

く
、

加
工

施
設

の
設

備
投

資
を

考
え

る
と

商
業

ベ
ー

ス
に

の
せ

る
こ

と
が

困
難

で
あ

り
、

集
落

で
は

獣
肉

を
ビ

ジ
ネ

ス
化

す
る

こ
と

が
困

難
で

す
。

・
集

落
捕

獲
の

野
生

獣
は

肉
質

な
ど

に
課

題
が

多
く

獣
美

恵
堂

で
の

取
り

扱
い

が
出

来
な

い
た

め
利

活
用

に
結

び
つ

き
ま

せ
ん

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

食
の

安
心

・
安

全
の

高
ま

り
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

獣
美

恵
堂

の
メ

ン
バ

ー
へ

の
知

識
・

技
術

の
習

得
に

向
け

支
援

し
ま

す
。

・
地

域
資

源
を

活
用

し
た

ビ
ジ

ネ
ス

と
し

て
発

展
し

て
い

け
る

よ
う

引
き

続
き

取
り

組
み

に
協

力
し

て
い

き
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

現
状

、
販

売
の

方
法

と
し

て
は

電
話

注
文

の
み

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
更

に
効

率
よ

く
販

売
で

き
る

よ
う

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
し

た
販

売
等

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
利

活
用

が
進

ん
で

い
る

事
が

分
か

る
よ

う
、

取
引

高
等

の
情

報
を

共
有

し
評

価
す

る
仕

組
み

の
導

入
が

必
要

で
す

。
・

大
口

取
引

先
と

の
取

引
終

了
に

よ
り

出
荷

数
量

が
減

少
し

た
こ

と
か

ら
、

安
定

し
た

事
業

を
展

開
す

る
た

め
新

た
な

取
引

先
を

見
つ

け
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

A

・
レ

ス
ト

ラ
ン

・
ホ

テ
ル

の
取

引
数

も
順

調
に

増
加

し
、

一
定

程
度

、
獣

肉
の

利
活

用
は

進
ん

だ
と

評
価

し
ま

す
。

・
主

要
な

施
策

の
焦

点
が

獣
美

恵
堂

を
核

と
し

た
利

活
用

で
あ

り
、

現
状

か
ら

今
ま

で
以

上
の

利
活

用
の

拡
大

が
見

込
め

な
い

の
で

あ
れ

ば
、

次
期

総
合

戦
略

の
施

策
か

ら
は

は
ず

し
、

獣
害

対
策

と
一

体
と

な
っ

た
施

策
と

し
て

整
理

し
た

方
が

良
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

昨
年

の
評

価
で

も
同

様
の

提
案

が
な

さ
れ

て
い

ま
す

。
・

K
P

Iに
レ

ス
ト

ラ
ン

・
ホ

テ
ル

の
取

引
数

が
挙

げ
ら

れ
て

い
ま

す
。

日
野

産
の

獣
肉

が
広

く
流

通
し

て
い

く
こ

と
を

示
す

指
標

と
し

て
使

っ
て

い
ま

す
が

、
取

引
高

を
調

べ
た

り
、

ビ
ジ

ネ
ス

化
の

可
能

性
に

つ
い

て
、

費
用

構
造

を
把

握
し

た
り

す
る

必
要

が
あ

っ
た

と
思

わ
れ

ま
す

。
統

計
と

ま
で

言
わ

な
く

て
も

実
態

を
把

握
す

る
こ

と
も

必
要

で
す

。
・

獣
肉

は
魚

介
類

に
比

べ
保

存
が

き
き

、
ジ

ビ
エ

と
し

て
は

、
需

要
は

あ
る

と
感

じ
ま

す
。

付
加

価
値

を
つ

け
る

こ
と

で
商

品
価

値
が

上
が

り
ビ

ジ
ネ

ス
と

し
て

成
り

立
つ

と
考

え
ま

す
。

・
鹿

肉
等

を
町

内
の

旅
館

料
理

飲
食

組
合

が
活

用
す

る
等

に
よ

り
、

双
方

に
と

っ
て

可
能

性
が

あ
る

の
で

は
と

感
じ

ま
す

。
・

獣
肉

を
使

っ
た

料
理

の
販

売
を

イ
ベ

ン
ト

的
に

で
も

行
っ

て
P

R
し

て
い

く
こ

と
も

必
要

で
す

。
P

R
を

上
手

に
し

て
い

っ
て

く
だ

さ
い

。
・

獣
肉

の
ビ

ジ
ネ

ス
と

し
て

は
、

供
給

量
と

取
扱

店
の

増
が

必
要

で
す

。
猟

銃
を

持
つ

人
は

少
な

い
の

で
獣

害
対

策
の

グ
ル

ー
プ

を
増

や
す

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
日

野
菜

や
獣

肉
と

い
う

日
野

な
ら

で
は

の
宝

を
活

か
し

、
ビ

ジ
ネ

ス
に

つ
な

げ
る

こ
と

で
後

継
者

問
題

も
解

決
で

き
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
・

コ
ス

ト
に

留
意

し
て

施
策

を
展

開
し

て
い

く
べ

き
で

す
。

R
2

2
2

社
2

2
社

1
0

0
.0

%

R
1

2
0

社
2

0
社

1
0

0
.0

%

H
3

0
2

0
社

2
0

社
1

0
0

.0
%

H
2

9
1

9
社

1
9

社
1

0
0

.0
%

H
2

8
1

8
社

1
8

社
1

0
0

.0
%

H
2

7
1

7
社

1
7

社
1

0
0

.0
%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

レ
ス

ト
ラ

ン
・

ホ
テ

ル
の

取
引

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

農
林

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

1
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
で

あ
る

「
地

域
資

源
」

を
活

か
し

、
住

民
が

主
体

と
な

っ
て

取
り

組
む

創
業

に
よ

る
地

域
内

経
済

循
環

の
活

性
化

と
、

既
存

の
取

り
組

み
の

拡
大

も
含

め
た

雇
用

の
創

出
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
町

内
の

企
業

の
交

流
と

連
携

を
進

め
、

更
な

る
地

域
経

済
の

活
性

化
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
ち

の
た

か
ら

で
雇

用
を

創
る

○
「

地
域

資
源

」
を

活
用

し
、

豊
富

な
経

験
、

技
術

、
知

識
を

持
っ

た
人

が
つ

な
が

る
機

会
を

つ
く

り
、

創
業

と
雇

用
に

結
び

つ
け

ま
す

。
○

農
業

な
ど

を
通

じ
て

「
地

域
資

源
」

を
発

見
し

、
付

加
価

値
を

生
み

出
す

こ
と

で
ブ

ラ
ン

ド
化

、
さ

ら
な

る
有

効
活

用
を

生
み

出
す

こ
と

で
雇

用
を

創
り

ま
す

。
○

地
元

企
業

、
商

工
会

と
連

携
を

図
り

情
報

を
発

信
す

る
こ

と
で

、
町

内
雇

用
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

8
施

策
獣

肉
の

利
活

用
を

促
進

・
新

た
な

特
産

品
と

し
て

獣
肉

の
利

活
用

に
よ

り
販

路
の

拡
大

を
図

る
と

と
も

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

へ
の

取
り

組
み

を
支

援
し

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

0
件

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
つ

ど
い

の
ひ

ろ
ば

「
ぽ

け
っ

と
」

で
開

催
し

た
、

主
に

出
産

後
の

再
就

職
を

目
指

す
女

性
の

た
め

の
就

職
支

援
事

業
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

は
あ

っ
た

も
の

の
就

労
セ

ミ
ナ

ー
は

延
べ

１
１

人
、

就
労

相
談

会
に

は
延

べ
７

人
の

参
加

が
あ

り
ま

し
た

。
・

地
元

日
野

高
校

が
行

う
就

業
支

援
を

目
的

と
し

た
キ

ャ
リ

ア
形

成
教

育
や

地
域

と
の

連
携

事
業

に
対

す
る

補
助

制
度

を
創

設
、

活
用

さ
れ

、
地

域
の

未
来

を
担

う
人

材
育

成
に

つ
な

が
り

ま
し

た
。

・
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
な

ど
関

係
機

関
の

求
人

情
報

や
県

内
・

町
内

企
業

の
情

報
を

誰
で

も
閲

覧
で

き
る

よ
う

役
場

１
階

ロ
ビ

ー
に

配
架

し
ま

し
た

。
・

東
近

江
地

域
労

働
対

策
連

絡
会

へ
地

元
企

業
の

情
報

提
供

を
行

い
、

学
校

へ
の

就
職

説
明

会
で

情
報

発
信

し
ま

し
た

。

③

・
若

者
を

は
じ

め
、

U
IJ

タ
ー

ン
希

望
者

、
再

就
職

を
目

指
す

女
性

な
ど

へ
の

充
実

し
た

支
援

を
展

開
す

る
た

め
、

滋
賀

県
や

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

、
商

工
会

等
の

関
係

機
関

と
連

携
し

て
取

り
組

む
と

と
も

に
、

総
合

的
な

就
職

相
談

に
応

じ
ら

れ
る

体
制

整
備

を
検

討
し

ま
す

。
・

女
性

活
躍

推
進

交
付

金
を

活
用

し
た

「
子

育
て

女
性

の
活

躍
応

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
」

は
参

加
者

に
好

評
で

あ
り

、
今

後
も

就
労

に
役

立
つ

セ
ミ

ナ
ー

等
を

実
施

し
再

就
職

を
希

望
す

る
女

性
の

支
援

に
取

り
組

み
ま

す
。

・
つ

ど
い

の
ひ

ろ
ば

「
ぽ

け
っ

と
」

に
あ

る
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
求

人
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
女

性
、

若
者

等
の

求
職

者
の

求
人

情
報

の
検

索
・

提
供

が
効

果
的

な
も

の
と

な
る

よ
う

努
め

ま
す

。
・

地
元

企
業

へ
の

雇
用

拡
大

に
つ

な
が

る
よ

う
映

像
を

活
用

し
た

企
業

紹
介

の
Ｐ

Ｖ
（

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
ビ

デ
オ

）
等

の
作

成
へ

の
補

助
に

取
り

組
み

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
創

業
予

定
や

創
業

間
も

な
い

方
に

創
業

支
援

事
業

補
助

金
を

交
付

し
、

創
業

者
に

経
済

的
な

支
援

を
行

い
ま

し
た

。
・

昨
年

に
引

き
続

き
、

女
性

の
就

労
支

援
と

連
携

し
た

就
労

セ
ミ

ナ
ー

や
就

労
相

談
会

を
実

施
し

、
町

内
企

業
の

雇
用

拡
大

に
向

け
て

、
町

内
在

住
者

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
に

つ
な

げ
ま

し
た

。
・

新
規

の
企

業
立

地
が

決
ま

り
、

新
た

な
町

内
雇

用
が

期
待

さ
れ

ま
す

。
・

地
元

の
県

立
高

校
の

地
域

人
材

就
業

支
援

の
取

り
組

み
に

対
し

て
支

援
を

行
い

、
地

域
と

日
野

高
校

と
の

連
携

を
促

し
ま

し
た

。
《

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

》
・

若
者

等
の

地
元

の
町

や
企

業
に

対
す

る
認

知
度

を
さ

ら
に

高
め

て
い

け
る

よ
う

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
特

に
あ

り
ま

せ
ん

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

引
き

続
き

、
つ

ど
い

の
ひ

ろ
ば

「
ぽ

け
っ

と
」

に
お

い
て

、
女

性
の

就
労

支
援

と
連

携
し

た
就

労
セ

ミ
ナ

ー
等

の
取

組
を

実
施

し
、

希
望

す
る

就
労

の
支

援
に

努
め

ま
す

。
・

日
野

高
校

が
行

う
地

域
連

携
や

人
材

育
成

事
業

に
対

す
る

補
助

を
実

施
し

、
地

域
の

未
来

を
担

う
人

材
育

成
を

支
援

し
ま

す
。

・
地

元
企

業
へ

の
雇

用
拡

大
に

つ
な

が
る

よ
う

映
像

を
活

用
し

た
企

業
紹

介
の

Ｐ
Ｖ

（
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

ビ
デ

オ
）

等
の

作
成

へ
の

補
助

に
取

り
組

み
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

若
者

の
就

労
希

望
が

大
手

有
名

企
業

や
都

市
部

の
企

業
へ

高
ま

る
中

、
地

元
企

業
の

魅
力

を
伝

え
、

地
元

雇
用

に
つ

な
げ

て
い

け
る

よ
う

郷
土

愛
の

醸
成

と
と

も
に

若
者

へ
情

報
発

信
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
す

。

B

・
昨

年
の

外
部

検
証

コ
メ

ン
ト

に
て

、
「

コ
ロ

ナ
禍

の
在

宅
勤

務
か

ら
農

村
回

帰
の

動
き

」
を

指
摘

し
ま

し
た

が
、

調
査

研
究

を
行

い
、

時
代

の
変

化
の

流
れ

を
的

確
に

つ
か

ん
で

く
だ

さ
い

。
・

②
③

④
⑤

ど
れ

も
従

来
か

ら
行

わ
れ

て
い

る
雇

用
政

策
の

枠
内

の
施

策
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
従

来
の

施
策

に
も

う
一

工
夫

を
こ

ら
し

て
、

施
策

の
目

指
す

と
こ

ろ
、

基
本

目
標

・
方

向
性

の
考

え
方

を
従

来
施

策
に

落
と

し
込

ん
で

み
て

く
だ

さ
い

。
・

本
施

策
は

「
町

の
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
」

構
想

が
発

想
の

ス
タ

ー
ト

で
し

た
。

一
般

的
な

情
報

提
供

を
行

う
だ

け
で

な
く

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
明

確
に

し
た

ア
プ

ロ
ー

チ
が

必
要

で
す

。
・

②
③

④
⑤

い
ず

れ
も

必
要

な
情

報
、

必
要

と
さ

れ
る

だ
ろ

う
情

報
を

一
般

的
な

方
法

で
提

供
す

る
も

の
と

推
察

し
ま

す
。

本
施

策
は

、
日

野
に

住
む

こ
と

に
結

び
つ

く
よ

う
な

結
果

を
求

め
て

の
も

の
で

す
。

一
般

的
情

報
提

供
で

は
な

く
、

結
果

に
結

び
つ

く
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
明

確
に

し
て

施
策

を
工

夫
し

て
く

だ
さ

い
。

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
明

確
に

し
た

ア
プ

ロ
ー

チ
が

必
要

で
す

。
進

学
で

日
野

町
を

離
れ

た
人

に
広

報
を

送
付

す
る

こ
と

で
日

野
と

の
つ

な
が

り
を

継
続

し
、

大
学

等
卒

業
後

日
野

に
帰

っ
て

き
て

も
ら

え
る

よ
う

な
取

り
組

み
を

考
え

て
く

だ
さ

い
。

R
2

2
4

件
7

件
2

9
.2

%

R
1

2
4

件
1

0
件

4
1

.7
%

H
3

0
1

6
件

7
件

4
3

.8
%

H
2

9
8

件
0

件
0

.0
%

H
2

8
0

件
0

件
0

.0
%

H
2

7
0

件
0

件
0

.0
%

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

若
者

等
の

就
職

相
談

件
数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

商
工

観
光

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

1
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
で

あ
る

「
地

域
資

源
」

を
活

か
し

、
住

民
が

主
体

と
な

っ
て

取
り

組
む

創
業

に
よ

る
地

域
内

経
済

循
環

の
活

性
化

と
、

既
存

の
取

り
組

み
の

拡
大

も
含

め
た

雇
用

の
創

出
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
町

内
の

企
業

の
交

流
と

連
携

を
進

め
、

更
な

る
地

域
経

済
の

活
性

化
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
ち

の
た

か
ら

で
雇

用
を

創
る

○
「

地
域

資
源

」
を

活
用

し
、

豊
富

な
経

験
、

技
術

、
知

識
を

持
っ

た
人

が
つ

な
が

る
機

会
を

つ
く

り
、

創
業

と
雇

用
に

結
び

つ
け

ま
す

。
○

農
業

な
ど

を
通

じ
て

「
地

域
資

源
」

を
発

見
し

、
付

加
価

値
を

生
み

出
す

こ
と

で
ブ

ラ
ン

ド
化

、
さ

ら
な

る
有

効
活

用
を

生
み

出
す

こ
と

で
雇

用
を

創
り

ま
す

。
○

地
元

企
業

、
商

工
会

と
連

携
を

図
り

情
報

を
発

信
す

る
こ

と
で

、
町

内
雇

用
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

9
施

策
若

者
等

の
就

職
相

談
窓

口
の

整
備

・
地

元
企

業
お

よ
び

通
勤

圏
内

の
近

隣
市

町
の

求
人

情
報

や
就

職
説

明
会

な
ど

を
把

握
し

、
若

者
等

へ
の

情
報

発
信

と
地

元
企

業
と

の
交

流
に

よ
り

、
就

職
を

支
援

す
る

総
合

的
な

相
談

窓
口

を
整

備
し

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

3
3

1
人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り

、
社

会
参

加
を

促
す

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

の
研

修
会

や
雇

用
機

会
の

創
出

の
取

り
組

み
に

対
し

て
事

業
補

助
を

行
い

ま
し

た
。

（
商

観
）

・
高

齢
技

能
者

「
農

の
匠

」
の

方
々

の
農

村
文

化
の

伝
承

の
取

り
組

み
を

支
援

す
る

た
め

、
文

化
祭

へ
の

出
展

案
内

を
行

い
、

自
発

的
な

取
り

組
み

を
支

援
し

ま
し

た
。

（
農

林
）

・
各

地
区

公
民

館
で

は
、

引
き

続
き

、
高

齢
者

向
け

の
「

お
た

っ
し

ゃ
教

室
」

「
健

康
マ

ー
ジ

ャ
ン

」
「

い
き

い
き

セ
ミ

ナ
ー

」
「

長
寿

倶
楽

部
」

「
高

齢
者

学
級

」
を

実
施

し
、

ま
た

、
老

人
ク

ラ
ブ

共
催

で
シ

ル
バ

ー
大

学
を

実
施

し
、

生
き

が
い

と
社

会
参

加
を

促
進

す
る

事
業

を
行

い
ま

し
た

。
（

生
涯

）
・

高
齢

者
自

ら
が

支
え

合
い

、
住

み
慣

れ
た

地
域

で
暮

ら
し

続
け

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
高

齢
者

交
流

サ
ロ

ン
の

取
り

組
み

を
進

め
ま

し
た

（
令

和
２

年
度

1
4

箇
所

）
。

（
長

寿
）

・
東

桜
谷

地
区

で
は

、
住

民
有

志
が

「
東

桜
谷

お
し

ゃ
べ

り
会

」
を

設
立

さ
れ

、
自

ら
の

手
で

移
動

支
援

と
食

事
会

に
取

り
組

ま
れ

て
い

ま
す

。
令

和
２

年
度

か
ら

は
「

小
井

口
Ｙ

Ｋ
俱

楽
部

」
が

移
動

支
援

の
取

り
組

み
を

開
始

さ
れ

、
西

大
路

地
区

で
も

地
域

支
え

合
い

の
推

進
に

向
け

て
取

り
組

み
を

開
始

さ
れ

ま
し

た
。

（
長

寿
）

③

・
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
の

様
々

な
活

動
を

広
く

住
民

に
周

知
す

る
と

と
も

に
、

関
係

部
署

（
長

寿
福

祉
課

・
生

涯
学

習
課

な
ど

）
と

連
携

し
て

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

の
運

営
を

支
援

し
て

い
き

ま
す

。
（

商
観

）
・

高
齢

者
が

経
験

か
ら

取
得

し
た

技
術

や
得

意
分

野
を

活
か

し
た

能
力

の
活

用
、

生
き

が
い

の
充

実
や

社
会

参
加

を
促

進
す

る
取

組
を

進
め

ま
す

。
（

商
観

）
・

農
村

生
活

体
験

（
農

泊
）

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
、

情
報

発
信

お
よ

び
推

進
し

、
高

齢
者

の
生

き
が

い
の

充
実

や
社

会
参

加
の

さ
ら

な
る

拡
大

に
取

り
組

み
ま

す
。

（
商

観
）

・
高

齢
技

能
者

の
情

報
収

集
に

努
め

、
｢
農

の
匠

｣
推

薦
へ

と
働

き
か

け
ま

す
。

（
農

林
）

・
地

域
で

の
支

え
合

い
や

高
齢

者
交

流
サ

ロ
ン

を
は

じ
め

、
地

域
住

民
自

ら
が

主
体

と
な

り
、

担
い

手
と

な
る

取
り

組
み

が
広

が
る

よ
う

、
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

と
も

に
働

か
け

て
い

き
ま

す
。

（
長

寿
）

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
高

齢
者

の
技

術
や

知
識

、
経

験
を

活
か

し
、

雇
用

の
拡

大
に

つ
な

が
る

よ
う

、
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
の

運
営

に
対

し
支

援
を

行
い

ま
し

た
。

（
商

観
）

・
農

村
生

活
体

験
（

農
泊

）
は

実
施

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

高
齢

者
同

士
の

つ
な

が
る

機
会

の
創

出
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

（
商

観
）

・
高

齢
技

能
者

「
農

の
匠

」
の

方
々

は
文

化
祭

へ
の

出
展

な
ど

農
村

文
化

の
伝

承
に

取
り

組
ま

れ
て

い
ま

す
。

（
農

林
）

・
高

齢
者

交
流

サ
ロ

ン
の

中
に

は
、

高
齢

者
を

単
に

参
加

者
と

す
る

の
で

は
な

く
、

そ
れ

ぞ
れ

に
役

割
を

担
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
に

サ
ロ

ン
を

企
画

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
。

（
長

寿
）

・
高

齢
者

自
ら

も
、

支
え

る
側

と
し

て
活

躍
で

き
る

よ
う

地
域

で
の

話
し

合
い

を
進

め
、

サ
ロ

ン
活

動
者

の
交

流
会

等
に

も
取

り
組

み
ま

し
た

。
（

長
寿

）
《

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

》
・

特
に

あ
り

ま
せ

ん
。

（
商

観
）

（
長

寿
）

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
特

に
あ

り
ま

せ
ん

。
（

商
観

）
（

長
寿

）

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

高
齢

者
の

持
つ

豊
富

な
経

験
や

技
術

、
知

識
を

地
域

資
源

と
し

て
継

承
す

る
機

会
を

つ
く

り
、

高
齢

者
の

能
力

を
活

か
し

た
創

業
や

雇
用

に
結

び
つ

け
る

し
く

み
を

検
討

し
ま

す
。

（
商

観
）

・
豊

富
な

経
験

や
技

術
、

知
識

の
若

者
等

へ
の

継
承

と
、

健
康

づ
く

り
・

生
き

が
い

づ
く

り
の

た
め

、
農

村
生

活
体

験
（

農
泊

）
を

積
極

的
に

取
り

組
み

ま
す

。
（

商
観

）
・

高
齢

者
自

ら
が

能
力

を
活

か
し

、
自

分
ら

し
く

、
い

き
い

き
と

暮
ら

し
続

け
ら

れ
る

よ
う

住
民

意
識

の
醸

成
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
社

会
福

祉
協

議
会

な
ど

関
係

機
関

と
連

携
し

、
地

域
で

の
話

し
合

い
・

き
っ

か
け

づ
く

り
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

（
長

寿
）

《
今

後
の

課
題

》
・

法
改

正
に

よ
る

定
年

（
雇

用
）

延
長

や
再

雇
用

に
よ

り
、

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

の
加

入
会

員
が

減
少

傾
向

に
あ

り
、

さ
ら

な
る

宣
伝

活
動

や
会

員
か

ら
の

声
掛

け
等

に
よ

り
会

員
数

を
増

や
す

取
り

組
み

と
生

き
が

い
の

充
実

の
た

め
の

し
く

み
づ

く
り

が
必

要
で

す
。

（
商

観
）

・
農

村
文

化
を

継
承

す
る

高
齢

技
能

者
が

減
少

し
て

い
ま

す
。

（
農

林
）

A

・
「

高
齢

者
の

生
き

が
い

創
出

」
は

、
仕

事
の

面
に

力
点

を
持

ち
が

ち
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

②
③

で
も

事
例

が
示

さ
れ

て
い

る
よ

う
に

地
域

で
の

交
流

・
支

え
合

い
も

重
要

で
す

。
と

り
わ

け
交

流
の

点
で

は
、

高
齢

者
の

知
識

・
技

能
を

次
世

代
に

継
承

し
て

い
く

こ
と

も
重

要
と

な
り

ま
す

。
・

次
期

総
合

戦
略

で
は

「
生

き
が

い
」

を
広

く
と

ら
え

、
町

の
未

来
に

継
承

し
て

い
く

知
識

・
技

能
の

こ
と

な
ど

も
含

め
た

総
合

的
な

生
き

が
い

づ
く

り
を

構
想

し
て

く
だ

さ
い

。
そ

う
し

た
施

策
の

芽
は

、
⑤

今
後

の
課

題
で

も
述

べ
て

い
ま

す
が

、
横

連
携

に
よ

り
、

総
合

的
な

生
き

が
い

づ
く

り
と

な
る

よ
う

に
努

め
て

く
だ

さ
い

。
・

高
齢

者
の

生
き

が
い

づ
く

り
を

高
齢

者
の

世
界

に
閉

じ
る

の
で

は
な

く
、

多
世

代
交

流
を

促
し

、
知

識
・

技
能

の
継

承
を

意
識

し
た

町
の

未
来

に
つ

な
が

る
交

流
を

工
夫

し
て

く
だ

さ
い

。
・

個
人

の
生

き
が

い
に

あ
っ

た
仕

事
を

考
え

て
い

く
等

の
取

り
組

み
が

必
要

で
す

。
・

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

で
の

仕
事

は
様

々
だ

が
、

草
刈

り
な

ど
は

、
経

験
が

な
い

人
で

も
で

き
る

よ
う

に
講

習
会

等
を

実
施

す
る

と
良

い
の

で
は

と
考

え
ま

す
。

R
2

4
0

0
人

3
1

8
人

7
9

.5
%

R
1

4
0

0
人

3
4

7
人

8
6

.8
%

H
3

0
3

9
0

人
3

4
1

人
8

7
.4

%

H
2

9
3

7
5

人
3

3
9

人
9

0
.4

%

H
2

8
3

5
0

人
3

5
5

人
1

0
0

.0
%

H
2

7
3

3
1

人
3

3
9

人
1

0
0

.0
%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

会
員

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

商
工

観
光

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

1
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
で

あ
る

「
地

域
資

源
」

を
活

か
し

、
住

民
が

主
体

と
な

っ
て

取
り

組
む

創
業

に
よ

る
地

域
内

経
済

循
環

の
活

性
化

と
、

既
存

の
取

り
組

み
の

拡
大

も
含

め
た

雇
用

の
創

出
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
町

内
の

企
業

の
交

流
と

連
携

を
進

め
、

更
な

る
地

域
経

済
の

活
性

化
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
ち

の
た

か
ら

で
雇

用
を

創
る

○
「

地
域

資
源

」
を

活
用

し
、

豊
富

な
経

験
、

技
術

、
知

識
を

持
っ

た
人

が
つ

な
が

る
機

会
を

つ
く

り
、

創
業

と
雇

用
に

結
び

つ
け

ま
す

。
○

農
業

な
ど

を
通

じ
て

「
地

域
資

源
」

を
発

見
し

、
付

加
価

値
を

生
み

出
す

こ
と

で
ブ

ラ
ン

ド
化

、
さ

ら
な

る
有

効
活

用
を

生
み

出
す

こ
と

で
雇

用
を

創
り

ま
す

。
○

地
元

企
業

、
商

工
会

と
連

携
を

図
り

情
報

を
発

信
す

る
こ

と
で

、
町

内
雇

用
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

1
0

施
策

高
齢

者
の

生
き

が
い

創
出

・
高

齢
者

の
能

力
を

活
か

し
た

生
き

が
い

の
充

実
と

社
会

参
加

を
促

進
し

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

3
,7

8
9

人
0

人
1

5
0

人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

に
よ

り
、

農
村

生
活

体
験

等
に

よ
る

都
市

農
村

交
流

は
中

止
せ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

と
な

り
ま

し
た

が
、

収
束

後
の

早
期

再
開

を
目

指
し

て
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
に

対
応

し
た

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
や

体
制

の
強

化
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

・
近

江
日

野
商

人
の

教
え

を
活

か
し

た
大

学
・

企
業

等
の

研
修

受
入

の
誘

致
の

た
め

、
映

像
の

作
成

や
県

内
大

学
の

研
究

に
協

力
す

る
な

ど
積

極
的

に
取

り
組

み
ま

し
た

。
・

滋
賀

県
立

大
学

で
は

、
卒

業
論

文
の

研
修

に
農

家
民

泊
を

題
材

と
し

て
日

野
町

の
受

入
に

つ
い

て
深

く
学

ん
で

い
た

だ
く

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
　

ま
た

立
命

館
大

学
で

は
農

家
民

泊
が

も
た

ら
す

地
域

経
済

の
影

響
の

研
究

の
た

め
、

日
野

町
を

視
察

さ
れ

、
現

在
も

現
在

も
取

り
組

ん
で

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。

③

・
(一

社
)近

江
日

野
交

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

運
営

体
制

や
受

入
家

庭
等

の
受

入
体

制
の

充
実

に
努

め
、

農
村

生
活

体
験

の
さ

ら
な

る
充

実
を

図
り

ま
す

。
ま

た
引

き
続

き
、

都
市

農
村

交
流

の
意

義
等

を
広

く
住

民
に

情
報

発
信

す
る

と
と

も
に

、
都

市
農

村
交

流
に

よ
る

交
流

人
口

の
さ

ら
な

る
拡

大
を

図
り

ま
す

。
・

大
学

・
企

業
等

が
求

め
る

ニ
ー

ズ
把

握
・

分
析

に
努

め
、

実
現

に
直

結
で

き
る

よ
う

更
な

る
誘

致
宣

伝
を

図
り

ま
す

。
・

観
光

協
会

と
連

携
し

町
内

観
光

資
源

の
再

発
見

と
新

た
な

連
携

等
に

よ
り

、
町

の
関

係
人

口
の

さ
ら

な
る

増
加

に
取

り
組

み
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

に
よ

り
、

農
村

生
活

体
験

等
に

よ
る

都
市

農
村

交
流

は
中

止
せ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

と
な

り
ま

し
た

が
、

収
束

後
の

早
期

再
開

を
目

指
し

て
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
に

対
応

し
た

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
や

体
制

の
強

化
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

・
感

染
対

策
を

実
施

し
た

う
え

で
近

江
日

野
商

人
の

教
え

を
活

か
し

た
大

学
・

企
業

等
の

研
修

受
入

に
も

取
り

組
み

ま
し

た
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
熊

野
地

区
の

農
業

者
が

不
在

と
な

り
、

棚
田

保
全

活
動

の
継

続
が

で
き

な
く

な
り

ま
し

た
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

、
修

学
旅

行
や

海
外

の
団

体
旅

行
等

の
実

施
が

出
来

な
く

な
り

、
交

流
が

図
る

こ
と

が
で

き
な

い
状

況
で

す
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
を

見
極

め
な

が
ら

農
村

生
活

体
験

や
研

修
な

ど
、

多
様

な
交

流
を

通
じ

て
人

と
人

と
の

出
会

い
の

機
会

を
創

出
し

ま
す

。
ま

た
こ

れ
に

よ
り

、
将

来
の

移
住

・
定

住
に

つ
な

げ
る

取
組

を
関

係
課

と
検

討
し

ま
す

。
・

大
学

・
企

業
等

が
研

修
等

に
求

め
る

ニ
ー

ズ
の

把
握

・
分

析
に

努
め

、
近

江
日

野
商

人
の

教
え

や
日

野
の

魅
力

の
情

報
発

信
に

努
め

ま
す

。
《

今
後

の
課

題
》

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
に

対
応

し
得

る
農

村
生

活
体

験
の

受
入

家
庭

の
確

保
な

ら
び

に
新

規
受

入
家

庭
の

開
拓

。

C

・
2

0
2

0
(R

2
)は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

か
ら

都
市

農
村

交
流

が
完

全
に

止
ま

っ
た

た
め

、
民

泊
、

大
学

企
業

の
研

修
受

け
入

れ
が

と
も

に
大

幅
に

減
少

し
、

K
P

Iの
数

値
が

大
幅

に
落

ち
込

み
ま

し
た

。
い

た
し

か
た

な
い

こ
と

だ
と

考
え

ま
す

。
・

大
学

・
企

業
の

研
修

受
け

入
れ

に
つ

い
て

も
、

特
定

の
大

学
・

企
業

か
ら

繰
り

返
し

利
用

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
良

質
な

研
修

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・

④
⑤

に
つ

い
て

、
基

本
目

標
・

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
た

「
取

り
組

み
状

況
」

と
「

今
後

の
取

り
組

み
」

を
評

価
し

な
お

し
て

く
だ

さ
い

。
ポ

イ
ン

ト
は

「
交

流
か

ら
移

住
定

住
に

つ
な

が
る

情
報

発
信

」
「

住
民

の
地

域
へ

の
愛

着
」

「
移

住
希

望
者

の
視

点
に

立
っ

た
情

報
発

信
」

「
遊

休
地

・
空

き
地

の
利

活
用

」
な

ど
で

す
。

民
泊

受
け

入
れ

、
研

修
受

け
入

れ
事

業
実

施
の

視
点

し
か

あ
り

ま
せ

ん
。

「
移

住
・

定
住

に
つ

な
が

る
交

流
は

あ
る

だ
ろ

う
か

」
と

い
う

移
住

者
の

視
点

か
ら

の
分

析
も

必
要

で
す

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

受
け

入
れ

事
業

を
確

実
に

実
施

す
る

こ
と

か
ら

本
事

業
に

携
わ

る
住

民
、

本
事

業
の

意
義

を
理

解
す

る
住

民
が

増
え

る
こ

と
は

、
住

民
の

誇
り

の
醸

成
、

地
域

へ
の

愛
着

の
芽

生
え

に
つ

な
げ

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
視

点
を

欠
い

て
は

④
⑤

は
書

け
ま

せ
ん

。
・

棚
田

保
全

そ
の

も
の

が
で

き
な

く
な

り
、

棚
田

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
な

く
な

っ
た

こ
と

は
、

大
変

残
念

で
す

。
所

有
権

の
問

題
な

ど
が

あ
り

、
容

易
に

再
開

で
き

な
い

こ
と

と
推

察
し

ま
す

。
体

験
型

観
光

、
将

来
の

移
住

に
つ

な
が

る
よ

う
な

キ
ラ

ー
コ

ン
テ

ン
ツ

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
位

置
づ

け
て

再
開

を
目

指
す

の
か

ど
う

か
早

急
に

対
応

が
必

要
で

し
ょ

う
。

・
棚

田
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

再
開

に
む

け
、

棚
田

保
全

活
動

へ
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

側
か

ら
の

動
き

が
生

ま
れ

る
こ

と
を

期
待

し
ま

し
た

が
、

そ
の

よ
う

な
動

き
は

な
い

よ
う

で
す

。
単

な
る

観
光

で
は

な
く

体
験

型
観

光
で

あ
る

こ
と

か
ら

参
加

者
が

主
体

的
に

日
野

町
に

関
心

を
持

っ
て

も
ら

え
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

一
層

の
工

夫
を

期
待

し
て

い
ま

す
。

・
農

業
者

不
在

に
よ

る
棚

田
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

実
施

は
難

し
く

な
っ

た
と

の
こ

と
で

す
が

、
棚

田
は

体
験

型
観

光
、

関
係

人
口

創
出

、
移

住
・

定
住

に
お

け
る

重
要

な
要

素
で

す
。

西
明

寺
の

棚
田

の
活

用
も

視
野

に
入

れ
取

り
組

み
が

広
が

る
と

良
い

と
考

え
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
取

り
組

み
が

日
野

菜
の

生
産

拡
大

等
に

つ
な

が
る

よ
う

に
考

え
て

く
だ

さ
い

。
・

近
江

日
野

商
人

に
関

す
る

研
修

は
座

学
だ

け
で

は
な

く
、

移
住

・
定

住
に

つ
な

が
る

よ
う

な
関

わ
り

が
必

要
で

す
。
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①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

民
泊

受
入

人
数

大
学

・
企

業
等

の
研

修
受

入
人

数
棚

田
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加
延

べ
人

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

商
工

観
光

課
商

工
観

光
課

農
林

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

2
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
を

活
か

し
、

観
光

な
ど

で
「

人
と

人
」

の
出

会
い

の
機

会
を

つ
く

り
、

日
野

の
魅

力
を

伝
え

る
こ

と
で

交
流

か
ら

移
住

・
定

住
に

結
び

付
く

、
魅

力
あ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

出
会

い
と

発
見

で
人

の
流

れ
を

作
る

○
ま

ち
の

｢
た

か
ら

｣
で

あ
る

観
光

資
源

・
田

舎
体

験
等

の
多

様
な

交
流

を
通

じ
、

ま
ち

の
魅

力
と

住
民

の
誇

り
を

醸
成

す
る

こ
と

で
、

観
光

客
や

町
外

の
住

人
が

日
野

町
に

関
心

を
持

ち
、

住
民

と
の

交
流

に
よ

り
さ

ら
に

関
心

が
深

ま
り

、
将

来
の

移
住

に
つ

な
が

る
よ

う
な

情
報

発
信

や
事

業
の

拡
充

を
図

り
ま

す
。

〇
住

民
に

日
野

町
の

良
さ

を
伝

え
る

こ
と

で
、

日
野

町
に

生
ま

れ
て

よ
か

っ
た

、
住

ん
で

良
か

っ
た

と
思

え
る

地
域

へ
の

愛
着

を
芽

生
え

さ
せ

、
育

て
て

い
く

こ
と

に
よ

り
定

住
を

促
進

し
ま

す
。

○
移

住
希

望
者

の
視

点
に

立
ち

、
日

野
町

で
の

暮
ら

し
が

イ
メ

ー
ジ

で
き

、
移

住
を

後
押

し
で

き
る

よ
う

な
情

報
発

信
と

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
〇

遊
休

地
や

空
き

地
等

が
、

移
住

と
定

住
に

つ
な

が
る

よ
う

利
活

用
と

情
報

発
信

を
図

り
ま

す
。

1
施

策
体

験
型

観
光

の
推

進

・
（

一
社

）
近

江
日

野
交

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

農
村

生
活

体
験

と
民

泊
の

受
入

に
よ

り
、

交
流

人
口

の
拡

大
を

図
り

ま
す

。
さ

ら
に

、
近

江
日

野
商

人
の

教
え

を
活

か
し

な
が

ら
大

学
・

企
業

等
の

研
修

受
入

に
取

り
組

み
ま

す
。

・
棚

田
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
の

農
業

体
験

を
通

じ
て

、
交

流
人

口
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
8

人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

に
よ

り
、

町
外

か
ら

の
観

光
客

を
誘

客
す

る
大

き
な

事
業

は
実

施
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
休

日
に

は
日

野
駅

観
光

案
内

所
に

観
光

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド
が

待
機

す
る

な
ど

、
い

つ
で

も
観

光
客

を
お

迎
え

で
き

る
よ

う
体

制
の

強
化

に
努

め
ま

し
た

。
・

日
野

駅
「

な
な

い
ろ

」
で

の
カ

フ
ェ

、
観

光
交

流
拠

点
施

設
「

み
か

く
」

に
よ

る
食

事
の

提
供

、
そ

の
他

ま
ち

な
か

で
の

宿
泊

施
設

も
含

め
た

創
業

に
よ

り
滞

在
型

の
観

光
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

・
昨

年
度

か
ら

観
光

協
会

が
募

集
さ

れ
て

い
る

日
野

町
観

光
サ

ポ
ー

タ
ー

は
２

２
人

に
増

え
、

イ
ベ

ン
ト

で
の

観
光

客
の

受
入

と
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
を

通
じ

た
日

野
の

魅
力

や
観

光
イ

ベ
ン

ト
の

情
報

発
信

が
強

化
さ

れ
ま

し
た

。

③

・
観

光
協

会
と

連
携

し
、

古
い

町
並

み
や

寺
社

仏
閣

、
祭

り
等

の
地

域
資

源
を

活
か

し
た

着
地

型
観

光
を

推
進

し
ま

す
。

・
日

野
駅

舎
や

観
光

交
流

拠
点

施
設

、
ギ

ャ
ラ

リ
ー

を
活

用
し

た
企

画
・

運
営

に
努

め
る

と
と

も
に

、
町

や
関

係
団

体
の

Ｈ
Ｐ

な
ど

の
効

果
的

な
情

報
発

信
に

よ
り

観
光

客
の

受
入

体
制

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
・

日
野

ま
ち

か
ど

感
応

館
、

日
野

商
人

館
、

近
江

日
野

ふ
る

さ
と

館
の

ほ
か

、
ま

ち
な

か
に

出
店

さ
れ

た
飲

食
店

等
と

の
間

に
地

域
内

経
済

循
環

が
生

ま
れ

る
よ

う
情

報
共

有
な

ど
横

の
つ

な
が

り
や

連
携

を
強

化
し

ま
す

。
・

滋
賀

県
域

で
取

り
組

む
滋

賀
の

歴
史

を
テ

ー
マ

と
し

た
事

業
や

東
近

江
観

光
振

興
協

議
会

と
連

携
し

、
町

の
観

光
資

源
の

Ｐ
Ｒ

に
積

極
的

に
取

り
組

み
ま

す
。

・
ま

ち
な

か
へ

の
新

た
な

観
光

の
流

れ
を

創
出

し
、

日
野

の
魅

力
を

満
喫

し
て

も
ら

う
た

め
観

光
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

協
会

の
充

実
に

努
め

ま
す

。
ま

た
日

野
町

観
光

サ
ポ

ー
タ

ー
の

積
極

的
な

活
用

策
が

図
れ

る
よ

う
観

光
協

会
と

協
議

し
て

い
き

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

に
よ

り
大

き
な

イ
ベ

ン
ト

は
実

施
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
屋

外
の

町
歩

き
・

見
学

で
あ

る
ひ

な
ま

つ
り

紀
行

等
を

通
じ

、
町

の
魅

力
を

発
信

す
る

と
と

も
に

、
住

民
の

郷
土

愛
醸

成
に

つ
な

が
る

事
業

に
対

す
る

補
助

金
の

交
付

や
イ

ベ
ン

ト
へ

参
画

・
支

援
を

行
い

ま
し

た
。

・
観

光
協

会
へ

の
事

業
委

託
を

通
じ

Ｓ
Ｎ

Ｓ
等

に
よ

る
効

果
的

な
情

報
発

信
に

取
り

組
み

、
人

と
人

の
出

会
い

の
機

会
の

創
出

に
取

り
組

み
ま

し
た

。
《

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

》
・

特
に

あ
り

ま
せ

ん
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
特

に
あ

り
ま

せ
ん

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

引
き

続
き

観
光

協
会

や
観

光
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

協
会

と
の

連
携

に
よ

り
、

日
野

の
ま

ち
な

か
へ

の
観

光
誘

客
に

取
り

組
み

ま
す

。
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
収

束
を

見
据

え
た

安
全

か
つ

魅
力

あ
る

着
地

型
観

光
を

企
画

し
、

ま
ち

な
か

の
賑

わ
い

と
交

流
人

口
の

拡
大

に
取

り
組

み
ま

す
。

ま
た

町
の

歴
史

、
文

化
、

住
民

と
の

交
流

を
通

じ
関

係
人

口
の

増
加

や
さ

ら
に

は
将

来
的

な
移

住
・

定
住

の
促

進
に

つ
な

が
る

よ
う

取
り

組
み

ま
す

。
《

今
後

の
課

題
》

・
歴

史
資

産
を

活
用

し
た

関
係

人
口

の
増

加
を

目
指

し
、

観
光

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド
協

会
の

会
員

確
保

・
育

成
な

ど
観

光
客

の
受

入
れ

る
体

制
を

充
実

さ
せ

る
取

り
組

み
を

観
光

協
会

と
と

も
に

進
め

る
事

が
必

要
で

す
。

B

・
昨

年
度

、
ガ

イ
ド

の
育

成
の

提
案

を
し

て
い

ま
す

が
、

観
光

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
人

数
を

増
や

す
取

り
組

み
が

な
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。
⑤

で
課

題
と

し
て

い
ま

す
が

、
②

で
書

く
べ

き
事

項
(課

題
)だ

と
考

え
ま

す
。

③
で

は
、

今
後

の
取

り
組

み
と

し
て

書
か

れ
る

べ
き

で
す

。
・

「
観

光
受

入
体

制
の

整
備

」
の

う
ち

、
施

設
等

の
ハ

ー
ド

は
一

定
進

捗
が

み
ら

れ
ま

す
が

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

養
成

・
確

保
な

ど
の

ソ
フ

ト
面

の
充

実
が

必
要

で
す

。
・

昨
年

度
の

検
証

で
も

指
摘

し
ま

し
た

が
、

「
集

客
力

の
あ

る
観

光
資

源
」

と
「

町
内

の
歴

史
的

文
化

資
産

」
を

結
ぶ

手
立

て
と

工
夫

が
見

え
ま

せ
ん

。
・

次
期

総
合

戦
略

の
K

P
Iは

、
観

光
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
数

に
加

え
、

観
光

サ
ポ

ー
タ

ー
数

、
S

N
S

の
統

計
数

な
ど

、
体

制
整

備
の

進
捗

、
そ

の
体

制
が

動
い

て
い

る
活

動
量

、
活

動
に

よ
っ

て
誘

客
し

た
量

な
ど

多
面

的
に

捉
え

る
指

標
を

設
定

し
て

く
だ

さ
い

。
・

(基
本

目
標

②
に

共
通

す
る

課
題

と
し

て
)⑤

で
「

将
来

の
移

住
・

定
住

に
つ

な
が

る
よ

う
取

り
組

み
ま

す
」

と
書

い
て

い
ま

す
が

、
基

本
目

標
②

全
体

に
通

じ
た

「
具

体
的

な
移

住
・

定
住

の
モ

デ
ル

」
の

設
定

を
行

い
、

施
策

ご
と

に
果

た
す

役
割

を
明

確
化

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

全
体

像
の

構
想

を
欠

い
た

ま
ま

、
各

施
策

を
実

践
し

て
も

効
果

は
上

が
ら

な
い

で
し

ょ
う

。
具

体
的

な
移

住
・

定
住

の
モ

デ
ル

を
想

定
し

、
そ

こ
に

動
く

各
施

策
の

連
動

と
基

本
的

方
向

性
を

踏
ま

え
た

政
策

研
究

が
必

要
で

す
。

・
観

光
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

協
会

と
の

関
係

も
あ

る
よ

う
で

す
が

、
観

光
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

を
増

や
す

取
り

組
み

が
見

え
て

き
ま

せ
ん

。
ソ

フ
ト

面
の

充
実

が
必

要
で

す
。
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重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

観
光

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

商
工

観
光

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

2
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
を

活
か

し
、

観
光

な
ど

で
「

人
と

人
」

の
出

会
い

の
機

会
を

つ
く

り
、

日
野

の
魅

力
を

伝
え

る
こ

と
で

交
流

か
ら

移
住

・
定

住
に

結
び

付
く

、
魅

力
あ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

出
会

い
と

発
見

で
人

の
流

れ
を

作
る

○
ま

ち
の

｢
た

か
ら

｣
で

あ
る

観
光

資
源

・
田

舎
体

験
等

の
多

様
な

交
流

を
通

じ
、

ま
ち

の
魅

力
と

住
民

の
誇

り
を

醸
成

す
る

こ
と

で
、

観
光

客
や

町
外

の
住

人
が

日
野

町
に

関
心

を
持

ち
、

住
民

と
の

交
流

に
よ

り
さ

ら
に

関
心

が
深

ま
り

、
将

来
の

移
住

に
つ

な
が

る
よ

う
な

情
報

発
信

や
事

業
の

拡
充

を
図

り
ま

す
。

〇
住

民
に

日
野

町
の

良
さ

を
伝

え
る

こ
と

で
、

日
野

町
に

生
ま

れ
て

よ
か

っ
た

、
住

ん
で

良
か

っ
た

と
思

え
る

地
域

へ
の

愛
着

を
芽

生
え

さ
せ

、
育

て
て

い
く

こ
と

に
よ

り
定

住
を

促
進

し
ま

す
。

○
移

住
希

望
者

の
視

点
に

立
ち

、
日

野
町

で
の

暮
ら

し
が

イ
メ

ー
ジ

で
き

、
移

住
を

後
押

し
で

き
る

よ
う

な
情

報
発

信
と

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
〇

遊
休

地
や

空
き

地
等

が
、

移
住

と
定

住
に

つ
な

が
る

よ
う

利
活

用
と

情
報

発
信

を
図

り
ま

す
。

2
施

策
観

光
受

入
体

制
の

整
備

・
滋

賀
農

業
公

園
ブ

ル
ー

メ
の

丘
な

ど
の

集
客

力
が

あ
る

観
光

資
源

と
町

内
に

あ
る

神
社

仏
閣

、
城

跡
、

祭
り

な
ど

の
伝

統
行

事
、

町
並

な
ど

の
歴

史
的

文
化

資
産

を
結

び
、

観
光

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
養

成
、

施
設

の
整

備
な

ど
の

観
光

客
の

受
入

体
制

の
整

備
を

図
り

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
,7

5
7

,5
3

2
件

0
人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
昨

年
度

か
ら

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
が

利
用

者
に

と
っ

て
利

用
し

や
く

な
る

よ
う

に
、

改
善

を
進

め
て

い
ま

す
。

今
年

度
は

、
ユ

ー
ザ

ー
が

知
り

た
い

情
報

に
た

ど
り

着
き

や
す

い
よ

う
、

ト
ッ

プ
メ

ニ
ュ

ー
の

メ
ニ

ュ
ー

ボ
タ

ン
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

と
掲

載
中

の
コ

ン
テ

ン
ツ

1
7

0
0

ペ
ー

ジ
の

紐
づ

け
を

洗
い

出
し

、
情

報
に

た
ど

り
着

き
や

す
い

し
く

み
に

改
修

し
ま

し
た

。
・

町
の

歴
史

、
健

康
、

観
光

な
ど

の
情

報
発

信
に

よ
り

、
関

係
人

口
の

増
加

に
結

び
つ

く
よ

う
な

情
報

発
信

と
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
フ

レ
イ

ル
予

防
対

策
な

ど
を

意
識

し
た

動
画

を
配

信
し

ま
し

た
。

・
S

N
S

を
活

用
し

た
情

報
発

信
に

つ
い

て
は

、
ス

マ
ホ

携
帯

の
普

及
率

か
ら

、
活

用
に

つ
い

て
意

識
を

し
た

情
報

収
集

に
取

り
組

み
ま

し
た

。

③

・
町

の
情

報
で

知
り

た
い

情
報

が
、

身
近

に
入

手
で

き
る

よ
う

、
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

の
発

信
の

工
夫

や
、

ニ
ー

ズ
に

合
い

、
使

い
や

す
く

、
分

か
り

や
す

い
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
と

な
る

よ
う

に
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
検

討
し

ま
す

。
・

あ
ら

ゆ
る

情
報

ツ
ー

ル
で

日
野

町
の

発
信

を
す

る
こ

と
が

、
住

民
の

み
な

さ
ん

の
シ

ビ
ッ

ク
プ

ラ
イ

ド
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

、
積

極
的

な
情

報
の

収
集

と
発

信
が

で
き

る
よ

う
に

職
員

の
意

識
を

向
上

さ
せ

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
町

の
魅

力
あ

る
特

産
品

を
ふ

る
さ

と
納

税
の

返
礼

品
と

し
て

新
た

に
設

け
、

町
の

魅
力

の
発

信
の

強
化

に
努

め
る

と
と

も
に

、
こ

れ
ま

で
か

ら
町

と
関

わ
り

の
あ

る
ふ

る
さ

と
納

税
者

に
、

引
き

続
き

日
野

町
に

関
心

を
持

っ
て

い
た

だ
く

た
め

、
町

の
広

報
紙

等
を

送
付

し
、

関
係

性
の

継
続

、
ま

ち
の

魅
力

の
P

R
に

努
め

ま
し

た
。

・
移

住
専

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

作
成

し
、

全
国

の
移

住
を

考
え

て
お

ら
れ

る
方

へ
の

届
き

や
す

い
情

報
発

信
を

意
識

し
た

改
善

を
し

ま
し

た
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
S

N
S

を
活

用
し

た
情

報
発

信
に

つ
い

て
予

算
も

含
め

検
討

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
口

コ
ミ

や
人

と
人

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
り

広
が

る
有

効
な

仕
組

み
作

り
が

必
要

で
す

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

新
た

な
返

礼
品

の
創

設
に

よ
り

、
県

外
、

町
外

か
ら

の
ふ

る
さ

と
納

税
寄

付
者

増
加

し
ま

し
た

。
こ

れ
ら

の
寄

付
者

が
日

野
町

の
魅

力
を

よ
り

感
じ

、
様

々
な

日
野

町
の

取
組

み
に

関
心

が
持

て
る

よ
う

に
継

続
的

な
情

報
発

信
を

行
い

ま
す

。
・

あ
る

ゆ
る

ツ
ー

ル
を

活
用

し
た

情
報

発
信

に
よ

り
、

日
野

町
を

知
る

人
、

興
味

を
持

つ
人

、
訪

れ
る

人
を

拡
大

す
る

中
で

、
そ

の
方

自
身

も
発

信
者

に
転

換
し

て
い

け
る

よ
う

な
仕

組
み

づ
く

り
を

模
索

し
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

S
N

S
を

利
用

し
て

い
る

年
齢

層
が

広
が

る
中

、
町

民
の

み
な

さ
ん

を
は

じ
め

、
日

野
町

に
関

わ
る

多
く

の
み

な
さ

ん
に

、
町

の
魅

力
を

発
信

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
仕

組
み

作
り

が
必

要
で

す
。

B

・
「

2
-
3

」
は

、
K

P
Iに

「
日

野
大

当
番

仲
間

」
の

登
録

を
設

定
し

、
実

現
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

K
P

Iは
5

0
%

と
な

り
、

検
証

結
果

が
B

と
な

る
要

因
と

な
り

ま
し

た
。

次
期

総
合

戦
略

で
は

実
現

が
難

し
い

「
日

野
大

当
番

仲
間

」
は

K
P

Iに
採

用
せ

ず
、

他
の

指
標

で
評

価
し

て
く

だ
さ

い
。

・
D

X
が

急
速

に
進

ん
で

い
ま

す
。

役
場

の
窓

口
対

応
の

ボ
ッ

ト
化

な
ど

も
押

し
寄

せ
て

き
ま

す
。

情
報

発
信

の
あ

り
方

を
更

に
見

直
す

必
要

が
出

て
く

る
で

し
ょ

う
。

・
「

2
-
3

」
は

、
情

報
発

信
の

推
進

に
取

り
組

む
施

策
で

あ
る

が
、

取
り

組
み

の
進

捗
を

測
る

視
点

と
し

て
「

体
制

の
整

備
」

「
体

制
の

稼
働

」
を

測
る

こ
と

で
一

定
の

進
捗

を
測

る
こ

と
が

で
き

ま
す

が
、

そ
れ

に
よ

っ
て

ど
の

よ
う

な
効

果
出

た
の

か
(ア

ウ
ト

カ
ム

)評
価

が
一

層
重

要
で

す
。

・
ふ

る
さ

と
納

税
の

返
礼

品
に

町
の

特
産

品
を

加
え

た
こ

と
で

、
ふ

る
さ

と
納

税
額

が
増

え
、

日
野

町
に

関
心

を
持

つ
人

が
増

え
た

こ
と

は
評

価
し

ま
す

。
今

後
は

、
ふ

る
さ

と
納

税
を

し
て

く
だ

さ
っ

た
方

々
が

日
野

町
に

更
に

関
心

を
持

ち
、

交
流

が
広

が
る

よ
う

な
取

組
み

が
必

要
で

す
。

・
ふ

る
さ

と
納

税
寄

附
者

の
な

か
に

は
、

町
に

関
心

の
な

い
人

も
い

ま
す

。
ふ

る
さ

と
納

税
は

あ
く

ま
で

き
っ

か
け

で
あ

り
、

そ
の

後
ど

の
よ

う
に

町
と

つ
な

げ
て

い
く

の
か

が
重

要
で

す
。
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①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
件

数
日

野
大

当
番

仲
間

の
登

録
件

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

企
画

振
興

課
企

画
振

興
課

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

2
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
を

活
か

し
、

観
光

な
ど

で
「

人
と

人
」

の
出

会
い

の
機

会
を

つ
く

り
、

日
野

の
魅

力
を

伝
え

る
こ

と
で

交
流

か
ら

移
住

・
定

住
に

結
び

付
く

、
魅

力
あ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

出
会

い
と

発
見

で
人

の
流

れ
を

作
る

○
ま

ち
の

｢
た

か
ら

｣
で

あ
る

観
光

資
源

・
田

舎
体

験
等

の
多

様
な

交
流

を
通

じ
、

ま
ち

の
魅

力
と

住
民

の
誇

り
を

醸
成

す
る

こ
と

で
、

観
光

客
や

町
外

の
住

人
が

日
野

町
に

関
心

を
持

ち
、

住
民

と
の

交
流

に
よ

り
さ

ら
に

関
心

が
深

ま
り

、
将

来
の

移
住

に
つ

な
が

る
よ

う
な

情
報

発
信

や
事

業
の

拡
充

を
図

り
ま

す
。

〇
住

民
に

日
野

町
の

良
さ

を
伝

え
る

こ
と

で
、

日
野

町
に

生
ま

れ
て

よ
か

っ
た

、
住

ん
で

良
か

っ
た

と
思

え
る

地
域

へ
の

愛
着

を
芽

生
え

さ
せ

、
育

て
て

い
く

こ
と

に
よ

り
定

住
を

促
進

し
ま

す
。

○
移

住
希

望
者

の
視

点
に

立
ち

、
日

野
町

で
の

暮
ら

し
が

イ
メ

ー
ジ

で
き

、
移

住
を

後
押

し
で

き
る

よ
う

な
情

報
発

信
と

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
〇

遊
休

地
や

空
き

地
等

が
、

移
住

と
定

住
に

つ
な

が
る

よ
う

利
活

用
と

情
報

発
信

を
図

り
ま

す
。

3
施

策
日

野
の

「
た

か
ら

」
情

報
発

信
の

推
進

・
町

史
編

さ
ん

事
業

や
近

江
日

野
商

人
館

で
調

査
・

発
見

さ
れ

た
「

た
か

ら
」

を
わ

か
り

や
す

く
情

報
発

信
す

る
と

と
も

に
、

日
野

の
先

達
の

生
き

方
や

人
材

教
育

を
含

め
た

情
報

発
信

に
取

り
組

み
ま

す
。

・
ま

ち
の

情
報

を
広

げ
て

い
く

た
め

の
団

体
や

人
材

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

組
織

と
し

て
、

か
つ

て
の

「
日

野
大

当
番

仲
間

」
の

よ
う

な
仕

組
み

を
つ

く
り

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

（
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
・

サ
ー

ビ
ス

）
を

活
用

し
、

町
内

は
も

と
よ

り
、

全
国

・
世

界
に

日
野

町
の

「
た

か
ら

」
を

発
信

す
る

と
と

も
に

、
口

コ
ミ

に
よ

る
広

が
り

と
ま

ち
へ

の
支

援
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
9

,7
0

0
人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
日

野
商

人
館

・
ふ

る
さ

と
館

で
は

、
前

年
に

引
き

続
き

、
既

存
の

常
設

展
の

ほ
か

、
戦

争
・

合
併

後
の

町
の

歩
み

・
城

跡
を

テ
ー

マ
と

し
た

企
画

展
を

開
催

し
、

日
野

の
魅

力
の

発
見

・
再

発
見

す
る

た
め

の
学

習
機

会
を

提
供

し
ま

し
た

。
・

ま
ち

か
ど

感
応

館
内

「
ギ

ャ
ラ

リ
ー

つ
つ

む
」

で
、

日
野

を
撮

影
し

た
写

真
展

や
日

野
町

在
住

作
家

の
絵

画
展

を
開

催
し

、
た

か
ら

の
発

見
と

人
の

出
会

い
の

「
場

」
の

創
出

に
取

り
組

み
ま

し
た

。
・

ふ
る

さ
と

館
に

お
い

て
、

日
野

の
伝

統
料

理
を

提
供

し
、

食
文

化
の

普
及

に
つ

と
め

ま
し

た
。

・
観

光
協

会
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド
協

会
と

連
携

し
、

御
城

印
・

御
城

カ
ー

ド
を

作
成

す
る

と
と

も
に

、
城

跡
め

ぐ
り

ツ
ア

ー
を

開
催

し
、

町
の

魅
力

の
発

信
に

努
め

ま
し

た
。

・
ふ

る
さ

と
館

に
お

い
て

西
大

路
小

学
校

6
年

生
の

調
べ

学
習

の
成

果
展

を
開

催
し

、
住

民
が

日
野

の
魅

力
を

再
発

見
で

き
る

機
会

づ
く

り
に

寄
与

し
ま

し
た

。
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド
協

会
が

実
施

し
た

子
ど

も
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

養
成

講
座

に
協

力
し

ま
し

た
。

③

・
引

き
続

き
、

日
野

商
人

館
、

ふ
る

さ
と

館
に

お
い

て
、

町
の

歴
史

・
文

化
財

を
テ

ー
マ

と
し

た
常

設
展

・
企

画
展

を
開

催
し

、
日

野
の

魅
力

の
再

発
見

と
情

報
発

信
に

努
め

ま
す

。
・

感
応

館
に

お
い

て
は

、
ギ

ャ
ラ

リ
ー

つ
つ

む
の

展
示

活
動

を
継

承
す

る
と

と
も

に
、

薬
業

に
関

す
る

展
示

コ
ー

ナ
ー

を
充

実
さ

せ
、

文
化

芸
術

・
歴

史
双

方
の

魅
力

の
情

報
発

信
に

努
め

ま
す

。
・

食
文

化
に

つ
い

て
は

、
ふ

る
さ

と
館

に
お

け
る

食
体

験
事

業
の

拡
充

を
は

か
る

と
と

も
に

、
日

野
の

伝
統

料
理

や
伝

統
食

材
を

紹
介

す
る

冊
子

を
作

成
し

、
そ

の
普

及
・

継
承

・
発

信
に

努
め

ま
す

。
・

ふ
る

さ
と

館
を

町
民

の
文

化
芸

術
活

動
の

発
表

や
体

験
の

場
と

し
て

活
用

し
、

町
民

に
参

加
し

て
い

た
だ

く
こ

と
に

よ
り

、
日

野
の

魅
力

の
再

発
見

の
機

会
を

創
出

し
ま

す
。

・
子

ど
も

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド
養

成
講

座
へ

の
協

力
・

支
援

を
拡

充
し

、
町

の
魅

力
を

伝
え

ら
れ

る
人

材
の

育
成

を
図

り
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
日

野
商

人
館

、
近

江
日

野
商

人
ふ

る
さ

と
館

、
ま

ち
か

ど
感

応
館

の
三

館
で

連
携

を
深

め
な

が
ら

、
施

設
公

開
・

資
料

展
示

を
行

い
ま

し
た

。
ま

た
、

日
野

商
人

館
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
新

た
に

設
置

す
る

と
と

も
に

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

を
活

用
し

た
魅

力
の

情
報

発
信

を
拡

充
し

ま
し

た
。

・
町

外
の

若
い

観
光

客
を

獲
得

に
寄

与
し

て
い

た
ギ

ャ
ラ

リ
ー

つ
つ

む
展

示
開

催
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
た

め
大

幅
な

縮
小

を
余

儀
な

く
さ

れ
ま

し
た

。
・

桟
敷

窓
ア

ー
ト

や
日

野
ひ

な
ま

つ
り

紀
行

と
い

っ
た

地
域

の
取

り
組

み
に

参
画

し
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
細

心
の

注
意

を
払

い
な

が
ら

交
流

の
場

づ
く

り
に

努
め

ま
し

た
。

・
食

体
験

事
業

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

に
よ

り
大

幅
な

縮
小

を
余

儀
な

く
さ

れ
ま

し
た

。
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

に
よ

り
例

年
に

比
べ

て
大

幅
な

入
館

者
減

と
な

り
ま

し
た

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

引
き

続
き

、
３

館
に

お
い

て
町

の
た

か
ら

を
効

果
的

に
展

示
・

公
開

す
る

こ
と

に
よ

り
、

誘
客

・
観

光
ル

ー
ト

の
確

立
に

努
め

る
と

と
も

に
、

町
民

に
事

業
参

加
い

た
だ

く
こ

と
で

住
民

理
解

と
外

部
へ

の
発

信
力

の
強

化
を

図
り

ま
す

。
・

食
体

験
事

業
の

実
施

だ
け

で
な

く
、

他
の

住
民

や
団

体
を

ま
き

こ
ん

だ
「

食
文

化
」

に
関

す
る

取
り

組
み

を
模

索
し

、
食

文
化

の
再

発
見

、
地

域
住

民
同

士
の

交
流

促
進

、
地

場
野

菜
の

活
用

、
来

訪
者

・
地

域
住

民
間

の
交

流
促

進
に

つ
な

が
る

よ
う

努
め

ま
す

。
《

今
後

の
課

題
》

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

、
県

外
客

の
利

用
減

や
、

食
を

目
的

と
し

た
来

訪
客

の
減

少
が

予
想

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

ア
フ

タ
ー

コ
ロ

ナ
・

ウ
ィ

ズ
コ

ロ
ナ

時
代

を
視

野
に

入
れ

た
新

し
い

取
り

組
み

の
検

討
が

必
要

で
す

。

B

・
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

三
館

の
利

用
者

が
減

少
し

た
た

め
、

K
P

Iが
低

下
し

ま
し

た
。

コ
ロ

ナ
の

影
響

は
致

し
方

な
い

と
考

え
ま

す
。

・
西

大
路

小
学

校
6

年
生

の
調

べ
学

習
の

成
果

展
開

催
、

子
ど

も
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

養
成

講
座

へ
の

協
力

を
高

く
評

価
し

ま
す

。
日

野
の

「
た

か
ら

」
の

伝
承

促
進

に
強

く
つ

な
が

る
施

策
・

事
業

と
し

て
評

価
し

ま
す

。
・

伝
承

促
進

の
た

め
の

取
り

組
み

を
強

化
し

、
住

民
の

学
び

の
場

の
創

出
と

関
心

を
持

つ
人

の
裾

野
を

広
げ

て
く

だ
さ

い
。

・
食

体
験

事
業

な
ど

先
進

的
取

り
組

み
も

あ
り

、
伝

承
促

進
の

た
め

更
な

る
事

業
の

工
夫

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
・

伝
承

の
た

め
の

保
存

を
映

像
と

音
声

で
残

す
取

り
組

み
も

必
要

で
す

。
・

④
⑤

の
基

本
的

方
向

を
踏

ま
え

た
状

況
、

今
後

の
取

り
組

み
は

、
伝

承
か

ら
移

住
・

定
住

へ
と

結
び

つ
け

て
い

く
こ

と
に

な
り

、
施

策
に

一
層

の
工

夫
が

必
要

で
す

。
・

「
2

-
4

」
「

2
-
5

」
を

一
体

の
も

の
と

し
て

工
夫

、
「

移
住

・
定

住
モ

デ
ル

」
の

中
で

の
役

割
の

明
確

化
が

必
要

で
す

。

R
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3
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0

0
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1
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0

0
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4
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R
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0
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0

0
人

9
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H
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0
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0
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人
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1
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1
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人
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0
0
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H
2

9
3

0
,0

0
0

人
3

1
,9

1
1

人
1

0
0

.0
%

H
2

8
2

9
,0

0
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人
2

9
,1

2
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人
1

0
0

.0
%

H
2

7
2

2
,0

0
0

人
3

5
,0

5
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人
1

0
0

.0
%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

伝
承

促
進

施
設

の
利

用
者

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

生
涯

学
習

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

2
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
を

活
か

し
、

観
光

な
ど

で
「

人
と

人
」

の
出

会
い

の
機

会
を

つ
く

り
、

日
野

の
魅

力
を

伝
え

る
こ

と
で

交
流

か
ら

移
住

・
定

住
に

結
び

付
く

、
魅

力
あ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

出
会

い
と

発
見

で
人

の
流

れ
を

作
る

○
ま

ち
の

｢
た

か
ら

｣
で

あ
る

観
光

資
源

・
田

舎
体

験
等

の
多

様
な

交
流

を
通

じ
、

ま
ち

の
魅

力
と

住
民

の
誇

り
を

醸
成

す
る

こ
と

で
、

観
光

客
や

町
外

の
住

人
が

日
野

町
に

関
心

を
持

ち
、

住
民

と
の

交
流

に
よ

り
さ

ら
に

関
心

が
深

ま
り

、
将

来
の

移
住

に
つ

な
が

る
よ

う
な

情
報

発
信

や
事

業
の

拡
充

を
図

り
ま

す
。

〇
住

民
に

日
野

町
の

良
さ

を
伝

え
る

こ
と

で
、

日
野

町
に

生
ま

れ
て

よ
か

っ
た

、
住

ん
で

良
か

っ
た

と
思

え
る

地
域

へ
の

愛
着

を
芽

生
え

さ
せ

、
育

て
て

い
く

こ
と

に
よ

り
定

住
を

促
進

し
ま

す
。

○
移

住
希

望
者

の
視

点
に

立
ち

、
日

野
町

で
の

暮
ら

し
が

イ
メ

ー
ジ

で
き

、
移

住
を

後
押

し
で

き
る

よ
う

な
情

報
発

信
と

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
〇

遊
休

地
や

空
き

地
等

が
、

移
住

と
定

住
に

つ
な

が
る

よ
う

利
活

用
と

情
報

発
信

を
図

り
ま

す
。

4
施

策
日

野
の

「
た

か
ら

」
の

伝
承

促
進

・
近

江
日

野
商

人
ふ

る
さ

と
館

を
既

存
の

近
江

日
野

商
人

館
お

よ
び

ま
ち

か
ど

感
応

館
（

旧
正

野
薬

店
）

と
結

び
、

日
野

の
ま

ち
な

か
観

光
ル

ー
ト

を
確

立
す

る
と

と
も

に
、

日
野

曳
山

祭
り

に
関

す
る

展
示

公
開

に
よ

り
、

住
民

が
日

野
の

「
た

か
ら

」
を

よ
り

深
く

知
り

、
魅

力
を

伝
え

ら
れ

る
よ

う
取

り
組

み
ま

す
。

ま
た

、
地

産
地

消
を

中
心

と
し

た
伝

統
料

理
・

食
体

験
機

会
を

拡
大

し
、

交
流

人
口

の
拡

大
を

図
り

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
5

3
人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
町

内
の

文
化

財
に

関
す

る
講

演
会

、
町

内
の

地
区

公
民

館
や

諸
団

体
か

ら
の

要
望

に
応

え
て

講
演

活
動

や
古

文
書

調
査

事
業

を
行

い
、

学
習

機
会

を
提

供
し

ま
し

た
（

2
0

6
人

）
。

・
町

史
ダ

イ
ジ

ェ
ス

ト
版

と
な

る
『

ふ
る

さ
と

日
野

の
歴

史
』

を
６

年
児

童
全

員
（

1
6

9
人

）
に

配
布

し
、

出
前

授
業

を
開

催
し

ま
し

た
。

ま
た

、
各

小
学

校
の

ふ
る

さ
と

学
習

に
協

力
し

、
伝

統
文

化
の

理
解

と
郷

土
愛

を
育

む
た

め
の

学
習

を
支

援
し

ま
し

た
（

1
0

9
人

）
。

・
文

化
協

会
と

協
力

し
て

日
野

町
少

年
少

女
カ

ル
チ

ャ
ー

教
室

を
開

催
し

、
芸

術
や

伝
統

文
化

の
大

切
さ

を
知

る
機

会
を

創
出

し
ま

し
た

（
1

6
8

人
）

。

③

・
引

き
続

き
、

日
野

の
歴

史
資

産
に

関
す

る
講

演
会

・
学

習
会

を
充

実
さ

せ
、

町
民

の
地

域
に

対
す

る
愛

着
を

育
み

ま
す

。
・

町
史

ダ
イ

ジ
ェ

ス
ト

版
『

ふ
る

さ
と

日
野

の
歴

史
』

を
活

用
し

た
出

前
授

業
を

は
じ

め
と

す
る

「
ふ

る
さ

と
学

習
」

の
実

践
を

通
じ

、
明

日
を

担
う

子
ど

も
た

ち
の

郷
土

愛
を

育
み

ま
す

。
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ク

ー
ル

の
導

入
を

視
野

に
入

れ
な

が
ら

、
学

校
・

ふ
る

さ
と

絆
支

援
員

と
の

連
携

を
さ

ら
に

深
め

、
住

民
を

巻
き

込
ん

だ
ふ

る
さ

と
学

習
の

推
進

を
進

め
ま

す
。

ま
た

、
公

民
館

と
の

連
携

に
つ

と
め

、
世

代
・

地
域

横
断

的
な

交
流

の
促

進
を

図
り

ま
す

。
・

町
民

と
協

働
し

た
文

化
財

調
査

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
拡

充
し

、
伝

統
文

化
の

学
習

と
啓

発
を

進
め

ま
す

。
・

日
野

町
少

年
少

女
カ

ル
チ

ャ
ー

教
室

を
継

続
し

、
芸

術
や

伝
統

文
化

に
親

し
む

素
地

を
養

う
と

と
も

に
文

化
協

会
と

連
携

し
、

各
教

室
指

導
者

の
支

援
に

努
め

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
小

学
校

児
童

を
対

象
と

し
た

ふ
る

さ
と

学
習

を
推

進
し

、
明

日
を

担
う

子
ど

も
た

ち
の

郷
土

意
識

の
醸

成
に

努
め

ま
し

た
。

・
ふ

る
さ

と
絆

事
業

を
推

進
す

る
な

か
で

、
地

域
住

民
が

講
師

と
し

て
参

加
す

る
機

会
を

作
り

、
世

代
間

交
流

を
促

進
さ

せ
ま

し
た

。
・

町
民

と
協

働
し

て
文

化
財

の
調

査
を

実
施

す
る

事
業

に
着

手
し

、
た

か
ら

を
再

発
見

す
る

機
会

づ
く

り
と

文
化

財
保

護
意

識
の

向
上

を
図

り
ま

し
た

。
・

カ
ル

チ
ャ

ー
教

室
を

開
催

し
、

児
童

が
文

化
的

な
活

動
を

通
し

て
仲

間
づ

く
り

や
文

化
に

触
れ

る
機

会
に

努
め

る
と

と
も

に
子

ど
も

達
の

健
全

育
成

を
図

り
ま

し
た

。

⑤

・
引

き
続

き
、

ふ
る

さ
と

学
習

の
取

り
組

み
を

継
続

す
る

こ
と

に
よ

り
、

郷
土

意
識

の
向

上
と

多
世

代
間

交
流

の
促

進
が

図
れ

る
よ

う
努

め
ま

す
。

ま
た

、
ふ

る
さ

と
学

習
の

成
果

の
展

示
機

会
を

設
け

た
り

、
子

ど
も

た
ち

自
ら

が
町

の
紹

介
を

行
う

子
ど

も
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

の
養

成
を

通
じ

、
次

世
代

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
を

図
り

ま
す

。
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ク

ー
ル

制
度

の
導

入
、

町
の

た
か

ら
で

あ
る

文
化

財
を

保
存

・
活

用
す

る
た

め
の

ま
ち

づ
く

り
計

画
で

あ
る

「
文

化
財

保
存

活
用

地
域

計
画

」
の

策
定

な
ど

が
予

定
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

行
政

・
学

校
・

住
民

が
協

働
し

て
取

り
組

み
を

進
め

て
い

け
る

よ
う

な
仕

組
づ

く
り

が
必

要
で

す
。

・
カ

ル
チ

ャ
ー

教
室

の
参

加
者

が
継

続
し

て
文

化
活

動
に

携
わ

り
、

次
代

の
指

導
者

に
な

る
よ

う
文

化
協

会
と

連
携

し
て

、
指

導
者

が
確

保
で

き
る

仕
組

み
づ

く
り

が
必

要
で

す
。

A

・
次

世
代

の
子

ど
も

た
ち

に
日

野
町

の
こ

と
を

学
ん

で
も

ら
い

、
後

継
者

育
成

の
取

り
組

み
が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
評

価
し

ま
す

。
・

子
ど

も
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

の
養

成
も

な
さ

れ
て

お
り

、
カ

ル
チ

ャ
ー

教
室

で
の

受
け

身
の

学
び

か
ら

自
分

が
説

明
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

い
う

、
一

段
上

の
学

び
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
な

っ
て

い
る

点
を

評
価

し
ま

す
。

・
一

方
で

大
人

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

の
養

成
も

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド
の

予
備

軍
と

な
る

よ
う

な
人

た
ち

を
育

て
る

こ
と

は
十

分
で

き
て

い
な

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
の

導
入

、
地

域
学

校
協

議
活

動
に

よ
っ

て
、

学
校

教
育

の
充

実
と

地
域

づ
く

り
の

新
し

い
可

能
性

を
探

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・

「
日

野
町

を
紹

介
で

き
る

気
風

を
は

ぐ
く

む
」

こ
と

を
目

標
に

従
来

の
事

業
を

見
直

し
、

更
な

る
工

夫
を

図
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
次

期
総

合
戦

略
で

は
「

2
-
4

」
「

2
-

5
」

の
相

互
の

関
係

を
整

理
し

、
施

策
の

統
合

・
充

実
を

図
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
学

校
と

地
域

が
連

携
し

、
小

中
学

生
が

地
域

で
活

動
す

る
こ

と
が

ま
ち

づ
く

り
を

活
気

づ
け

る
こ

と
に

な
る

と
考

え
ま

す
。

R
2

7
2

5
人

6
5

2
人

8
9

.9
%

R
1

4
5

0
人

7
1

5
人

1
0

0
.0

%

H
3

0
4

4
0

人
7

0
9

人
1

0
0

.0
%

H
2

9
4

3
0

人
6

6
5

人
1

0
0

.0
%

H
2

8
4

2
0

人
4

2
0

人
1

0
0

.0
%

H
2

7
1

6
0

人
2

6
0

人
1

0
0

.0
%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

少
年

・
少

女
カ

ル
チ

ャ
ー

教
室

及
び

歴
史

文
化

講
座

参
加

者
数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

生
涯

学
習

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

2
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
を

活
か

し
、

観
光

な
ど

で
「

人
と

人
」

の
出

会
い

の
機

会
を

つ
く

り
、

日
野

の
魅

力
を

伝
え

る
こ

と
で

交
流

か
ら

移
住

・
定

住
に

結
び

付
く

、
魅

力
あ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

出
会

い
と

発
見

で
人

の
流

れ
を

作
る

○
ま

ち
の

｢
た

か
ら

｣
で

あ
る

観
光

資
源

・
田

舎
体

験
等

の
多

様
な

交
流

を
通

じ
、

ま
ち

の
魅

力
と

住
民

の
誇

り
を

醸
成

す
る

こ
と

で
、

観
光

客
や

町
外

の
住

人
が

日
野

町
に

関
心

を
持

ち
、

住
民

と
の

交
流

に
よ

り
さ

ら
に

関
心

が
深

ま
り

、
将

来
の

移
住

に
つ

な
が

る
よ

う
な

情
報

発
信

や
事

業
の

拡
充

を
図

り
ま

す
。

〇
住

民
に

日
野

町
の

良
さ

を
伝

え
る

こ
と

で
、

日
野

町
に

生
ま

れ
て

よ
か

っ
た

、
住

ん
で

良
か

っ
た

と
思

え
る

地
域

へ
の

愛
着

を
芽

生
え

さ
せ

、
育

て
て

い
く

こ
と

に
よ

り
定

住
を

促
進

し
ま

す
。

○
移

住
希

望
者

の
視

点
に

立
ち

、
日

野
町

で
の

暮
ら

し
が

イ
メ

ー
ジ

で
き

、
移

住
を

後
押

し
で

き
る

よ
う

な
情

報
発

信
と

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
〇

遊
休

地
や

空
き

地
等

が
、

移
住

と
定

住
に

つ
な

が
る

よ
う

利
活

用
と

情
報

発
信

を
図

り
ま

す
。

5
施

策
伝

統
文

化
等

後
継

者
育

成
の

促
進

・
町

内
各

地
域

の
伝

統
文

化
や

歴
史

資
産

を
知

る
講

演
会

や
体

験
学

習
会

な
ど

に
よ

り
、

伝
統

文
化

等
の

学
習

と
啓

発
を

行
い

、
後

継
者

育
成

を
支

援
す

る
と

と
も

に
誰

も
が

誇
り

を
も

っ
て

、
日

野
町

を
紹

介
で

き
る

気
風

を
は

ぐ
く

み
ま

す
。

・
町

史
ダ

イ
ジ

ェ
ス

ト
版

と
小

学
校

社
会

科
郷

土
学

習
資

料
「

わ
た

し
た

ち
の

日
野

」
を

活
用

し
、

地
区

の
行

事
や

歴
史

、
し

き
た

り
や

伝
統

を
知

る
こ

と
で

郷
土

愛
を

育
み

、
様

々
な

世
代

が
連

携
し

た
地

域
づ

く
り

を
支

援
し

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
1

7
人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
地

区
公

民
館

の
セ

ミ
ナ

ー
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、

事
業

を
中

止
も

し
く

は
延

期
せ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

で
は

あ
り

ま
し

た
が

、
各

地
区

の
状

況
を

見
極

め
な

が
ら

感
染

予
防

を
し

つ
つ

、
日

野
公

民
館

で
は

「
い

き
い

き
セ

ミ
ナ

ー
」

「
さ

わ
や

か
セ

ミ
ナ

ー
」

、
東

桜
谷

公
民

館
で

は
「

奥
津

保
セ

ミ
ナ

ー
」

、
西

桜
谷

公
民

館
で

は
「

生
き

活
き

セ
ミ

ナ
ー

」
、

鎌
掛

公
民

館
で

は
「

い
き

い
き

セ
ミ

ナ
ー

」
「

き
ら

め
き

セ
ミ

ナ
ー

」
等

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
東

桜
谷

公
民

で
は

、
移

住
者

の
講

師
に

迎
え

、
書

道
教

室
を

開
催

し
ま

し
た

。
・

中
央

公
民

館
主

催
の

町
民

大
学

講
座

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
開

催
を

中
止

し
ま

し
た

。

③

・
コ

ロ
ナ

禍
で

あ
っ

て
も

、
地

域
住

民
の

学
び

に
対

す
る

要
望

に
応

じ
る

た
め

、
ニ

ー
ズ

を
迅

速
か

つ
的

確
に

把
握

で
き

る
よ

う
住

民
と

の
交

流
や

情
報

交
換

が
で

き
る

機
会

や
方

法
を

工
夫

し
ま

す
。

・
住

民
の

要
望

に
適

し
た

指
導

者
な

ど
の

人
材

を
発

掘
、

把
握

す
る

と
と

も
に

、
育

成
に

も
努

め
ま

す
。

・
地

域
課

題
を

解
決

す
る

た
め

、
地

域
の

方
々

の
議

論
が

活
発

に
で

き
る

よ
う

に
努

め
ま

す
。

・
公

民
館

関
係

職
員

の
会

議
や

研
修

会
を

通
じ

て
、

資
質

向
上

に
努

め
ま

す
。

・
誰

も
が

立
ち

寄
れ

る
公

民
館

に
す

る
た

め
、

研
究

し
、

議
論

を
重

ね
て

い
き

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
「

つ
ど

い
」

「
ま

な
び

」
「

む
す

ぶ
」

を
合

言
葉

に
、

事
業

を
展

開
し

て
い

ま
す

。
・

地
区

公
民

館
で

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
防

止
対

策
を

取
り

な
が

ら
地

域
の

状
況

に
合

わ
せ

て
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
ま

し
た

。
・

各
公

民
館

の
情

報
交

換
、

共
有

を
行

う
た

め
月

に
2

回
、

公
民

館
主

事
会

を
開

催
し

ま
し

た
。

ま
た

公
民

館
長

会
を

定
期

的
に

開
催

し
、

コ
ロ

ナ
禍

で
の

事
業

実
施

や
次

年
度

に
向

け
て

協
議

を
重

ね
て

き
ま

し
た

。
《

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

》
・

納
涼

祭
、

運
動

会
、

文
化

祭
な

ど
多

く
の

住
民

が
集

合
し

、
交

流
を

図
る

事
業

は
中

止
せ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

と
な

り
ま

し
た

。
《

実
施

が
困

難
な

こ
と

》
・

「
つ

ど
い

」
「

ま
な

び
」

「
む

す
ぶ

」
を

合
言

葉
に

事
業

を
展

開
し

て
き

ま
し

た
が

、
コ

ロ
ナ

禍
で

は
今

ま
で

の
よ

う
な

「
交

流
」

を
推

進
す

る
こ

と
が

困
難

で
す

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

「
つ

ど
い

」
「

ま
な

び
」

「
む

す
ぶ

」
を

合
言

葉
に

、
誰

も
が

公
民

館
を

拠
点

に
活

動
で

き
る

環
境

を
整

え
て

い
き

ま
す

。
・

地
区

公
民

館
で

地
域

課
題

解
決

の
た

め
の

取
り

組
み

を
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

・
婚

活
事

業
な

ど
特

化
し

た
テ

ー
マ

で
公

民
館

地
域

を
越

え
た

広
い

範
囲

の
若

者
が

集
い

交
流

で
き

る
事

業
に

も
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。
・

誰
も

が
気

軽
に

集
え

る
公

民
館

を
目

指
し

ま
す

。
・

公
民

館
関

係
の

会
議

や
研

修
会

に
よ

る
職

員
等

の
資

質
向

上
を

図
り

、
地

域
内

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
《

今
後

の
課

題
》

・
コ

ロ
ナ

禍
で

あ
っ

て
も

、
コ

ロ
ナ

後
の

事
業

の
在

り
方

を
見

据
え

な
が

ら
、

知
恵

を
出

し
て

工
夫

を
す

る
こ

と
で

事
業

の
継

続
と

新
し

い
展

開
が

必
要

で
す

。
・

公
民

館
実

行
委

員
や

地
域

役
員

、
リ

ー
ダ

ー
な

ど
を

選
出

し
難

い
状

況
が

あ
り

ま
す

。
地

域
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

し
て

い
く

た
め

に
は

、
子

ど
も

と
公

民
館

の
関

わ
り

は
と

て
も

大
切

で
す

。
青

少
年

と
の

関
わ

り
を

積
極

的
に

意
識

す
る

事
業

を
今

以
上

み
展

開
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・

公
民

館
、

地
区

社
協

、
地

区
人

推
協

、
消

防
団

な
ど

各
種

団
体

と
関

わ
り

な
が

ら
地

域
課

題
の

解
決

に
向

け
た

取
り

組
み

が
今

後
も

欠
か

せ
ま

せ
ん

。

C

・
対

面
に

よ
る

町
民

大
学

講
座

が
中

止
と

な
り

、
K

P
Iが

0
%

と
な

り
ま

し
た

の
で

、
⑥

検
証

結
果

は
厳

し
い

も
の

と
な

り
ま

し
た

。
・

対
面

が
難

し
い

場
合

、
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
受

講
が

可
能

と
な

る
よ

う
な

、
次

の
時

代
へ

の
対

応
を

進
め

て
く

だ
さ

い
。

D
X

が
急

速
に

進
ん

で
い

ま
す

。
担

当
課

と
し

て
は

「
情

報
環

境
が

整
っ

て
い

な
い

高
齢

者
が

参
加

で
き

な
い

」
等

の
心

配
が

あ
る

と
思

い
ま

す
が

、
情

報
環

境
の

保
障

の
あ

り
方

も
含

め
て

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。
・

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
配

信
が

一
般

的
に

な
る

と
基

本
目

標
・

基
本

的
方

向
に

あ
る

「
将

来
の

移
住

・
定

住
に

つ
な

が
る

」
地

域
外

の
方

に
も

学
習

し
て

い
た

だ
き

や
す

く
な

り
ま

す
。

・
「

2
-
4

」
「

2
-
5

」
に

関
わ

る
コ

ン
テ

ン
ツ

を
オ

ン
デ

マ
ン

ド
教

材
に

す
る

こ
と

も
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

・
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
講

演
会

は
増

加
傾

向
に

あ
り

ま
す

。
情

報
環

境
の

整
備

を
進

め
、

権
利

関
係

等
に

配
慮

す
る

中
で

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

講
演

会
等

を
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。
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人
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%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

町
民

大
学

講
座

受
講

者
数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

生
涯

学
習

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

2
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
を

活
か

し
、

観
光

な
ど

で
「

人
と

人
」

の
出

会
い

の
機

会
を

つ
く

り
、

日
野

の
魅

力
を

伝
え

る
こ

と
で

交
流

か
ら

移
住

・
定

住
に

結
び

付
く

、
魅

力
あ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

出
会

い
と

発
見

で
人

の
流

れ
を

作
る

○
ま

ち
の

｢
た

か
ら

｣
で

あ
る

観
光

資
源

・
田

舎
体

験
等

の
多

様
な

交
流

を
通

じ
、

ま
ち

の
魅

力
と

住
民

の
誇

り
を

醸
成

す
る

こ
と

で
、

観
光

客
や

町
外

の
住

人
が

日
野

町
に

関
心

を
持

ち
、

住
民

と
の

交
流

に
よ

り
さ

ら
に

関
心

が
深

ま
り

、
将

来
の

移
住

に
つ

な
が

る
よ

う
な

情
報

発
信

や
事

業
の

拡
充

を
図

り
ま

す
。

〇
住

民
に

日
野

町
の

良
さ

を
伝

え
る

こ
と

で
、

日
野

町
に

生
ま

れ
て

よ
か

っ
た

、
住

ん
で

良
か

っ
た

と
思

え
る

地
域

へ
の

愛
着

を
芽

生
え

さ
せ

、
育

て
て

い
く

こ
と

に
よ

り
定

住
を

促
進

し
ま

す
。

○
移

住
希

望
者

の
視

点
に

立
ち

、
日

野
町

で
の

暮
ら

し
が

イ
メ

ー
ジ

で
き

、
移

住
を

後
押

し
で

き
る

よ
う

な
情

報
発

信
と

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
〇

遊
休

地
や

空
き

地
等

が
、

移
住

と
定

住
に

つ
な

が
る

よ
う

利
活

用
と

情
報

発
信

を
図

り
ま

す
。

6
施

策
生

涯
学

習
の

機
会

の
充

実

公
民

館
を

は
じ

め
と

す
る

社
会

教
育

施
設

に
お

い
て

、
入

門
的

な
学

級
・

講
座

の
開

設
等

に
よ

り
、

幅
広

い
層

を
対

象
と

し
た

学
習

活
動

を
促

進
し

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
0

件

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
引

き
続

き
定

住
相

談
員

を
配

置
し

、
日

野
で

暮
ら

し
た

い
と

い
う

人
の

相
談

に
応

じ
、

制
度

の
紹

介
と

と
も

に
地

域
特

性
や

行
事

、
自

治
会

活
動

の
紹

介
な

ど
に

よ
り

ま
ち

の
魅

力
を

伝
え

ら
れ

る
よ

う
に

努
め

ま
し

た
。

・
総

合
的

な
定

住
相

談
窓

口
と

し
子

育
て

情
報

、
町

内
企

業
・

事
業

所
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

か
ら

の
求

職
情

報
資

料
等

を
窓

口
に

設
置

し
、

相
談

に
活

用
し

ま
し

た
。

・
農

林
課

や
商

工
観

光
課

と
連

携
し

、
農

地
取

得
希

望
者

や
求

職
者

の
相

談
に

応
じ

ま
し

た
。

・
移

住
専

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ひ
の

暮
ら

し
）

を
作

成
し

、
写

真
掲

載
等

に
よ

り
、

ま
ち

の
魅

力
が

伝
わ

り
や

す
く

な
る

よ
う

工
夫

し
た

ほ
か

、
移

住
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

や
移

住
・

定
住

に
関

す
る

必
要

な
情

報
（

住
ま

い
・

仕
事

・
子

育
て

支
援

・
医

療
等

）
を

一
元

的
に

確
認

で
き

る
よ

う
、

移
住

者
情

報
を

ま
と

め
、

移
住

に
興

味
の

あ
る

方
が

、
ペ

ー
ジ

を
見

や
す

い
よ

う
に

工
夫

し
ま

し
た

。
・

移
住

相
談

窓
口

に
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

を
導

入
し

、
令

和
３

年
度

か
ら

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
移

住
相

談
や

空
き

家
登

録
物

件
を

映
像

で
紹

介
で

き
る

よ
う

準
備

を
進

め
ま

し
た

。

③

・
移

住
希

望
者

が
必

要
と

す
る

住
ま

い
、

仕
事

、
子

育
て

な
ど

情
報

を
一

体
的

に
発

信
し

、
制

度
の

紹
介

と
と

も
に

ま
ち

の
魅

力
を

発
信

で
き

る
よ

う
、

関
係

課
と

の
連

携
を

深
め

、
情

報
発

信
お

よ
び

相
談

体
制

の
強

化
を

図
り

ま
す

。
・

移
住

後
の

ア
フ

タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

を
図

り
、

定
住

に
つ

な
が

る
よ

う
働

き
か

け
る

と
と

も
に

、
日

野
町

に
移

住
さ

れ
た

事
例

な
ど

を
新

た
な

移
住

希
望

者
や

受
け

入
れ

地
域

と
な

る
自

治
会

に
も

紹
介

し
、

相
互

に
地

域
へ

の
愛

着
が

増
し

て
い

く
よ

う
な

働
き

か
け

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
・

移
住

希
望

者
に

ま
ち

の
魅

力
が

よ
り

伝
わ

り
や

す
く

な
る

よ
う

、
移

住
専

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

編
集

、
空

き
家

登
録

物
件

の
映

像
に

よ
る

紹
介

を
行

う
と

と
も

に
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

、
現

地
へ

向
か

い
に

く
い

方
に

も
オ

ン
ラ

イ
ン

移
住

相
談

に
よ

り
、

ま
ち

の
魅

力
を

伝
え

、
日

野
に

興
味

を
持

ち
、

来
町

に
つ

な
が

る
よ

う
取

り
組

み
を

進
め

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
空

き
家

や
空

き
地

の
登

録
物

件
が

あ
る

地
域

の
自

治
会

活
動

、
会

費
な

ど
の

情
報

を
事

前
に

紹
介

す
る

と
と

も
に

、
懇

談
の

機
会

を
設

け
、

移
住

者
の

自
治

会
活

動
へ

の
理

解
や

地
域

住
民

が
移

住
者

を
迎

え
や

す
い

体
制

づ
く

り
を

図
っ

て
い

ま
す

。
・

全
町

区
長

会
や

行
政

懇
談

会
、

自
治

会
と

の
懇

談
の

機
会

に
、

空
き

家
の

活
用

を
は

じ
め

、
移

住
者

を
受

け
入

れ
や

す
い

地
域

づ
く

り
を

働
き

か
け

て
い

ま
す

。
・

ま
ち

の
魅

力
を

発
信

し
、

移
住

定
住

に
つ

な
げ

る
た

め
、

オ
ン

ラ
イ

ン
移

住
フ

ェ
ア

へ
の

出
展

、
こ

こ
滋

賀
や

移
住

支
援

セ
ン

タ
ー

で
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
を

活
用

し
た

情
報

発
信

を
行

い
ま

し
た

。
《

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

》
・

移
住

に
関

す
る

問
題

把
握

や
移

住
者

同
士

の
つ

な
が

り
を

つ
く

る
た

め
に

実
施

し
て

い
た

移
住

者
と

の
懇

談
会

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
開

催
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

・
移

住
後

の
ア

フ
タ

ー
フ

ォ
ロ

ー
と

と
も

に
定

住
を

検
討

さ
れ

て
お

ら
れ

る
方

の
参

考
と

な
る

よ
う

実
施

し
て

い
る

移
住

者
体

験
談

の
聞

き
取

り
は

、
移

住
後

間
も

な
い

方
が

多
く

、
来

年
度

に
実

施
を

見
送

る
こ

と
と

な
り

ま
し

た
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
日

野
町

で
の

暮
ら

し
を

具
体

的
に

イ
メ

ー
ジ

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
は

、
移

住
の

総
合

相
談

窓
口

の
ほ

か
、

移
住

体
験

で
き

る
仕

組
み

、
移

住
後

の
ア

フ
タ

ー
フ

ォ
ロ

ー
な

ど
一

体
的

な
体

制
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
ま

す
が

、
人

的
、

財
政

的
な

課
題

か
ら

、
体

制
の

確
立

が
で

き
て

い
ま

せ
ん

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

出
前

講
座

や
行

政
懇

談
会

の
機

会
に

、
移

住
者

を
迎

え
る

こ
と

へ
の

理
解

を
促

す
と

と
も

に
、

地
域

の
魅

力
を

考
え

直
す

機
会

と
し

、
地

域
の

活
性

化
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

・
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
を

生
か

し
、

人
と

人
の

交
流

や
子

育
て

支
援

の
充

実
を

積
極

的
に

P
R

す
る

と
と

も
に

、
日

野
町

で
の

暮
ら

し
が

イ
メ

ー
ジ

し
や

す
く

な
る

よ
う

関
係

課
と

連
携

し
、

さ
ま

ざ
ま

な
機

会
を

通
じ

て
情

報
発

信
し

て
い

き
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

、
工

夫
し

て
実

施
さ

れ
る

地
域

の
行

事
や

イ
ベ

ン
ト

の
情

報
発

信
や

移
住

者
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
か

ら
、

地
域

住
民

と
つ

な
が

り
、

日
野

に
住

み
た

い
と

思
う

よ
う

な
取

組
を

す
す

め
る

と
と

も
に

、
そ

の
実

態
把

握
を

行
い

、
移

住
者

の
興

味
、

関
心

に
あ

っ
た

案
内

が
で

き
る

よ
う

相
談

体
制

を
強

化
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
す

。
・

地
域

の
行

事
、

イ
ベ

ン
ト

や
四

季
折

々
の

風
景

な
ど

、
ま

ち
の

魅
力

を
発

信
す

る
こ

と
で

、
移

住
希

望
者

を
増

や
し

、
受

け
入

れ
地

域
も

改
め

て
ま

ち
の

誇
り

を
感

じ
る

こ
と

で
、

相
互

に
地

域
へ

の
愛

着
が

増
し

て
い

く
よ

う
な

働
き

か
け

を
進

め
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

す
。

A

・
地

方
へ

の
移

住
、

田
園

回
帰

の
流

れ
を

し
っ

か
り

と
受

け
止

め
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

よ
う

で
す

。
定

住
に

関
す

る
相

談
件

数
が

増
え

て
い

ま
す

の
で

評
価

し
ま

す
。

・
③

で
オ

ン
ラ

イ
ン

移
住

相
談

の
取

り
組

み
に

言
及

し
て

い
る

点
は

高
く

評
価

し
ま

す
。

移
動

が
制

限
さ

れ
る

中
で

の
対

応
と

し
て

も
良

い
と

評
価

し
て

い
る

の
で

す
が

、
地

域
を

越
え

て
関

心
を

持
っ

て
も

ら
え

る
情

報
発

信
コ

ン
テ

ン
ツ

の
製

作
を

「
2

-
5

」
「

2
-
6

」
と

も
関

連
付

け
て

行
う

こ
と

を
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

・
日

野
に

は
「

住
み

や
す

い
か

ら
」

だ
け

で
は

な
い

「
地

域
の

歴
史

、
文

化
の

素
晴

ら
し

さ
」

や
「

人
の

つ
な

が
り

」
に

魅
力

を
感

じ
、

移
住

、
定

住
に

心
を

動
か

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
働

き
か

け
を

し
て

く
だ

さ
い

。
・

移
住

者
の

視
点

に
立

っ
て

進
め

よ
う

と
決

意
表

明
さ

れ
て

い
る

点
を

評
価

し
ま

す
。

そ
の

視
点

を
大

切
に

す
る

と
と

も
に

「
移

住
・

定
住

に
つ

な
が

る
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
」

を
こ

れ
ま

で
の

移
住

事
例

の
丁

寧
な

分
析

等
か

ら
行

い
、

施
策

の
工

夫
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
コ

ロ
ナ

禍
で

テ
レ

ワ
ー

ク
の

増
加

、
地

方
移

住
の

変
化

が
あ

る
よ

う
で

す
。

し
っ

か
り

と
日

野
町

で
受

け
止

め
ら

れ
る

よ
う

に
施

策
の

工
夫

、
横

連
携

を
進

め
て

く
だ

さ
い

。

R
2

1
0

0
件

（
累

計
）

1
2

1
件

（
累

計
）

1
0

0
.0

%

R
1

1
0

0
件

（
累

計
）

8
8

件
（

累
計

）
8

8
.0

%

H
3

0
8

0
件

（
累

計
）

6
6

件
（

累
計

）
8

2
.5

%

H
2

9
6

0
件

（
累

計
）

3
1

件
（

累
計

）
5

1
.7

%

H
2

8
2

0
件

（
累

計
）

2
3

件
（

累
計

）
1

0
0

.0
%

H
2

7
5

件
（

累
計

）
1

0
件

（
累

計
）

1
0

0
.0

%①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

定
住

に
関

す
る

相
談

件
数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

企
画

振
興

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

2
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
を

活
か

し
、

観
光

な
ど

で
「

人
と

人
」

の
出

会
い

の
機

会
を

つ
く

り
、

日
野

の
魅

力
を

伝
え

る
こ

と
で

交
流

か
ら

移
住

・
定

住
に

結
び

付
く

、
魅

力
あ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

出
会

い
と

発
見

で
人

の
流

れ
を

作
る

○
ま

ち
の

｢
た

か
ら

｣
で

あ
る

観
光

資
源

・
田

舎
体

験
等

の
多

様
な

交
流

を
通

じ
、

ま
ち

の
魅

力
と

住
民

の
誇

り
を

醸
成

す
る

こ
と

で
、

観
光

客
や

町
外

の
住

人
が

日
野

町
に

関
心

を
持

ち
、

住
民

と
の

交
流

に
よ

り
さ

ら
に

関
心

が
深

ま
り

、
将

来
の

移
住

に
つ

な
が

る
よ

う
な

情
報

発
信

や
事

業
の

拡
充

を
図

り
ま

す
。

〇
住

民
に

日
野

町
の

良
さ

を
伝

え
る

こ
と

で
、

日
野

町
に

生
ま

れ
て

よ
か

っ
た

、
住

ん
で

良
か

っ
た

と
思

え
る

地
域

へ
の

愛
着

を
芽

生
え

さ
せ

、
育

て
て

い
く

こ
と

に
よ

り
定

住
を

促
進

し
ま

す
。

○
移

住
希

望
者

の
視

点
に

立
ち

、
日

野
町

で
の

暮
ら

し
が

イ
メ

ー
ジ

で
き

、
移

住
を

後
押

し
で

き
る

よ
う

な
情

報
発

信
と

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
〇

遊
休

地
や

空
き

地
等

が
、

移
住

と
定

住
に

つ
な

が
る

よ
う

利
活

用
と

情
報

発
信

を
図

り
ま

す
。

7
施

策
定

住
支

援
相

談
窓

口
の

整
備

・
日

野
で

暮
ら

し
た

い
と

い
う

人
に

対
す

る
総

合
的

な
相

談
窓

口
を

整
備

し
ま

す
。

48



日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

7
5

人
（

累
計

）

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
引

き
続

き
公

益
社

団
法

人
滋

賀
県

宅
地

建
物

取
引

業
協

会
の

会
員

業
者

等
と

連
携

し
、

物
件

の
仲

介
や

成
約

に
向

け
た

働
き

か
け

を
行

い
ま

し
た

。
（

成
約

実
績

：
９

件
２

０
人

）
・

固
定

資
産

税
課

税
通

知
へ

案
内

を
同

封
す

る
な

ど
、

空
き

家
の

所
有

者
へ

制
度

の
周

知
と

利
用

に
つ

い
て

の
働

き
か

け
を

行
う

と
と

も
に

、
令

和
元

年
度

に
実

施
し

た
空

家
等

実
態

調
査

に
基

づ
く

対
象

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
よ

り
登

録
へ

の
働

き
か

け
を

行
い

ま
し

た
。

・
危

険
空

き
家

で
地

域
が

困
る

前
に

、
空

き
家

が
活

用
さ

れ
る

よ
う

自
治

会
等

へ
働

き
か

け
、

当
制

度
の

P
R

に
努

め
る

と
と

も
に

、
自

治
会

か
ら

紹
介

を
受

け
た

空
き

家
の

所
有

者
に

登
録

へ
の

働
き

か
け

を
行

い
ま

し
た

。
・

空
き

家
や

空
き

地
の

登
録

物
件

が
あ

る
地

域
の

自
治

会
活

動
や

自
治

会
費

な
ど

の
情

報
を

事
前

に
紹

介
す

る
と

と
も

に
、

懇
談

の
機

会
を

設
け

、
移

住
者

の
自

治
会

活
動

へ
の

理
解

や
地

域
住

民
が

移
住

者
を

迎
え

や
す

い
体

制
づ

く
り

を
図

っ
て

い
ま

す
。

・
全

町
区

長
会

や
行

政
懇

談
会

、
自

治
会

と
の

懇
談

の
機

会
に

、
空

き
家

の
活

用
を

は
じ

め
、

移
住

者
を

受
け

入
れ

や
す

い
地

域
づ

く
り

を
働

き
か

け
て

い
ま

す
。

③

・
総

合
的

な
空

き
家

対
策

と
し

て
、

地
域

や
関

係
部

署
と

連
携

し
、

空
家

等
実

態
調

査
に

基
づ

く
意

向
調

査
の

ほ
か

、
水

道
の

開
栓

状
況

等
の

情
報

を
活

用
し

、
空

き
家

所
有

者
に

対
し

、
空

き
家

活
用

に
つ

い
て

積
極

的
な

働
き

か
け

を
行

い
、

優
良

な
空

き
家

物
件

の
発

掘
に

取
り

組
み

ま
す

。
・

空
き

家
利

用
希

望
者

数
に

対
し

て
、

空
き

家
登

録
物

件
数

が
不

足
し

て
い

る
状

況
が

続
い

て
い

る
こ

と
か

ら
、

空
き

家
物

件
登

録
数

の
増

加
に

向
け

、
さ

ら
に

地
域

と
の

協
力

体
制

を
構

築
す

る
ほ

か
、

空
き

家
物

件
を

手
放

す
際

の
課

題
を

解
決

で
き

る
よ

う
な

取
組

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
・

出
前

講
座

や
行

政
懇

談
会

、
自

治
会

と
の

懇
談

の
機

会
に

、
空

き
家

情
報

登
録

制
度

を
通

じ
て

、
移

住
者

を
受

け
入

れ
る

こ
と

へ
の

理
解

を
促

す
と

と
も

に
、

自
分

た
ち

が
暮

ら
す

地
域

の
魅

力
を

考
え

直
す

機
会

と
な

る
よ

う
働

き
か

け
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
移

住
者

向
け

Ｐ
Ｒ

冊
子

や
日

野
の

観
光

、
歴

史
の

紹
介

冊
子

等
に

よ
り

、
ま

ち
の

魅
力

を
移

住
意

向
の

あ
る

方
へ

働
き

か
け

る
と

と
も

に
、

子
育

て
情

報
、

町
内

企
業

・
事

業
所

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
か

ら
の

求
職

情
報

資
料

等
を

相
談

に
活

用
し

て
い

ま
す

。
・

農
林

課
と

連
携

し
、

農
地

取
得

希
望

者
と

の
相

談
に

、
商

工
観

光
課

と
連

携
し

て
求

職
者

の
相

談
に

応
じ

ま
し

た
。

・
移

住
専

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ひ
の

暮
ら

し
）

を
作

成
し

、
写

真
掲

載
等

に
よ

り
、

ま
ち

の
魅

力
が

伝
わ

り
や

す
く

な
る

よ
う

工
夫

し
た

ほ
か

、
移

住
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

や
移

住
・

定
住

に
関

す
る

必
要

な
情

報
（

住
ま

い
・

仕
事

・
子

育
て

支
援

・
医

療
等

）
を

一
元

的
に

確
認

で
き

る
よ

う
、

移
住

者
情

報
を

ま
と

め
、

移
住

に
興

味
の

あ
る

方
が

、
ペ

ー
ジ

を
見

や
す

い
よ

う
に

工
夫

し
ま

し
た

。
《

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

》
・

空
き

家
の

家
財

整
理

の
手

間
や

年
１

～
２

回
の

帰
省

、
手

放
す

後
ろ

め
た

さ
な

ど
の

理
由

か
ら

、
空

き
家

物
件

の
登

録
に

つ
な

が
ら

な
い

ケ
ー

ス
が

多
数

を
占

め
て

い
ま

す
が

，
そ

の
根

本
解

決
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
は

で
き

て
い

ま
せ

ん
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
日

野
町

で
の

暮
ら

し
を

具
体

的
に

イ
メ

ー
ジ

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
は

、
移

住
の

総
合

相
談

窓
口

の
ほ

か
、

移
住

体
験

で
き

る
仕

組
み

、
移

住
後

の
ア

フ
タ

ー
フ

ォ
ロ

ー
な

ど
一

体
的

な
体

制
づ

く
り

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
ま

す
が

、
人

的
、

財
政

的
な

課
題

か
ら

、
体

制
の

確
立

が
で

き
て

い
ま

せ
ん

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

ま
ち

の
「

た
か

ら
」

を
生

か
し

、
人

と
人

の
交

流
や

子
育

て
支

援
の

充
実

を
積

極
的

に
P

R
す

る
と

と
も

に
、

日
野

町
で

の
暮

ら
し

が
イ

メ
ー

ジ
し

や
す

く
な

る
よ

う
関

係
課

と
連

携
し

、
さ

ま
ざ

ま
な

機
会

を
通

じ
て

情
報

発
信

し
て

い
き

ま
す

。
・

既
存

の
制

度
や

仕
組

み
の

課
題

解
決

に
向

け
て

、
他

の
関

係
課

と
も

連
携

し
て

検
討

を
進

め
る

と
と

も
に

、
県

へ
の

働
き

か
け

を
行

い
、

移
住

、
定

住
促

進
に

つ
な

が
る

よ
う

取
り

組
み

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
《

今
後

の
課

題
》

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、

テ
レ

ワ
ー

ク
の

拡
大

等
に

伴
う

移
住

希
望

者
の

ニ
ー

ズ
を

捉
え

、
時

代
の

変
化

に
対

応
し

た
取

組
を

進
め

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
・

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

、
工

夫
し

て
実

施
さ

れ
る

地
域

の
行

事
や

イ
ベ

ン
ト

の
情

報
発

信
や

移
住

者
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
か

ら
、

地
域

住
民

と
つ

な
が

り
、

日
野

に
住

み
た

い
と

思
う

よ
う

な
取

組
を

す
す

め
る

と
と

も
に

、
実

際
に

日
野

町
で

の
暮

ら
し

が
体

験
で

き
る

お
試

し
住

宅
等

の
取

組
を

行
う

体
制

づ
く

り
が

必
要

で
す

。
・

定
住

促
進

事
業

が
、

移
住

者
だ

け
で

な
く

、
移

住
者

を
迎

え
る

地
域

の
魅

力
を

伝
え

、
誇

り
に

思
え

る
よ

う
な

働
き

か
け

が
で

き
る

よ
う

取
組

を
進

め
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

す
。

A

・
1

年
で

2
0

名
増

と
成

果
が

出
て

い
る

と
感

じ
ら

れ
ま

す
。

空
き

家
不

足
状

態
の

構
造

的
課

題
は

一
朝

一
夕

に
は

解
決

す
る

問
題

で
は

な
い

の
で

す
が

、
所

有
者

の
意

識
を

前
向

き
に

変
え

ら
れ

る
啓

発
を

し
て

く
だ

さ
い

。
・

④
に

お
い

て
、

課
を

ま
た

い
だ

連
携

を
行

っ
て

い
る

点
は

移
住

に
つ

な
が

る
可

能
性

を
高

め
る

と
考

え
る

の
で

高
く

評
価

し
ま

す
。

・
⑤

に
て

テ
レ

ワ
ー

ク
の

拡
大

等
に

よ
る

移
住

希
望

者
の

ニ
ー

ズ
を

捉
え

、
時

代
の

変
化

に
対

応
す

る
と

の
決

意
表

明
を

高
く

評
価

し
ま

す
。

・
登

録
空

き
家

が
増

え
な

い
理

由
の

分
析

は
納

得
の

い
く

も
の

で
す

。
こ

う
し

た
要

因
を

「
手

放
せ

な
い

」
と

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
に

考
え

ず
「

い
つ

か
帰

っ
て

く
れ

る
か

も
し

れ
な

い
人

」
と

捉
え

な
お

し
、

帰
郷

支
援

に
つ

い
て

も
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。
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人
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1
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%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

空
き

家
情

報
登

録
制

度
で

の
移

住
・

定
住

者
数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

企
画

振
興

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

2
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
を

活
か

し
、

観
光

な
ど

で
「

人
と

人
」

の
出

会
い

の
機

会
を

つ
く

り
、

日
野

の
魅

力
を

伝
え

る
こ

と
で

交
流

か
ら

移
住

・
定

住
に

結
び

付
く

、
魅

力
あ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

出
会

い
と

発
見

で
人

の
流

れ
を

作
る

○
ま

ち
の

｢
た

か
ら

｣
で

あ
る

観
光

資
源

・
田

舎
体

験
等

の
多

様
な

交
流

を
通

じ
、

ま
ち

の
魅

力
と

住
民

の
誇

り
を

醸
成

す
る

こ
と

で
、

観
光

客
や

町
外

の
住

人
が

日
野

町
に

関
心

を
持

ち
、

住
民

と
の

交
流

に
よ

り
さ

ら
に

関
心

が
深

ま
り

、
将

来
の

移
住

に
つ

な
が

る
よ

う
な

情
報

発
信

や
事

業
の

拡
充

を
図

り
ま

す
。

〇
住

民
に

日
野

町
の

良
さ

を
伝

え
る

こ
と

で
、

日
野

町
に

生
ま

れ
て

よ
か

っ
た

、
住

ん
で

良
か

っ
た

と
思

え
る

地
域

へ
の

愛
着

を
芽

生
え

さ
せ

、
育

て
て

い
く

こ
と

に
よ

り
定

住
を

促
進

し
ま

す
。

○
移

住
希

望
者

の
視

点
に

立
ち

、
日

野
町

で
の

暮
ら

し
が

イ
メ

ー
ジ

で
き

、
移

住
を

後
押

し
で

き
る

よ
う

な
情

報
発

信
と

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
〇

遊
休

地
や

空
き

地
等

が
、

移
住

と
定

住
に

つ
な

が
る

よ
う

利
活

用
と

情
報

発
信

を
図

り
ま

す
。

8
施

策
空

き
家

を
活

用
し

た
定

住
促

進

・
空

き
家

情
報

登
録

制
度

の
周

知
を

図
り

、
定

住
に

結
び

付
け

て
い

く
た

め
、

移
住

さ
れ

る
方

に
対

し
て

町
の

支
援

だ
け

で
な

く
、

地
元

自
治

会
と

連
携

し
た

取
り

組
み

を
推

進
し

ま
す

。
・

町
内

に
お

け
る

空
き

家
候

補
地

の
分

析
、

調
査

等
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

空
き

家
の

実
態

及
び

管
理

状
況

を
把

握
し

、
空

き
家

情
報

登
録

制
度

に
登

録
可

能
な

空
き

家
を

把
握

し
ま

す
。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

0
人

（
累

計
）

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
引

き
続

き
公

益
社

団
法

人
滋

賀
県

宅
地

建
物

取
引

業
協

会
の

会
員

業
者

等
と

連
携

し
、

物
件

の
仲

介
や

成
約

に
向

け
た

働
き

か
け

を
行

い
ま

し
た

。
（

成
約

実
績

：
３

件
９

人
）

・
こ

れ
ま

で
空

き
家

空
き

地
情

報
登

録
制

度
を

通
じ

た
関

わ
り

を
も

っ
た

近
隣

の
住

宅
メ

ー
カ

ー
等

へ
空

き
地

の
利

活
用

に
つ

い
て

の
働

き
か

け
を

行
い

ま
し

た
。

・
空

き
家

や
空

き
地

の
登

録
物

件
が

あ
る

地
域

の
自

治
会

活
動

や
自

治
会

費
な

ど
の

情
報

を
事

前
に

紹
介

す
る

と
と

も
に

、
懇

談
の

機
会

を
設

け
、

移
住

者
の

自
治

会
活

動
へ

の
理

解
や

地
域

住
民

が
移

住
者

を
迎

え
や

す
い

体
制

づ
く

り
を

図
っ

て
い

ま
す

。
・

全
町

区
長

会
や

行
政

懇
談

会
、

自
治

会
と

の
懇

談
の

機
会

に
、

空
き

家
の

活
用

を
は

じ
め

、
移

住
者

を
受

け
入

れ
や

す
い

地
域

づ
く

り
を

働
き

か
け

て
い

ま
す

。

③

・
引

き
続

き
公

益
社

団
法

人
滋

賀
県

宅
地

建
物

取
引

業
協

会
と

連
携

し
、

空
き

地
の

利
活

用
を

進
め

る
と

と
も

に
、

近
隣

の
住

宅
メ

ー
カ

ー
等

へ
の

制
度

周
知

を
図

り
、

空
き

地
の

利
活

用
に

つ
い

て
の

働
き

か
け

を
強

化
し

て
い

き
ま

す
。

・
空

き
地

の
利

活
用

に
つ

い
て

、
効

果
的

な
情

報
発

信
の

手
法

や
仕

組
み

づ
く

り
等

を
調

査
、

研
究

し
、

空
き

地
の

利
活

用
の

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

・
出

前
講

座
や

行
政

懇
談

会
、

自
治

会
と

の
懇

談
の

機
会

に
、

空
き

家
情

報
登

録
制

度
を

通
じ

て
、

移
住

者
を

迎
え

る
こ

と
へ

の
理

解
を

促
す

と
と

も
に

、
地

域
の

魅
力

を
考

え
直

す
機

会
と

し
、

地
域

の
活

性
化

を
図

っ
て

い
き

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
移

住
者

向
け

Ｐ
Ｒ

冊
子

や
日

野
の

観
光

、
歴

史
紹

介
冊

子
等

に
よ

り
、

ま
ち

の
魅

力
を

移
住

意
向

の
あ

る
方

へ
働

き
か

け
て

い
ま

す
。

・
町

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

て
、

登
録

し
た

空
き

地
の

情
報

を
わ

か
り

や
す

く
得

ら
れ

る
よ

う
、

地
域

別
に

ま
と

め
、

物
件

情
報

を
確

認
し

や
す

い
よ

う
に

工
夫

し
て

い
ま

す
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
空

き
地

の
利

活
用

に
つ

い
て

、
効

果
的

な
情

報
発

信
の

手
法

や
仕

組
み

づ
く

り
が

確
立

で
き

て
い

ま
せ

ん
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
空

き
地

の
登

録
に

つ
い

て
、

住
宅

の
建

築
に

関
す

る
法

的
制

限
の

あ
る

地
域

に
つ

い
て

は
取

り
扱

い
が

難
し

く
、

費
用

等
を

含
め

、
定

住
ま

で
の

ハ
ー

ド
ル

が
高

い
状

態
で

す
。

・
空

き
地

率
の

高
い

団
地

等
の

登
録

希
望

件
数

が
極

め
て

多
く

、
公

益
社

団
法

人
滋

賀
県

宅
地

建
物

取
引

業
協

会
の

会
員

業
者

の
負

担
が

大
き

い
状

態
で

す
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

既
存

の
制

度
や

仕
組

み
の

課
題

解
決

に
向

け
て

、
他

の
関

係
課

と
も

連
携

し
て

検
討

を
進

め
、

移
住

、
定

住
促

進
に

つ
な

が
る

よ
う

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

・
空

き
地

の
利

活
用

が
、

地
域

に
愛

着
を

持
つ

住
民

の
定

住
に

結
び

つ
く

よ
う

に
制

度
の

構
築

を
目

指
し

ま
す

。
《

今
後

の
課

題
》

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、

工
夫

し
て

実
施

さ
れ

る
地

域
の

行
事

や
イ

ベ
ン

ト
の

情
報

発
信

や
移

住
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
等

か
ら

、
地

域
住

民
と

つ
な

が
り

、
日

野
に

住
み

た
い

と
思

う
よ

う
な

取
組

を
す

す
め

る
と

と
も

に
、

実
際

に
日

野
町

で
の

暮
ら

し
が

体
験

で
き

る
お

試
し

住
宅

等
の

取
組

を
行

う
体

制
づ

く
り

が
必

要
で

す
。

・
定

住
促

進
事

業
が

、
移

住
者

だ
け

で
な

く
、

移
住

者
を

迎
え

る
地

域
の

魅
力

を
伝

え
、

誇
り

に
思

え
る

よ
う

な
働

き
か

け
が

で
き

る
よ

う
取

組
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
す

。

B

・
空

き
地

活
用

実
績

が
初

め
て

出
た

の
で

、
K

P
Iが

0
%

を
脱

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

の
で

、
⑥

検
証

結
果

も
C

→
B

と
上

が
り

ま
し

た
。

・
外

部
検

証
で

も
出

さ
れ

て
い

た
住

宅
メ

ー
カ

ー
と

の
連

携
に

つ
い

て
、

R
2

(2
0

2
0

)年
度

、
住

宅
メ

ー
カ

ー
へ

の
働

き
か

け
を

行
っ

た
点

は
高

く
評

価
し

ま
す

。
・

③
空

き
家

、
空

き
地

の
利

活
用

に
と

ど
ま

ら
ず

、
受

け
入

れ
側

の
地

域
の

意
識

改
革

に
つ

な
が

る
取

り
組

み
を

し
て

い
る

点
を

評
価

し
ま

す
。

・
コ

ロ
ナ

禍
で

テ
レ

ワ
ー

ク
が

広
が

り
、

田
園

回
帰

の
動

き
も

大
き

く
な

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

地
方

へ
の

移
住

、
定

住
希

望
者

に
日

野
へ

の
移

住
に

つ
な

が
る

よ
う

な
的

確
な

情
報

を
届

か
せ

、
し

っ
か

り
と

移
住

、
定

住
の

流
れ

を
キ

ャ
ッ

チ
し

て
く

だ
さ

い
。

・
市

街
化

調
整

区
域

等
土

地
利

用
に

関
す

る
制

限
も

あ
り

、
難

し
か

っ
た

空
き

地
情

報
登

録
制

度
で

の
移

住
、

定
住

者
数

に
つ

い
て

、
令

和
2

年
度

に
実

績
が

あ
っ

た
こ

と
は

、
丁

寧
な

取
り

組
み

に
よ

る
も

の
と

評
価

し
ま

す
。

R
2

5
0

人
（

累
計

）
9

人
（

累
計

）
1

8
.0

%

R
1

5
0

人
（

累
計

）
0

人
（

累
計

）
0

.0
%

H
3

0
3

5
人

（
累

計
）

0
人

（
累

計
）

0
.0

%

H
2

9
2

0
人

（
累

計
）

0
人

（
累

計
）

0
.0

%

H
2

8
1

0
人

（
累

計
）

0
人

（
累

計
）

0
.0

%

H
2

7
0

人
（

累
計

）
0

人
（

累
計

）
0

.0
%

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

空
き

地
情

報
登

録
制

度
で

の
移

住
・

定
住

者
数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

企
画

振
興

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

2
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
を

活
か

し
、

観
光

な
ど

で
「

人
と

人
」

の
出

会
い

の
機

会
を

つ
く

り
、

日
野

の
魅

力
を

伝
え

る
こ

と
で

交
流

か
ら

移
住

・
定

住
に

結
び

付
く

、
魅

力
あ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

出
会

い
と

発
見

で
人

の
流

れ
を

作
る

○
ま

ち
の

｢
た

か
ら

｣
で

あ
る

観
光

資
源

・
田

舎
体

験
等

の
多

様
な

交
流

を
通

じ
、

ま
ち

の
魅

力
と

住
民

の
誇

り
を

醸
成

す
る

こ
と

で
、

観
光

客
や

町
外

の
住

人
が

日
野

町
に

関
心

を
持

ち
、

住
民

と
の

交
流

に
よ

り
さ

ら
に

関
心

が
深

ま
り

、
将

来
の

移
住

に
つ

な
が

る
よ

う
な

情
報

発
信

や
事

業
の

拡
充

を
図

り
ま

す
。

〇
住

民
に

日
野

町
の

良
さ

を
伝

え
る

こ
と

で
、

日
野

町
に

生
ま

れ
て

よ
か

っ
た

、
住

ん
で

良
か

っ
た

と
思

え
る

地
域

へ
の

愛
着

を
芽

生
え

さ
せ

、
育

て
て

い
く

こ
と

に
よ

り
定

住
を

促
進

し
ま

す
。

○
移

住
希

望
者

の
視

点
に

立
ち

、
日

野
町

で
の

暮
ら

し
が

イ
メ

ー
ジ

で
き

、
移

住
を

後
押

し
で

き
る

よ
う

な
情

報
発

信
と

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
〇

遊
休

地
や

空
き

地
等

が
、

移
住

と
定

住
に

つ
な

が
る

よ
う

利
活

用
と

情
報

発
信

を
図

り
ま

す
。

9
施

策
空

き
地

等
を

活
用

し
た

定
住

促
進

・
町

内
に

お
け

る
空

き
地

等
を

利
活

用
し

、
土

地
所

有
者

と
利

用
希

望
者

を
つ

な
ぐ

こ
と

に
よ

り
、

移
住

と
定

住
を

促
進

し
ま

す
。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
4

人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
多

文
化

共
生

を
推

進
す

る
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
発

掘
と

育
成

、
確

保
の

た
め

、
国

際
親

善
協

会
で

在
住

外
国

人
の

交
流

・
相

談
の

機
会

づ
く

り
や

、
韓

国
語

講
座

、
英

会
話

教
室

な
ど

を
開

催
し

ま
し

た
。

・
日

野
町

に
在

住
さ

れ
る

外
国

人
が

増
加

す
る

な
か

、
日

野
町

で
安

心
し

て
暮

ら
し

て
い

け
る

ま
ち

づ
く

り
に

取
り

組
む

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

多
文

化
共

生
へ

の
理

解
を

深
め

る
た

め
の

講
演

会
を

開
催

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
配

信
も

行
い

ま
し

た
。

・
言

葉
や

心
の

壁
を

な
く

す
た

め
に

、
わ

か
り

や
す

い
日

本
語

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
具

体
的

な
手

法
を

学
ぶ

た
め

に
講

演
会

お
よ

び
相

談
会

を
実

施
し

ま
し

た
。

・
広

報
ひ

の
で

わ
か

り
す

い
日

本
語

の
掲

載
を

開
始

し
ま

し
た

。

③

・
引

き
続

き
語

学
教

室
を

開
催

し
、

住
民

の
中

に
多

文
化

共
生

理
解

の
裾

野
を

広
げ

る
取

り
組

み
を

進
め

ま
す

。
・

外
国

人
の

方
が

暮
ら

し
や

す
い

日
野

町
を

め
ざ

し
、

広
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
啓

発
に

努
め

ま
す

。
・

イ
ベ

ン
ト

の
機

会
を

利
用

し
、

地
元

外
国

人
と

の
交

流
の

機
会

づ
く

り
に

取
り

組
み

ま
す

。
・

コ
ロ

ナ
ワ

ク
チ

ン
接

種
に

つ
い

て
も

、
母

国
語

が
日

本
語

で
な

い
方

も
安

心
し

て
接

種
で

き
る

体
制

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
日

野
町

で
生

活
を

さ
れ

て
い

る
、

外
国

住
民

の
方

が
暮

ら
し

の
中

で
ど

の
よ

う
な

想
い

を
も

っ
て

お
ら

れ
る

の
か

、
ま

た
ど

の
よ

う
な

困
り

ご
と

を
抱

え
て

お
ら

れ
る

の
か

、
キ

ャ
ッ

チ
で

き
る

機
会

を
引

き
続

き
開

催
し

ま
す

。
・

日
野

町
で

暮
ら

し
て

よ
か

っ
た

と
思

え
る

よ
う

な
ま

ち
づ

く
り

を
目

指
し

、
全

て
の

住
民

に
向

け
て

の
啓

発
に

努
め

ま
す

。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
コ

ロ
ナ

禍
で

国
際

交
流

事
業

は
実

施
し

て
い

ま
せ

ん
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
就

労
の

関
係

で
在

住
さ

れ
て

い
る

外
国

人
の

方
が

増
加

し
て

い
る

な
か

、
日

本
語

教
室

等
の

実
施

へ
の

取
組

み
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
今

の
体

制
で

は
実

施
が

困
難

な
こ

と
か

ら
、

ま
ず

は
拠

点
づ

く
り

等
か

ら
始

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

を

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

外
国

住
民

の
方

の
ニ

ー
ズ

や
文

化
を

把
握

、
理

解
す

る
た

め
の

機
会

を
推

進
す

る
リ

ー
ダ

ー
の

発
掘

、
養

成
に

努
め

ま
す

。
・

わ
か

り
や

す
い

日
本

語
の

普
及

、
役

場
に

お
い

て
は

多
言

語
化

表
示

が
指

差
し

確
認

で
き

る
仕

組
み

を
取

り
入

れ
、

だ
れ

も
が

暮
ら

し
や

す
い

日
野

町
と

な
る

こ
と

が
、

外
国

人
の

み
な

さ
ん

に
選

ば
れ

る
町

と
な

る
こ

と
を

意
識

し
た

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

日
野

町
で

生
活

を
さ

れ
て

い
る

外
国

住
民

の
方

が
多

く
お

ら
れ

る
中

、
だ

れ
も

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

た
め

に
、

多
文

化
共

生
社

会
づ

く
り

の
た

め
の

行
政

内
部

の
体

制
づ

く
り

が
急

務
と

な
っ

て
い

ま
す

。
・

国
際

交
流

協
会

の
活

動
の

中
で

、
多

文
化

共
生

社
会

づ
く

り
の

事
業

に
も

取
り

組
ん

で
い

た
だ

い
て

い
ま

す
が

、
協

会
の

趣
旨

が
国

際
交

流
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
協

会
の

あ
り

方
に

つ
い

て
の

検
討

も
必

要
で

す
。

A

・
語

学
講

座
の

受
講

者
数

が
増

加
し

て
い

る
点

は
評

価
し

ま
す

。
語

学
講

座
か

ら
多

文
化

共
生

を
推

進
す

る
リ

ー
ダ

ー
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
・

発
掘

が
で

き
る

よ
う

に
講

座
の

工
夫

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
・

コ
ロ

ナ
禍

が
収

束
す

る
ま

で
、

対
面

で
の

国
際

交
流

事
業

は
難

し
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
交

流
も

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。
オ

ン
ラ

イ
ン

で
小

中
学

校
の

交
流

を
行

う
な

ど
時

代
の

変
化

を
見

こ
し

た
対

応
も

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。
・

在
住

外
国

人
へ

の
日

本
語

教
室

等
の

実
施

な
ど

課
題

認
識

を
具

体
的

な
施

策
に

つ
な

げ
て

く
だ

さ
い

。
国

際
親

善
協

会
の

あ
り

方
の

検
討

も
含

め
、

町
内

の
体

制
の

再
構

築
も

必
要

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

・
日

本
語

教
室

は
人

権
保

障
の

観
点

か
ら

も
早

急
に

着
手

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

教
室

を
町

民
み

ん
な

で
支

え
る

こ
と

で
住

民
と

在
住

外
国

人
と

の
つ

な
が

り
を

つ
く

る
な

ど
施

策
の

効
果

が
高

ま
る

工
夫

を
し

て
く

だ
さ

い
。

・
日

本
語

教
室

等
の

実
施

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

国
際

親
善

協
会

は
、

会
の

目
的

が
親

善
で

あ
る

た
め

、
実

施
体

制
の

整
備

の
検

討
が

必
要

で
す

。

R
2

1
7

0
人

（
累

計
）

1
7

5
人

（
累

計
）

1
0

0
.0

%

R
1

1
5

0
人

（
累

計
）

1
5

7
人

（
累

計
）

1
0

0
.0

%

H
3

0
1

2
0

人
（

累
計

）
1

3
4

人
（

累
計

）
1

0
0

.0
%

H
2

9
9

0
人

（
累

計
）

1
2

1
人

（
累

計
）

1
0

0
.0

%

H
2

8
6

0
人

（
累

計
）

8
8

人
（

累
計

）
1

0
0

.0
%

H
2

7
3

0
人

（
累

計
）

2
7

人
（

累
計

）
9

0
.0

%

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

語
学

講
座

の
受

講
者

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

企
画

振
興

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

2
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
を

活
か

し
、

観
光

な
ど

で
「

人
と

人
」

の
出

会
い

の
機

会
を

つ
く

り
、

日
野

の
魅

力
を

伝
え

る
こ

と
で

交
流

か
ら

移
住

・
定

住
に

結
び

付
く

、
魅

力
あ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

出
会

い
と

発
見

で
人

の
流

れ
を

作
る

○
ま

ち
の

｢
た

か
ら

｣
で

あ
る

観
光

資
源

・
田

舎
体

験
等

の
多

様
な

交
流

を
通

じ
、

ま
ち

の
魅

力
と

住
民

の
誇

り
を

醸
成

す
る

こ
と

で
、

観
光

客
や

町
外

の
住

人
が

日
野

町
に

関
心

を
持

ち
、

住
民

と
の

交
流

に
よ

り
さ

ら
に

関
心

が
深

ま
り

、
将

来
の

移
住

に
つ

な
が

る
よ

う
な

情
報

発
信

や
事

業
の

拡
充

を
図

り
ま

す
。

〇
住

民
に

日
野

町
の

良
さ

を
伝

え
る

こ
と

で
、

日
野

町
に

生
ま

れ
て

よ
か

っ
た

、
住

ん
で

良
か

っ
た

と
思

え
る

地
域

へ
の

愛
着

を
芽

生
え

さ
せ

、
育

て
て

い
く

こ
と

に
よ

り
定

住
を

促
進

し
ま

す
。

○
移

住
希

望
者

の
視

点
に

立
ち

、
日

野
町

で
の

暮
ら

し
が

イ
メ

ー
ジ

で
き

、
移

住
を

後
押

し
で

き
る

よ
う

な
情

報
発

信
と

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
〇

遊
休

地
や

空
き

地
等

が
、

移
住

と
定

住
に

つ
な

が
る

よ
う

利
活

用
と

情
報

発
信

を
図

り
ま

す
。

1
0

施
策

多
文

化
共

生
の

推
進

・
多

文
化

共
生

を
推

進
す

る
リ

ー
ダ

ー
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
発

掘
・

育
成

・
確

保
を

図
り

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
,2

6
9

人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
例

年
、

誰
も

が
気

軽
に

ス
ポ

ー
ツ

が
で

き
る

場
と

し
て

「
み

ん
な

の
ス

ポ
ー

ツ
広

場
」

を
開

催
し

て
き

ま
し

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

中
止

と
な

り
ま

し
た

。
・

コ
ロ

ナ
禍

の
中

、
住

民
の

運
動

啓
発

を
図

る
た

め
、

ス
ポ

ー
ツ

協
会

や
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
と

連
携

し
、

運
動

動
画

の
配

信
や

全
町

民
を

対
象

と
し

た
参

加
型

の
ス

ポ
ー

ツ
週

間
企

画
を

実
施

し
ま

し
た

。
③

・
町

民
の

体
力

の
向

上
、

健
康

増
進

を
図

る
だ

け
で

な
く

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
多

世
代

の
住

民
が

交
流

で
き

る
よ

う
、

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
む

機
会

の
提

供
や

情
報

発
信

、
地

域
へ

の
出

前
講

座
の

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
今

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

参
加

型
の

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

が
実

施
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

動
画

配
信

や
啓

発
事

業
な

ど
情

報
発

信
を

強
化

し
ま

し
た

。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
コ

ロ
ナ

禍
の

状
況

に
よ

り
、

公
民

館
や

自
治

会
へ

の
出

前
講

座
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

・
住

民
や

移
住

者
、

若
者

世
代

な
ど

、
よ

り
多

く
の

人
が

楽
し

み
、

交
流

で
き

る
よ

う
な

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
等

の
取

り
組

み
が

必
要

で
す

。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
コ

ロ
ナ

禍
の

状
況

に
よ

り
、

従
来

の
よ

う
な

多
く

の
人

を
集

め
た

事
業

の
実

施
が

困
難

で
す

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

ス
ポ

ー
ツ

を
通

し
て

、
住

民
同

士
が

交
流

し
新

た
な

つ
な

が
り

を
生

み
、

い
き

い
き

と
健

康
で

過
ご

せ
る

魅
力

あ
る

ま
ち

づ
く

り
を

目
指

し
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

者
が

固
定

化
し

て
い

る
傾

向
が

あ
り

ま
す

。
広

く
住

民
が

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
め

る
よ

う
、

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
啓

発
や

情
報

発
信

力
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

C

・
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

ス
ポ

ー
ツ

広
場

が
開

催
さ

れ
ま

せ
ん

で
し

た
の

で
、

K
P

Iが
0

%
と

な
り

、
⑥

検
証

結
果

は
B

→
C

と
ダ

ウ
ン

し
ま

し
た

が
、

い
た

し
か

た
な

い
と

考
え

ま
す

。
・

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
交

流
が

移
住

・
定

住
の

促
進

に
つ

な
が

る
の

か
、

効
果

に
つ

い
て

検
討

し
、

次
期

総
合

戦
略

に
お

い
て

は
、

施
策

と
し

て
盛

り
込

ま
な

い
こ

と
も

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。
・

社
会

体
育

と
し

て
の

取
り

組
み

を
移

住
・

定
住

に
つ

な
げ

る
の

は
困

難
で

あ
る

と
感

じ
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

町
民

の
交

流
を

図
り

、
他

の
地

域
と

も
つ

な
が

り
交

流
し

て
い

く
視

点
が

必
要

で
す

。

R
2

2
,0

0
0

人
0

人
0

.0
%

R
1

2
,0

0
0

人
1

,3
9

5
人

6
9

.8
%

H
3

0
1

,8
0

0
人

1
,3

6
2

人
7

5
.7

%

H
2

9
1

,6
0

0
人

1
,4

2
3

人
8

8
.9

%

H
2

8
1

,4
0

0
人

1
,7

2
4

人
1

0
0

.0
%

H
2

7
1

,2
6

9
人

1
,1

5
4

人
9

0
.9

%

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

み
ん

な
の

ス
ポ

ー
ツ

広
場

参
加

延
べ

人
数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

生
涯

学
習

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

2
ま

ち
の

「
た

か
ら

」
を

活
か

し
、

観
光

な
ど

で
「

人
と

人
」

の
出

会
い

の
機

会
を

つ
く

り
、

日
野

の
魅

力
を

伝
え

る
こ

と
で

交
流

か
ら

移
住

・
定

住
に

結
び

付
く

、
魅

力
あ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

出
会

い
と

発
見

で
人

の
流

れ
を

作
る

○
ま

ち
の

｢
た

か
ら

｣
で

あ
る

観
光

資
源

・
田

舎
体

験
等

の
多

様
な

交
流

を
通

じ
、

ま
ち

の
魅

力
と

住
民

の
誇

り
を

醸
成

す
る

こ
と

で
、

観
光

客
や

町
外

の
住

人
が

日
野

町
に

関
心

を
持

ち
、

住
民

と
の

交
流

に
よ

り
さ

ら
に

関
心

が
深

ま
り

、
将

来
の

移
住

に
つ

な
が

る
よ

う
な

情
報

発
信

や
事

業
の

拡
充

を
図

り
ま

す
。

〇
住

民
に

日
野

町
の

良
さ

を
伝

え
る

こ
と

で
、

日
野

町
に

生
ま

れ
て

よ
か

っ
た

、
住

ん
で

良
か

っ
た

と
思

え
る

地
域

へ
の

愛
着

を
芽

生
え

さ
せ

、
育

て
て

い
く

こ
と

に
よ

り
定

住
を

促
進

し
ま

す
。

○
移

住
希

望
者

の
視

点
に

立
ち

、
日

野
町

で
の

暮
ら

し
が

イ
メ

ー
ジ

で
き

、
移

住
を

後
押

し
で

き
る

よ
う

な
情

報
発

信
と

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
〇

遊
休

地
や

空
き

地
等

が
、

移
住

と
定

住
に

つ
な

が
る

よ
う

利
活

用
と

情
報

発
信

を
図

り
ま

す
。

1
1

施
策

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
交

流
の

促
進

・
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
や

各
種

事
業

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

と
拡

大
に

よ
り

、
さ

ま
ざ

ま
な

人
が

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
め

る
可

能
性

を
広

げ
、

参
加

者
の

拡
大

を
図

り
ま

す
。

52



日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
7

組

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
町

外
で

実
施

さ
れ

る
婚

活
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
、

ク
ラ

ブ
キ

ュ
ピ

ド
ン

会
員

に
Ｄ

Ｍ
を

送
付

す
る

と
と

も
に

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
お

よ
び

チ
ラ

シ
の

送
付

を
行

い
、

出
会

い
の

場
の

提
供

を
行

い
ま

し
た

。
・

近
江

八
幡

市
、

東
近

江
市

、
竜

王
町

と
連

携
し

、
独

身
男

女
を

対
象

と
し

た
講

習
会

と
婚

活
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

を
予

定
し

て
い

ま
し

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

に
よ

り
中

止
と

な
り

ま
し

た
。

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

地
域

の
婚

活
支

援
団

体
が

主
催

す
る

婚
活

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
・

県
・

他
市

町
と

結
婚

支
援

事
業

の
課

題
に

つ
い

て
情

報
共

有
を

行
い

、
課

題
解

消
に

向
け

て
検

討
を

進
め

ま
し

た
。

③

・
引

き
続

き
、

男
女

の
出

会
い

の
場

の
提

供
と

結
婚

に
向

け
た

支
援

に
取

り
組

み
ま

す
。

ま
た

、
独

身
男

女
の

新
た

な
出

会
い

に
つ

な
が

る
よ

う
、

他
団

体
や

他
市

町
と

の
連

携
に

取
り

組
み

ま
す

。
・

地
域

で
婚

活
支

援
を

行
う

こ
と

の
意

義
を

再
確

認
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

で
若

者
が

結
婚

し
定

住
に

つ
な

が
る

地
域

づ
く

り
の

機
運

を
醸

成
し

ま
す

。
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
対

応
し

た
婚

活
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

方
法

や
支

援
を

研
究

し
ま

す
。

・
ク

ラ
ブ

キ
ュ

ピ
ド

ン
制

度
や

地
域

で
実

施
さ

れ
る

婚
活

イ
ベ

ン
ト

へ
の

支
援

に
つ

い
て

は
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
広

報
ひ

の
を

通
じ

て
周

知
し

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
婚

活
イ

ベ
ン

ト
を

通
じ

て
、

地
域

の
つ

な
が

り
を

深
め

る
と

と
も

に
、

参
加

者
と

地
域

住
民

と
の

つ
な

が
り

を
創

出
す

る
た

め
、

地
域

団
体

だ
け

で
な

く
、

町
の

あ
ら

ゆ
る

団
体

や
組

織
と

連
携

し
た

ま
ち

全
体

で
の

婚
活

イ
ベ

ン
ト

実
施

に
係

る
手

法
の

研
究

・
検

討
を

進
め

ま
し

た
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
近

隣
市

町
と

連
携

し
た

広
域

的
な

婚
活

イ
ベ

ン
ト

に
つ

い
て

は
、

準
備

を
進

め
て

い
た

も
の

の
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
拡

大
に

よ
り

中
止

と
な

り
、

出
会

い
の

場
の

創
出

の
取

組
が

で
き

て
い

ま
せ

ん
。

・
地

域
の

婚
活

支
援

団
体

が
主

催
す

る
婚

活
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
も

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
中

止
と

な
っ

た
こ

と
か

ら
、

男
女

の
出

会
い

の
場

の
創

出
だ

け
で

な
く

、
地

域
の

人
と

こ
れ

か
ら

結
婚

す
る

若
者

と
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

機
会

の
提

供
が

で
き

て
い

ま
せ

ん
。

・
男

女
が

出
会

い
か

ら
結

婚
に

至
る

ま
で

の
課

題
や

支
援

に
つ

い
て

研
究

で
き

て
い

ま
せ

ん
。

・
ク

ラ
ブ

キ
ュ

ピ
ド

ン
会

員
同

士
が

結
婚

し
た

場
合

、
町

か
ら

結
婚

祝
品

を
進

呈
し

て
い

ま
す

が
、

実
績

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
出

会
い

の
場

を
提

供
す

る
こ

と
は

で
き

ま
す

が
、

カ
ッ

プ
ル

成
立

後
の

追
跡

調
査

や
結

婚
に

至
る

ま
で

の
支

援
は

困
難

な
状

況
で

す
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

地
域

が
主

体
と

な
っ

て
開

催
す

る
婚

活
支

援
事

業
に

対
し

て
支

援
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

地
域

で
の

婚
活

イ
ベ

ン
ト

は
、

地
域

の
つ

な
が

り
を

深
め

る
と

と
も

に
、

こ
れ

か
ら

結
婚

す
る

若
者

と
地

域
住

民
と

の
つ

な
が

り
を

深
め

、
町

へ
の

定
住

の
き

っ
か

け
に

つ
な

が
り

ま
す

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

婚
活

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
す

る
地

域
の

婚
活

支
援

団
体

に
対

す
る

町
か

ら
の

さ
ら

な
る

支
援

の
拡

充
を

検
討

し
ま

す
。

・
地

域
の

婚
活

支
援

団
体

が
自

ら
の

地
域

の
未

来
を

考
え

、
ま

ち
づ

く
り

の
一

環
と

し
て

、
よ

り
充

実
し

た
活

動
が

で
き

る
よ

う
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

活
動

に
つ

い
て

の
情

報
共

有
や

意
見

交
換

、
学

び
の

場
を

提
供

し
ま

す
。

・
県

内
の

結
婚

支
援

の
取

り
組

み
等

も
発

信
で

き
る

よ
う

に
、

情
報

発
信

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
《

今
後

の
課

題
》

・
婚

活
イ

ベ
ン

ト
で

出
会

っ
た

カ
ッ

プ
ル

が
結

婚
を

機
に

日
野

町
に

定
住

す
る

よ
う

な
魅

力
の

あ
る

ま
ち

づ
く

り
が

必
要

で
す

。
・

個
人

の
結

婚
観

が
多

様
化

す
る

中
、

ど
の

様
な

ア
プ

ロ
ー

チ
が

求
め

ら
れ

る
の

か
検

討
す

る
と

と
も

に
、

出
会

い
か

ら
結

婚
ま

で
に

必
要

な
支

援
や

課
題

を
明

確
に

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
町

か
ら

若
者

カ
ッ

プ
ル

へ
の

支
援

の
方

法
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

H
3

0
8

0
組

（
累

計
）

1
0

0
組

（
累

計
）

1
0

0
.0

%

R
2

1
3

0
組

（
累

計
）

1
2

0
組

（
累

計
）

9
2

.3
%

R
1

1
0

0
組

（
累

計
）

1
2

0
組

（
累

計
）

1
0

0
.0

%

H
2

9
6

0
組

（
累

計
）

8
8

組
（

累
計

）
1

0
0

.0
%

H
2

8
4

0
組

（
累

計
）

6
4

組
（

累
計

）
1

0
0

.0
%

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

H
2

7
2

0
組

（
累

計
）

1
9

組
（

累
計

）
9

5
.0

%

A

・
2

0
2

0
（

R
2

）
年

は
、

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
、

婚
活

イ
ベ

ン
ト

が
中

止
と

な
り

、
事

業
と

し
て

進
ん

だ
と

い
う

実
感

が
わ

き
に

く
い

年
だ

っ
た

と
思

い
ま

す
。

K
P

Iも
実

績
値

は
変

化
な

く
目

標
値

の
上

昇
に

よ
り

達
成

率
が

低
下

し
ま

し
た

。
そ

れ
で

も
検

証
結

果
は

A
と

な
り

ま
し

た
。

・
地

域
主

体
の

婚
活

イ
ベ

ン
ト

に
若

い
人

た
ち

の
結

婚
に

至
る

出
会

い
の

場
の

創
出

に
加

え
て

、
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
た

り
、

若
い

参
加

者
と

地
域

の
つ

な
が

り
を

つ
く

る
な

ど
の

場
と

し
て

も
意

識
し

た
り

と
、

手
法

の
研

究
等

を
行

っ
て

い
る

点
を

評
価

し
ま

す
。

・
出

会
い

の
場

を
婚

活
イ

ベ
ン

ト
だ

け
に

限
定

せ
ず

、
様

々
な

行
事

に
お

い
て

も
出

会
い

の
場

と
な

り
う

る
こ

と
を

考
え

て
、

行
事

の
ソ

フ
ト

な
工

夫
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
本

施
策

は
「

若
い

方
が

出
会

い
、

結
婚

し
、

日
野

に
定

住
す

る
」

と
い

う
プ

ロ
セ

ス
の

中
の

出
会

い
と

結
婚

の
部

分
ま

で
を

対
象

と
し

て
い

ま
す

。
全

体
の

プ
ロ

セ
ス

を
分

析
し

、
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
た

行
政

の
果

た
す

べ
き

役
割

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

行
政

施
策

の
効

果
と

し
て

結
婚

、
日

野
定

住
を

追
跡

す
る

工
夫

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
・

ク
ラ

ブ
キ

ュ
ピ

ド
ン

会
員

募
集

や
婚

活
事

業
等

の
効

果
的

な
周

知
が

課
題

で
す

。
情

報
を

求
め

て
い

る
人

に
情

報
が

伝
わ

る
よ

う
に

成
人

式
等

若
者

、
対

象
者

が
集

ま
る

よ
う

な
場

で
の

周
知

を
考

え
て

い
く

べ
き

で
す

。
・

婚
活

と
い

う
と

町
内

在
住

者
に

と
っ

て
は

特
に

参
加

す
る

ハ
ー

ド
ル

が
高

い
た

め
、

対
象

者
が

参
加

し
や

す
い

工
夫

を
し

て
の

事
業

実
施

を
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

・
他

自
治

体
に

お
い

て
は

、
様

々
な

企
業

か
ら

婚
活

事
業

の
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

参
加

し
た

者
同

士
が

事
業

実
施

の
準

備
を

通
じ

て
カ

ッ
プ

ル
と

な
り

結
婚

へ
と

つ
な

が
っ

た
事

例
が

あ
り

ま
す

。
婚

活
事

業
以

外
で

も
男

女
の

出
会

い
の

場
と

い
う

視
点

を
持

つ
こ

と
が

必
要

で
す

。

3
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

中
で

、
結

婚
か

ら
子

育
て

ま
で

、
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
い

、
若

い
世

代
が

出
産

や
子

育
て

に
希

望
を

も
て

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

結
婚

・
出

産
・

子
育

て
の

希
望

を
み

ん
な

で
支

え
て

か
な

え
る

○
結

婚
に

向
け

た
男

女
の

出
会

い
の

場
の

創
出

を
図

り
ま

す
。

○
出

産
に

向
け

て
の

負
担

の
軽

減
に

よ
り

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

等
、

現
状

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

や
子

育
て

に
係

る
負

担
の

軽
減

な
ど

を
通

じ
て

、
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

育
児

休
業

の
取

得
促

進
や

多
様

な
働

き
方

の
普

及
な

ど
を

通
じ

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
な

ど
を

図
り

ま
す

。

1
施

策
出

会
い

の
場

の
創

出

・
男

女
の

出
会

い
の

場
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
カ

ッ
プ

ル
に

な
る

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
を

開
催

し
、

独
身

男
女

の
結

婚
に

向
け

た
支

援
を

行
い

ま
す

。

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

カ
ッ

プ
ル

成
立

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

企
画

振
興

課
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
2

.7
回

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
全

て
の

妊
婦

に
対

し
て

妊
婦

健
診

の
費

用
助

成
を

行
な

い
ま

し
た

。
・

不
妊

治
療

を
受

け
て

い
る

夫
婦

に
対

し
て

治
療

費
の

一
部

助
成

を
行

な
い

ま
し

た
。

・
「

パ
パ

マ
マ

サ
ロ

ン
」

を
実

施
し

、
妊

婦
同

士
、

ま
た

は
そ

の
家

族
も

含
め

た
交

流
の

場
を

つ
く

り
ま

し
た

。
・

妊
娠

中
や

産
後

の
困

り
ご

と
に

つ
い

て
、

個
別

に
助

産
師

が
相

談
に

応
じ

る
「

妊
産

婦
相

談
」

を
実

施
し

ま
し

た
。

・
母

子
健

康
手

帳
交

付
時

に
、

出
産

後
の

サ
ポ

ー
ト

状
況

の
確

認
や

不
安

・
困

り
ご

と
等

を
お

聴
き

す
る

と
と

も
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
ま

し
た

。
・

コ
ロ

ナ
渦

で
の

相
談

対
応

と
し

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

妊
産

婦
相

談
の

実
施

を
試

み
ま

し
た

。
・

新
生

児
聴

覚
検

査
の

費
用

助
成

（
令

和
元

年
度

開
始

）
を

実
施

し
、

保
護

者
の

費
用

負
担

の
軽

減
を

図
り

ま
し

た
。

③

・
妊

婦
健

診
の

費
用

助
成

と
不

妊
治

療
に

か
か

る
治

療
費

の
一

部
助

成
を

行
い

ま
す

。
・

妊
娠

期
か

ら
出

産
後

に
か

け
て

、
地

域
と

の
つ

な
が

り
づ

く
り

が
で

き
る

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

・
母

子
健

康
手

帳
交

付
時

に
、

出
産

後
の

サ
ポ

ー
ト

状
況

の
確

認
や

不
安

・
困

り
ご

と
等

を
お

聴
き

す
る

と
と

も
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
ま

す
。

・
今

後
も

庁
内

関
係

課
や

外
部

の
関

係
機

関
と

連
携

を
と

り
、

子
育

て
に

対
す

る
不

安
が

少
し

で
も

少
な

く
な

る
よ

う
取

り
組

み
を

す
す

め
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
妊

婦
の

健
康

管
理

の
た

め
、

妊
婦

健
診

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

身
体

、
精

神
発

達
の

面
に

お
い

て
重

要
な

時
機

で
あ

る
乳

幼
児

期
に

、
保

健
師

等
に

よ
る

新
生

児
訪

問
や

乳
幼

児
健

診
を

実
施

し
、

母
子

へ
の

支
援

を
行

い
ま

し
た

。
・

健
や

か
な

妊
娠

期
間

を
過

ご
し

安
心

し
て

出
産

を
す

る
た

め
、

心
配

事
を

み
ん

な
で

話
し

た
り

、
ほ

っ
こ

り
と

し
た

時
間

を
過

ご
す

た
め

の
交

流
の

場
と

し
て

「
パ

パ
マ

マ
サ

ロ
ン

」
を

、
妊

娠
中

や
産

後
の

相
談

と
し

て
「

妊
産

婦
相

談
」

を
実

施
し

ま
し

た
。

コ
ロ

ナ
感

染
の

不
安

か
ら

教
室

や
来

所
相

談
に

参
加

し
づ

ら
い

方
に

向
け

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
相

談
の

機
会

を
試

行
的

に
設

け
ま

し
た

。
実

際
の

参
加

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
今

後
も

相
談

手
法

の
一

つ
と

し
て

検
討

し
て

い
き

ま
す

。
・

「
赤

ち
ゃ

ん
広

場
」

に
お

け
る

相
談

支
援

や
、

「
発

達
相

談
」

「
親

子
教

室
」

に
よ

り
、

子
ど

も
へ

の
か

か
わ

り
方

や
理

解
・

認
識

を
深

め
、

健
や

か
な

成
長

を
促

せ
る

よ
う

指
導

を
実

施
し

ま
し

た
。

・
子

育
て

支
援

や
虐

待
防

止
の

た
め

、
妊

娠
期

か
ら

の
家

庭
訪

問
や

関
係

課
と

の
相

談
・

会
議

を
実

施
し

ま
し

た
。

・
出

産
に

向
け

て
の

精
神

的
な

負
担

に
つ

い
て

は
、

妊
娠

届
時

の
ア

ン
ケ

ー
ト

か
ら

は
、

子
育

て
全

般
へ

の
不

安
（

育
児

方
法

、
仕

事
と

の
両

立
、

経
済

的
な

不
安

等
）

が
見

受
け

ら
れ

ま
す

。
・

地
域

と
の

つ
な

が
り

づ
く

り
と

し
て

、
妊

娠
届

時
や

乳
幼

児
健

診
で

地
域

の
民

生
委

員
・

主
任

児
童

員
さ

ん
の

紹
介

等
の

機
会

を
設

け
て

い
ま

す
。

ま
た

健
康

推
進

員
の

活
動

の
中

で
、

子
育

て
サ

ー
ク

ル
や

ぽ
け

っ
と

で
の

食
育

（
R

2
は

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

り
未

実
施

）
の

取
り

組
み

を
を

通
じ

て
、

つ
な

が
り

づ
く

り
も

で
き

る
と

よ
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
つ

な
が

り
の

持
ち

に
く

い
方

に
つ

い
て

は
、

乳
幼

児
健

診
や

相
談

の
機

会
を

と
ら

え
て

、
は

た
ら

き
か

け
を

継
続

し
て

い
き

ま
す

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

今
後

も
妊

産
婦

や
父

親
同

士
、

先
輩

マ
マ

と
の

交
流

や
仲

間
づ

く
り

が
で

き
る

場
を

提
供

し
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

子
育

て
を

応
援

し
て

く
れ

る
地

域
の

方
（

民
生

委
員

・
主

任
児

童
員

、
健

康
推

進
員

、
子

育
て

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
）

と
も

つ
な

が
れ

る
機

会
も

継
続

し
て

設
け

て
い

き
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

子
育

て
の

関
係

課
で

、
子

ど
も

の
成

長
に

お
け

る
地

域
と

の
つ

な
が

り
に

つ
い

て
、

話
し

合
っ

て
い

き
ま

す
。

A

・
実

際
の

参
加

は
な

か
っ

た
よ

う
で

す
が

、
コ

ロ
ナ

禍
対

応
で

オ
ン

ラ
イ

ン
相

談
の

機
会

を
試

行
的

に
設

定
し

た
こ

と
を

評
価

し
ま

す
。

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

相
談

等
多

様
な

や
り

方
を

工
夫

し
て

妊
婦

の
健

康
を

守
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
次

期
計

画
で

は
、

K
P

Iの
設

定
を

妊
婦

健
診

受
診

回
数

に
加

え
て

、
経

済
的

負
担

の
軽

減
、

経
済

的
支

援
の

延
べ

件
数

、
出

産
届

時
に

支
援

策
等

の
満

足
度

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

よ
る

満
足

度
等

を
設

定
し

て
く

だ
さ

い
。

・
④

に
お

い
て

妊
娠

届
時

ア
ン

ケ
ー

ト
で

、
妊

婦
の

不
安

を
把

握
し

て
お

り
、

そ
れ

へ
の

対
応

策
が

⑤
で

記
述

さ
れ

る
と

良
か

っ
た

で
す

。
現

状
ア

ン
ケ

ー
ト

で
把

握
し

た
課

題
と

対
応

が
う

ま
く

リ
ン

ク
し

て
い

る
で

し
ょ

う
か

？
地

域
の

民
生

委
員

、
児

童
委

員
、

健
康

推
進

員
等

と
の

つ
な

が
り

を
つ

く
る

こ
と

に
と

ど
ま

ら
ず

、
地

域
の

一
般

の
人

と
妊

婦
の

つ
な

が
り

を
つ

く
れ

る
よ

う
に

工
夫

を
し

て
く

だ
さ

い
。

・
経

済
的

負
担

の
軽

減
に

つ
い

て
も

、
健

診
や

不
妊

治
療

の
補

助
に

と
ど

ま
ら

な
い

取
組

み
も

工
夫

し
て

く
だ

さ
い

。
例

え
ば

保
育

園
の

バ
ザ

ー
等

で
古

着
の

リ
サ

イ
ク

ル
を

す
す

め
た

り
、

子
育

て
仲

間
を

増
や

せ
る

取
組

み
を

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。
そ

れ
が

行
え

る
団

体
育

成
等

も
必

要
と

な
り

ま
す

。
・

P
C

や
携

帯
電

話
を

使
っ

て
の

オ
ン

ラ
イ

ン
相

談
は

、
申

し
込

み
の

ハ
ー

ド
ル

が
高

く
、

小
さ

い
子

ど
も

が
お

ら
れ

る
と

難
し

い
場

合
も

あ
る

と
聞

き
ま

す
。

役
場

や
保

健
セ

ン
タ

ー
は

行
き

や
す

い
場

で
な

い
と

感
じ

て
い

る
方

も
お

ら
れ

、
相

談
に

行
く

こ
と

も
難

し
い

場
合

も
あ

り
ま

す
。

・
自

分
の

子
育

て
が

正
し

い
の

か
不

安
に

感
じ

て
お

ら
れ

る
場

合
は

多
く

、
サ

ポ
ー

ト
は

必
要

で
す

。
つ

ど
い

の
ひ

ろ
ば

「
ぽ

け
っ

と
」

や
サ

ロ
ン

等
に

保
健

師
等

が
出

向
き

相
談

を
受

け
る

よ
う

な
取

り
組

み
を

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。

R
2

1
4

.0
回

1
3

.4
回

9
5

.7
%

R
1

1
4

.0
回

1
3

.5
回

9
6

.1
%

H
3

0
1

3
.0

回
1

3
.5

回
1

0
0

.0
%

H
2

9
1

2
.9

回
1

2
.6

回
9

8
.0

%

H
2

8
1

2
.8

回
1

2
.8

回
1

0
0

.0
%

H
2

7
1

2
.8

回
1

2
.9

回
1

0
0

.0
%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

妊
婦

健
診

受
診

回
数

（
一

人
あ

た
り

）

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

福
祉

保
健

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

3
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

中
で

、
結

婚
か

ら
子

育
て

ま
で

、
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
い

、
若

い
世

代
が

出
産

や
子

育
て

に
希

望
を

も
て

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

結
婚

・
出

産
・

子
育

て
の

希
望

を
み

ん
な

で
支

え
て

か
な

え
る

○
結

婚
に

向
け

た
男

女
の

出
会

い
の

場
の

創
出

を
図

り
ま

す
。

○
出

産
に

向
け

て
の

負
担

の
軽

減
に

よ
り

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

等
、

現
状

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

や
子

育
て

に
係

る
負

担
の

軽
減

な
ど

を
通

じ
て

、
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

育
児

休
業

の
取

得
促

進
や

多
様

な
働

き
方

の
普

及
な

ど
を

通
じ

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
な

ど
を

図
り

ま
す

。

2
施

策
産

み
育

て
や

す
い

環
境

の
充

実

・
安

心
し

て
出

産
が

で
き

る
よ

う
に

、
妊

婦
の

健
康

の
充

実
と

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
図

り
ま

す
。

・
不

妊
治

療
を

受
け

て
い

る
夫

婦
に

対
し

て
治

療
費

の
一

部
を

補
助

す
る

こ
と

に
よ

り
経

済
的

支
援

を
行

い
ま

す
。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

9
8

%

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
す

べ
て

の
乳

幼
児

を
対

象
と

し
た

乳
幼

児
健

診
と

し
て

、
4

ヶ
月

、
1

0
か

月
、

1
歳

半
、

2
歳

半
、

3
歳

半
健

診
を

実
施

し
ま

し
た

。
時

間
的

な
制

約
は

あ
り

ま
す

が
、

個
別

相
談

の
中

で
、

で
き

る
だ

け
丁

寧
な

聞
き

取
り

や
適

切
な

指
導

が
行

え
る

よ
う

関
係

者
（

医
師

、
栄

養
士

、
歯

科
衛

生
士

、
心

理
士

、
看

護
師

、
保

健
師

）
と

連
携

し
実

施
し

ま
し

た
。

ま
た

、
主

任
児

童
委

員
や

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
、

子
育

て
支

援
に

関
す

る
情

報
提

供
を

実
施

し
ま

し
た

。
・

健
診

を
通

じ
て

発
見

さ
れ

た
相

談
事

項
に

つ
い

て
は

、
経

過
観

察
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
関

係
機

関
と

も
連

携
を

と
り

、
保

護
者

の
支

援
を

実
施

し
ま

し
た

。
・

赤
ち

ゃ
ん

広
場

で
は

、
保

護
者

の
交

流
及

び
子

育
て

の
相

談
支

援
に

加
え

、
栄

養
士

・
歯

科
衛

生
士

に
よ

る
ミ

ニ
講

座
を

実
施

し
、

望
ま

し
い

生
活

習
慣

の
啓

発
を

行
い

ま
し

た
。

③

・
引

き
続

き
、

乳
幼

児
健

診
等

の
機

会
を

通
じ

て
、

子
育

て
の

相
談

に
応

じ
る

こ
と

で
、

安
心

し
て

子
育

て
が

で
き

る
よ

う
支

援
し

て
い

き
ま

す
。

・
乳

幼
児

健
診

が
安

心
し

て
相

談
で

き
る

場
と

な
る

よ
う

、
情

報
共

有
や

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

行
い

、
き

め
細

や
か

な
対

応
に

努
め

ま
す

。
・

乳
幼

児
健

診
が

相
談

で
き

る
場

所
と

し
て

認
識

さ
れ

、
そ

の
こ

と
に

よ
り

保
健

セ
ン

タ
ー

自
体

が
安

心
し

て
何

で
も

相
談

で
き

る
場

と
な

る
よ

う
努

め
ま

す
。

・
「

パ
パ

マ
マ

サ
ロ

ン
」

を
「

赤
ち

ゃ
ん

広
場

」
開

催
日

に
合

わ
せ

て
実

施
し

、
妊

娠
期

か
ら

子
育

て
や

保
護

者
同

士
の

交
流

を
図

り
、

互
い

に
相

談
が

で
き

る
イ

メ
ー

ジ
が

持
て

る
よ

う
取

り
組

み
ま

す
。

ま
た

パ
パ

マ
マ

サ
ロ

ン
を

、
子

育
て

の
大

事
な

準
備

の
機

会
と

し
て

認
識

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
妊

娠
届

時
等

に
積

極
的

に
参

加
勧

奨
を

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
育

児
の

不
安

や
負

担
感

を
軽

減
す

る
た

め
に

、
パ

パ
マ

マ
サ

ロ
ン

や
赤

ち
ゃ

ん
広

場
、

親
子

教
室

で
の

相
談

支
援

を
実

施
し

ま
し

た
。

コ
ロ

ナ
感

染
症

予
防

の
た

め
、

通
常

実
施

し
て

い
る

保
護

者
同

士
で

の
交

流
の

機
会

は
十

分
に

は
設

け
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
少

人
数

で
参

加
し

て
も

ら
う

工
夫

を
し

、
広

場
や

教
室

は
継

続
し

て
実

施
し

ま
し

た
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
保

護
者

と
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

ど
の

よ
う

に
つ

く
っ

て
い

く
か

、
さ

ま
ざ

ま
な

関
係

者
で

協
議

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
特

に
あ

り
ま

せ
ん

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

保
護

者
が

、
子

育
て

の
不

安
や

困
っ

た
こ

と
が

あ
っ

た
時

に
家

庭
で

抱
え

込
ま

ず
に

相
談

で
き

る
よ

う
に

、
機

会
を

と
ら

え
た

関
係

づ
く

り
を

す
す

め
て

い
き

ま
す

。
ま

た
保

護
者

同
士

、
先

輩
パ

パ
マ

マ
と

の
つ

な
が

り
を

つ
く

る
機

会
と

な
る

よ
う

各
保

健
事

業
の

中
で

継
続

し
て

取
り

組
み

ま
す

。

《
今

後
の

課
題

》
・

保
護

者
と

地
域

の
つ

な
が

り
を

ど
の

よ
う

に
つ

く
っ

て
い

く
か

、
必

要
な

支
援

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

か
に

つ
い

て
、

子
育

て
支

援
チ

ー
ム

会
議

等
に

お
い

て
、

引
き

続
き

協
議

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

A

・
本

施
策

は
出

産
後

の
母

子
の

サ
ポ

ー
ト

（
健

康
を

守
る

サ
ポ

ー
ト

）
が

中
心

で
あ

り
、

そ
の

入
口

と
し

て
乳

幼
児

健
診

を
位

置
付

け
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

健
診

に
来

た
母

子
へ

の
マ

ク
ロ

な
対

応
に

加
え

て
未

受
診

母
子

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
も

す
す

め
て

く
だ

さ
い

。
・

保
護

者
同

士
の

つ
な

が
り

、
先

輩
パ

パ
マ

マ
と

の
つ

な
が

り
、

地
域

と
の

つ
な

が
り

等
、

多
様

な
チ

ャ
ン

ネ
ル

で
つ

な
が

り
、

母
子

へ
の

サ
ポ

ー
ト

が
多

様
に

行
わ

れ
る

よ
う

に
工

夫
と

検
討

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
・

基
本

目
標

・
方

向
性

を
ふ

ま
え

「
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
切

れ
目

な
い

支
援

」
「

子
育

て
に

係
る

負
担

軽
減

」
を

制
度

や
助

成
金

だ
け

で
と

ら
え

る
こ

と
な

く
、

社
会

の
な

か
の

つ
な

が
り

や
保

育
園

バ
ザ

ー
に

よ
る

古
着

リ
サ

イ
ク

ル
等

も
含

め
た

幅
広

い
「

支
援

」
と

な
る

も
の

も
考

え
る

と
子

育
て

環
境

の
充

実
す

る
対

象
が

ぐ
っ

と
広

が
る

と
思

い
ま

す
。

公
共

部
門

だ
け

で
対

応
す

る
の

で
は

な
く

、
社

会
・

地
域

社
会

の
中

で
「

支
援

」
が

な
さ

れ
る

よ
う

に
団

体
育

成
等

幅
広

い
取

組
み

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

・
次

期
計

画
で

は
K

P
Iに

母
子

サ
ポ

ー
ト

に
な

っ
て

い
る

公
共

・
民

間
、

地
域

の
取

組
み

の
数

等
も

取
り

上
げ

て
も

良
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

民
間

・
地

域
社

会
で

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

町
役

場
が

情
報

収
集

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
・

乳
幼

児
健

診
を

受
診

さ
れ

な
い

理
由

は
、

忙
し

く
て

行
け

な
い

場
合

や
受

診
に

よ
り

発
達

の
評

価
を

さ
れ

る
こ

と
へ

の
抵

抗
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

児
の

健
全

な
発

達
の

た
め

、
親

の
サ

ポ
ー

ト
、

支
援

が
必

要
で

す
。

・
乳

幼
児

の
発

達
面

や
家

庭
状

況
が

早
く

見
え

て
く

る
と

早
期

対
応

が
で

き
、

様
々

な
支

援
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

力
を

入
れ

て
対

応
す

べ
き

で
す

。

R
2

1
0

0
.0

%
9

7
.5

%
9

7
.5

%

R
1

1
0

0
.0

%
9

8
.3

%
9

8
.3

%

H
3

0
9

9
.0

%
9

8
.5

%
9

9
.5

%

H
2

9
9

8
.0

%
9

8
.7

%
1

0
0

.0
%

H
2

8
9

8
.0

%
9

7
.8

%
9

9
.8

%

H
2

7
9

8
.0

%
9

7
.5

%
9

9
.5

%

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

乳
幼

児
健

診
受

診
率

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

福
祉

保
健

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

3
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

中
で

、
結

婚
か

ら
子

育
て

ま
で

、
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
い

、
若

い
世

代
が

出
産

や
子

育
て

に
希

望
を

も
て

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

結
婚

・
出

産
・

子
育

て
の

希
望

を
み

ん
な

で
支

え
て

か
な

え
る

○
結

婚
に

向
け

た
男

女
の

出
会

い
の

場
の

創
出

を
図

り
ま

す
。

○
出

産
に

向
け

て
の

負
担

の
軽

減
に

よ
り

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

等
、

現
状

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

や
子

育
て

に
係

る
負

担
の

軽
減

な
ど

を
通

じ
て

、
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

育
児

休
業

の
取

得
促

進
や

多
様

な
働

き
方

の
普

及
な

ど
を

通
じ

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
な

ど
を

図
り

ま
す

。

3
施

策
乳

幼
児

健
診

に
お

け
る

保
健

指
導

の
充

実

・
乳

幼
児

健
診

の
受

診
を

通
じ

て
、

出
産

後
の

母
子

の
サ

ポ
ー

ト
を

図
り

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
4

人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
必

佐
幼

稚
園

で
預

か
り

事
業

を
実

施
し

待
機

児
童

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

・
園

周
辺

の
散

歩
を

実
施

し
、

地
域

の
方

々
と

の
交

流
に

努
め

ま
し

た
。

ま
た

、
地

域
の

高
齢

者
に

短
時

間
の

保
育

補
助

を
お

願
い

し
て

い
ま

す
。

・
出

産
後

の
育

児
休

業
中

に
つ

い
て

、
年

度
中

復
帰

の
場

合
は

、
上

の
子

ど
も

に
つ

い
て

は
引

き
続

き
園

で
預

か
る

こ
と

で
、

保
護

者
が

安
心

し
て

育
休

を
取

得
し

子
育

て
出

来
る

よ
う

体
制

を
整

備
し

ま
し

た
。

③

・
幼

児
教

育
・

保
育

の
無

償
化

に
伴

な
い

増
加

す
る

保
育

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

、
町

内
全

て
の

幼
児

教
育

・
保

育
施

設
を

視
野

に
入

れ
見

直
し

を
行

い
待

機
児

童
を

出
さ

な
い

取
り

組
み

に
努

め
ま

す

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
保

育
士

の
質

の
向

上
に

努
め

、
保

育
内

容
の

充
実

を
図

っ
て

い
ま

す
。

・
多

様
な

子
育

て
支

援
事

業
を

実
施

し
、

子
育

て
で

孤
立

さ
れ

る
方

が
な

い
よ

う
努

め
て

い
ま

す
。

・
幼

児
教

育
・

保
育

施
設

の
見

直
し

に
つ

い
て

庁
内

検
討

委
員

会
で

協
議

を
進

め
て

い
ま

す
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
特

に
あ

り
ま

せ
ん

。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
子

育
て

サ
ポ

ー
タ

ー
の

確
保

に
苦

慮
し

て
い

ま
す

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

地
域

に
開

か
れ

た
保

育
所

と
し

て
多

様
な

保
育

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
で

き
る

よ
う

、
機

能
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

各
施

設
と

も
に

老
朽

化
し

て
き

て
お

り
保

育
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

施
設

整
備

・
改

修
が

必
要

で
す

。
・

待
機

児
童

の
解

消
を

進
め

る
に

お
い

て
保

育
士

不
足

が
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。
小

規
模

園
が

多
い

こ
と

も
保

育
士

不
足

の
一

因
と

な
っ

て
い

ま
す

。
・

幼
児

教
育

・
保

育
無

償
化

が
実

施
さ

れ
、

保
育

園
へ

の
申

込
み

が
増

え
て

お
り

、
令

和
３

年
度

以
降

、
更

な
る

待
機

児
童

へ
の

取
り

組
み

が
必

要
で

す
。

・
保

育
士

か
ら

保
護

者
に

対
し

声
掛

け
を

行
う

等
、

保
育

・
子

育
て

に
関

す
る

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

必
要

な
場

合
は

教
育

セ
ン

タ
ー

と
連

携
す

る
等

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
支

援
の

実
施

に
努

め
ま

す
。

・
子

育
て

サ
ポ

ー
タ

ー
の

確
保

お
よ

び
人

材
育

成
に

向
け

て
、

研
修

会
等

の
実

施
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

A

・
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

深
め

る
た

め
に

も
、

園
周

辺
の

散
歩

は
良

い
取

組
み

だ
と

評
価

し
ま

す
。

・
施

策
が

保
育

所
の

整
備

、
K

P
Iが

待
機

児
童

と
い

う
こ

と
も

あ
り

、
公

共
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

供
給

体
制

に
力

点
の

あ
る

内
部

評
価

と
な

っ
て

い
ま

す
。

・
④

⑤
は

基
本

目
標

・
方

向
性

を
踏

ま
え

て
の

内
部

検
証

を
求

め
て

い
ま

す
の

で
「

地
域

の
つ

な
が

り
」

「
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
」

と
い

っ
た

視
点

か
ら

④
「

現
状

を
評

価
」

⑤
「

今
後

の
取

り
組

み
」

を
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

例
え

ば
待

機
児

童
へ

の
「

切
れ

目
な

い
支

援
」

を
工

夫
す

る
と

い
っ

た
こ

と
に

な
り

ま
す

。
・

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

の
確

保
・

育
成

の
道

筋
を

つ
け

る
と

と
も

に
基

本
目

標
③

全
体

の
中

で
の

位
置

づ
け

等
も

必
要

で
す

。
・

K
P

Iも
待

機
児

童
数

だ
け

で
な

く
、

他
の

指
標

も
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

・
外

国
語

を
母

語
と

す
る

親
子

へ
の

支
援

に
つ

い
て

は
、

就
学

後
に

日
本

語
で

の
授

業
に

つ
い

て
い

け
な

く
な

る
こ

と
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

未
就

学
の

早
い

時
期

か
ら

保
育

所
等

で
親

と
つ

な
が

り
、

親
も

含
め

た
支

援
や

サ
ポ

ー
ト

を
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
・

外
国

語
を

母
語

と
す

る
児

へ
の

言
語

支
援

に
つ

い
て

は
、

今
後

は
日

本
語

教
育

だ
け

で
は

な
く

、
児

の
母

語
を

学
ぶ

権
利

を
ど

う
保

障
す

る
の

か
と

い
う

視
点

も
必

要
に

な
っ

て
き

ま
す

。

R
2

5
人

2
人

1
0

0
.0

%

R
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H
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人
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人
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0

.0
%

H
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7
1

3
人

1
5

人
8

4
.6

%

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

待
機

児
童

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

子
ど

も
支

援
課

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

3
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

中
で

、
結

婚
か

ら
子

育
て

ま
で

、
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
い

、
若

い
世

代
が

出
産

や
子

育
て

に
希

望
を

も
て

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

結
婚

・
出

産
・

子
育

て
の

希
望

を
み

ん
な

で
支

え
て

か
な

え
る

○
結

婚
に

向
け

た
男

女
の

出
会

い
の

場
の

創
出

を
図

り
ま

す
。

○
出

産
に

向
け

て
の

負
担

の
軽

減
に

よ
り

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

等
、

現
状

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

や
子

育
て

に
係

る
負

担
の

軽
減

な
ど

を
通

じ
て

、
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

育
児

休
業

の
取

得
促

進
や

多
様

な
働

き
方

の
普

及
な

ど
を

通
じ

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
な

ど
を

図
り

ま
す

。

4
施

策
保

育
所

の
整

備

・
子

育
て

環
境

の
向

上
を

図
る

た
め

、
保

育
所

の
整

備
を

図
り

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

9
,3

7
3

人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
地

域
の

子
育

て
支

援
情

報
の

収
集

、
提

供
に

努
め

、
子

育
て

全
般

に
関

す
る

専
門

的
な

支
援

を
行

う
拠

点
（

日
野

町
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

、
つ

ど
い

の
ひ

ろ
ば

ぽ
け

っ
と

）
と

し
て

機
能

し
て

い
ま

す
。

・
ぽ

け
っ

と
が

移
転

し
た

こ
と

に
よ

り
新

し
い

参
加

者
が

生
ま

れ
交

流
が

ひ
ろ

が
っ

て
い

ま
す

。
・

各
公

民
館

で
活

動
さ

れ
て

い
る

子
育

て
サ

ー
ク

ル
（

子
育

て
サ

ロ
ン

）
へ

の
支

援
と

情
報

提
供

に
努

め
て

い
ま

す
。

③

・
子

育
て

支
援

情
報

の
収

集
、

提
供

に
努

め
、

子
育

て
全

般
に

関
す

る
専

門
的

な
支

援
を

行
う

拠
点

（
日

野
町

地
域

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
、

つ
ど

い
の

ひ
ろ

ば
ぽ

け
っ

と
）

と
し

て
機

能
す

る
と

と
も

に
既

存
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
子

育
て

支
援

活
動

を
行

う
団

体
等

と
連

携
し

な
が

ら
地

域
支

援
活

動
を

展
開

し
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

実
施

し
て

い
る

こ
と

》
・

子
育

て
世

帯
の

相
談

を
受

け
、

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
支

援
と

な
る

よ
う

支
援

機
関

に
繋

げ
て

い
ま

す
。

・
ぽ

け
っ

と
で

は
、

事
業

を
入

れ
な

い
日

を
設

け
、

孤
立

し
が

ち
な

方
の

た
め

少
人

数
で

利
用

で
き

る
日

を
設

定
し

て
い

ま
す

。
・

孤
独

感
・

孤
立

感
を

持
つ

親
に

声
を

掛
け

る
た

め
、

他
機

関
と

の
連

携
に

努
め

て
い

ま
す

。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

各
種

イ
ベ

ン
ト

を
取

り
や

め
る

こ
と

と
な

っ
た

。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
孤

独
感

、
不

安
感

を
持

つ
親

子
へ

の
支

援
が

困
難

で
す

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

日
野

町
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

、
つ

ど
い

の
ひ

ろ
ば

ぽ
け

っ
と

を
拠

点
と

し
た

子
育

て
支

援
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

・
各

公
民

館
で

の
サ

ー
ク

ル
活

動
の

充
実

を
図

り
誰

も
が

気
軽

に
集

え
る

場
の

確
保

に
努

め
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

各
公

民
館

で
の

サ
ー

ク
ル

活
動

に
つ

い
て

運
営

に
負

担
感

を
感

じ
て

い
る

方
が

多
い

で
す

。
・

在
宅

で
子

育
て

を
し

て
い

る
方

へ
の

情
報

発
進

の
充

実
が

必
要

で
す

。

B

・
2

0
2

0
（

R
2

）
年

は
、

コ
ロ

ナ
禍

で
各

種
イ

ベ
ン

ト
が

取
り

や
め

と
な

り
、

K
P

Iの
施

設
利

用
者

数
が

減
少

し
ま

し
た

の
で

、
数

量
的

検
証

の
数

値
が

下
が

り
ま

し
た

。
そ

の
影

響
も

あ
り

、
⑥

検
証

結
果

も
A

か
ら

B
へ

と
下

が
り

ま
し

た
。

・
子

育
て

サ
ー

ク
ル

の
維

持
や

公
民

館
で

の
サ

ー
ク

ル
活

動
の

運
営

に
負

担
感

を
感

じ
て

い
る

人
が

増
え

て
い

る
よ

う
な

の
で

、
そ

の
原

因
を

探
り

、
支

援
者

の
育

成
に

努
め

る
と

と
も

に
負

担
感

の
軽

減
を

図
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
④

⑤
に

お
い

て
、

基
本

目
標

・
方

向
性

を
踏

ま
え

て
「

地
域

の
つ

な
が

り
」

「
切

れ
目

の
な

い
支

援
」

の
視

点
か

ら
検

証
を

行
い

、
「

切
れ

目
」

は
ど

こ
か

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
も

必
要

で
す

。
そ

の
点

④
に

お
い

て
の

「
困

難
な

こ
と

」
と

し
て

「
切

れ
目

」
を

提
示

し
て

あ
り

、
そ

の
た

め
の

取
組

み
を

⑤
で

展
開

さ
れ

る
と

良
い

で
し

ょ
う

。
「

切
れ

目
」

を
明

確
に

す
る

と
そ

の
切

れ
目

へ
の

支
援

を
す

る
団

体
の

育
成

、
人

材
育

成
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
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H
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0
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5
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人
1

0
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%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

地
域

子
育

て
支

援
拠

点
の

利
用

者
数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

子
ど

も
支

援
課

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

3
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

中
で

、
結

婚
か

ら
子

育
て

ま
で

、
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
い

、
若

い
世

代
が

出
産

や
子

育
て

に
希

望
を

も
て

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

結
婚

・
出

産
・

子
育

て
の

希
望

を
み

ん
な

で
支

え
て

か
な

え
る

○
結

婚
に

向
け

た
男

女
の

出
会

い
の

場
の

創
出

を
図

り
ま

す
。

○
出

産
に

向
け

て
の

負
担

の
軽

減
に

よ
り

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

等
、

現
状

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

や
子

育
て

に
係

る
負

担
の

軽
減

な
ど

を
通

じ
て

、
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

育
児

休
業

の
取

得
促

進
や

多
様

な
働

き
方

の
普

及
な

ど
を

通
じ

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
な

ど
を

図
り

ま
す

。

5
施

策
子

育
て

期
間

中
の

保
護

者
の

交
流

促
進

・
気

軽
に

親
子

が
集

え
る

場
の

提
供

や
支

援
者

の
育

成
に

努
め

、
保

護
者

お
よ

び
子

育
て

サ
ロ

ン
間

の
密

接
な

情
報

交
換

を
図

り
ま

す
。
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し
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ひ
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合
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略
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策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

0
人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
学

童
保

育
所

や
フ

ァ
ミ

サ
ポ

、
子

育
て

グ
ル

ー
プ

等
多

様
な

機
会

を
通

じ
て

支
援

員
養

成
研

修
の

周
知

を
行

い
ま

し
た

。
・

各
公

民
館

で
の

子
育

て
サ

ロ
ン

は
民

生
委

員
を

中
心

に
シ

ル
バ

ー
世

代
の

支
援

も
多

く
頂

い
て

い
ま

す
。

そ
の

方
々

や
保

育
士

・
幼

稚
園

教
諭

の
退

職
者

、
ま

た
フ

ァ
ミ

サ
ポ

を
通

じ
て

支
援

員
を

募
集

す
る

こ
と

で
幅

広
い

年
代

か
ら

の
確

保
を

目
指

し
ま

し
た

。
③

・
町

の
子

育
て

支
援

に
と

っ
て

、
支

援
員

の
皆

さ
ん

は
、

と
て

も
重

要
な

存
在

で
あ

り
人

員
の

確
保

は
喫

緊
の

課
題

で
す

。
子

育
て

に
関

す
る

多
く

の
事

業
で

必
要

で
あ

り
あ

ら
ゆ

る
機

会
を

通
じ

て
確

保
に

努
め

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

実
施

し
て

い
る

こ
と

》
・

滋
賀

県
が

実
施

し
て

い
る

各
種

研
修

に
参

加
し

、
知

識
を

習
得

し
ま

す
。

・
子

育
て

支
援

員
の

確
保

を
通

じ
て

子
育

て
の

負
担

の
軽

減
や

支
援

の
充

実
に

に
つ

な
げ

ら
れ

る
よ

う
進

め
て

い
ま

す
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
充

実
し

た
研

修
の

実
施

が
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

支
援

員
養

成
研

修
の

情
報

を
広

く
周

知
し

、
支

援
員

確
保

に
努

め
ま

す
。

・
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

確
保

す
る

な
か

で
、

困
難

家
庭

の
把

握
に

努
め

支
援

に
つ

な
げ

ま
す

。
・

支
援

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努

め
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

研
修

を
受

け
て

習
得

し
た

知
識

・
技

能
を

地
域

子
育

て
支

援
に

つ
な

が
る

よ
う

進
め

ま
す

。

B

・
子

育
て

支
援

員
が

昨
年

1
5

人
か

ら
6

人
へ

と
減

少
し

た
た

め
、

K
P

Iの
達

成
度

が
低

下
、

⑥
の

評
価

も
A

→
B

と
下

が
り

ま
し

た
。

支
援

員
減

少
の

理
由

を
②

で
明

確
に

述
べ

る
べ

き
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
・

支
援

員
の

確
保

・
養

成
の

実
効

性
が

見
え

ま
せ

ん
。

支
援

員
確

保
の

方
法

に
つ

い
て

、
確

立
し

た
も

の
が

な
く

、
研

修
の

周
知

だ
け

し
て

い
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？
・

支
援

員
の

必
要

数
、

緊
急

度
を

明
ら

か
に

し
て

、
計

画
的

な
養

成
・

確
保

に
努

め
て

く
だ

さ
い

。
・

高
齢

者
の

お
手

伝
い

も
支

援
員

の
補

助
等

、
多

様
な

支
援

の
担

い
手

を
育

て
、

確
保

す
る

視
点

で
運

用
上

の
工

夫
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
施

策
が

「
子

育
て

支
援

員
の

確
保

」
な

の
で

、
支

援
員

に
つ

い
て

内
部

検
証

す
る

と
良

い
の

で
す

が
、

④
⑤

に
お

い
て

は
基

本
目

標
・

方
向

性
を

踏
ま

え
て

「
子

育
て

に
係

る
負

担
の

軽
減

」
を

実
現

す
る

補
助

的
な

支
援

の
担

い
手

に
つ

い
て

も
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

支
援

員
だ

け
で

な
く

他
の

支
援

の
あ

り
方

（
可

能
性

）
も

あ
る

で
し

ょ
う

。
・

子
育

て
支

援
員

の
人

数
が

大
幅

に
減

と
な

り
ま

し
た

。
減

っ
た

理
由

を
情

報
収

集
、

調
査

、
分

析
し

対
応

策
を

考
え

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

R
2

1
8

人
6

人
3

3
.3

%

R
1

1
5

人
1

5
人

1
0

0
.0

%

H
3

0
1

4
人

1
4

人
1

0
0

.0
%

H
2

9
1

3
人

1
2

人
9

2
.3

%

H
2

8
1

2
人

9
人

7
5

.0
%

H
2

7
6

人
6

人
1

0
0

.0
%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

子
育

て
支

援
員

の
人

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

子
ど

も
支

援
課

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

3
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

中
で

、
結

婚
か

ら
子

育
て

ま
で

、
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
い

、
若

い
世

代
が

出
産

や
子

育
て

に
希

望
を

も
て

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

結
婚

・
出

産
・

子
育

て
の

希
望

を
み

ん
な

で
支

え
て

か
な

え
る

○
結

婚
に

向
け

た
男

女
の

出
会

い
の

場
の

創
出

を
図

り
ま

す
。

○
出

産
に

向
け

て
の

負
担

の
軽

減
に

よ
り

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

等
、

現
状

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

や
子

育
て

に
係

る
負

担
の

軽
減

な
ど

を
通

じ
て

、
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

育
児

休
業

の
取

得
促

進
や

多
様

な
働

き
方

の
普

及
な

ど
を

通
じ

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
な

ど
を

図
り

ま
す

。

6
施

策
子

育
て

支
援

員
の

確
保

・
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

新
制

度
に

基
づ

く
子

育
て

支
援

員
研

修
を

開
催

し
、

支
援

の
担

い
手

と
な

る
子

育
て

支
援

員
の

養
成

を
図

り
ま

す
。
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略
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検
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シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

0
ヶ

所
0

人
0

人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
令

和
２

年
度

、
提

供
登

録
会

員
数

が
６

３
名

と
子

育
て

の
協

力
を

い
た

だ
け

る
会

員
【

協
力

会
員

】
が

５
名

増
え

ま
し

た
。

ま
た

、
依

頼
登

録
会

員
が

２
０

３
名

と
子

育
て

の
応

援
を

し
て

ほ
し

い
会

員
【

依
頼

会
員

】
も

増
加

し
て

い
ま

す
。

な
お

、
協

力
会

員
と

依
頼

会
員

の
両

方
に

登
録

し
て

い
る

両
方

会
員

が
３

５
名

と
な

り
依

頼
と

協
力

の
サ

イ
ク

ル
が

生
ま

れ
て

い
ま

す
。

③

・
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

を
地

域
の

子
育

て
の

拠
点

と
し

て
、

地
域

の
皆

さ
ん

が
集

え
る

場
と

な
る

よ
う

進
め

ま
す

。
・

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
に

集
ま

る
子

育
て

に
関

す
る

情
報

を
活

か
し

他
の

子
育

て
支

援
施

設
団

体
と

の
情

報
共

有
を

進
め

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

、
子

育
て

世
代

で
の

認
知

は
広

が
っ

て
い

ま
す

が
、

子
育

て
が

一
段

落
つ

い
た

世
代

へ
の

認
知

は
浸

透
し

て
い

な
い

た
め

、
よ

り
多

く
の

協
力

会
員

の
確

保
を

行
う

た
め

広
報

に
努

め
て

い
ま

す
。

・
会

員
が

増
え

る
こ

と
で

地
域

の
つ

な
が

り
が

生
ま

れ
て

い
ま

す
。

地
域

の
つ

な
が

り
が

子
育

て
支

援
へ

の
協

力
関

係
に

関
わ

れ
る

よ
う

努
め

ま
す

。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
協

力
会

員
の

協
力

内
容

が
保

育
園

の
送

迎
な

ど
、

単
純

な
内

容
が

多
く

、
預

か
り

業
務

等
が

少
な

い
状

況
で

す
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

子
育

て
が

一
段

落
つ

い
た

世
代

へ
の

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
活

動
の

周
知

や
活

動
の

拡
充

を
図

る
こ

と
で

、
有

償
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
や

子
育

て
支

援
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

・
協

力
会

員
や

依
頼

会
員

が
増

え
る

こ
と

で
子

育
て

支
援

の
充

実
に

努
め

ま
す

。

《
今

後
の

課
題

》
・

今
後

ま
す

ま
す

多
様

化
す

る
と

思
わ

れ
る

依
頼

会
員

か
ら

の
要

望
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
、

協
力

会
員

の
充

実
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

・
外

国
籍

の
子

ど
も

の
増

に
よ

り
、

依
頼

会
員

と
協

力
会

員
の

言
葉

の
壁

を
取

り
除

け
る

よ
う

、
協

力
会

員
に

お
い

て
も

外
国

籍
の

方
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

B

・
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

は
利

用
も

拡
大

し
、

運
営

も
軌

道
に

乗
っ

た
と

評
価

し
ま

す
。

昨
年

の
外

部
検

証
コ

メ
ン

ト
を

参
考

に
し

な
が

ら
本

施
策

の
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

の
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。
・

依
頼

会
員

が
協

力
会

員
に

支
援

を
依

頼
す

る
場

合
、

ひ
と

り
親

家
庭

へ
の

利
用

料
金

減
免

制
度

が
あ

り
ま

す
が

、
料

金
が

必
要

で
す

。
日

本
語

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
困

難
な

両
親

の
依

頼
会

員
へ

の
登

録
は

あ
り

ま
す

が
、

課
題

も
多

い
と

感
じ

ま
す

。
・

制
度

が
あ

っ
て

も
言

語
や

経
済

的
な

理
由

で
制

度
を

利
用

で
き

な
い

ケ
ー

ス
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
、

制
度

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

と
共

に
制

度
を

利
用

し
や

す
く

す
る

こ
と

が
必

要
で

す
。
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6
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人
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0

0
.0

%
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0
0

R
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ヶ
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ヶ
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所

1
0

0
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%
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1
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5
人
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%
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0
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3

0
人
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人
1
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6
0

H
2

9
1

ヶ
所

1
ヶ

所
1

0
0

.0
%

人
6

0
人

H
2

8
1

ヶ
所

1
ヶ

所
1

0
0

.0
%

人
9

4
人

1
0

0
.0

%
2

5
人

2
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人
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0
0

.0
%

5
40

人
H
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0
ヶ

所
0

ヶ
所

0
.0

%
0

人

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
の

整
備

数
提

供
登

録
会

員
数

依
頼

登
録

会
員

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

子
ど

も
支

援
課

子
ど

も
支

援
課

子
ど

も
支

援
課

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

3
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

中
で

、
結

婚
か

ら
子

育
て

ま
で

、
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
い

、
若

い
世

代
が

出
産

や
子

育
て

に
希

望
を

も
て

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

結
婚

・
出

産
・

子
育

て
の

希
望

を
み

ん
な

で
支

え
て

か
な

え
る

○
結

婚
に

向
け

た
男

女
の

出
会

い
の

場
の

創
出

を
図

り
ま

す
。

○
出

産
に

向
け

て
の

負
担

の
軽

減
に

よ
り

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

等
、

現
状

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

や
子

育
て

に
係

る
負

担
の

軽
減

な
ど

を
通

じ
て

、
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

育
児

休
業

の
取

得
促

進
や

多
様

な
働

き
方

の
普

及
な

ど
を

通
じ

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
な

ど
を

図
り

ま
す

。

7
施

策
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

の
整

備

・
保

護
者

の
都

合
に

よ
り

、
一

時
的

に
家

庭
で

保
育

で
き

な
い

場
合

の
支

援
と

し
て

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
を

整
備

し
ま

す
。
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基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

0
ヶ

所

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
平

成
３

０
年

度
に

整
備

し
た

女
性

活
躍

支
援

施
設

に
お

け
る

、
つ

ど
い

の
ひ

ろ
ば

「
ぽ

け
っ

と
」

で
は

、
子

ど
も

の
年

齢
に

応
じ

た
各

種
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

等
、

親
子

の
交

流
を

深
め

る
機

会
を

提
供

し
ま

し
た

。
・

女
性

活
躍

支
援

施
設

「
ぽ

け
っ

と
」

に
お

い
て

、
子

育
て

女
性

の
就

労
支

援
と

し
て

、
セ

ミ
ナ

ー
や

個
別

相
談

会
を

実
施

し
た

り
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
求

人
情

報
を

閲
覧

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

・
健

康
診

断
等

の
機

会
に

、
健

康
づ

く
り

と
合

わ
せ

、
松

尾
公

園
芝

生
広

場
に

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

コ
ー

ス
、

健
康

遊
具

等
の

活
用

に
つ

い
て

Ｐ
Ｒ

す
る

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
配

布
す

る
と

と
も

に
、

町
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
も

Ｐ
Ｒ

し
、

幅
広

い
世

代
に

対
し

て
周

知
を

図
り

ま
し

た
。

③

・
「

ぽ
け

っ
と

」
や

松
尾

公
園

芝
生

広
場

が
、

親
子

の
交

流
を

深
め

る
場

に
加

え
、

多
世

代
が

交
流

す
る

場
と

な
る

よ
う

、
子

育
て

世
代

と
地

域
の

団
体

を
つ

な
ぎ

、
交

流
が

広
が

る
よ

う
な

し
か

け
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

・
「

ぽ
け

っ
と

」
や

松
尾

公
園

芝
生

広
場

が
、

誰
も

が
利

用
し

や
す

い
場

所
と

な
る

よ
う

、
啓

発
を

図
る

と
と

も
に

、
多

様
な

利
活

用
に

よ
り

、
既

存
の

団
体

等
と

他
の

団
体

等
と

の
交

流
が

進
み

、
仲

間
づ

く
り

に
つ

な
が

る
よ

う
、

関
係

課
と

連
携

を
図

り
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
松

尾
公

園
を

芝
生

広
場

に
整

備
し

遊
具

を
設

置
し

た
こ

と
で

、
多

く
の

子
育

て
中

の
家

族
が

利
用

し
、

子
育

て
に

対
す

る
希

望
が

持
て

る
雰

囲
気

が
醸

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

・
平

成
３

０
年

度
、

松
尾

公
園

芝
生

広
場

に
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
コ

ー
ス

・
健

康
遊

具
等

を
整

備
し

た
こ

と
を

受
け

、
「

健
康

で
ー

」
を

創
設

し
、

健
康

推
進

員
が

各
地

域
で

健
康

を
意

識
し

て
体

を
動

か
す

取
組

を
広

げ
ら

れ
る

よ
う

、
周

知
を

図
る

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

ま
し

た
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
多

世
代

交
流

に
つ

い
て

の
ニ

ー
ズ

の
把

握
が

で
き

て
い

ま
せ

ん
。

こ
の

場
だ

け
に

こ
だ

わ
ら

ず
、

ま
ち

の
あ

ら
ゆ

る
と

こ
ろ

で
多

世
代

が
交

流
す

る
中

で
、

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
支

援
が

行
わ

れ
る

よ
う

、
具

体
的

な
啓

発
と

支
援

が
必

要
で

す
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、

年
度

当
初

の
計

画
が

立
て

ら
れ

ず
、

親
子

や
多

世
代

が
交

流
で

き
る

機
会

が
減

少
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

コ
ロ

ナ
禍

で
も

実
施

で
き

る
事

業
の

方
法

等
を

検
討

す
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

つ
ど

い
の

ひ
ろ

ば
「

ぽ
け

っ
と

」
と

松
尾

公
園

芝
生

広
場

の
利

用
を

機
に

、
ま

ち
の

あ
ら

ゆ
る

と
こ

ろ
で

多
世

代
の

交
流

が
う

ま
れ

、
地

域
の

つ
な

が
り

が
深

ま
り

、
子

育
て

サ
ー

ビ
ス

だ
け

に
よ

ら
な

い
、

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
支

援
が

行
わ

れ
る

よ
う

、
そ

の
仕

掛
け

づ
く

り
に

努
め

ま
す

。
・

親
子

の
交

流
や

多
世

代
の

交
流

か
ら

、
結

婚
、

出
産

、
子

育
て

に
お

い
て

希
望

が
持

て
る

雰
囲

気
を

醸
成

さ
れ

る
よ

う
、

取
組

を
進

め
る

と
と

も
に

、
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努

め
、

切
れ

目
の

な
い

支
援

に
つ

な
が

る
よ

う
、

関
係

課
と

連
携

を
図

り
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

多
世

代
交

流
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

が
曖

昧
な

こ
と

に
よ

り
、

関
係

課
の

連
携

に
移

り
に

く
く

、
住

民
主

体
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

組
み

立
て

て
い

く
こ

と
が

で
き

て
い

ま
せ

ん
。

親
子

や
多

世
代

を
対

象
と

し
た

取
組

か
ら

ニ
ー

ズ
を

掘
り

起
こ

し
、

関
係

課
と

の
連

携
に

よ
り

、
住

民
主

体
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

構
築

に
努

め
、

実
行

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

す
。

A

・
基

本
目

標
③

に
お

い
て

、
公

共
（

行
政

）
が

ニ
ー

ズ
の

把
握

が
十

分
に

出
来

て
い

な
い

の
で

、
行

政
の

関
係

課
連

携
も

出
来

ず
、

施
策

も
打

ち
出

せ
て

な
い

よ
う

に
見

受
け

ら
れ

ま
す

。
・

交
流

の
行

事
に

つ
い

て
は

、
地

域
や

サ
ー

ク
ル

等
住

民
側

に
主

導
的

に
立

案
・

実
施

し
て

も
ら

う
等

、
運

用
面

で
の

工
夫

が
必

要
で

す
。

・
施

設
整

備
が

完
了

す
る

と
K

P
I

が
1

0
0

%
達

成
と

な
り

、
A

評
価

を
取

り
や

す
く

な
り

ま
す

。
む

し
ろ

大
切

な
の

は
運

用
で

あ
り

、
そ

の
部

分
の

動
き

や
成

果
を

あ
ら

わ
す

K
P

Iの
設

定
が

必
要

で
す

。
R

2
1

ヶ
所

1
ヶ

所
1

0
0

.0
%

R
1

1
ヶ

所
1

ヶ
所

1
0

0
.0

%

H
3

0
1

ヶ
所

1
ヶ

所
1

0
0

.0
%

H
2

9
0

ヶ
所

0
ヶ

所
0

.0
%

H
2

8
0

ヶ
所

0
ヶ

所
0

.0
%

H
2

7
0

ヶ
所

0
ヶ

所
0

.0
%

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

交
流

で
き

る
場

の
整

備
数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

関
係

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

3
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

中
で

、
結

婚
か

ら
子

育
て

ま
で

、
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
い

、
若

い
世

代
が

出
産

や
子

育
て

に
希

望
を

も
て

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

結
婚

・
出

産
・

子
育

て
の

希
望

を
み

ん
な

で
支

え
て

か
な

え
る

○
結

婚
に

向
け

た
男

女
の

出
会

い
の

場
の

創
出

を
図

り
ま

す
。

○
出

産
に

向
け

て
の

負
担

の
軽

減
に

よ
り

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

等
、

現
状

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

や
子

育
て

に
係

る
負

担
の

軽
減

な
ど

を
通

じ
て

、
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

育
児

休
業

の
取

得
促

進
や

多
様

な
働

き
方

の
普

及
な

ど
を

通
じ

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
な

ど
を

図
り

ま
す

。

8
施

策
交

流
で

き
る

場
の

充
実

・
既

存
の

公
園

や
施

設
等

を
利

活
用

し
、

親
子

や
多

世
代

が
交

流
で

き
る

場
を

整
備

し
ま

す
。
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ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

小
学

３
年

生

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

小
学

１
年

生
か

ら
中

学
３

年
生

ま
で

の
児

童
・

生
徒

を
対

象
に

、
保

険
診

療
を

受
け

た
際

の
自

己
負

担
分

の
助

成
を

行
い

ま
し

た
。

（
所

得
制

限
な

し
。

通
院

入
院

と
も

：
自

己
負

担
無

）

③

小
中

学
生

を
対

象
と

す
る

福
祉

医
療

費
助

成
事

業
は

、
市

町
単

独
事

業
で

実
施

し
て

い
る

た
め

、
県

内
市

町
の

取
り

組
み

状
況

に
違

い
が

あ
る

。
県

内
市

町
の

多
く

が
中

学
校

卒
業

ま
で

の
医

療
費

助
成

を
実

施
し

て
い

る
中

、
県

統
一

の
制

度
と

し
て

実
施

で
き

な
い

か
県

へ
要

望
を

続
け

た
い

。
ま

た
、

引
き

続
き

県
内

市
町

の
動

向
と

、
町

の
財

政
状

況
を

鑑
み

な
が

ら
、

他
の

子
育

て
支

援
施

策
を

含
め

、
施

策
間

の
バ

ラ
ン

ス
を

図
り

な
が

ら
、

制
度

の
充

実
に

つ
い

て
調

査
・

研
究

を
し

て
い

き
た

い
。

【
中

学
生

以
上

の
子

ど
も

に
か

か
る

何
ら

か
の

医
療

費
助

成
を

実
施

し
て

い
る

市
町

（
令

和
２

年
度

現
在

）
】

１
１

市
町

／
１

９
市

町

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

の
充

実
を

図
る

た
め

の
施

策
と

し
て

、
対

象
範

囲
を

中
学

3
年

生
ま

で
の

医
療

費
助

成
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
特

に
あ

り
ま

せ
ん

。
《

実
施

が
困

難
な

こ
と

》
・

特
に

あ
り

ま
せ

ん
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

子
育

て
世

代
の

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
図

り
、

ど
の

子
も

安
心

し
て

医
療

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
引

き
続

き
現

物
給

付
に

よ
る

福
祉

医
療

費
の

助
成

制
度

を
継

続
し

て
実

施
し

ま
す

。

《
今

後
の

課
題

》
・

子
育

て
家

庭
の

生
活

を
支

援
す

る
た

め
、

福
祉

医
療

費
の

助
成

制
度

な
ど

の
経

済
的

な
支

援
の

充
実

に
努

め
る

と
と

も
に

、
安

心
し

て
子

ど
も

を
産

み
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

と
し

て
、

多
様

な
子

ど
も

や
子

育
て

家
庭

に
対

し
て

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
継

続
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

A

・
中

学
校

3
年

生
ま

で
の

保
険

診
療

の
自

己
負

担
な

し
の

制
度

を
確

立
し

た
こ

と
で

K
P

I
は

1
0

0
%

達
成

と
な

っ
て

い
ま

す
。

・
中

学
生

以
上

の
未

成
年

へ
の

医
療

費
助

成
の

充
実

に
つ

い
て

も
、

引
き

続
き

調
査

・
研

究
を

行
い

、
制

度
の

充
実

を
図

っ
て

く
だ

さ
い

。
・

基
本

目
標

③
の

視
点

は
、

子
育

て
す

る
親

(保
護

者
)の

視
点

か
ら

見
た

子
育

て
環

境
と

な
っ

て
い

ま
す

。
今

後
は

、
子

ど
も

自
身

の
目

か
ら

見
た

安
心

し
て

生
き

て
い

け
る

生
存

の
基

礎
環

境
を

作
る

視
点

も
盛

り
込

ん
で

く
だ

さ
い

。
・

昨
年

の
コ

メ
ン

ト
に

も
経

済
的

支
援

だ
け

で
は

な
い

「
支

援
と

負
担

軽
減

を
検

討
し

て
く

だ
さ

い
」

と
い

っ
た

こ
と

を
入

れ
て

お
り

ま
し

た
。

子
ど

も
と

保
護

者
に

と
っ

て
「

そ
の

時
々

の
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

切
れ

目
の

な
い

支
援

」
と

は
ど

の
よ

う
な

も
の

で
あ

る
の

か
、

今
後

も
調

査
・

研
究

を
続

け
て

く
だ

さ
い

。
・

町
財

政
と

の
兼

ね
合

い
を

考
え

な
が

ら
も

周
辺

自
治

体
の

動
向

に
も

注
視

し
、

日
野

町
の

子
育

て
施

策
が

総
合

的
に

優
れ

て
い

る
と

判
断

さ
れ

る
よ

う
に

引
き

続
き

施
策

の
充

実
を

図
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
子

ど
も

の
受

診
率

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
に

よ
り

、
受

診
控

え
が

あ
り

大
き

く
減

少
し

ま
し

た
。

受
診

す
べ

き
子

が
受

診
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

は
、

経
済

的
な

課
題

だ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

受
診

が
必

要
な

子
を

医
療

に
つ

な
げ

る
よ

う
な

連
携

し
た

取
り

組
み

が
大

切
で

す
。

・
医

療
費

が
無

償
で

あ
る

こ
と

で
、

学
校

等
が

保
護

者
に

医
療

受
診

を
勧

め
や

す
い

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

安
心

し
て

医
療

受
診

が
で

き
る

状
況

と
な

る
こ

と
が

、
子

育
て

支
援

の
充

実
に

つ
な

が
る

と
い

う
視

点
が

重
要

で
す

。

R
2

中
学

3
年

生
1

0
0

.0
%

R
1

中
学

3
年

生
中

学
3

年
生

1
0

0
.0

%

中
学

3
年

生

H
3

0
中

学
3

年
生

中
学

3
年

生
1

0
0

.0
%

H
2

9
中

学
3

年
生

中
学

3
年

生
1

0
0

.0
%

H
2

8
中

学
3

年
生

中
学

3
年

生
1

0
0

.0
%

H
2

7
小

学
6

年
生

小
学

6
年

生
1

0
0

.0
%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

福
祉

医
療

費
制

度
の

対
象

範
囲

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

住
民

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

3
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

中
で

、
結

婚
か

ら
子

育
て

ま
で

、
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
い

、
若

い
世

代
が

出
産

や
子

育
て

に
希

望
を

も
て

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

結
婚

・
出

産
・

子
育

て
の

希
望

を
み

ん
な

で
支

え
て

か
な

え
る

○
結

婚
に

向
け

た
男

女
の

出
会

い
の

場
の

創
出

を
図

り
ま

す
。

○
出

産
に

向
け

て
の

負
担

の
軽

減
に

よ
り

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

等
、

現
状

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

や
子

育
て

に
係

る
負

担
の

軽
減

な
ど

を
通

じ
て

、
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

育
児

休
業

の
取

得
促

進
や

多
様

な
働

き
方

の
普

及
な

ど
を

通
じ

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
な

ど
を

図
り

ま
す

。

9
施

策
福

祉
医

療
制

度
の

実
施

・
ど

の
子

も
安

心
し

て
医

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

福
祉

医
療

費
制

度
を

実
施

し
ま

す
。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

0
人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
日

野
町

早
期

療
育

事
業

所
「

く
れ

よ
ん

」
に

て
、

滋
賀

県
の

指
定

を
受

け
児

童
発

達
支

援
事

業
お

よ
び

保
育

所
等

訪
問

支
援

事
業

を
実

施
し

、
家

庭
・

園
・

療
育

施
設

が
つ

な
が

り
な

が
ら

子
育

て
を

し
て

け
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
・

町
と

し
て

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
が

変
わ

っ
て

も
支

援
を

つ
な

げ
て

い
け

る
よ

う
、

日
野

町
地

域
生

活
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
に

て
、

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
ご

と
の

課
題

共
有

、
検

討
を

行
っ

て
い

ま
す

。
③

・
日

野
町

早
期

療
育

事
業

所
「

く
れ

よ
ん

」
に

て
、

滋
賀

県
の

指
定

を
受

け
児

童
発

達
支

援
事

業
お

よ
び

保
育

所
等

訪
問

支
援

事
業

を
実

施
し

、
家

庭
・

園
・

療
育

施
設

が
つ

な
が

り
な

が
ら

子
育

て
を

し
て

け
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
・

就
学

後
も

安
心

し
て

地
域

生
活

が
送

れ
る

よ
う

、
就

学
先

、
学

童
、

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

と
の

連
携

を
図

り
ま

す
。

・
町

と
し

て
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

が
変

わ
っ

て
も

支
援

を
つ

な
げ

て
い

け
る

よ
う

、
日

野
町

地
域

生
活

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

に
て

、
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

ご
と

の
課

題
共

有
・

検
討

を
行

い
、

学
齢

期
へ

支
援

が
つ

な
が

る
よ

う
努

め
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
子

ど
も

の
発

達
課

題
お

よ
び

保
護

者
の

就
労

形
態

等
か

ら
、

通
所

型
の

児
童

発
達

支
援

事
業

と
就

園
先

へ
の

訪
問

型
の

保
育

所
等

訪
問

支
援

事
業

の
2

つ
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

・
療

育
施

設
利

用
児

の
就

園
先

に
療

育
者

が
訪

問
し

、
よ

り
園

生
活

を
安

心
し

て
楽

し
め

る
よ

う
、

保
育

者
と

と
も

に
か

か
わ

り
を

考
え

て
い

ま
す

。
・

園
・

学
校

向
け

に
療

育
見

学
会

を
実

施
し

、
支

援
者

が
子

ど
も

の
様

子
や

か
か

わ
り

を
共

有
す

る
場

に
す

る
と

同
時

に
、

保
護

者
・

園
・

療
育

者
が

共
有

す
る

場
に

出
来

る
よ

う
努

め
て

い
ま

す
。

・
医

療
機

関
や

リ
ハ

ビ
リ

機
関

を
利

用
さ

れ
て

い
る

療
育

利
用

者
に

つ
い

て
は

、
療

育
者

に
よ

る
同

行
等

を
通

し
て

、
地

域
で

の
か

か
わ

り
を

園
・

保
護

者
と

と
も

に
考

え
て

い
ま

す
。

・
就

園
・

就
学

さ
れ

る
際

に
は

、
保

護
者

と
相

談
し

た
り

、
園

訪
問

や
学

校
見

学
等

を
行

い
、

就
園

先
・

就
学

先
に

支
援

を
つ

な
い

で
い

ま
す

。
・

就
学

時
に

は
、

保
護

者
の

意
向

を
聞

き
な

が
ら

、
学

童
や

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

に
支

援
を

つ
な

い
で

い
ま

す
。

・
保

護
者

同
士

の
つ

な
が

り
が

作
れ

る
よ

う
、

療
育

時
に

保
護

者
同

士
で

活
動

す
る

場
を

持
っ

た
り

、
先

輩
保

護
者

を
招

い
て

の
交

流
会

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
・

町
内

園
向

け
に

、
子

ど
も

の
発

達
支

援
に

関
す

る
情

報
提

供
誌

の
発

行
を

始
め

ま
し

た
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
特

に
あ

り
ま

せ
ん

。
《

実
施

が
困

難
な

こ
と

》
・

関
係

機
関

連
携

へ
の

意
識

は
あ

り
ま

す
が

、
時

間
・

人
員

の
確

保
の

課
題

が
あ

り
、

効
果

的
な

連
携

方
法

を
考

え
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

就
園

先
、

就
学

先
、

学
童

、
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
と

の
連

携
を

図
り

ま
す

。
・

医
療

機
関

や
リ

ハ
ビ

リ
機

関
で

の
助

言
指

導
を

園
の

先
生

と
共

有
し

、
医

療
機

関
等

で
の

か
か

わ
り

が
地

域
生

活
に

も
つ

な
が

る
よ

う
努

め
ま

す
。

・
引

き
続

き
、

保
護

者
同

士
の

つ
な

が
り

が
作

れ
る

よ
う

、
療

育
時

に
保

護
者

同
士

で
活

動
す

る
場

を
持

ち
ま

す
。

ま
た

、
子

ど
も

の
少

し
先

の
見

通
し

を
持

つ
こ

と
で

安
心

し
て

子
育

て
が

で
き

る
よ

う
、

そ
し

て
い

ず
れ

は
地

域
の

先
輩

保
護

者
と

し
て

後
輩

保
護

者
と

の
つ

な
が

り
が

持
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
、

先
輩

保
護

者
と

の
交

流
の

場
の

設
定

を
継

続
し

ま
す

。

A

・
昨

年
の

外
部

検
証

コ
メ

ン
ト

を
踏

ま
え

て
、

2
0

2
0

（
R

2
）

の
④

⑤
に

つ
い

て
、

多
少

は
記

述
を

工
夫

し
て

く
れ

た
も

の
と

評
価

し
ま

す
。

地
域

で
の

生
活

を
意

識
し

て
く

れ
て

い
る

点
を

評
価

し
ま

す
。

・
障

害
の

あ
る

お
子

さ
ん

へ
の

支
援

が
「

切
れ

目
」

が
な

い
よ

う
に

工
夫

を
し

て
く

だ
さ

い
。

「
く

れ
よ

ん
」

を
拠

点
と

し
た

「
切

れ
目

」
な

い
支

援
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
児

童
と

保
護

者
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
に

つ
な

が
る

支
援

を
工

夫
し

て
く

だ
さ

い
。

・
支

援
が

必
要

な
児

が
就

学
後

、
支

援
・

サ
ポ

ー
ト

の
不

足
に

よ
り

、
不

登
校

に
つ

な
が

る
よ

う
な

ケ
ー

ス
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

福
祉

と
教

育
の

連
携

、
就

学
前

か
ら

小
学

校
、

中
学

校
、

高
等

学
校

、
大

学
等

各
ス

テ
ー

ジ
で

の
引

継
ぎ

を
し

っ
か

り
と

行
い

、
支

援
が

途
切

れ
な

い
よ

う
に

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。
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H
2

8
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0
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計
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3
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（
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人
（
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）
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%

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

訪
問

児
童

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

福
祉

保
健

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

3
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

中
で

、
結

婚
か

ら
子

育
て

ま
で

、
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
い

、
若

い
世

代
が

出
産

や
子

育
て

に
希

望
を

も
て

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

結
婚

・
出

産
・

子
育

て
の

希
望

を
み

ん
な

で
支

え
て

か
な

え
る

○
結

婚
に

向
け

た
男

女
の

出
会

い
の

場
の

創
出

を
図

り
ま

す
。

○
出

産
に

向
け

て
の

負
担

の
軽

減
に

よ
り

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

等
、

現
状

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

や
子

育
て

に
係

る
負

担
の

軽
減

な
ど

を
通

じ
て

、
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

育
児

休
業

の
取

得
促

進
や

多
様

な
働

き
方

の
普

及
な

ど
を

通
じ

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
な

ど
を

図
り

ま
す

。

1
0

施
策

障
が

い
児

の
支

援
の

充
実

・
保

育
所

に
通

園
し

て
い

る
子

ど
も

の
支

援
を

療
育

施
設

の
心

理
士

な
ど

が
、

保
育

所
の

保
育

士
と

と
も

に
支

援
を

行
い

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

6
校

8
5

2
冊

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
町

内
の

す
べ

て
の

小
中

学
校

に
学

校
司

書
を

派
遣

し
、

先
生

方
と

協
力

し
児

童
生

徒
が

読
書

に
親

し
む

よ
う

環
境

整
備

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・
小

学
校

と
連

携
し

新
一

年
生

向
け

図
書

館
利

用
案

内
お

よ
び

促
進

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
・

幼
稚

園
や

保
育

所
、

こ
ど

も
園

で
は

、
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
が

行
わ

れ
、

定
期

的
に

移
動

図
書

館
が

訪
問

し
、

園
児

た
ち

が
よ

り
多

く
の

絵
本

に
出

会
う

機
会

を
提

供
し

て
い

ま
す

。
・

幼
稚

園
や

保
育

所
、

こ
ど

も
園

、
小

学
校

で
は

家
族

と
の

読
書

の
時

間
を

共
有

す
る

「
フ

ァ
ミ

リ
ー

読
書

」
が

定
期

的
に

実
施

さ
れ

て
い

ま
す

。
・

乳
幼

児
向

け
の

絵
本

コ
ー

ナ
ー

を
設

置
し

、
定

期
的

に
子

ど
も

と
保

護
者

向
け

の
お

は
な

し
会

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
・

子
育

て
中

の
保

護
者

に
も

ゆ
っ

く
り

図
書

館
を

利
用

で
き

る
よ

う
、

子
育

て
支

援
託

児
サ

ポ
ー

タ
ー

の
協

力
で

託
児

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
・

つ
ど

い
の

ひ
ろ

ば
「

ぽ
け

っ
と

」
に

絵
本

を
設

置
し

、
定

期
的

に
お

は
な

し
会

を
実

施
し

て
い

ま
す

。

③

・
町

内
の

す
べ

て
の

小
中

学
校

に
学

校
司

書
を

派
遣

し
て

い
ま

す
が

、
学

校
司

書
が

複
数

学
校

を
兼

務
し

て
お

り
、

子
ど

も
達

が
い

つ
学

校
図

書
館

に
行

っ
て

も
学

校
司

書
が

対
応

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
専

任
の

学
校

司
書

が
い

る
校

数
を

増
や

す
働

き
か

け
を

行
い

ま
す

。
・

小
中

学
校

の
授

業
等

で
学

校
図

書
館

を
も

っ
と

活
用

す
る

、
本

を
全

く
読

ま
な

い
子

ど
も

を
減

ら
す

た
め

の
働

き
か

け
や

、
子

ど
も

た
ち

が
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

を
身

に
つ

け
る

機
会

を
増

や
し

ま
す

。
・

中
高

校
生

の
年

代
に

対
し

て
、

生
涯

に
わ

た
り

図
書

館
を

利
用

す
る

動
機

と
な

る
働

き
か

け
を

行
い

ま
す

。
・

読
み

聞
か

せ
な

ど
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
参

加
す

る
人

を
増

や
し

、
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
す

る
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

・
つ

ど
い

の
ひ

ろ
ば

「
ぽ

け
っ

と
」

だ
け

で
な

く
子

育
て

サ
ロ

ン
の

会
場

等
に

絵
本

や
子

育
て

の
参

考
に

な
る

本
を

配
置

し
、

本
や

必
要

な
情

報
に

接
す

る
機

会
を

増
や

し
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
託

児
サ

ー
ビ

ス
を

子
育

て
支

援
託

児
サ

ポ
ー

タ
ー

の
協

力
で

毎
月

2
回

実
施

し
て

い
ま

す
。

・
幼

稚
園

や
保

育
所

、
こ

ど
も

園
を

訪
問

し
て

絵
本

等
の

貸
出

を
す

る
移

動
図

書
館

は
好

評
を

得
て

い
ま

す
。

よ
り

多
く

の
利

用
を

促
進

す
る

た
め

、
絵

本
を

随
時

、
新

し
く

し
て

い
ま

す
。

・
つ

ど
い

の
ひ

ろ
ば

「
ぽ

け
っ

と
」

や
保

健
セ

ン
タ

ー
に

絵
本

、
育

児
、

復
職

支
援

等
の

本
を

設
置

し
、

施
設

を
利

用
す

る
方

々
へ

情
報

提
供

し
て

い
ま

す
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
読

み
聞

か
せ

な
ど

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

参
加

す
る

人
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

て
い

ま
せ

ん
。

・
全

般
的

に
本

の
貸

出
が

減
少

傾
向

に
あ

り
、

ま
た

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
幼

稚
園

や
保

育
所

で
の

移
動

図
書

館
の

利
用

も
減

っ
て

い
ま

す
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
特

に
あ

り
ま

せ
ん

。

⑤

≪
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

≫
・

地
域

で
活

動
す

る
お

は
な

し
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

の
連

携
を

強
め

、
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
す

る
機

会
を

提
供

し
、

よ
り

活
発

な
活

動
と

な
る

よ
う

支
援

を
行

い
ま

す
。

・
つ

ど
い

の
ひ

ろ
ば

「
ぽ

け
っ

と
」

等
子

育
て

世
代

が
集

ま
る

場
所

に
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

本
を

設
置

し
、

必
要

と
す

る
情

報
を

提
供

し
ま

す
。

≪
今

後
の

課
題

≫
・

中
学

生
以

上
の

年
代

に
対

し
て

、
生

涯
に

わ
た

り
図

書
館

を
利

用
す

る
動

機
と

な
る

働
き

か
け

が
で

き
て

い
ま

せ
ん

。
・

読
み

聞
か

せ
な

ど
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
参

加
す

る
人

を
増

や
す

こ
と

が
で

き
て

い
ま

せ
ん

。
・

子
育

て
支

援
と

し
て

の
託

児
サ

ー
ビ

ス
は

定
期

的
に

利
用

す
る

家
族

が
増

え
て

お
り

、
よ

り
利

用
し

や
す

く
す

る
た

め
、

実
施

回
数

を
増

や
す

必
要

が
あ

り
ま

す
。

A

・
基

本
目

標
③

の
設

定
内

容
は

、
親

(保
護

者
)が

子
育

て
す

る
環

境
を

つ
く

る
視

点
と

な
っ

て
い

ま
す

が
、

子
ど

も
自

身
、

親
自

身
の

成
長

を
支

え
る

視
点

の
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
性

に
再

編
成

し
た

方
が

良
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

・
昨

年
の

コ
メ

ン
ト

を
踏

ま
え

て
「

生
涯

使
い

続
け

る
図

書
館

」
の

視
点

か
ら

の
内

部
検

証
を

行
い

、
③

に
お

い
て

中
高

校
生

へ
の

働
き

か
け

を
行

う
な

ど
し

た
点

、
⑤

で
「

今
後

の
課

題
」

と
し

て
、

明
確

に
認

識
し

た
点

は
評

価
し

ま
す

。
・

⑤
に

お
け

る
「

今
後

の
課

題
」

を
解

消
す

る
た

め
に

、
引

き
続

き
調

査
・

研
究

を
行

い
、

改
善

を
図

っ
て

く
だ

さ
い

。
・

「
子

ど
も

の
読

書
活

動
推

進
」

を
一

つ
の

き
っ

か
け

に
し

て
、

生
涯

図
書

館
を

使
い

続
け

る
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
て

く
だ

さ
い

。
・

学
校

教
育

と
の

連
携

が
大

切
で

す
。

・
児

童
生

徒
が

自
ら

選
択

し
、

学
ぶ

た
め

に
必

要
な

環
境

を
整

え
、

い
つ

で
も

学
べ

る
よ

う
な

取
り

組
み

が
必

要
で

す
。

・
総

合
戦

略
の

視
点

は
「

選
ば

れ
る

町
に

い
か

に
す

べ
き

か
」

と
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
が

、
子

ど
も

が
自

ら
の

人
生

を
切

り
拓

く
た

め
の

環
境

を
整

え
る

こ
と

が
重

要
で

す
。
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①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

学
校

司
書

の
派

遣
校

数
貸

出
数

（
住

民
1

0
0

人
あ

た
り

）

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

図
書

館
図

書
館

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

3
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

中
で

、
結

婚
か

ら
子

育
て

ま
で

、
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
い

、
若

い
世

代
が

出
産

や
子

育
て

に
希

望
を

も
て

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

結
婚

・
出

産
・

子
育

て
の

希
望

を
み

ん
な

で
支

え
て

か
な

え
る

○
結

婚
に

向
け

た
男

女
の

出
会

い
の

場
の

創
出

を
図

り
ま

す
。

○
出

産
に

向
け

て
の

負
担

の
軽

減
に

よ
り

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

等
、

現
状

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

や
子

育
て

に
係

る
負

担
の

軽
減

な
ど

を
通

じ
て

、
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

育
児

休
業

の
取

得
促

進
や

多
様

な
働

き
方

の
普

及
な

ど
を

通
じ

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
な

ど
を

図
り

ま
す

。

1
1

施
策

子
ど

も
の

読
書

活
動

推
進

・
保

護
者

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

地
域

住
民

が
連

携
し

、
子

ど
も

の
成

長
段

階
に

応
じ

た
読

書
活

動
を

推
進

し
ま

す
。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

4
3

.4
%

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
商

工
会

と
連

携
し

て
企

業
懇

談
会

や
企

業
訪

問
の

際
に

、
働

き
方

改
革

や
女

性
活

躍
推

進
法

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
、

障
が

い
者

雇
用

等
の

啓
発

を
行

い
、

誰
も

が
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
く

り
の

推
進

に
努

め
ま

し
た

。
・

町
内

企
業

の
有

給
休

暇
取

得
率

の
向

上
や

育
児

休
暇

の
促

進
、

障
が

い
者

雇
用

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

を
実

施
し

ま
し

た
。

・
農

村
女

性
グ

ル
ー

プ
の

自
主

的
な

活
動

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
い

ま
し

た
。

③

・
引

き
続

き
企

業
懇

談
会

や
企

業
訪

問
、

労
働

講
座

・
人

権
研

修
会

等
の

機
会

を
通

じ
て

、
働

き
方

改
革

や
女

性
活

躍
推

進
法

、
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
、

誰
も

が
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
く

り
等

に
つ

い
て

啓
発

を
行

い
ま

す
。

・
特

に
、

育
休

・
産

休
や

育
児

中
の

短
時

間
休

暇
制

度
な

ど
、

女
性

が
働

き
続

け
ら

れ
る

職
場

環
境

と
な

る
働

き
か

け
を

行
う

と
と

も
に

男
性

の
育

児
休

暇
取

得
に

つ
い

て
も

企
業

に
向

け
た

啓
発

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
有

給
休

暇
取

得
率

の
向

上
や

障
が

い
者

雇
用

の
取

り
組

み
に

も
重

点
を

お
き

ま
す

。
・

町
内

企
業

の
現

状
・

ニ
ー

ズ
、

社
会

情
勢

に
沿

っ
た

労
働

講
座

・
人

権
研

修
会

等
の

開
催

に
取

り
組

み
、

働
き

や
す

い
職

場
環

境
の

推
進

に
努

め
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
つ

ど
い

の
ひ

ろ
ば

「
ぽ

け
っ

と
」

に
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
と

同
様

の
求

人
情

報
が

検
索

で
き

る
専

用
パ

ソ
コ

ン
を

設
置

し
、

女
性

の
出

産
後

の
子

育
て

か
ら

の
就

労
支

援
し

ま
し

た
。

・
女

性
の

就
労

支
援

事
業

で
あ

る
就

労
セ

ミ
ナ

ー
や

就
労

相
談

会
を

実
施

し
、

就
労

セ
ミ

ナ
ー

は
延

べ
１

１
人

、
就

労
相

談
会

に
は

延
べ

７
人

の
参

加
が

あ
り

ま
し

た
。

・
働

き
方

改
革

を
推

進
し

、
誰

も
が

働
き

や
す

い
職

場
環

境
と

な
る

よ
う

、
企

業
・

事
業

所
台

帳
調

査
を

行
い

、
企

業
・

事
業

所
の

取
組

の
現

状
・

ニ
ー

ズ
の

把
握

を
行

い
ま

し
た

。
・

企
業

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
（

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

例
年

の
企

業
訪

問
か

ら
変

更
）

し
た

4
8

社
に

対
し

て
は

、
有

給
休

暇
取

得
率

の
向

上
や

働
き

方
改

革
、

育
児

休
業

、
障

が
い

者
雇

用
の

促
進

を
働

き
か

け
る

と
と

も
に

、
取

り
組

み
に

つ
い

て
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

い
ま

し
た

。
《

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

》
・

子
育

て
支

援
や

育
児

休
業

の
促

進
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

等
の

周
知

は
出

来
て

い
る

も
の

の
具

体
的

な
支

援
策

は
検

討
出

来
て

い
ま

せ
ん

。
《

実
施

が
困

難
な

こ
と

》
・

特
に

あ
り

ま
せ

ん
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

誰
も

が
働

き
や

す
い

職
場

環
境

を
目

指
し

て
、

企
業

の
有

給
休

暇
取

得
率

向
上

や
育

児
休

業
・

障
が

い
者

雇
用

の
取

組
促

進
に

継
続

し
て

取
り

組
み

ま
す

。
・

女
性

が
出

産
後

も
育

児
と

両
立

し
て

働
け

る
よ

う
、

女
性

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

や
仕

事
と

家
庭

の
両

立
を

テ
ー

マ
と

し
た

就
労

セ
ミ

ナ
ー

、
こ

れ
か

ら
働

こ
う

と
す

る
方

に
対

す
る

就
労

相
談

会
な

ど
を

女
性

の
就

労
を

支
援

す
る

取
組

を
実

施
し

ま
す

。
・

企
業

の
代

表
者

や
人

事
担

当
者

を
対

象
に

、
昨

今
の

働
き

方
改

革
な

ど
の

国
の

施
策

や
社

会
情

勢
に

沿
っ

た
労

働
講

座
・

人
権

研
修

会
等

を
開

催
し

、
企

業
が

働
き

や
す

い
職

場
環

境
の

推
進

に
取

り
組

め
る

よ
う

支
援

し
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

誰
も

が
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
く

り
を

実
現

す
る

た
め

に
は

、
啓

発
・

情
報

発
信

に
加

え
、

企
業

風
土

や
企

業
の

意
識

改
革

の
推

進
、

保
育

・
介

護
の

受
け

皿
な

ど
社

会
的

サ
ー

ビ
ス

の
拡

充
も

図
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

A

・
3

-
1

2
「

働
き

や
す

い
職

場
環

境
の

推
進

」
が

、
基

本
目

標
③

「
結

婚
・

出
産

・
子

育
て

の
希

望
を

み
ん

な
で

支
え

て
か

な
え

る
」

の
中

に
あ

る
意

味
を

再
確

認
し

て
施

策
を

工
夫

し
て

く
だ

さ
い

。
と

り
わ

け
④

⑤
に

関
わ

っ
て

改
善

す
る

必
要

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。
・

女
性

の
就

労
促

進
に

努
力

し
て

い
る

こ
と

は
良

く
分

か
り

ま
し

た
が

、
施

策
内

容
の

「
経

営
や

方
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
拡

大
の

啓
発

」
が

行
わ

れ
て

い
な

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

「
経

営
や

方
針

決
定

過
程

へ
の

女
性

の
参

画
拡

大
」

の
進

展
を

測
る

方
法

を
検

討
す

る
な

ど
、

施
策

の
実

施
と

効
果

測
定

の
研

究
が

必
要

で
す

。
・

K
P

Iが
有

給
取

得
率

に
な

っ
て

い
ま

す
が

、
有

給
取

得
以

外
に

も
残

業
時

間
な

ど
子

育
て

に
関

わ
る

指
標

を
設

定
す

る
な

ど
、

指
標

の
設

定
に

も
工

夫
が

必
要

で
す

。
・

家
族

経
営

の
農

業
分

野
以

外
で

も
性

別
に

関
わ

ら
ず

女
性

で
も

経
営

等
に

参
画

で
き

る
よ

う
な

啓
発

、
施

策
、

効
果

測
定

の
研

究
に

取
り

組
ん

で
く

だ
さ

い
。

・
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
で

は
、

子
育

て
中

の
母

親
等

が
仕

事
を

探
し

や
す

い
よ

う
に

ま
と

め
て

い
る

よ
う

で
す

が
、

小
さ

い
子

ど
も

が
い

て
も

ち
ょ

っ
と

の
短

時
間

で
で

き
る

仕
事

、
パ

ー
ト

未
満

の
仕

事
の

ニ
ー

ズ
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

町
内

企
業

が
検

索
で

き
る

よ
う

な
仕

組
み

が
あ

る
と

良
い

と
感

じ
ま

す
。

・
子

育
て

女
性

等
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
工

夫
、

研
究

を
進

め
て

く
だ

さ
い

。

R
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5
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5
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H
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3
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H
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9
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3
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9

2
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H
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8
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6
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%
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0
0

.0
%

H
2

7
4

3
.4

%
4

3
.4

%
1

0
0

.0
%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

町
内

企
業

の
有

給
休

暇
取

得
率

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

商
工

観
光

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

3
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

中
で

、
結

婚
か

ら
子

育
て

ま
で

、
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
い

、
若

い
世

代
が

出
産

や
子

育
て

に
希

望
を

も
て

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

結
婚

・
出

産
・

子
育

て
の

希
望

を
み

ん
な

で
支

え
て

か
な

え
る

○
結

婚
に

向
け

た
男

女
の

出
会

い
の

場
の

創
出

を
図

り
ま

す
。

○
出

産
に

向
け

て
の

負
担

の
軽

減
に

よ
り

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

等
、

現
状

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

や
子

育
て

に
係

る
負

担
の

軽
減

な
ど

を
通

じ
て

、
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

育
児

休
業

の
取

得
促

進
や

多
様

な
働

き
方

の
普

及
な

ど
を

通
じ

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
な

ど
を

図
り

ま
す

。

1
2

施
策

働
き

や
す

い
職

場
環

境
の

推
進

・
企

業
訪

問
等

の
機

会
を

通
じ

て
、

男
女

の
雇

用
機

会
均

等
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

等
の

啓
発

に
よ

り
、

誰
も

が
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

・
農

林
商

工
自

営
業

者
に

つ
い

て
、

関
係

団
体

・
機

関
と

連
携

し
、

経
営

や
方

針
決

定
過

程
へ

の
女

性
の

参
画

拡
大

の
啓

発
を

実
施

し
ま

す
。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

6
ヶ

所

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
放

課
後

、
保

護
者

が
不

在
と

な
る

小
学

校
児

童
に

適
切

な
遊

び
や

生
活

の
場

を
提

供
し

、
児

童
の

健
全

な
育

成
を

推
進

し
て

い
ま

す
。

・
学

童
支

援
員

の
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

研
修

会
へ

の
参

加
を

促
進

し
、

資
質

の
向

上
を

図
る

取
組

を
行

い
ま

し
た

。

③

・
町

内
全

て
の

学
童

保
育

所
を

一
つ

の
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

が
運

営
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

ひ
き

つ
づ

き
連

携
を

図
り

な
が

ら
施

設
の

整
備

・
運

営
を

支
援

し
て

い
き

ま
す

。
・

要
保

護
、

準
要

保
護

の
児

童
に

対
す

る
保

育
料

の
減

免
措

置
を

町
単

独
で

引
き

続
き

実
施

し
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
施

設
の

老
朽

化
が

進
ん

で
い

た
西

大
路

小
学

校
区

の
学

童
保

育
所

に
つ

い
て

は
、

西
大

路
小

学
校

の
空

き
教

室
を

改
修

し
、

学
童

保
育

所
に

転
用

し
ま

し
た

。
・

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
小

学
校

休
校

中
に

お
い

て
も

、
開

所
し

て
多

く
の

児
童

の
受

け
入

れ
を

行
い

ま
し

た
。

ま
た

、
昼

食
に

つ
い

て
は

地
元

飲
食

店
の

お
弁

当
を

発
注

し
、

地
域

経
済

に
循

環
に

貢
献

し
ま

し
た

。
・

現
在

高
校

生
・

大
学

生
が

ア
ル

バ
イ

ト
で

支
援

員
（

現
在

8
名

）
と

な
り

、
人

材
確

保
と

担
い

手
育

成
に

取
組

ん
で

い
ま

す
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
保

護
者

研
修

の
実

施
が

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

学
童

保
育

所
の

管
理

運
営

補
助

を
実

施
す

る
と

共
に

研
修

会
を

実
施

し
支

援
員

の
資

質
向

上
に

努
め

ま
す

。
・

学
童

保
育

所
を

充
実

す
る

こ
と

で
、

家
庭

支
援

に
つ

な
げ

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
を

図
り

ま
す

。
《

今
後

の
課

題
》

・
学

童
保

育
所

の
ニ

ー
ズ

が
増

え
る

中
、

待
機

児
童

を
出

さ
な

い
取

組
と

し
て

小
学

校
空

教
室

の
利

活
用

な
ど

研
究

し
ま

す
。

・
多

様
な

学
童

保
育

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
を

す
る

た
め

に
学

童
出

身
高

校
生

・
大

学
生

ア
ル

バ
イ

ト
を

積
極

的
に

活
躍

い
た

だ
け

る
場

を
作

り
ま

す
。

ま
た

、
経

験
を

通
し

て
保

育
職

や
教

員
へ

の
な

り
手

に
な

っ
て

地
域

内
で

活
躍

い
た

だ
く

人
材

育
成

に
取

組
ん

で
い

き
ま

す
。

・
支

援
員

と
保

護
者

に
よ

る
研

修
を

す
す

め
、

よ
り

良
い

子
育

て
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

を
作

っ
て

い
き

ま
す

。

A

・
多

様
な

保
育

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
の

た
め

に
も

幅
広

い
人

材
の

確
保

・
育

成
に

努
め

て
く

だ
さ

い
。

そ
う

し
た

人
材

の
確

保
・

人
材

が
学

童
サ

ー
ビ

ス
を

つ
く

り
、

そ
こ

に
い

た
学

童
が

高
校

生
に

な
っ

て
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
ア

ル
バ

イ
ト

等
様

々
な

形
で

担
い

手
に

な
っ

て
く

れ
る

で
し

ょ
う

。
ま

た
学

童
保

護
者

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

ア
ル

バ
イ

ト
・

支
援

者
等

様
々

な
形

で
担

い
手

に
な

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

な
工

夫
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
学

童
出

身
の

高
校

生
・

大
学

生
が

学
童

で
ア

ル
バ

イ
ト

を
し

て
い

る
こ

と
は

、
大

き
な

価
値

と
意

味
が

あ
る

た
め

大
き

く
評

価
で

き
ま

す
。

学
童

所
属

の
児

童
の

兄
姉

が
ア

ル
バ

イ
ト

を
し

て
い

る
場

合
も

あ
り

、
身

近
な

存
在

と
し

て
、

児
童

が
将

来
自

分
も

学
童

で
ア

ル
バ

イ
ト

を
し

よ
う

と
考

え
る

モ
デ

ル
に

な
り

ま
す

。
・

指
導

員
、

学
生

ア
ル

バ
イ

ト
、

学
童

児
童

と
い

う
多

世
代

の
交

流
の

場
と

な
り

、
縦

の
つ

な
が

り
が

で
き

ま
す

。
学

童
の

ア
ル

バ
イ

ト
は

、
町

に
関

わ
る

人
材

で
す

。
将

来
町

づ
く

り
の

担
い

手
と

な
っ

て
い

く
よ

う
に

育
成

し
て

い
く

べ
き

で
す

。
ま

た
、

こ
の

つ
な

が
り

や
交

流
を

町
内

だ
け

に
と

ど
め

る
の

で
は

な
く

、
広

げ
て

い
く

こ
と

を
考

え
る

べ
き

で
す

。

R
2

9
ヶ

所
9

ヶ
所

1
0

0
.0

%

R
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8
ヶ

所
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ヶ
所

1
0

0
.0

%

H
3

0
7

ヶ
所

9
ヶ

所
1

0
0

.0
%

H
2

9
7

ヶ
所

7
ヶ

所
1

0
0

.0
%

H
2

8
7

ヶ
所

7
ヶ

所
1

0
0

.0
%

H
2

7
6

ヶ
所

6
ヶ

所
1

0
0

.0
%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

学
童

保
育

所
の

整
備

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

子
ど

も
支

援
課

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

3
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

中
で

、
結

婚
か

ら
子

育
て

ま
で

、
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
い

、
若

い
世

代
が

出
産

や
子

育
て

に
希

望
を

も
て

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

結
婚

・
出

産
・

子
育

て
の

希
望

を
み

ん
な

で
支

え
て

か
な

え
る

○
結

婚
に

向
け

た
男

女
の

出
会

い
の

場
の

創
出

を
図

り
ま

す
。

○
出

産
に

向
け

て
の

負
担

の
軽

減
に

よ
り

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

等
、

現
状

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

や
子

育
て

に
係

る
負

担
の

軽
減

な
ど

を
通

じ
て

、
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

育
児

休
業

の
取

得
促

進
や

多
様

な
働

き
方

の
普

及
な

ど
を

通
じ

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
な

ど
を

図
り

ま
す

。

1
3

施
策

学
童

保
育

所
の

整
備

・
保

育
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

に
対

応
す

る
た

め
、

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

な
ど

幅
広

い
人

材
の

確
保

・
育

成
に

努
め

、
児

童
福

祉
の

推
進

体
制

の
確

立
を

図
り

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

0
ヶ

所

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

夏
休

み
に

定
着

し
て

き
た

、
退

職
教

員
を

中
心

と
し

た
講

師
に

よ
る

「
夏

休
み

チ
ャ

ン
レ

ン
ジ

教
室

」
は

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
中

止
と

な
り

ま
し

た
。

次
年

度
に

つ
い

て
は

、
開

催
が

で
き

る
よ

う
コ

ロ
ナ

対
策

を
検

討
す

る
な

か
で

進
め

て
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
　 各

小
・

中
学

校
で

も
放

課
後

に
講

師
を

派
遣

し
て

、
日

常
的

な
学

習
支

援
を

実
施

し
ま

し
た

。
小

学
校

で
は

「
放

課
後

チ
ャ

レ
ン

ジ
教

室
」

と
し

て
、

５
小

学
校

　
１

９
６

回
中

学
校

で
は

「
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

教
室

」
と

し
て

、
２

２
回

な
お

、
少

年
セ

ン
タ

ー
で

中
学

生
の

学
習

支
援

と
し

て
「

Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ

（
一

歩
）

」
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

対
象

者
は

「
要

保
護

世
帯

」
か

ら
「

準
要

保
護

世
帯

」
の

生
徒

に
広

げ
、

６
５

回
（

週
１

～
２

回
）

の
学

習
支

援
を

継
続

し
て

実
施

し
ま

し
た

。
（

東
近

江
健

康
福

祉
事

務
所

と
連

携
）

　

③

　
　

令
和

3
年

度
も

「
夏

休
み

チ
ャ

レ
ン

ジ
教

室
」

を
６

回
程

度
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、

公
民

館
で

の
学

習
支

援
活

動
が

で
き

る
よ

う
開

催
会

場
の

複
数

化
を

目
指

し
ま

す
。

小
学

校
に

お
け

る
「

放
課

後
こ

ど
も

教
室

」
中

学
生

の
学

習
支

援
で

あ
る

「
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

教
室

」
が

定
着

し
て

き
ま

し
た

の
で

、
継

続
し

た
取

り
組

み
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

少
年

セ
ン

タ
ー

で
実

施
し

て
い

る
「

Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ

（
一

歩
）

」
と

し
て

（
「

要
保

護
世

帯
」

か
ら

「
準

要
保

護
世

帯
」

に
拡

大
）

学
習

支
援

（
週

1
回

か
ら

2
回

）
を

引
き

続
き

実
施

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

子
育

て
期

の
家

庭
で

の
負

担
を

軽
減

で
き

る
よ

う
「

放
課

後
こ

ど
も

教
室

」
中

学
校

で
は

「
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

教
室

」
を

開
催

し
ま

し
た

。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

小
学

校
の

実
情

の
違

い
や

放
課

後
の

開
催

に
よ

る
弊

害
（

集
団

下
校

が
で

き
な

い
等

）
な

ど
の

調
整

が
必

要
で

す
。

保
護

者
に

よ
る

下
校

時
の

対
応

な
ど

が
必

要
な

学
校

も
あ

り
ま

す
。

開
催

回
数

に
差

が
出

ま
し

た
。

Ｋ
Ｐ

Ｉ
の

設
定

が
各

公
民

館
単

位
で

あ
る

が
、

地
域

と
学

校
と

の
連

携
と

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

講
師

な
ど

に
課

題
が

あ
り

、
開

催
に

い
た

っ
て

い
ま

せ
ん

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
に

よ
り

、
子

ど
も

や
家

庭
を

取
り

巻
く

環
境

は
大

き
く

変
化

し
て

い
ま

す
。

学
校

や
地

域
、

家
庭

と
連

携
し

児
童

の
基

礎
的

学
習

が
支

援
で

き
る

よ
う

新
た

な
ツ

ー
ル

を
と

り
い

れ
る

な
ど

工
夫

を
し

ま
す

。
　 《

今
後

の
課

題
》

・
学

校
間

で
取

り
組

み
に

差
が

あ
り

ま
す

。
・

放
課

後
の

参
集

・
帰

宅
方

法
、

集
団

下
校

の
安

全
性

の
確

保
に

つ
い

て
学

校
と

の
調

整
が

必
要

で
す

。
・

夏
休

み
チ

ャ
レ

ン
ジ

教
室

の
希

望
者

が
多

い
が

、
退

職
教

員
で

構
成

し
て

い
る

講
師

陣
の

都
合

も
あ

り
、

受
け

入
れ

人
数

に
制

限
が

あ
り

ま
す

。
・

夏
休

み
チ

ャ
レ

ン
ジ

教
室

の
会

場
が

地
区

公
民

館
で

開
催

で
き

る
に

は
、

ふ
る

さ
と

絆
支

援
員

と
の

連
携

が
よ

り
重

要
に

な
っ

て
き

ま
す

。

B

・
K

P
Iに

供
給

体
制

の
構

築
を

設
定

し
て

も
良

い
で

す
が

、
供

給
の

箇
所

数
の

充
足

率
し

か
測

れ
ま

せ
ん

。
参

加
を

希
望

す
る

児
童

生
徒

数
の

う
ち

、
何

％
が

参
加

で
き

た
の

か
、

受
講

者
が

満
足

し
て

い
る

の
か

、
事

業
の

達
成

目
標

を
達

成
で

き
た

の
か

な
ど

の
視

点
で

評
価

す
べ

き
で

す
。

受
け

入
れ

人
数

に
制

限
が

あ
る

の
は

、
た

だ
ち

に
解

消
す

べ
き

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

・
集

団
下

校
等

と
の

調
整

か
ら

困
難

も
あ

る
よ

う
で

す
が

、
オ

ン
ラ

イ
ン

の
活

用
な

ど
の

工
夫

を
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

・
周

辺
自

治
体

、
町

内
在

住
の

大
学

生
ア

ル
バ

イ
ト

の
活

用
な

ど
を

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。
夏

休
み

期
間

の
事

業
で

あ
れ

ば
、

県
外

大
学

進
学

者
に

も
帰

省
し

て
ア

ル
バ

イ
ト

を
し

て
も

ら
え

る
よ

う
な

制
度

的
支

援
策

(帰
省

旅
費

の
補

助
な

ど
)も

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。
ア

ル
バ

イ
ト

学
生

を
見

て
受

講
児

童
・

生
徒

の
中

か
ら

将
来

大
学

進
学

後
も

ア
ル

バ
イ

ト
を

し
に

帰
っ

て
く

れ
る

若
者

を
育

て
る

よ
う

な
視

点
を

持
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
小

学
校

か
ら

勉
強

が
分

か
ら

な
く

な
ら

な
い

よ
う

に
、

自
主

学
習

を
定

着
さ

せ
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

・
チ

ョ
キ

(ち
ょ

っ
と

聞
け

る
)や

IP
P

O
の

取
り

組
み

は
児

童
生

徒
に

周
知

さ
れ

て
い

る
よ

う
で

す
。

IP
P

O
は

家
庭

学
習

が
困

難
な

子
に

と
っ

て
学

校
以

外
で

学
習

が
で

き
る

場
、

行
け

ば
学

校
の

先
生

、
保

護
者

以
外

の
誰

か
と

会
う

こ
と

が
で

き
る

安
心

で
き

る
場

と
な

っ
て

い
る

よ
う

で
す

。
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ク

ー
ル

が
進

む
中

で
、

学
校

と
地

域
が

連
携

し
、

公
民

館
等

が
学

習
の

場
と

な
っ

た
り

、
登

下
校

の
見

守
り

を
地

域
が

今
ま

で
以

上
に

取
り

組
ん

だ
り

と
地

域
の

力
を

活
か

せ
る

よ
う

に
な

る
取

り
組

み
を

進
め

て
く

だ
さ

い
。

・
子

ど
も

の
学

習
支

援
を

高
校

生
・

大
学

生
が

ア
ル

バ
イ

ト
と

し
て

担
う

こ
と

で
、

教
え

る
側

に
た

ち
、

地
域

の
課

題
に

触
れ

る
こ

と
で

若
者

が
ま

ち
づ

く
り

に
関

わ
る

よ
う

に
な

り
、

教
え

ら
れ

て
い

る
子

が
将

来
、

学
習

支
援

の
ア

ル
バ

イ
ト

に
来

て
く

れ
る

よ
う

な
人

材
の

再
生

産
の

仕
組

み
と

な
る

よ
う

に
考

え
て

く
だ

さ
い

。
・

ア
ル

バ
イ

ト
募

集
の

周
知

方
法

を
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
よ

う
な

形
に

す
る

こ
と

も
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

R
2

1
0

ヶ
所

6
ヶ

所
6

0
.0

%

R
1

7
ヶ

所
7

ヶ
所

1
0

0
.0

%

H
3

0
7

ヶ
所

7
ヶ

所
1

0
0

.0
%

H
2

9
7

ヶ
所

5
ヶ

所
7

1
.4

%

H
2

8
7

ヶ
所

4
ヶ

所
5

7
.1

%

H
2

7
1

ヶ
所

1
ヶ

所
1

0
0

.0
%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

学
習

支
援

教
室

を
開

催
す

る
会

場
数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

学
校

教
育

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

3
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

中
で

、
結

婚
か

ら
子

育
て

ま
で

、
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
い

、
若

い
世

代
が

出
産

や
子

育
て

に
希

望
を

も
て

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

結
婚

・
出

産
・

子
育

て
の

希
望

を
み

ん
な

で
支

え
て

か
な

え
る

○
結

婚
に

向
け

た
男

女
の

出
会

い
の

場
の

創
出

を
図

り
ま

す
。

○
出

産
に

向
け

て
の

負
担

の
軽

減
に

よ
り

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

等
、

現
状

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

や
子

育
て

に
係

る
負

担
の

軽
減

な
ど

を
通

じ
て

、
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

育
児

休
業

の
取

得
促

進
や

多
様

な
働

き
方

の
普

及
な

ど
を

通
じ

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
な

ど
を

図
り

ま
す

。

1
4

施
策

児
童

・
生

徒
の

自
主

的
学

習
支

援
の

推
進

・
児

童
・

生
徒

の
基

礎
的

学
習

の
補

充
な

ら
び

に
自

主
的

学
習

の
機

会
を

確
保

す
る

た
め

の
学

習
支

援
教

室
の

実
施

と
、

そ
の

内
容

充
実

を
図

り
ま

す
。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

4
人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

高
等

学
校

、
専

修
学

校
お

よ
び

大
学

に
在

籍
す

る
者

に
奨

学
金

を
貸

与
し

て
い

ま
す

。
高

等
学

校
１

０
，

０
０

０
円

/
月

大
学

等
２

０
，

０
０

０
円

/
月

令
和

２
年

度
貸

与
者

　
＜

新
規

＞
高

等
学

校
0

名
　

大
学

等
0

名
　

＜
継

続
＞

高
等

学
校

0
名

　
大

学
等

2
名

③

高
校

生
に

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

す
る

な
ど

、
利

用
者

の
声

や
学

生
の

意
見

な
ど

の
情

報
収

集
を

し
て

い
る

が
、

制
度

を
利

用
す

る
者

が
減

少
し

て
い

ま
す

。
制

度
の

充
実

を
図

り
、

真
に

制
度

が
必

要
な

方
に

届
く

施
策

と
な

る
よ

う
取

り
組

み
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
町

の
広

報
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

広
く

周
知

し
て

い
ま

す
。

・
日

野
中

学
校

へ
案

内
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

し
て

い
ま

す
。

・
日

野
高

校
に

も
町

の
奨

学
金

制
度

の
周

知
を

図
っ

て
い

ま
す

。
・

平
成

２
８

年
度

か
ら

大
学

等
で

の
就

学
が

著
し

く
困

難
な

方
で

、
独

立
行

政
法

人
日

本
学

生
支

援
機

構
の

第
一

種
奨

学
金

の
貸

与
を

受
け

る
場

合
に

つ
い

て
、

奨
学

金
が

併
用

貸
与

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
・

制
度

の
有

効
性

や
今

後
の

制
度

の
あ

り
方

を
研

究
す

る
た

め
日

野
高

校
生

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
ま

し
た

。
《

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

》
・

事
業

推
進

に
向

け
た

有
効

な
周

知
事

務
が

充
分

で
な

い
と

思
わ

れ
ま

す
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
給

付
型

の
奨

学
金

を
望

ま
れ

て
い

ま
す

が
、

制
度

化
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

卒
業

後
に

奨
学

金
や

教
育

ロ
ー

ン
の

金
利

を
含

む
返

還
が

負
債

と
な

り
、

若
者

の
貧

困
を

招
い

て
い

る
状

況
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
独

立
行

政
法

人
日

本
学

生
支

援
機

構
の

第
一

種
奨

学
金

の
貸

与
者

も
、

町
の

無
利

子
の

奨
学

金
が

併
用

貸
与

で
き

る
こ

と
を

引
き

続
き

広
く

周
知

し
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

近
年

、
高

校
の

授
業

料
無

償
や

、
独

立
行

政
法

人
日

本
学

生
支

援
機

構
の

制
度

改
正

な
ど

、
国

の
制

度
が

充
実

し
て

き
た

こ
と

に
よ

り
、

町
の

奨
学

金
の

利
用

者
が

減
少

し
て

き
た

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

給
付

型
の

新
設

を
含

め
、

制
度

設
計

の
見

直
し

が
必

要
だ

と
思

わ
れ

ま
す

。
・

滋
賀

県
立

日
野

高
等

学
校

に
お

い
て

、
奨

学
金

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

こ
と

が
制

度
の

周
知

に
つ

な
が

り
、

ア
ン

ケ
ー

ト
で

制
度

を
受

け
た

い
と

回
答

し
た

生
徒

が
実

際
に

制
度

の
利

用
へ

と
つ

な
が

っ
た

。
周

知
の

方
法

を
見

直
し

、
必

要
な

方
に

制
度

が
伝

わ
る

よ
う

に
検

討
し

、
安

心
し

て
進

学
で

き
る

環
境

整
備

に
努

め
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

に
よ

り
高

校
生

や
大

学
生

の
実

態
把

握
を

行
い

、
制

度
の

改
善

を
検

討
し

ま
す

。

C

・
制

度
の

周
知

が
不

十
分

で
あ

る
と

例
年

内
部

検
証

に
お

い
て

も
評

価
さ

れ
て

い
ま

す
。

「
不

十
分

で
あ

る
」

と
の

内
部

評
価

を
「

十
分

に
行

え
た

」
と

評
価

で
き

る
ま

で
の

努
力

も
な

か
な

か
難

し
い

の
で

し
ょ

う
か

。
周

知
が

不
十

分
か

ど
う

か
も

分
か

ら
な

い
く

ら
い

難
し

い
こ

と
な

の
か

、
実

態
が

把
握

で
き

て
い

な
い

の
か

も
分

か
り

ま
せ

ん
。

・
日

本
学

生
支

援
機

構
の

制
度

充
実

に
よ

り
、

貸
与

に
よ

る
町

独
自

の
施

策
は

本
当

に
必

要
な

の
か

を
検

討
す

る
時

期
に

来
て

い
る

と
思

わ
れ

ま
す

。
町

独
自

に
す

る
べ

き
は

、
給

付
型

も
し

く
は

返
済

免
除

の
条

件
設

定
型

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

新
た

な
制

度
の

創
設

を
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

場
合

、
施

策
の

目
標

の
設

定
と

効
果

に
つ

い
て

も
良

く
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

・
現

状
の

制
度

は
、

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
て

お
ら

ず
、

ニ
ー

ズ
調

査
の

ア
ン

ケ
ー

ト
が

事
業

の
周

知
や

利
用

に
つ

な
が

っ
た

こ
と

を
考

え
る

と
今

後
の

周
知

方
法

や
制

度
を

給
付

型
に

す
る

等
の

検
討

を
し

て
く

だ
さ

い
。

R
2

1
5

人
2

人
1

3
.3

%

R
1

1
5

人
2

人
1

3
.3

%

H
3

0
1

2
人

4
人

3
3

.3
%

H
2

9
1

0
人

4
人

4
0

.0
%

H
2

8
8

人
3

人
3

7
.5

%

H
2

7
6

人
6

人
1

0
0

.0
%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

奨
学

金
の

貸
与

人
数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

学
校

教
育

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

3
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
る

中
で

、
結

婚
か

ら
子

育
て

ま
で

、
そ

の
時

々
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

行
い

、
若

い
世

代
が

出
産

や
子

育
て

に
希

望
を

も
て

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

結
婚

・
出

産
・

子
育

て
の

希
望

を
み

ん
な

で
支

え
て

か
な

え
る

○
結

婚
に

向
け

た
男

女
の

出
会

い
の

場
の

創
出

を
図

り
ま

す
。

○
出

産
に

向
け

て
の

負
担

の
軽

減
に

よ
り

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

等
、

現
状

の
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

や
子

育
て

に
係

る
負

担
の

軽
減

な
ど

を
通

じ
て

、
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
○

育
児

休
業

の
取

得
促

進
や

多
様

な
働

き
方

の
普

及
な

ど
を

通
じ

て
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
な

ど
を

図
り

ま
す

。

1
5

施
策

奨
学

金
制

度
の

充
実

・
経

済
的

理
由

に
よ

り
就

学
が

困
難

な
子

ど
も

の
支

援
の

た
め

、
日

野
町

奨
学

金
制

度
の

充
実

を
図

り
ま

す
。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

6
団

体
（

累
計

）

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
地

域
住

民
に

よ
る

主
体

的
な

ま
ち

づ
く

り
を

推
進

す
る

た
め

、
地

域
の

課
題

や
解

決
策

を
ま

と
め

た
ま

ち
づ

く
り

計
画

の
策

定
を

支
援

し
ま

し
た

。
ま

た
、

令
和

２
年

度
は

、
一

般
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
助

成
事

業
の

申
請

に
伴

い
、

３
団

体
の

申
請

を
支

援
し

、
す

べ
て

の
団

体
（

う
ち

、
今

年
度

追
加

事
業

分
１

団
体

、
令

和
２

年
度

事
業

分
２

団
体

）
が

採
択

を
受

け
ま

し
た

。
・

各
地

区
行

政
懇

談
会

や
自

治
会

等
で

、
人

口
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

協
議

資
料

を
作

成
し

、
持

続
可

能
な

地
域

づ
く

り
の

た
め

「
年

１
％

の
U

IJ
タ

ー
ン

受
け

入
れ

の
取

り
組

み
」

を
提

案
し

、
各

地
域

で
話

し
合

っ
て

い
た

だ
く

よ
う

啓
発

し
ま

し
た

。
・

第
６

次
日

野
町

総
合

計
画

策
定

に
あ

た
り

、
懇

話
会

の
み

な
さ

ん
を

中
心

に
、

町
民

一
人

ひ
と

り
に

役
割

と
居

場
所

が
あ

る
持

続
可

能
な

ま
ち

を
目

指
し

た
議

論
を

し
ま

し
た

。
・

進
取

の
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

た
め

、
第

６
次

日
野

町
総

合
計

画
に

か
か

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「

新
た

な
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
活

力
あ

る
ま

ち
を

と
も

に
創

る
」

を
開

催
し

、
地

域
と

関
わ

る
楽

し
さ

や
ワ

ク
ワ

ク
す

る
未

来
の

た
め

に
、

地
域

住
民

の
み

な
さ

ん
が

主
体

と
な

り
、

其
々

の
立

場
で

「
面

白
い

」
こ

と
を

「
自

分
ご

と
」

と
し

て
「

未
来

」
を

つ
く

る
こ

と
に

つ
い

て
考

え
る

機
運

の
醸

成
に

つ
な

げ
ま

し
た

。

③

・
町

民
自

ら
が

地
域

の
課

題
を

把
握

・
整

理
し

、
よ

り
住

み
よ

い
地

域
づ

く
り

を
進

め
る

た
め

に
、

ま
ち

づ
く

り
計

画
の

策
定

支
援

を
進

め
る

と
と

も
に

、
策

定
し

た
自

治
会

等
が

ま
ち

づ
く

り
計

画
に

沿
っ

て
進

め
た

取
組

を
評

価
す

る
仕

組
み

を
つ

く
り

、
更

な
る

地
域

課
題

を
解

決
し

よ
う

と
す

る
機

運
の

醸
成

を
図

り
ま

す
。

・
多

様
な

テ
ー

マ
で

新
た

な
地

域
づ

く
り

活
動

を
さ

れ
る

団
体

と
、

こ
れ

ま
で

積
み

上
げ

て
こ

ら
れ

た
、

既
存

の
団

体
を

つ
な

ぎ
、

新
た

な
地

域
づ

く
り

が
生

ま
れ

る
よ

う
、

交
流

場
や

情
報

提
供

に
に

努
め

、
日

野
町

の
ま

ち
づ

く
り

の
輪

を
広

げ
る

よ
う

支
援

し
て

い
き

ま
す

。
・

第
６

次
日

野
町

総
合

計
画

策
定

に
あ

た
り

、
意

見
交

換
と

し
て

実
施

し
た

各
地

区
や

団
体

の
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
を

継
続

的
に

実
施

し
、

地
域

の
こ

と
を

「
自

分
ご

と
」

と
し

て
捉

え
る

よ
う

な
機

運
の

醸
成

を
図

り
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
ま

ち
づ

く
り

計
画

の
策

定
を

通
し

て
、

地
域

に
お

け
る

困
り

ご
と

や
課

題
を

整
理

し
、

そ
の

解
決

に
向

け
て

住
民

主
体

の
活

動
を

通
し

て
、

安
全

で
安

心
し

て
住

み
続

け
ら

れ
る

地
域

づ
く

り
を

進
め

て
い

ま
す

。
・

少
子

高
齢

化
や

人
口

減
少

の
課

題
は

、
日

本
全

国
で

起
こ

っ
て

い
る

こ
と

を
、

出
前

講
座

等
で

町
民

の
み

な
さ

ん
に

認
識

し
て

い
た

だ
い

た
上

で
、

地
域

に
暮

ら
す

全
て

の
み

な
さ

ん
の

意
見

が
反

映
で

き
る

地
域

づ
く

り
を

提
案

し
て

い
ま

す
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
行

政
懇

談
会

、
出

前
講

座
等

で
の

話
し

合
い

で
は

、
参

加
者

の
年

齢
層

等
に

偏
り

が
あ

る
た

め
、

今
後

の
住

民
自

治
を

担
う

世
代

も
含

め
、

地
域

に
暮

ら
す

み
な

さ
ん

の
意

見
が

活
か

せ
る

地
域

づ
く

り
が

、
重

要
で

あ
る

と
考

え
ま

す
が

、
多

様
な

世
代

に
ア

プ
ロ

ー
チ

し
た

進
取

の
ま

ち
づ

く
り

に
か

か
る

事
業

展
開

が
で

き
て

い
ま

せ
ん

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

す
べ

て
の

町
民

の
み

な
さ

ん
が

、
地

域
の

中
で

出
番

と
役

割
を

も
ち

、
自

分
ら

し
く

暮
ら

せ
る

町
を

め
ざ

し
、

各
自

治
会

で
は

、
地

域
の

特
色

に
応

じ
た

ま
ち

づ
く

り
計

画
の

策
定

づ
く

り
が

進
む

よ
う

支
援

を
行

い
ま

す
。

・
こ

れ
か

ら
の

地
域

を
担

う
若

い
世

代
を

含
ん

だ
多

様
な

世
代

に
対

し
、

自
分

の
住

ん
で

い
る

地
域

に
関

心
を

持
ち

、
新

た
な

切
り

口
か

ら
ま

ち
づ

く
り

に
参

画
で

き
る

よ
う

「
若

者
会

議
（

仮
称

）
」

を
開

催
し

、
今

後
の

ま
ち

づ
く

り
か

か
わ

る
層

を
広

げ
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

町
民

自
ら

が
地

域
の

困
り

ご
と

を
発

見
し

、
性

別
や

年
齢

等
に

関
係

な
く

、
多

様
な

方
が

意
見

を
出

せ
、

自
分

た
ち

の
地

域
を

自
分

た
ち

で
暮

ら
し

や
す

く
す

る
と

い
う

意
識

を
醸

成
す

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
・

こ
れ

ま
で

の
地

域
づ

く
り

の
形

に
と

ら
わ

れ
ず

、
課

題
の

解
決

に
向

け
た

新
し

い
取

り
組

み
や

人
と

の
交

流
・

連
携

を
含

め
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
に

つ
な

げ
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

A

・
「

進
取

の
ま

ち
の

推
進

」
に

お
い

て
、

自
治

会
活

動
の

支
援

と
活

性
化

は
重

要
で

す
か

ら
、

引
き

続
き

地
域

社
会

を
基

礎
と

し
た

自
治

会
活

動
を

支
援

し
て

く
だ

さ
い

。
一

方
で

④
に

あ
る

よ
う

に
現

状
を

冷
静

に
分

析
す

る
と

行
政

懇
談

会
等

へ
の

参
加

者
の

年
齢

層
等

に
偏

り
に

み
ら

れ
る

よ
う

に
若

者
を

中
心

に
多

様
な

世
代

が
ま

ち
づ

く
り

に
参

加
す

る
よ

う
に

変
わ

っ
て

い
く

必
要

性
も

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
に

は
、

自
治

会
に

加
え

て
新

し
い

住
民

自
治

・
住

民
活

動
を

育
て

、
安

全
・

安
心

な
ま

ち
づ

く
り

に
努

め
て

く
だ

さ
い

。
④

⑤
に

お
い

て
、

自
治

会
活

動
が

活
発

で
は

あ
る

け
れ

ど
も

次
の

世
代

の
ま

ち
づ

く
り

の
担

い
手

を
育

て
る

こ
と

を
自

覚
し

て
、

施
策

と
し

て
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
点

を
高

く
評

価
し

ま
す

。
・

②
に

お
い

て
「

年
1

％
の

U
IJ

タ
ー

ン
受

け
入

れ
の

取
り

組
み

」
を

受
け

入
れ

る
地

域
で

あ
る

各
地

区
で

啓
発

し
て

い
る

こ
と

は
高

く
評

価
し

ま
す

が
、

基
本

目
標

②
の

移
住

定
住

促
進

と
連

携
さ

せ
て

、
効

果
を

高
め

る
取

り
組

み
を

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。
・

⑤
の

「
若

者
会

議
（

仮
称

）
」

な
ど

、
今

後
の

ま
ち

づ
く

り
に

関
わ

る
裾

野
を

広
げ

る
取

り
組

み
が

必
要

で
す

。
・

固
い

会
議

で
は

参
加

し
て

も
ら

え
な

い
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
青

年
層

に
興

味
を

持
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

テ
ー

マ
の

設
定

や
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
が

重
要

で
す

。
・

同
学

年
が

集
ま

る
機

会
を

成
人

式
以

外
に

高
校

生
の

卒
業

時
や

大
学

卒
業

時
等

、
節

目
で

行
う

機
会

を
作

る
こ

と
で

青
年

層
同

士
や

地
域

と
の

つ
な

が
り

を
生

み
出

す
場

と
な

る
よ

う
な

取
り

組
み

を
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

H
3

0
1

8
団

体
（

累
計

）
1

5
団

体
（

累
計

）
8

3
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%

R
2

2
1

団
体

（
累

計
）

1
7

団
体

（
累

計
）

8
1

.0
%

R
1

2
1

団
体

（
累

計
）

1
6

団
体

（
累

計
）

7
6

.2
%

H
2

9
1

5
団

体
（

累
計

）
1

4
団

体
（

累
計

）
9

3
.3

%

H
2

8
1

2
団

体
（

累
計

）
1

2
団

体
（

累
計

）
1

0
0

.0
%

H
2

7
9

団
体

（
累

計
）

1
1

団
体

（
累

計
）

1
0

0
.0

%①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

ま
ち

づ
く

り
計

画
の

策
定

自
治

会
数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

企
画

振
興

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

4
家

庭
で

の
き

ず
な

は
も

と
よ

り
、

地
域

で
の

人
と

人
の

つ
な

が
り

（
き

ず
な

）
を

育
み

、
顔

の
見

え
る

関
係

の
も

と
、

住
民

が
自

ら
く

ら
し

や
す

い
地

域
を

つ
く

り
、

そ
の

も
と

で
安

全
で

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

力
を

活
か

し
た

課
題

解
決

能
力

を
高

め
る

こ
と

で
、

住
民

の
活

発
な

自
治

活
動

を
持

続
発

展
さ

せ
、

こ
れ

ま
で

の
自

治
活

動
の

見
直

し
も

含
め

、
地

域
課

題
に

つ
い

て
、

住
民

が
自

ら
発

見
し

、
学

び
、

取
り

組
ん

で
い

く
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

く
ら

し
や

す
い

地
域

と
つ

な
が

り
、

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

つ
く

る

〇
地

域
で

の
人

と
人

の
つ

な
が

り
（

き
ず

な
）

を
育

む
た

め
、

地
域

の
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
連

携
す

る
住

民
主

体
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
○

人
と

場
所

と
機

会
を

つ
な

ぐ
、

人
材

・
資

源
を

発
掘

し
ま

す
。

○
住

民
主

体
の

出
会

い
の

場
づ

く
り

に
よ

り
、

地
域

に
暮

ら
す

人
同

士
の

「
お

た
が

い
さ

ま
」

の
助

け
合

い
、

自
分

の
「

自
慢

」
を

持
ち

寄
り

、
生

き
が

い
を

持
て

る
仕

組
み

を
つ

く
り

ま
す

。
○

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

中
で

、
「

困
り

ご
と

を
出

し
合

い
、

支
え

あ
う

」
な

ど
、

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

○
自

治
活

動
を

基
盤

に
、

地
域

福
祉

活
動

の
推

進
、

子
育

て
・

介
護

・
防

犯
・

防
災

な
ど

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
安

心
・

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

1
施

策
進

取
の

ま
ち

の
推

進

・
地

域
住

民
に

よ
る

自
主

的
な

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

る
た

め
、

課
題

解
決

の
た

め
の

集
落

点
検

と
地

域
計

画
づ

く
り

を
促

進
す

る
と

と
も

に
支

援
し

ま
す

。
・

地
域

に
お

け
る

伝
統

行
事

・
伝

統
工

芸
の

伝
承

を
は

じ
め

、
各

種
事

業
を

通
じ

た
世

代
間

交
流

に
対

す
る

支
援

に
よ

り
自

治
会

等
の

取
り

組
み

を
推

進
し

ま
す

。
ま

た
、

一
人

ひ
と

り
の

意
見

や
行

動
を

認
め

合
い

、
家

庭
や

地
域

で
の

話
し

合
い

の
中

で
、

と
も

に
住

み
よ

い
地

域
を

作
り

出
す

喜
び

や
自

己
実

現
が

可
能

な
地

域
社

会
づ

く
り

に
取

り
組

み
ま

す
。

・
自

治
の

基
本

の
再

認
識

、
自

治
会

単
位

の
交

流
を

深
め

る
こ

と
で

、
先

人
の

知
恵

を
受

け
継

ぐ
と

と
も

に
、

地
域

解
決

に
向

け
た

地
域

で
の

学
び

を
支

援
し

ま
す

。
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検
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ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

7
2

人
4

0
4

人
5

9
字

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
人

と
人

が
繋

が
っ

て
い

る
こ

と
を

実
感

す
る

た
め

の
訪

問
活

動
や

サ
ロ

ン
な

ど
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
に

よ
り

実
施

し
に

く
い

状
況

で
は

あ
る

も
の

の
、

出
来

る
限

り
の

見
守

り
活

動
を

実
施

し
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。

③

・
各

地
域

の
課

題
を

自
ら

が
考

え
、

活
動

と
し

て
実

施
で

き
る

よ
う

、
地

域
で

の
話

し
合

い
の

場
に

お
い

て
支

援
員

が
参

加
し

、
活

動
に

関
し

て
は

伴
走

型
で

支
援

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

サ
ロ

ン
に

対
し

て
、

引
き

続
き

助
成

金
を

交
付

し
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
民

生
委

員
児

童
委

員
協

議
会

に
お

け
る

各
部

会
、

地
区

会
と

連
携

し
活

動
を

支
援

し
て

い
ま

す
。

・
字

福
祉

会
等

が
開

催
す

る
サ

ロ
ン

に
つ

い
て

、
社

会
福

祉
協

議
会

を
通

じ
て

活
動

費
を

助
成

し
て

い
ま

す
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
一

人
の

方
に

過
度

な
負

担
が

か
か

ら
な

い
よ

う
、

地
域

で
役

員
を

支
え

る
仕

組
み

づ
く

り
が

で
き

て
い

ま
せ

ん
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
日

常
的

に
行

わ
れ

る
見

守
り

活
動

、
支

え
合

い
活

動
を

継
続

し
て

実
施

す
る

こ
と

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

地
域

の
サ

ロ
ン

な
ど

を
機

会
と

捉
え

、
学

び
の

場
と

な
る

よ
う

な
講

座
（

出
前

講
座

等
）

を
気

軽
に

開
催

し
て

も
ら

え
る

よ
う

は
た

ら
き

か
け

ま
す

。

《
今

後
の

課
題

》
・

福
祉

協
力

員
の

本
来

の
目

的
を

共
有

し
、

日
常

の
活

動
に

力
を

注
い

で
い

た
だ

け
る

方
法

を
検

討
し

ま
す

。

字
5

7
字

6
8

.7
%

B

・
地

域
福

祉
協

力
員

は
、

昨
年

か
ら

9
名

減
、

字
福

祉
会

は
、

昨
年

よ
り

2
字

減
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
こ

と
へ

の
言

及
が

な
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。
ま

た
、

増
や

す
方

法
に

つ
い

て
も

言
及

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
。

・
令

和
2

年
度

は
、

コ
ロ

ナ
禍

で
十

分
な

活
動

が
で

き
な

か
っ

た
も

の
と

推
察

し
ま

す
が

、
「

4
-
2

の
施

策
」

が
基

本
目

標
④

の
中

、
総

合
戦

略
の

中
に

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
意

味
を

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。
・

4
-
2

の
施

設
を

推
進

す
る

た
め

に
は

、
福

祉
協

力
員

を
増

や
し

た
り

、
字

福
祉

会
を

増
や

し
た

り
し

て
、

地
域

福
祉

の
体

制
を

整
え

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
弱

体
化

し
て

一
部

の
方

に
過

度
の

負
担

が
か

か
ら

な
い

よ
う

に
す

る
先

手
の

取
り

組
み

が
必

要
で

す
。

昨
年

度
の

外
部

検
証

で
も

指
摘

し
て

い
ま

す
が

、
自

治
活

動
の

見
直

し
と

地
域

福
祉

活
動

の
充

実
な

ど
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

実
態

に
あ

わ
せ

た
仕

組
み

づ
く

り
が

必
要

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

・
地

域
福

祉
活

動
の

体
制

を
支

え
る

地
域

の
裾

野
を

広
げ

「
誰

一
人

取
り

残
さ

な
い

」
必

要
な

人
に

必
要

な
支

援
が

届
く

よ
う

な
仕

組
み

づ
く

り
と

そ
の

担
い

手
を

育
て

て
く

だ
さ

い
。

・
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
仕

事
の

需
要

と
供

給
が

マ
ッ

チ
し

て
い

な
い

場
合

が
あ

る
と

感
じ

ま
す

。
誰

も
が

そ
の

地
域

に
お

い
て

役
割

を
持

ち
、

輝
き

、
生

き
が

い
を

持
っ

た
人

生
を

送
れ

る
よ

う
に

仕
事

を
マ

ッ
チ

ン
グ

さ
せ

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

が
重

要
で

す
。

・
住

民
の

困
り

は
多

様
化

、
複

雑
化

し
て

お
り

、
分

野
を

横
断

し
て

い
ま

す
。

福
祉

分
野

に
お

け
る

各
計

画
の

取
り

組
み

が
連

携
す

る
中

で
取

り
組

み
が

実
際

に
進

む
よ

う
に

な
れ

ば
良

い
ま

ち
に

な
る

と
思

い
ま

す
。

・
人

の
一

生
に

何
が

必
要

な
の

か
と

い
う

視
点

が
必

要
で

す
。

・
地

域
福

祉
活

動
は

活
動

そ
の

も
の

の
本

質
を

し
っ

か
り

捉
え

て
活

動
す

る
べ

き
で

す
。

4
5

0
人

3
9

2
人

8
7

.1
%

8
3

7
1

.1
%

4
5

0
人

4
0

1
人

8
9

.1
%

8
3

字
5

9
字

H
3

0
7

3
人

7
3

人
1

0
0

.0
%

R
2

7
4

人
7

4
人

1
0

0
.0

%

R
1

7
3

人
7

4
人

1
0

0
.0

%

7
8

.7
%

4
3

5
人

4
0

7
人

9
3

.6
%

7
5

字
5

9
字

8
4

.3
%

4
2

5
人

4
0

7
人

9
5

.8
%

7
0

H
2

9
7

3
人

7
3

人
1

0
0

.0
%

字
5

9
字

H
2

8
7

3
人

7
3

人
1

0
0

.0
%

字
5

9
字

9
0

.8
%

4
2

0
人

4
0

6
人

9
6

.7
%

6
5

1
0

0
.0

%
人

9
9

.3
%

5
9

字
5

9
字

H
2

7
7

2
人

7
2

人
1

0
0

.0
%

4
1

6
人

4
1

3

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

民
生

委
員

児
童

委
員

福
祉

協
力

員
数

字
福

祉
会

設
置

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

福
祉

保
健

課
福

祉
保

健
課

福
祉

保
健

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

4
家

庭
で

の
き

ず
な

は
も

と
よ

り
、

地
域

で
の

人
と

人
の

つ
な

が
り

（
き

ず
な

）
を

育
み

、
顔

の
見

え
る

関
係

の
も

と
、

住
民

が
自

ら
く

ら
し

や
す

い
地

域
を

つ
く

り
、

そ
の

も
と

で
安

全
で

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

力
を

活
か

し
た

課
題

解
決

能
力

を
高

め
る

こ
と

で
、

住
民

の
活

発
な

自
治

活
動

を
持

続
発

展
さ

せ
、

こ
れ

ま
で

の
自

治
活

動
の

見
直

し
も

含
め

、
地

域
課

題
に

つ
い

て
、

住
民

が
自

ら
発

見
し

、
学

び
、

取
り

組
ん

で
い

く
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

く
ら

し
や

す
い

地
域

と
つ

な
が

り
、

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

つ
く

る

〇
地

域
で

の
人

と
人

の
つ

な
が

り
（

き
ず

な
）

を
育

む
た

め
、

地
域

の
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
連

携
す

る
住

民
主

体
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
○

人
と

場
所

と
機

会
を

つ
な

ぐ
、

人
材

・
資

源
を

発
掘

し
ま

す
。

○
住

民
主

体
の

出
会

い
の

場
づ

く
り

に
よ

り
、

地
域

に
暮

ら
す

人
同

士
の

「
お

た
が

い
さ

ま
」

の
助

け
合

い
、

自
分

の
「

自
慢

」
を

持
ち

寄
り

、
生

き
が

い
を

持
て

る
仕

組
み

を
つ

く
り

ま
す

。
○

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

中
で

、
「

困
り

ご
と

を
出

し
合

い
、

支
え

あ
う

」
な

ど
、

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

○
自

治
活

動
を

基
盤

に
、

地
域

福
祉

活
動

の
推

進
、

子
育

て
・

介
護

・
防

犯
・

防
災

な
ど

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
安

心
・

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

2
施

策
地

域
福

祉
活

動
の

推
進

・
自

治
会

な
ど

に
お

い
て

、
地

域
の

マ
ン

パ
ワ

ー
と

し
て

、
福

祉
協

力
員

の
活

躍
の

場
を

広
げ

、
地

域
福

祉
の

中
心

を
担

え
る

体
制

を
推

進
し

ま
す

。
・

閉
じ

こ
も

り
や

ひ
と

り
暮

ら
し

な
ど

、
支

援
の

必
要

な
高

齢
者

が
適

切
な

支
援

が
受

け
ら

れ
る

よ
う

民
生

委
員

児
童

委
員

・
福

祉
協

力
員

・
字

福
祉

会
な

ど
と

連
携

し
、

見
守

り
活

動
を

促
進

し
ま

す
。
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し
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ひ
と
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り
総
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略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
6

団
体

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

組
織

の
拡

大
、

強
化

の
た

め
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

連
絡

協
議

会
に

お
い

て
団

体
の

P
R

を
実

施
し

ま
し

た
。

ま
た

、
団

体
の

活
動

を
紹

介
す

る
ポ

ス
タ

ー
や

チ
ラ

シ
を

作
成

し
、

活
動

の
啓

発
に

努
め

ま
し

た
。

③

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

の
登

録
団

体
お

よ
び

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

連
絡

協
議

会
の

加
入

団
体

の
活

動
が

し
や

す
く

な
る

よ
う

、
活

動
拠

点
と

な
る

勤
労

福
祉

会
館

の
使

用
料

を
減

免
す

る
こ

と
と

し
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

理
解

を
深

め
て

も
ら

い
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

を
増

加
さ

せ
ま

し
た

。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
個

人
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

支
援

が
で

き
て

い
ま

せ
ん

。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
の

活
動

が
さ

ら
に

広
が

る
よ

う
な

活
動

の
場

の
提

供
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
楽

し
さ

、
や

り
が

い
を

感
じ

て
も

ら
う

機
会

を
増

や
す

た
め

、
小

・
中

・
高

等
学

校
や

大
学

と
連

携
し

て
取

り
組

め
る

事
業

の
開

拓
に

努
め

ま
す

。

《
今

後
の

課
題

》
・

個
人

の
得

意
な

事
や

好
き

な
活

動
で

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
で

き
る

よ
う

、
個

人
登

録
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
活

動
し

や
す

い
仕

組
み

づ
く

り
を

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

A

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
が

4
団

体
増

え
た

こ
と

は
評

価
し

ま
す

。
ま

た
、

活
動

支
援

の
た

め
に

勤
労

福
祉

会
館

の
使

用
料

減
免

を
し

た
こ

と
を

高
く

評
価

し
ま

す
。

・
4

-
3

で
は

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

組
織

化
を

図
り

ま
す

」
と

な
っ

て
い

ま
す

が
、

②
の

内
部

検
証

で
は

、
P

R
、

啓
発

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

よ
う

に
見

え
ま

す
。

十
分

な
取

組
み

だ
っ

た
と

言
え

る
で

し
ょ

う
か

。
④

は
②

、
⑤

は
③

に
入

れ
て

も
良

い
内

容
に

も
見

え
ま

す
。

・
④

⑤
は

、
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
性

を
踏

ま
え

て
の

検
証

を
行

う
も

の
で

あ
り

、
②

③
と

は
違

う
こ

と
を

理
解

し
て

く
だ

さ
い

。
・

日
野

町
は

、
自

治
会

活
動

が
活

発
で

す
が

、
自

治
会

活
動

も
参

加
者

の
年

齢
層

の
偏

り
が

生
じ

る
な

ど
課

題
も

あ
り

ま
す

。
4

-
1

で
の

「
進

取
の

ま
ち

の
推

進
」

と
も

連
携

し
な

が
ら

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

を
育

て
る

積
極

的
な

施
策

を
工

夫
し

、
取

組
ん

で
く

だ
さ

い
。

N
P

O
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

を
育

て
る

補
助

金
制

度
を

導
入

す
る

な
ど

政
策

に
幅

を
持

た
せ

て
く

だ
さ

い
。

・
前

年
度

の
外

部
検

証
を

読
ん

で
か

ら
施

策
の

立
案

に
臨

む
な

ど
、

内
部

検
証

、
外

部
検

証
を

施
策

改
善

の
ヒ

ン
ト

・
契

機
と

す
る

よ
う

に
努

め
て

く
だ

さ
い

。

R
2

1
6

団
体

2
0

団
体

1
0

0
.0

%

R
1

1
6

団
体

1
6

団
体

1
0

0
.0

%

H
3

0
1

6
団

体
1

6
団

体
1

0
0

.0
%

H
2

9
1

6
団

体
1

5
団

体
9

3
.8

%

H
2

8
1

6
団

体
1

6
団

体
1

0
0

.0
%

H
2

7
1

6
団

体
1

6
団

体
1

0
0

.0
%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

の
登

録
数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

福
祉

保
健

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

4
家

庭
で

の
き

ず
な

は
も

と
よ

り
、

地
域

で
の

人
と

人
の

つ
な

が
り

（
き

ず
な

）
を

育
み

、
顔

の
見

え
る

関
係

の
も

と
、

住
民

が
自

ら
く

ら
し

や
す

い
地

域
を

つ
く

り
、

そ
の

も
と

で
安

全
で

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

力
を

活
か

し
た

課
題

解
決

能
力

を
高

め
る

こ
と

で
、

住
民

の
活

発
な

自
治

活
動

を
持

続
発

展
さ

せ
、

こ
れ

ま
で

の
自

治
活

動
の

見
直

し
も

含
め

、
地

域
課

題
に

つ
い

て
、

住
民

が
自

ら
発

見
し

、
学

び
、

取
り

組
ん

で
い

く
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

く
ら

し
や

す
い

地
域

と
つ

な
が

り
、

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

つ
く

る

〇
地

域
で

の
人

と
人

の
つ

な
が

り
（

き
ず

な
）

を
育

む
た

め
、

地
域

の
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
連

携
す

る
住

民
主

体
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
○

人
と

場
所

と
機

会
を

つ
な

ぐ
、

人
材

・
資

源
を

発
掘

し
ま

す
。

○
住

民
主

体
の

出
会

い
の

場
づ

く
り

に
よ

り
、

地
域

に
暮

ら
す

人
同

士
の

「
お

た
が

い
さ

ま
」

の
助

け
合

い
、

自
分

の
「

自
慢

」
を

持
ち

寄
り

、
生

き
が

い
を

持
て

る
仕

組
み

を
つ

く
り

ま
す

。
○

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

中
で

、
「

困
り

ご
と

を
出

し
合

い
、

支
え

あ
う

」
な

ど
、

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

○
自

治
活

動
を

基
盤

に
、

地
域

福
祉

活
動

の
推

進
、

子
育

て
・

介
護

・
防

犯
・

防
災

な
ど

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
安

心
・

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

3
施

策
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
の

組
織

化
の

促
進

・
市

民
活

動
の

リ
ー

ダ
ー

育
成

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

組
織

化
を

図
り

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

0
件

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
地

域
で

活
躍

し
て

い
る

人
と

連
携

し
、

地
域

課
題

の
共

有
を

図
る

と
と

も
に

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
の

創
出

も
含

め
、

取
組

の
主

体
と

な
る

団
体

等
を

支
援

し
て

い
ま

す
。

・
現

在
、

取
組

の
あ

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
に

つ
い

て
、

取
組

を
継

続
・

発
展

さ
せ

ら
れ

る
よ

う
、

関
係

者
で

連
携

を
図

る
と

と
も

に
、

取
組

の
主

体
と

な
る

団
体

等
の

活
動

の
下

支
え

を
し

て
い

ま
す

。
③

・
地

域
で

活
躍

し
て

い
る

人
同

士
が

、
地

域
課

題
を

共
有

し
、

分
野

の
垣

根
を

越
え

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
の

創
出

も
含

め
、

話
し

合
え

る
機

会
を

設
け

、
商

業
・

農
業

・
福

祉
・

生
涯

学
習

な
ど

関
係

す
る

分
野

が
連

携
し

、
町

全
体

で
取

り
組

め
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

を
目

指
し

ま
す

。
・

現
在

、
取

組
の

あ
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

に
つ

い
て

、
関

係
者

で
情

報
共

有
を

図
り

、
取

組
を

継
続

・
発

展
さ

せ
ら

れ
る

よ
う

、
取

組
主

体
の

団
体

等
の

活
動

の
下

支
え

の
取

組
を

し
て

い
き

ま
す

。
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

で
の

地
域

課
題

の
解

決
に

つ
い

て
の

先
進

事
例

に
学

び
、

ど
の

よ
う

な
課

題
に

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

の
手

法
が

活
か

せ
る

の
か

検
討

し
、

取
組

に
つ

な
げ

る
仕

組
み

の
確

立
を

図
り

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
地

域
の

課
題

を
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
の

手
法

で
解

決
し

よ
う

と
す

る
場

合
、

お
金

だ
け

で
な

い
価

値
が

あ
る

こ
と

を
認

識
し

、
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

の
中

で
、

住
民

自
ら

が
暮

ら
し

や
す

い
地

域
を

作
り

、
地

域
の

力
を

活
か

し
た

課
題

解
決

能
力

を
高

め
る

た
め

何
が

で
き

る
の

か
、

関
係

課
で

協
議

を
行

い
ま

し
た

。
・

地
域

で
活

躍
し

て
い

る
団

体
等

の
取

組
や

現
在

、
取

組
の

あ
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
情

報
収

集
し

、
情

報
発

信
を

行
い

ま
し

た
。

《
実

施
が

で
き

て
い

な
い

こ
と

》
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

が
事

業
と

し
て

一
定

の
採

算
が

と
れ

、
活

性
化

す
る

よ
う

な
仕

組
み

を
具

体
的

に
検

討
す

る
場

が
設

け
ら

れ
て

い
ま

せ
ん

。
・

潜
在

的
な

ニ
ー

ズ
を

地
域

課
題

と
し

て
捉

え
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

の
手

法
で

解
決

す
る

た
め

の
取

組
に

つ
な

げ
る

仕
組

み
づ

く
り

が
で

き
て

い
ま

せ
ん

。
《

実
施

が
困

難
な

こ
と

》
・

事
業

の
継

続
に

対
す

る
行

政
か

ら
の

支
援

の
あ

り
方

に
つ

い
て

、
ビ

ジ
ネ

ス
の

視
点

や
中

立
的

な
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

を
行

う
こ

と
が

困
難

で
す

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

地
域

課
題

を
「

自
分

ご
と

」
と

し
て

捉
え

、
住

民
自

ら
が

暮
ら

し
や

す
い

地
域

を
作

り
、

地
域

の
力

を
活

か
し

た
課

題
解

決
能

力
を

高
め

る
た

め
何

が
で

き
る

の
か

、
商

業
・

農
業

・
福

祉
・

生
涯

学
習

な
ど

関
係

す
る

分
野

が
と

と
も

に
働

き
か

け
ら

れ
る

よ
う

取
組

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
・

地
域

で
活

躍
し

て
い

る
団

体
等

の
取

組
や

現
在

、
取

組
の

あ
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
情

報
収

集
し

、
情

報
発

信
す

る
こ

と
で

、
更

な
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

を
図

り
ま

す
。

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
が

事
業

と
し

て
一

定
の

採
算

が
と

れ
、

地
域

課
題

の
解

決
に

向
け

た
動

き
が

持
続

発
展

す
る

よ
う

な
仕

組
み

づ
く

り
に

努
め

ま
す

。

《
今

後
の

課
題

》
・

住
民

主
体

の
取

組
が

地
域

課
題

の
解

決
に

向
け

、
持

続
的

な
取

組
と

な
る

よ
う

、
関

係
課

が
密

に
連

携
し

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
の

手
法

で
解

決
す

る
た

め
の

取
組

に
つ

な
げ

る
仕

組
み

づ
く

り
を

確
立

す
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

A

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
の

創
業

が
昨

年
度

よ
り

2
件

増
え

た
こ

と
は

評
価

し
ま

す
。

4
-
4

の
施

策
が

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

創
業

を
増

や
し

て
い

る
の

か
の

検
証

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
・

暮
ら

し
や

す
い

ま
ち

を
つ

く
る

に
あ

た
っ

て
、

町
役

場
（

公
共

）
の

役
割

、
地

縁
団

体
で

あ
る

自
治

会
の

役
割

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
な

ど
市

民
活

動
の

役
割

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
の

役
割

を
俯

瞰
し

て
様

々
な

施
策

の
連

携
、

関
係

す
る

各
課

の
協

議
と

連
携

強
化

に
よ

っ
て

効
果

も
高

め
る

よ
う

に
努

め
て

く
だ

さ
い

。
・

④
に

お
い

て
「

関
係

課
で

協
議

を
行

い
」

ど
の

よ
う

な
成

果
が

出
せ

そ
う

な
の

か
が

重
要

と
な

り
ま

す
。

た
だ

ち
に

具
体

的
な

成
果

は
難

し
い

と
思

わ
れ

ま
す

が
、

現
場

の
職

員
の

気
づ

き
を

共
有

し
、

障
壁

と
な

っ
て

い
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
す

。
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

と
し

て
の

自
立

は
容

易
で

は
な

い
場

合
も

多
い

と
思

わ
れ

ま
す

。
採

算
性

と
課

題
解

決
の

両
立

を
目

指
し

な
が

ら
も

「
基

本
目

標
④

」
の

実
現

の
た

め
の

支
援

の
あ

り
方

を
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

R
2

6
件

7
件

1
0

0
.0

%

R
1

1
件

5
件

1
0

0
.0

%

H
3

0
1

件
5

件
1

0
0

.0
%

H
2

9
1

件
5

件
1

0
0

.0
%

H
2

8
0

件
0

件
0

.0
%

H
2

7
0

件
0

件
0

.0
%

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

の
創

業

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

企
画

振
興

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

4
家

庭
で

の
き

ず
な

は
も

と
よ

り
、

地
域

で
の

人
と

人
の

つ
な

が
り

（
き

ず
な

）
を

育
み

、
顔

の
見

え
る

関
係

の
も

と
、

住
民

が
自

ら
く

ら
し

や
す

い
地

域
を

つ
く

り
、

そ
の

も
と

で
安

全
で

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

力
を

活
か

し
た

課
題

解
決

能
力

を
高

め
る

こ
と

で
、

住
民

の
活

発
な

自
治

活
動

を
持

続
発

展
さ

せ
、

こ
れ

ま
で

の
自

治
活

動
の

見
直

し
も

含
め

、
地

域
課

題
に

つ
い

て
、

住
民

が
自

ら
発

見
し

、
学

び
、

取
り

組
ん

で
い

く
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

く
ら

し
や

す
い

地
域

と
つ

な
が

り
、

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

つ
く

る

〇
地

域
で

の
人

と
人

の
つ

な
が

り
（

き
ず

な
）

を
育

む
た

め
、

地
域

の
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
連

携
す

る
住

民
主

体
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
○

人
と

場
所

と
機

会
を

つ
な

ぐ
、

人
材

・
資

源
を

発
掘

し
ま

す
。

○
住

民
主

体
の

出
会

い
の

場
づ

く
り

に
よ

り
、

地
域

に
暮

ら
す

人
同

士
の

「
お

た
が

い
さ

ま
」

の
助

け
合

い
、

自
分

の
「

自
慢

」
を

持
ち

寄
り

、
生

き
が

い
を

持
て

る
仕

組
み

を
つ

く
り

ま
す

。
○

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

中
で

、
「

困
り

ご
と

を
出

し
合

い
、

支
え

あ
う

」
な

ど
、

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

○
自

治
活

動
を

基
盤

に
、

地
域

福
祉

活
動

の
推

進
、

子
育

て
・

介
護

・
防

犯
・

防
災

な
ど

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
安

心
・

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

4
施

策
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
の

創
出

・
地

域
で

活
躍

し
て

い
る

人
材

と
連

携
し

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
を

創
出

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

課
題

の
解

決
に

結
び

つ
け

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

活
性

化
を

図
り

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

0
事

業

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
各

地
区

公
民

館
で

は
、

実
行

委
員

会
に

よ
る

事
業

だ
け

で
な

く
、

公
民

館
主

催
の

多
様

な
事

業
開

催
に

よ
り

、
住

民
の

社
会

活
動

へ
の

参
画

と
交

流
を

図
る

活
動

を
展

開
し

て
い

ま
す

。
・

誰
も

が
気

軽
に

立
ち

寄
れ

る
公

民
館

を
目

指
し

、
事

業
展

開
だ

け
で

な
く

、
施

設
内

の
空

間
づ

く
り

も
推

進
し

て
い

ま
す

。
・

中
央

公
民

館
主

催
の

町
民

大
学

講
座

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
中

止
と

な
り

ま
し

た
。

③

・
事

業
内

容
の

工
夫

や
、

施
設

内
の

レ
イ

ア
ウ

ト
の

見
直

し
な

ど
、

誰
も

が
気

軽
に

立
ち

寄
れ

る
公

民
館

づ
く

り
に

取
り

組
み

ま
す

。
・

実
行

委
員

会
制

度
を

活
か

し
、

地
域

の
事

業
を

仲
間

と
共

に
創

り
開

催
す

る
こ

と
で

、
地

域
人

材
の

交
流

促
進

を
図

り
ま

す
。

・
地

域
の

課
題

解
決

の
た

め
の

講
座

や
学

習
会

を
開

催
し

、
持

続
可

能
な

地
域

づ
く

り
を

考
え

る
取

り
組

み
を

進
め

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

、
従

来
通

り
の

事
業

実
施

が
困

難
な

な
か

、
実

行
委

員
を

中
心

に
地

域
の

特
色

を
生

か
し

た
代

替
事

業
を

開
催

し
ま

し
た

。
・

地
区

運
動

会
は

、
代

替
事

業
と

し
て

地
区

の
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
や

歴
史

散
策

な
ど

各
地

区
ご

と
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

・
地

区
文

化
祭

は
、

作
品

展
示

を
中

心
に

各
地

区
ご

と
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

・
参

加
人

数
を

縮
小

し
て

密
集

を
避

け
、

ア
ル

コ
ー

ル
消

毒
や

検
温

チ
ェ

ッ
ク

な
ど

の
対

策
を

と
り

な
が

ら
、

屋
外

事
業

を
中

心
と

し
た

事
業

を
展

開
し

ま
し

た
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

、
積

極
的

な
人

と
人

が
集

い
交

流
す

る
事

業
が

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

、
従

来
の

よ
う

な
多

く
の

人
を

集
め

た
事

業
の

実
施

が
困

難
で

す
。

・
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

、
勤

務
先

か
ら

地
域

の
会

合
へ

の
参

加
を

止
め

ら
れ

て
い

る
実

行
委

員
も

お
り

、
事

業
の

開
催

や
地

域
づ

く
り

の
た

め
の

会
議

の
開

催
が

困
難

で
す

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

自
己

向
上

に
つ

な
が

る
学

習
意

欲
に

叶
う

学
び

の
場

を
設

け
、

そ
の

過
程

で
人

づ
く

り
・

地
域

づ
く

り
に

貢
献

で
き

る
リ

ー
ダ

ー
が

育
つ

よ
う

務
め

ま
す

。
・

公
民

館
で

共
に

学
び

、
活

動
す

る
こ

と
で

、
住

民
同

士
の

絆
を

育
み

、
地

域
の

連
帯

感
が

高
め

ら
れ

る
よ

う
務

め
ま

す
。

・
研

修
会

や
会

議
に

積
極

的
に

参
加

し
、

職
員

の
資

質
向

上
に

努
め

ま
す

。

《
今

後
の

課
題

》
・

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
や

価
値

観
が

多
様

化
し

、
地

域
活

動
に

負
担

を
感

じ
る

人
が

増
え

て
い

る
な

か
、

自
分

の
住

む
地

域
と

は
何

か
を

考
え

る
取

り
組

み
が

必
要

で
す

。
ま

た
、

既
存

事
業

や
制

度
に

つ
い

て
も

検
証

が
必

要
で

す
。

・
事

業
開

催
に

よ
る

住
民

交
流

だ
け

で
な

く
、

地
域

の
課

題
を

我
が

事
と

し
て

意
識

し
て

考
え

、
解

決
の

た
め

に
協

議
す

る
学

習
機

会
の

提
供

が
必

要
で

す
。

B

・
施

策
の

中
に

「
公

募
サ

ポ
ー

タ
ー

の
参

画
を

募
り

」
と

あ
り

、
K

P
Iに

も
設

定
し

て
い

る
の

に
、

公
募

サ
ポ

ー
タ

ー
の

活
用

が
十

分
で

き
な

か
っ

た
こ

と
の

要
因

の
分

析
が

な
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。

公
募

サ
ポ

ー
タ

ー
参

画
に

よ
っ

て
期

待
し

て
い

た
効

果
は

必
要

な
か

っ
た

の
か

、
公

募
サ

ポ
ー

タ
ー

(公
民

館
サ

ポ
ー

タ
ー

)が
1

事
業

以
外

な
か

っ
た

原
因

を
分

析
し

、
対

応
策

を
考

え
て

く
だ

さ
い

。
・

コ
ロ

ナ
禍

で
従

来
の

よ
う

な
事

業
を

行
う

こ
と

が
困

難
な

な
か

で
代

替
事

業
を

工
夫

し
て

い
る

点
を

評
価

し
ま

す
。

代
替

事
業

と
し

て
行

っ
た

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

、
歴

史
散

策
は

、
そ

れ
自

体
、

地
域

の
学

び
の

機
会

と
な

る
新

た
な

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
・

地
域

の
会

議
の

開
催

方
法

も
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
参

加
を

検
討

す
る

な
ど

、
D

X
の

進
む

時
代

の
変

化
に

対
応

し
て

い
く

工
夫

を
し

て
く

だ
さ

い
。

・
昨

年
高

く
評

価
し

た
中

高
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
つ

い
て

、
令

和
2

年
度

は
実

現
が

難
し

か
っ

た
の

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
地

域
や

ま
ち

の
年

中
行

事
の

中
で

、
ま

ち
づ

く
り

の
担

い
手

を
育

て
る

工
夫

を
し

て
く

だ
さ

い
。

・
若

者
を

い
か

に
取

り
込

む
か

が
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。
マ

ル
シ

ェ
や

手
作

り
市

の
取

り
組

み
が

異
分

野
や

多
世

代
交

流
へ

と
つ

な
が

っ
て

い
ま

す
。

公
民

館
等

を
活

用
す

る
中

で
、

事
業

へ
の

参
加

者
で

は
な

く
、

事
業

の
実

施
主

体
を

育
成

す
る

よ
う

な
、

き
っ

か
け

づ
く

り
と

な
る

取
り

組
み

を
進

め
て

く
だ

さ
い

。
・

学
校

教
育

と
の

連
携

も
重

要
で

す
。

R
2

5
事

業
1

事
業

2
0

.0
%

R
1

5
事

業
1

事
業

2
0

.0
%

H
3

0
4

事
業

1
事

業
2

5
.0

%

H
2

9
3

事
業

1
事

業
3

3
.3

%

H
2

8
1

事
業

1
事

業
1

0
0

.0
%

H
2

7
0

事
業

0
事

業
0

.0
%

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

公
民

館
サ

ポ
ー

タ
ー

活
用

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

生
涯

学
習

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

4
家

庭
で

の
き

ず
な

は
も

と
よ

り
、

地
域

で
の

人
と

人
の

つ
な

が
り

（
き

ず
な

）
を

育
み

、
顔

の
見

え
る

関
係

の
も

と
、

住
民

が
自

ら
く

ら
し

や
す

い
地

域
を

つ
く

り
、

そ
の

も
と

で
安

全
で

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

力
を

活
か

し
た

課
題

解
決

能
力

を
高

め
る

こ
と

で
、

住
民

の
活

発
な

自
治

活
動

を
持

続
発

展
さ

せ
、

こ
れ

ま
で

の
自

治
活

動
の

見
直

し
も

含
め

、
地

域
課

題
に

つ
い

て
、

住
民

が
自

ら
発

見
し

、
学

び
、

取
り

組
ん

で
い

く
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

く
ら

し
や

す
い

地
域

と
つ

な
が

り
、

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

つ
く

る

〇
地

域
で

の
人

と
人

の
つ

な
が

り
（

き
ず

な
）

を
育

む
た

め
、

地
域

の
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
連

携
す

る
住

民
主

体
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
○

人
と

場
所

と
機

会
を

つ
な

ぐ
、

人
材

・
資

源
を

発
掘

し
ま

す
。

○
住

民
主

体
の

出
会

い
の

場
づ

く
り

に
よ

り
、

地
域

に
暮

ら
す

人
同

士
の

「
お

た
が

い
さ

ま
」

の
助

け
合

い
、

自
分

の
「

自
慢

」
を

持
ち

寄
り

、
生

き
が

い
を

持
て

る
仕

組
み

を
つ

く
り

ま
す

。
○

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

中
で

、
「

困
り

ご
と

を
出

し
合

い
、

支
え

あ
う

」
な

ど
、

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

○
自

治
活

動
を

基
盤

に
、

地
域

福
祉

活
動

の
推

進
、

子
育

て
・

介
護

・
防

犯
・

防
災

な
ど

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
安

心
・

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

5
施

策
異

分
野

・
多

世
代

交
流

の
創

出

・
公

民
館

の
行

事
や

講
座

な
ど

に
、

公
募

サ
ポ

ー
タ

ー
（

興
味

の
あ

る
人

）
の

参
画

を
募

り
、

行
事

や
講

座
の

企
画

段
階

か
ら

関
わ

り
を

持
つ

こ
と

で
、

地
域

の
中

に
分

野
や

世
代

を
越

え
た

人
と

人
を

つ
な

ぐ
仕

組
み

づ
く

り
に

取
り

組
み

ま
す

。

72



日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
,4

9
1

人
3

.9
3

回
3

2
6

件

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
「

字
別

懇
談

会
（

学
習

機
会

の
充

実
）

」
の

実
施

に
つ

い
て

は
、

コ
ロ

ナ
禍

で
も

実
施

で
き

る
よ

う
各

地
区

人
推

協
を

通
じ

て
議

論
し

て
い

た
だ

き
ま

し
た

が
、

多
く

の
地

区
が

感
染

拡
大

防
止

の
観

点
か

ら
、

開
催

中
止

の
判

断
を

さ
れ

ま
し

た
。

一
部

の
地

区
で

は
対

策
を

講
じ

て
実

施
さ

れ
ま

し
た

。
・

「
公

民
館

事
業

の
企

画
・

立
案

へ
の

幅
広

い
層

が
参

加
す

る
仕

組
み

」
に

つ
い

て
は

、
コ

ロ
ナ

禍
で

事
業

開
催

を
中

止
せ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

と
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
事

業
に

関
わ

る
方

に
集

ま
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

(生
涯

学
習

課
)

・
住

民
の

暮
ら

し
に

役
立

つ
多

様
な

資
料

を
収

集
し

、
提

供
し

て
い

ま
す

。
・

読
み

た
い

本
や

知
り

た
い

情
報

を
他

の
図

書
館

や
専

門
機

関
と

連
携

し
、

提
供

し
て

い
ま

す
。

・
農

業
関

係
、

新
聞

記
事

な
ど

調
べ

も
の

に
対

応
で

き
る

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
提

供
し

て
い

ま
す

。
(図

書
館

)

③

・
R

2
年

度
は

コ
ロ

ナ
禍

で
字

懇
や

公
民

館
事

業
を

実
施

す
る

の
が

困
難

で
し

た
。

R
3

年
度

も
ワ

ク
チ

ン
接

種
が

進
ま

な
い

限
り

、
例

年
通

り
の

事
業

を
実

施
す

る
の

は
難

し
い

状
況

で
す

。
先

ず
は

、
感

染
拡

大
防

止
の

対
策

を
行

い
、

工
夫

し
な

が
ら

事
業

が
実

施
で

き
る

よ
う

に
呼

び
か

け
ま

す
。

(生
涯

学
習

課
)

・
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
事

例
や

よ
く

聞
か

れ
る

質
問

に
つ

い
て

、
回

答
例

や
パ

ス
フ

ァ
イ

ン
ダ

ー
な

ど
を

整
備

し
て

い
き

ま
す

。
・

住
民

の
日

々
の

暮
ら

し
に

必
要

と
す

る
本

や
情

報
を

提
供

で
き

る
よ

う
幅

広
い

資
料

の
収

集
に

努
め

ま
す

。
・

外
国

語
を

母
国

語
と

す
る

住
民

に
対

応
し

た
資

料
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

(図
書

館
)

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

≪
実

施
し

て
い

る
こ

と
≫

・
字

別
懇

談
会

に
つ

い
て

は
、

一
部

の
地

区
で

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
・

地
区

公
民

館
事

業
に

つ
い

て
は

、
感

染
防

止
対

策
を

講
じ

て
、

一
部

の
事

業
を

実
施

し
ま

し
た

。
次

年
度

の
事

業
に

つ
い

て
、

コ
ロ

ナ
禍

で
も

事
業

が
実

施
で

き
る

よ
う

協
議

を
行

い
ま

し
た

。
(生

涯
学

習
課

)
・

町
に

関
係

の
あ

る
本

や
町

の
課

題
解

決
の

た
め

の
本

、
住

民
か

ら
要

望
に

応
え

ら
れ

る
本

を
積

極
的

に
収

集
し

て
い

ま
す

。
・

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

大
活

字
本

や
Ｌ

Ｌ
ブ

ッ
ク

、
朗

読
C

D
な

ど
の

資
料

を
収

集
し

て
い

ま
す

。
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

で
様

々
な

情
報

を
発

信
し

て
い

ま
す

。
(図

書
館

)
≪

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

≫
・

コ
ロ

ナ
禍

で
の

事
業

実
施

と
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
検

証
に

て
指

摘
さ

れ
た

事
項

を
遂

行
す

る
こ

と
が

出
来

ま
せ

ん
で

し
た

。
(生

涯
学

習
課

)
・

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

事
例

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

や
よ

く
聞

か
れ

る
質

問
、

日
野

町
に

か
か

わ
る

事
柄

を
調

べ
る

場
合

に
役

立
つ

パ
ス

フ
ァ

イ
ン

ダ
ー

の
作

成
や

公
開

が
進

ん
で

い
ま

せ
ん

。
・

障
が

い
の

あ
る

方
に

向
け

た
積

極
的

な
サ

ー
ビ

ス
な

ど
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

サ
ー

ビ
ス

の
整

備
が

進
ん

で
い

ま
せ

ん
。

(図
書

館
)

≪
実

施
が

困
難

な
こ

と
≫

特
に

あ
り

ま
せ

ん
。

(生
涯

学
習

課
・

図
書

館
)

⑤

≪
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

≫
・

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
、

公
民

館
の

活
動

理
念

で
あ

る
「

つ
ど

い
」

「
ま

な
び

」
「

む
す

ぶ
」

が
実

践
で

き
る

よ
う

工
夫

し
、

事
業

を
展

開
し

て
い

き
ま

す
。

(生
涯

学
習

課
)

・
住

民
の

読
書

要
求

だ
け

で
な

く
、

暮
ら

し
を

支
え

る
情

報
提

供
ツ

ー
ル

を
充

実
さ

せ
、

そ
の

抱
え

る
諸

課
題

を
解

決
す

る
情

報
を

提
供

し
ま

す
。

・
生

涯
学

習
の

場
と

し
て

多
様

な
学

び
の

参
考

に
な

る
本

の
収

集
や

情
報

を
提

供
し

ま
す

。
・

住
民

の
自

発
的

な
研

究
成

果
を

発
表

で
き

る
場

を
提

供
し

ま
す

。
(図

書
館

)
≪

今
後

の
課

題
≫

・
コ

ロ
ナ

禍
で

、
一

度
中

止
し

た
事

業
を

例
年

の
通

り
再

開
で

き
る

か
が

課
題

で
す

。
(生

涯
学

習
課

)
・

住
民

の
潜

在
的

ニ
ー

ズ
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
、

多
様

な
資

料
や

情
報

の
収

集
と

提
供

と
そ

の
サ

ー
ビ

ス
を

広
く

住
民

に
情

報
発

信
す

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
・

来
館

困
難

者
が

図
書

館
を

利
用

で
き

る
サ

ー
ビ

ス
が

必
要

で
す

。
(図

書
館

)

B

・
令

和
2

年
度

は
コ

ロ
ナ

禍
で

公
民

館
の

利
用

が
制

限
さ

れ
、

利
用

回
数

が
低

下
し

ま
し

た
。

そ
の

こ
と

に
よ

っ
て

K
P

Iが
下

が
り

ま
し

た
。

全
体

と
し

て
は

例
年

通
り

の
取

組
み

が
な

さ
れ

て
も

⑥
検

証
結

果
の

総
合

評
価

が
A

→
B

と
な

っ
た

の
は

不
本

意
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
・

字
別

懇
談

会
の

参
加

者
増

は
評

価
で

き
ま

す
が

、
女

性
・

若
者

の
参

加
の

促
進

も
取

り
組

ん
で

く
だ

さ
い

。
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

に
よ

る
字

総
出

の
会

議
な

ど
現

代
な

ら
で

は
の

新
し

い
取

組
み

も
可

能
で

す
。

最
初

は
、

連
絡

・
情

報
共

有
・

交
流

な
ど

か
ら

始
め

て
、

会
議

・
打

合
せ

に
活

用
で

き
る

よ
う

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。
・

字
別

懇
談

会
、

公
民

館
事

業
な

ど
で

浮
か

び
上

が
っ

た
課

題
に

対
応

す
る

図
書

館
資

料
収

集
な

ど
有

機
的

連
携

を
進

め
て

く
だ

さ
い

。
・

字
別

懇
談

会
の

開
催

方
法

を
工

夫
し

て
地

域
に

お
け

る
住

民
自

治
活

動
を

発
展

さ
せ

る
よ

う
に

工
夫

し
て

く
だ

さ
い

。
他

の
施

策
4

-
1

(進
取

の
ま

ち
の

推
進

)・
4

-
2

(地
域

福
祉

活
動

の
推

進
)・

4
-
3

(ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

の
組

織
化

の
促

進
)・

4
-
5

(異
分

野
・

多
世

代
交

流
の

創
出

)と
の

連
携

に
よ

る
事

業
効

果
の

工
夫

を
し

て
く

だ
さ

い
。

・
子

ど
も

の
こ

ろ
か

ら
公

民
館

や
図

書
館

を
生

涯
に

わ
た

り
利

用
す

る
と

い
う

文
化

を
根

付
か

せ
、

そ
こ

に
サ

ポ
ー

タ
ー

を
絡

ま
せ

た
取

り
組

み
を

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

で
は

な
く

、
社

会
教

育
施

設
と

し
て

の
公

民
館

に
お

い
て

も
マ

ル
シ

ェ
等

の
取

り
組

み
を

実
施

し
て

お
り

、
こ

の
取

り
組

み
が

広
ま

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

・
カ

フ
ェ

等
を

図
書

館
に

隣
接

さ
せ

る
等

、
利

用
の

ハ
ー

ド
ル

、
垣

根
を

下
げ

る
取

り
組

み
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
・

通
学

合
宿

等
の

実
施

に
よ

り
小

学
生

が
身

近
に

公
民

館
を

利
用

す
る

こ
と

に
な

っ
て

い
ま

す
。

子
育

て
世

代
も

子
ど

も
を

き
っ

か
け

に
公

民
館

や
図

書
館

の
利

用
に

つ
な

が
っ

て
い

ま
す

が
、

青
年

等
は

公
民

館
等

に
用

事
が

な
く

、
利

用
は

難
し

い
と

思
わ

れ
ま

す
。

普
段

の
生

活
の

中
で

図
書

館
や

公
民

館
等

が
立

ち
寄

れ
る

場
と

な
れ

ば
、

公
民

館
や

地
域

が
活

性
化

す
る

と
考

え
ま

す
。

・
懇

談
会

の
出

席
者

が
中

高
年

男
性

の
み

に
な

ら
ず

、
若

者
や

女
性

の
声

を
聞

き
取

る
よ

う
な

工
夫

が
必

要
で

す
。

・
字

別
懇

談
会

等
で

抽
出

さ
れ

た
課

題
解

決
の

参
考

と
な

る
資

料
等

に
つ

い
て

、
図

書
館

と
連

携
し

収
集

等
に

取
り

組
ん

で
く

だ
さ

い
。
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1

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

字
別

懇
談

会
へ

の
参

加
者

数
1

人
あ

た
り

の
公

民
館

の
利

用
回

数
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
受

付
件

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

生
涯

学
習

課
生

涯
学

習
課

図
書

館
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

4
家

庭
で

の
き

ず
な

は
も

と
よ

り
、

地
域

で
の

人
と

人
の

つ
な

が
り

（
き

ず
な

）
を

育
み

、
顔

の
見

え
る

関
係

の
も

と
、

住
民

が
自

ら
く

ら
し

や
す

い
地

域
を

つ
く

り
、

そ
の

も
と

で
安

全
で

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

力
を

活
か

し
た

課
題

解
決

能
力

を
高

め
る

こ
と

で
、

住
民

の
活

発
な

自
治

活
動

を
持

続
発

展
さ

せ
、

こ
れ

ま
で

の
自

治
活

動
の

見
直

し
も

含
め

、
地

域
課

題
に

つ
い

て
、

住
民

が
自

ら
発

見
し

、
学

び
、

取
り

組
ん

で
い

く
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

く
ら

し
や

す
い

地
域

と
つ

な
が

り
、

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

つ
く

る

〇
地

域
で

の
人

と
人

の
つ

な
が

り
（

き
ず

な
）

を
育

む
た

め
、

地
域

の
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
連

携
す

る
住

民
主

体
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
○

人
と

場
所

と
機

会
を

つ
な

ぐ
、

人
材

・
資

源
を

発
掘

し
ま

す
。

○
住

民
主

体
の

出
会

い
の

場
づ

く
り

に
よ

り
、

地
域

に
暮

ら
す

人
同

士
の

「
お

た
が

い
さ

ま
」

の
助

け
合

い
、

自
分

の
「

自
慢

」
を

持
ち

寄
り

、
生

き
が

い
を

持
て

る
仕

組
み

を
つ

く
り

ま
す

。
○

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

中
で

、
「

困
り

ご
と

を
出

し
合

い
、

支
え

あ
う

」
な

ど
、

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

○
自

治
活

動
を

基
盤

に
、

地
域

福
祉

活
動

の
推

進
、

子
育

て
・

介
護

・
防

犯
・

防
災

な
ど

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
安

心
・

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

6
施

策
学

び
の

機
会

の
充

実

・
暮

ら
し

や
地

域
の

さ
ま

ざ
ま

な
課

題
が

話
し

あ
え

る
学

習
機

会
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

・
公

民
館

事
業

の
企

画
・

立
案

に
幅

広
い

層
が

参
加

す
る

仕
組

み
づ

く
り

を
進

め
る

と
と

も
に

、
子

ど
も

た
ち

の
公

民
館

活
動

・
地

域
行

事
へ

の
参

加
を

促
進

し
ま

す
。

・
様

々
な

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
の

助
け

と
な

る
本

を
図

書
館

で
貸

出
す

と
と

も
に

、
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
に

よ
り

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
学

び
続

け
る

こ
と

を
支

援
し

ま
す

。

73



日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

0
ヶ

所

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
町

内
の

作
業

所
で

、
農

業
を

通
じ

た
中

間
就

労
の

一
歩

手
前

の
ス

テ
ッ

プ
と

な
る

活
動

を
行

っ
て

お
り

、
地

域
と

と
も

に
「

美
味

し
い

お
米

で
創

る
ま

ち
づ

く
り

へ
の

挑
戦

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
に

取
り

組
む

中
で

、
平

成
3

0
年

度
に

近
畿

農
政

局
の

「
近

畿
デ

ィ
ス

カ
バ

ー
農

山
漁

村
の

宝
」

を
授

賞
、

平
成

3
1

年
度

に
は

国
際

認
定

規
格

の
「

グ
ロ

ー
バ

ル
Ｇ

Ａ
Ｐ

」
を

取
得

し
た

こ
と

に
続

き
、

今
年

度
は

国
内

外
で

最
大

の
お

米
の

コ
ン

ク
ー

ル
と

な
る

「
米

・
食

味
分

析
鑑

定
コ

ン
ク

ー
ル

」
で

最
高

賞
の

金
賞

を
受

賞
し

ま
し

た
。

・
働

き
・

暮
ら

し
応

援
セ

ン
タ

ー
を

通
じ

て
、

草
刈

り
や

獣
害

防
止

策
の

設
置

、
薪

割
り

等
、

地
域

の
困

り
ご

と
と

マ
ッ

チ
ン

グ
し

な
が

ら
、

中
間

的
就

労
事

業
に

繋
げ

て
い

ま
す

。

③

・
お

米
の

ブ
ラ

ン
ド

化
に

よ
り

拡
大

し
た

販
路

を
活

用
し

、
地

域
の

方
と

の
共

同
に

よ
る

米
作

り
に

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

・
小

学
校

が
取

り
組

ん
で

い
る

学
校

田
か

ら
も

、
「

米
・

食
味

分
析

鑑
定

コ
ン

ク
ー

ル
」

の
小

学
校

の
部

を
目

指
す

等
、

地
域

と
一

緒
に

取
り

組
め

る
活

動
を

推
進

し
て

い
き

ま
す

。
・

お
い

し
い

お
米

を
使

っ
た

加
工

品
の

普
及

に
も

取
り

組
み

ま
す

。
・

第
６

次
総

合
計

画
の

策
定

を
機

会
に

、
木

製
名

札
に

続
い

て
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
の

バ
ッ

ジ
を

作
成

し
、

間
伐

材
を

活
用

し
た

商
品

の
普

及
促

進
を

図
り

ま
す

。
名

札
や

バ
ッ

ジ
を

宣
伝

材
料

の
１

つ
と

し
て

位
置

付
け

、
日

野
産

木
材

の
活

用
を

広
め

る
こ

と
で

、
中

間
就

労
の

受
け

皿
確

保
を

図
り

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
金

賞
を

受
賞

し
た

お
米

に
つ

い
て

は
、

高
額

で
買

い
取

る
と

い
う

申
し

出
も

複
数

あ
り

ま
し

た
が

、
一

過
性

の
利

益
よ

り
も

施
策

と
し

て
継

続
し

て
い

け
る

よ
う

、
町

内
の

幼
稚

園
・

小
中

学
校

の
給

食
に

活
用

し
て

も
ら

う
こ

と
で

、
日

野
の

農
業

に
興

味
を

持
っ

て
も

ら
う

学
習

の
機

会
と

し
ま

し
た

。
・

間
伐

材
の

収
集

や
加

工
で

中
間

就
労

の
場

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

町
に

お
い

て
も

コ
ピ

ー
用

紙
や

木
製

名
札

の
利

用
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
《

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

》
／

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
ひ

き
こ

も
っ

て
い

て
も

現
状

で
困

り
感

の
な

い
人

が
多

く
、

発
見

が
困

難
な

こ
と

、
ま

た
、

家
族

も
含

め
て

困
り

感
が

な
い

と
、

発
見

で
き

た
と

し
て

も
相

談
に

結
び

付
け

る
こ

と
が

難
し

い
現

状
が

あ
り

ま
す

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

地
域

と
連

携
し

た
取

り
組

み
を

進
め

る
こ

と
で

、
離

農
者

や
遊

休
農

地
の

拡
大

を
防

ぐ
と

と
も

に
、

安
全

で
持

続
可

能
な

農
業

を
実

践
し

て
い

き
ま

す
。

・
様

々
な

制
度

を
活

用
す

る
こ

と
で

設
備

整
備

が
比

較
的

容
易

な
社

会
福

祉
法

人
の

メ
リ

ッ
ト

を
活

か
し

、
地

域
と

連
携

し
た

６
次

産
業

の
開

発
に

も
取

り
組

み
ま

す
。

・
今

後
も

関
係

機
関

と
連

携
し

、
中

間
就

労
の

場
を

開
拓

す
る

こ
と

に
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。

《
今

後
の

課
題

》
・

米
以

外
で

の
農

福
連

携
を

検
討

・
６

次
産

業
の

取
り

組
み

A

・
H

3
1

の
「

グ
ロ

ー
バ

ル
G

A
P

」
取

得
に

続
き

、
「

米
食

味
分

析
鑑

定
コ

ン
ク

ー
ル

」
金

賞
受

賞
と

中
間

的
就

労
の

場
の

生
産

物
の

品
質

の
向

上
に

向
け

た
取

組
み

を
高

く
評

価
し

ま
す

。
・

小
学

校
の

学
校

田
の

米
も

コ
ン

ク
ー

ル
に

挑
戦

す
る

と
の

こ
と

で
す

が
、

日
野

町
の

得
意

を
み

ん
な

で
伸

ば
そ

う
と

す
る

取
組

み
を

高
く

評
価

し
ま

す
。

金
賞

受
賞

米
を

高
く

売
る

こ
と

よ
り

、
町

内
の

給
食

に
使

い
、

農
家

の
学

習
の

機
会

に
し

た
の

も
粋

な
は

か
ら

い
で

良
い

と
思

い
ま

す
。

そ
う

し
た

中
に

し
っ

か
り

と
中

間
的

就
労

の
こ

と
も

位
置

づ
け

こ
の

取
組

み
全

体
の

良
さ

を
理

解
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

も
啓

発
し

て
く

だ
さ

い
。

・
残

さ
れ

た
課

題
と

し
て

、
米

作
り

以
外

の
と

こ
ろ

が
、

中
間

的
就

労
の

確
保

に
苦

労
し

て
い

る
よ

う
に

見
受

け
ら

れ
ま

し
た

。
米

作
り

の
成

功
を

起
爆

剤
に

し
な

が
ら

新
た

な
中

間
就

労
の

場
の

創
出

に
努

め
て

く
だ

さ
い

。
農

林
業

に
と

ど
ま

ら
ず

積
極

的
な

開
拓

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

・
住

民
の

皆
さ

ん
の

困
り

を
見

つ
け

、
解

決
に

向
け

て
動

く
カ

ル
チ

ャ
ー

・
気

風
を

ま
ち

の
中

（
役

場
・

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
中

に
）

育
ん

で
く

だ
さ

い
。

・
水

稲
と

林
業

以
外

に
畑

作
や

日
野

菜
の

ヒ
ゲ

取
り

等
の

作
業

に
お

い
て

も
高

齢
者

を
含

め
就

労
の

場
と

し
て

の
可

能
性

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
・

役
場

と
し

て
、

農
林

部
門

と
福

祉
部

門
が

連
携

し
、

中
間

就
労

の
場

を
広

げ
、

需
要

と
供

給
双

方
の

掘
り

起
こ

し
や

マ
ッ

チ
ン

グ
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

進
め

る
べ

き
で

す
。

・
農

林
分

野
が

よ
う

や
く

障
が

い
の

あ
る

人
等

を
農

林
業

等
の

担
い

手
と

し
て

認
識

し
始

め
た

と
こ

ろ
と

感
じ

ま
す

。
既

に
実

施
さ

れ
て

い
る

取
り

組
み

の
裾

野
を

広
げ

て
い

っ
て

く
だ

さ
い

。
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①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

中
間

就
労

の
場

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

農
林

課
・

福
祉

保
健

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

4
家

庭
で

の
き

ず
な

は
も

と
よ

り
、

地
域

で
の

人
と

人
の

つ
な

が
り

（
き

ず
な

）
を

育
み

、
顔

の
見

え
る

関
係

の
も

と
、

住
民

が
自

ら
く

ら
し

や
す

い
地

域
を

つ
く

り
、

そ
の

も
と

で
安

全
で

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

力
を

活
か

し
た

課
題

解
決

能
力

を
高

め
る

こ
と

で
、

住
民

の
活

発
な

自
治

活
動

を
持

続
発

展
さ

せ
、

こ
れ

ま
で

の
自

治
活

動
の

見
直

し
も

含
め

、
地

域
課

題
に

つ
い

て
、

住
民

が
自

ら
発

見
し

、
学

び
、

取
り

組
ん

で
い

く
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

く
ら

し
や

す
い

地
域

と
つ

な
が

り
、

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

つ
く

る

〇
地

域
で

の
人

と
人

の
つ

な
が

り
（

き
ず

な
）

を
育

む
た

め
、

地
域

の
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
連

携
す

る
住

民
主

体
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
○

人
と

場
所

と
機

会
を

つ
な

ぐ
、

人
材

・
資

源
を

発
掘

し
ま

す
。

○
住

民
主

体
の

出
会

い
の

場
づ

く
り

に
よ

り
、

地
域

に
暮

ら
す

人
同

士
の

「
お

た
が

い
さ

ま
」

の
助

け
合

い
、

自
分

の
「

自
慢

」
を

持
ち

寄
り

、
生

き
が

い
を

持
て

る
仕

組
み

を
つ

く
り

ま
す

。
○

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

中
で

、
「

困
り

ご
と

を
出

し
合

い
、

支
え

あ
う

」
な

ど
、

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

○
自

治
活

動
を

基
盤

に
、

地
域

福
祉

活
動

の
推

進
、

子
育

て
・

介
護

・
防

犯
・

防
災

な
ど

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
安

心
・

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

7
施

策
農

林
業

を
活

か
し

た
中

間
就

労
の

創
出

・
地

域
資

源
で

あ
る

農
林

業
で

、
一

般
就

労
が

困
難

な
人

を
結

び
つ

な
げ

る
こ

と
に

よ
り

、
中

間
就

労
の

場
を

創
出

し
ま

す
。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

8
2

人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
障

害
者

雇
用

の
促

進
に

主
眼

を
置

い
て

、
企

業
と

支
援

機
関

等
が

共
同

で
雇

用
の

現
状

や
諸

課
題

を
共

有
す

る
た

め
「

い
ち

お
し

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

を
開

催
し

て
い

ま
す

。
・

働
き

暮
ら

し
応

援
セ

ン
タ

ー
の

職
場

開
拓

や
「

い
ち

お
し

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

を
通

じ
て

、
協

力
事

業
所

（
企

業
）

を
増

や
す

取
り

組
み

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・
事

業
所

（
企

業
）

の
障

害
者

理
解

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

雇
用

に
繋

が
っ

た
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

は
、

フ
ォ

ロ
ー

体
制

を
整

え
る

こ
と

で
就

労
の

継
続

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

・
高

校
訪

問
を

通
じ

て
就

労
後

も
フ

ォ
ロ

ー
を

必
要

と
す

る
生

徒
を

把
握

し
、

本
人

や
家

族
と

事
前

に
繋

が
り

を
作

っ
て

お
く

こ
と

で
、

引
き

こ
も

り
の

未
然

防
止

に
努

め
て

い
ま

す
。

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
苦

手
と

す
る

高
校

生
へ

の
支

援
と

し
て

、
進

路
相

談
が

本
格

化
す

る
前

の
段

階
で

就
労

体
験

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
学

校
以

外
の

場
で

本
人

の
特

性
（

得
意

・
不

得
意

）
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
、

将
来

の
就

労
に

向
け

た
自

己
理

解
・

自
己

決
定

の
一

助
と

な
っ

て
い

ま
す

。

③

・
就

労
支

援
に

つ
い

て
は

、
企

業
等

へ
の

障
害

者
理

解
の

促
進

が
重

要
と

な
る

た
め

、
改

善
は

加
え

つ
つ

、
基

本
的

に
は

同
じ

内
容

の
啓

発
活

動
を

繰
り

返
し

行
っ

て
い

き
ま

す
。

・
引

き
続

き
協

力
事

業
所

の
拡

充
に

努
め

る
と

と
も

に
、

相
談

支
援

事
業

所
な

ど
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
生

活
面

も
合

わ
せ

た
就

労
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。
・

多
く

の
企

業
に

「
い

ち
お

し
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
へ

参
加

い
た

だ
き

、
障

が
い

に
つ

い
て

の
理

解
を

促
進

し
、

雇
用

の
拡

充
を

図
り

ま
す

。
・

事
業

を
継

続
し

て
き

た
こ

と
で

繋
が

る
こ

と
が

で
き

た
企

業
等

に
は

、
協

力
企

業
と

し
て

新
た

な
企

業
へ

の
繋

が
り

に
発

展
し

て
い

け
る

よ
う

働
き

か
け

ま
す

。
・

高
校

生
等

の
就

労
体

験
に

つ
い

て
も

、
協

力
い

た
だ

け
る

方
（

場
所

）
の

拡
充

を
図

り
ま

す
。

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

ス
ー

プ
ル

と
連

携
し

、
ひ

き
こ

も
っ

て
し

ま
っ

た
方

の
居

場
所

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

カ
フ

ェ
の

運
営

を
通

じ
て

働
く

体
験

が
で

き
る

場
を

確
保

し
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
働

き
暮

ら
し

応
援

セ
ン

タ
ー

や
相

談
支

援
事

業
所

と
連

携
し

て
就

労
支

援
を

行
な

い
ま

し
た

。
・

「
い

ち
お

し
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
を

通
じ

て
企

業
と

支
援

機
関

の
関

わ
り

を
深

め
、

障
が

い
者

雇
用

を
促

進
し

て
い

ま
す

。
・

生
活

困
窮

対
策

と
し

て
、

生
活

保
護

と
な

る
一

歩
手

前
の

段
階

で
の

相
談

支
援

を
実

施
し

、
本

人
と

寄
り

添
い

な
が

ら
就

労
支

援
等

を
行

う
こ

と
で

自
立

を
促

し
て

い
ま

す
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
就

労
支

援
と

生
活

支
援

は
セ

ッ
ト

で
す

が
、

例
え

ば
精

神
科

を
退

院
さ

れ
た

場
合

、
ア

パ
ー

ト
等

を
契

約
す

る
際

に
保

証
人

が
い

な
い

た
め

契
約

で
き

な
い

と
い

っ
た

ケ
ー

ス
が

あ
り

、
こ

れ
ま

で
は

保
証

人
不

要
の

ア
パ

ー
ト

を
探

し
て

何
と

か
対

応
し

て
き

ま
し

た
が

、
毎

回
の

課
題

に
な

っ
て

い
ま

す
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
登

録
者

が
就

労
可

能
と

な
っ

た
際

に
、

本
人

に
マ

ッ
チ

す
る

求
人

と
タ

イ
ミ

ン
グ

が
あ

わ
な

い
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

地
域

の
つ

な
が

り
の

中
で

新
た

な
就

労
場

所
や

仕
事

の
確

保
に

取
り

組
み

ま
す

。
・

企
業

で
就

労
で

き
る

人
、

作
業

所
で

１
日

を
過

ご
す

人
な

ど
障

が
い

の
程

度
に

よ
り

多
様

な
働

き
方

を
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
今

後
も

障
が

い
の

あ
る

人
が

安
心

し
て

働
け

る
よ

う
、

受
け

入
れ

企
業

の
拡

充
を

図
り

ま
す

。
・

ア
パ

ー
ト

等
で

の
一

人
暮

ら
し

を
見

据
え

、
契

約
前

に
一

人
暮

ら
し

を
体

験
で

き
る

訓
練

棟
を

設
置

し
ま

す
。

・
長

期
間

ひ
き

こ
も

っ
て

し
ま

っ
た

方
が

、
自

宅
以

外
で

過
ご

し
、

人
と

交
流

し
、

働
く

体
験

か
ら

一
般

就
労

へ
移

行
で

き
る

仕
組

み
を

構
築

し
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

早
い

時
期

に
就

労
支

援
に

関
わ

っ
た

利
用

者
の

数
名

が
6

0
代

・
7

0
代

に
な

ら
れ

、
定

年
後

の
暮

ら
し

や
新

し
い

働
き

方
に

つ
い

て
が

新
た

な
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。

A

・
K

P
Iが

セ
ン

タ
ー

利
用

登
録

者
数

と
な

っ
て

お
り

、
施

策
4

-
8

の
利

用
者

が
ど

れ
く

ら
い

い
る

の
か

と
い

う
の

が
明

ら
か

に
な

る
数

値
で

あ
り

、
意

味
が

あ
り

ま
す

が
、

就
労

や
就

労
体

験
受

入
れ

企
業

数
も

K
P

Iと
し

て
認

定
し

て
も

良
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

・
⑤

に
お

い
て

「
一

人
暮

ら
し

体
験

」
「

ひ
き

こ
も

り
の

一
般

就
労

へ
の

移
行

」
な

ど
意

欲
的

で
意

義
深

い
取

組
み

を
評

価
し

ま
す

。
こ

れ
ら

の
取

組
み

を
基

本
目

標
・

基
本

的
方

向
性

に
鑑

み
て

、
地

域
と

の
つ

な
が

り
の

中
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

づ
く

り
に

な
る

よ
う

に
地

域
と

の
連

携
、

住
民

の
主

体
性

を
引

き
出

す
よ

う
に

努
め

て
く

だ
さ

い
。

・
一

人
暮

ら
し

体
験

等
の

取
り

組
み

が
今

後
計

画
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
知

る
こ

と
が

で
き

良
い

取
り

組
み

と
感

じ
ま

し
た

。
・

弱
い

立
場

の
方

に
対

す
る

支
援

は
、

福
祉

保
健

課
だ

け
で

は
な

く
、

役
場

全
体

で
取

り
組

む
べ

き
で

あ
り

、
そ

う
す

る
こ

と
が

魅
力

あ
る

ま
ち

に
つ

な
が

る
と

考
え

ま
す

。

H
3

0
1

1
0

人
1

3
5

人
1

0
0

.0
%

R
2

1
4

0
人

1
4

0
人

1
0

0
.0

%

R
1

1
2

0
人

1
3

8
人

1
0

0
.0

%

H
2

9
1

0
0

人
1

3
2

人
1

0
0

.0
%

H
2

8
9

0
人

1
1

7
人

1
0

0
.0

%

H
2

7
8

2
人

1
0

5
人

1
0

0
.0

%①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

働
き

暮
ら

し
応

援
セ

ン
タ

ー
利

用
登

録
者

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

福
祉

保
健

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

4
家

庭
で

の
き

ず
な

は
も

と
よ

り
、

地
域

で
の

人
と

人
の

つ
な

が
り

（
き

ず
な

）
を

育
み

、
顔

の
見

え
る

関
係

の
も

と
、

住
民

が
自

ら
く

ら
し

や
す

い
地

域
を

つ
く

り
、

そ
の

も
と

で
安

全
で

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

力
を

活
か

し
た

課
題

解
決

能
力

を
高

め
る

こ
と

で
、

住
民

の
活

発
な

自
治

活
動

を
持

続
発

展
さ

せ
、

こ
れ

ま
で

の
自

治
活

動
の

見
直

し
も

含
め

、
地

域
課

題
に

つ
い

て
、

住
民

が
自

ら
発

見
し

、
学

び
、

取
り

組
ん

で
い

く
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

く
ら

し
や

す
い

地
域

と
つ

な
が

り
、

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

つ
く

る

〇
地

域
で

の
人

と
人

の
つ

な
が

り
（

き
ず

な
）

を
育

む
た

め
、

地
域

の
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
連

携
す

る
住

民
主

体
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
○

人
と

場
所

と
機

会
を

つ
な

ぐ
、

人
材

・
資

源
を

発
掘

し
ま

す
。

○
住

民
主

体
の

出
会

い
の

場
づ

く
り

に
よ

り
、

地
域

に
暮

ら
す

人
同

士
の

「
お

た
が

い
さ

ま
」

の
助

け
合

い
、

自
分

の
「

自
慢

」
を

持
ち

寄
り

、
生

き
が

い
を

持
て

る
仕

組
み

を
つ

く
り

ま
す

。
○

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

中
で

、
「

困
り

ご
と

を
出

し
合

い
、

支
え

あ
う

」
な

ど
、

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

○
自

治
活

動
を

基
盤

に
、

地
域

福
祉

活
動

の
推

進
、

子
育

て
・

介
護

・
防

犯
・

防
災

な
ど

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
安

心
・

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

8
施

策
障

が
い

者
の

就
労

促
進

・
障

が
い

の
あ

る
人

が
、

自
分

ら
し

く
い

き
い

き
と

暮
ら

せ
る

よ
う

就
労

を
支

援
し

ま
す

。
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シ
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基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

2
0

人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
わ

た
む

き
の

里
の

機
能

強
化

を
図

る
中

で
、

地
域

生
活

支
援

拠
点

（
①

相
談

、
②

地
域

の
体

制
づ

く
り

、
③

緊
急

時
の

受
け

入
れ

・
対

応
、

④
体

験
の

機
会

・
場

、
⑤

専
門

的
人

材
の

確
保

・
養

成
）

の
整

備
を

進
め

て
い

ま
す

。
・

拠
点

整
備

で
は

、
障

が
い

者
等

の
重

度
化

・
高

齢
化

や
親

亡
き

後
に

備
え

る
と

と
も

に
、

施
設

入
所

者
の

地
域

移
行

や
緊

急
時

に
も

対
応

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
し

ま
す

。
・

拠
点

整
備

に
あ

わ
せ

、
障

が
い

者
の

高
齢

化
に

対
応

で
き

る
介

護
設

備
を

有
す

る
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

を
整

備
し

ま
す

。

③

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
整

備
が

進
ん

で
き

た
こ

と
で

、
入

所
施

設
を

ゴ
ー

ル
と

す
る

こ
と

な
く

、
生

ま
れ

育
っ

た
地

域
で

住
み

続
け

ら
れ

る
体

制
が

整
っ

て
き

ま
し

た
。

今
後

は
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
だ

け
を

ゴ
ー

ル
と

す
る

の
で

は
な

く
、

一
人

暮
ら

し
へ

の
ス

テ
ッ

プ
と

し
て

も
活

用
で

き
る

仕
組

み
を

構
築

し
ま

す
。

・
令

和
３

年
４

月
に

介
護

タ
イ

プ
の

ホ
ー

ム
を

開
所

す
る

こ
と

に
な

り
、

５
名

の
定

員
と

短
期

入
所

１
床

が
確

保
で

き
ま

す
。

・
空

き
家

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
自

立
度

の
高

い
人

た
ち

を
想

定
し

た
シ

ェ
ア

ハ
ウ

ス
タ

イ
プ

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

を
整

備
す

る
こ

と
も

計
画

し
て

い
ま

す
。

・
ヘ

ル
パ

ー
や

キ
ー

パ
ー

が
不

足
す

る
と

、
支

援
を

継
続

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
た

め
、

人
材

確
保

に
取

り
組

み
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
一

般
的

な
シ

ェ
ア

ハ
ウ

ス
タ

イ
プ

、
ア

パ
ー

ト
タ

イ
プ

、
重

度
障

が
い

対
応

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
タ

イ
プ

、
強

度
行

動
障

が
い

に
対

応
す

る
視

覚
的

刺
激

を
軽

減
し

た
防

音
タ

イ
プ

、
高

齢
化

に
対

応
す

る
介

護
設

備
整

備
タ

イ
プ

と
、

障
が

い
特

性
に

応
じ

た
形

態
で

受
け

入
れ

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・
障

が
い

児
学

童
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

等
を

通
じ

て
、

福
祉

職
場

に
興

味
・

関
心

を
持

っ
て

い
た

だ
け

る
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

ま
す

。
《

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

》
・

作
業

所
終

了
後

の
夕

方
の

支
援

等
、

制
度

が
充

実
す

る
こ

と
で

新
し

い
課

題
や

要
望

が
で

て
き

ま
す

。
徐

々
に

対
応

し
て

い
ま

す
が

、
人

材
や

財
源

等
も

含
め

て
制

度
だ

け
で

は
実

施
が

困
難

な
も

の
も

あ
り

ま
す

。
《

実
施

が
困

難
な

こ
と

》
・

キ
ー

パ
ー

、
ヘ

ル
パ

ー
、

支
援

員
の

確
保

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

運
営

に
あ

た
り

、
地

域
の

人
に

も
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

参
加

い
た

だ
け

る
よ

う
な

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

・
住

ま
い

の
場

と
し

て
の

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
を

確
保

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
将

来
の

一
人

暮
ら

し
に

向
け

て
練

習
の

で
き

る
自

立
訓

練
棟

を
整

備
し

ま
す

。
・

特
別

支
援

学
級

の
卒

業
生

（
保

護
者

を
含

む
）

が
進

学
や

就
労

後
に

も
集

え
る

場
所

を
確

保
す

る
こ

と
で

、
余

暇
も

含
め

た
地

域
活

動
を

推
進

し
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

国
に

お
い

て
も

施
設

か
ら

の
地

域
移

行
が

進
め

ら
れ

、
県

で
も

今
後

は
入

所
施

設
を

作
ら

な
い

と
い

う
方

針
が

出
さ

れ
て

い
ま

す
。

地
域

移
行

を
進

め
る

こ
と

は
大

切
な

こ
と

で
す

が
、

施
設

整
備

の
主

体
や

財
源

確
保

に
つ

い
て

も
自

治
体

や
法

人
に

委
ね

ら
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

A

・
R

2
に

は
、

定
員

数
は

増
え

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

R
3

.４
月

に
介

護
タ

イ
プ

の
ホ

ー
ム

を
開

所
す

る
と

の
こ

と
で

定
員

数
増

が
で

き
た

こ
と

は
評

価
し

ま
す

。
・

空
き

家
を

活
用

し
た

シ
ェ

ア
ハ

ウ
ス

タ
イ

プ
の

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

整
備

計
画

も
あ

る
よ

う
で

す
が

、
当

事
者

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
、

基
本

目
標

④
の

目
標

・
基

本
的

方
向

性
も

踏
ま

え
た

日
野

町
モ

デ
ル

の
新

し
い

施
設

と
な

る
よ

う
に

努
め

て
く

だ
さ

い
。

・
国

・
県

が
施

設
か

ら
地

域
移

行
へ

と
方

針
が

変
わ

っ
て

い
ま

す
が

、
基

礎
自

治
体

で
あ

る
日

野
町

の
「

障
が

い
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

」
に

と
っ

て
必

要
な

こ
と

を
当

事
者

の
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
て

考
え

て
く

だ
さ

い
。

・
支

援
者

側
の

人
員

不
足

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

人
材

の
不

足
を

解
消

す
る

取
り

組
み

を
進

め
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

等
を

し
っ

か
り

支
え

て
く

だ
さ

い
。

・
活

動
を

持
続

し
て

い
く

に
は

多
く

の
人

が
支

え
る

側
と

な
る

よ
う

支
援

の
裾

野
を

広
げ

る
取

り
組

み
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
・

国
や

県
に

対
し

て
、

現
場

の
視

点
か

ら
地

域
の

実
情

に
合

っ
た

取
り

組
み

と
な

る
よ

う
に

し
っ

か
り

と
要

望
し

て
く

だ
さ

い
。
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R
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3
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9
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9
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5
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2
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H
2

8
2

5
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2
5

人
1

0
0

.0
%

H
2

7
2

0
人

2
0

人
1

0
0

.0
%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

定
員

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

福
祉

保
健

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

4
家

庭
で

の
き

ず
な

は
も

と
よ

り
、

地
域

で
の

人
と

人
の

つ
な

が
り

（
き

ず
な

）
を

育
み

、
顔

の
見

え
る

関
係

の
も

と
、

住
民

が
自

ら
く

ら
し

や
す

い
地

域
を

つ
く

り
、

そ
の

も
と

で
安

全
で

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

力
を

活
か

し
た

課
題

解
決

能
力

を
高

め
る

こ
と

で
、

住
民

の
活

発
な

自
治

活
動

を
持

続
発

展
さ

せ
、

こ
れ

ま
で

の
自

治
活

動
の

見
直

し
も

含
め

、
地

域
課

題
に

つ
い

て
、

住
民

が
自

ら
発

見
し

、
学

び
、

取
り

組
ん

で
い

く
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

く
ら

し
や

す
い

地
域

と
つ

な
が

り
、

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

つ
く

る

〇
地

域
で

の
人

と
人

の
つ

な
が

り
（

き
ず

な
）

を
育

む
た

め
、

地
域

の
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
連

携
す

る
住

民
主

体
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
○

人
と

場
所

と
機

会
を

つ
な

ぐ
、

人
材

・
資

源
を

発
掘

し
ま

す
。

○
住

民
主

体
の

出
会

い
の

場
づ

く
り

に
よ

り
、

地
域

に
暮

ら
す

人
同

士
の

「
お

た
が

い
さ

ま
」

の
助

け
合

い
、

自
分

の
「

自
慢

」
を

持
ち

寄
り

、
生

き
が

い
を

持
て

る
仕

組
み

を
つ

く
り

ま
す

。
○

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

中
で

、
「

困
り

ご
と

を
出

し
合

い
、

支
え

あ
う

」
な

ど
、

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

○
自

治
活

動
を

基
盤

に
、

地
域

福
祉

活
動

の
推

進
、

子
育

て
・

介
護

・
防

犯
・

防
災

な
ど

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
安

心
・

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

9
施

策
障

が
い

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

・
障

が
い

の
あ

る
人

が
地

域
に

お
い

て
、

自
分

ら
し

く
い

き
い

き
と

暮
ら

し
続

け
ら

れ
る

よ
う

、
障

害
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

整
備

を
行

い
ま

す
。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
4

1
人

0
ヶ

所

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
お

た
っ

し
ゃ

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
に

つ
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
講

座
の

開
催

を
取

り
や

め
ま

し
た

。
そ

の
た

め
、

養
成

講
座

修
了

者
数

の
増

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

・
高

齢
者

交
流

サ
ロ

ン
は

、
開

催
回

数
の

要
件

緩
和

を
行

い
ま

し
た

。
ま

た
、

食
事

会
開

催
時

の
補

助
金

の
上

乗
せ

も
制

度
化

し
ま

し
た

。
令

和
2

年
度

は
、

新
た

に
1

地
区

が
取

り
組

み
を

始
め

ら
れ

ま
し

た
。

・
「

地
域

支
え

合
い

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

で
は

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
支

え
合

い
活

動
の

現
状

に
つ

い
て

学
び

、
進

め
て

い
く

た
め

に
、

講
演

会
を

開
催

し
ま

し
た

。
・

東
桜

谷
地

区
で

は
、

「
東

桜
谷

お
し

ゃ
べ

り
会

」
が

移
動

支
援

（
お

た
す

け
カ

ゴ
ヤ

）
を

進
め

ら
れ

、
県

内
外

へ
事

例
発

表
も

さ
れ

て
い

ま
す

。
食

事
会

（
お

し
ゃ

べ
り

食
堂

）
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
会

場
が

飲
食

禁
止

と
な

っ
た

た
め

、
開

催
を

見
送

っ
て

い
ま

す
。

・
小

井
口

地
区

で
は

、
東

桜
谷

地
区

の
協

力
の

も
と

、
移

動
支

援
（

お
た

す
け

カ
ゴ

ヤ
）

を
ス

タ
ー

ト
さ

れ
ま

し
た

。
・

西
大

路
地

区
で

は
、

地
区

社
協

、
社

会
福

祉
協

議
会

と
と

も
に

、
支

え
合

い
に

つ
い

て
話

し
合

い
を

進
め

て
い

ま
す

。
令

和
2

年
度

は
、

「
住

み
慣

れ
た

と
こ

ろ
で

、
暮

ら
し

続
け

る
た

め
に

」
と

い
う

テ
ー

マ
で

研
修

会
を

開
催

し
ま

し
た

。

③

・
町

全
体

に
お

た
っ

し
ゃ

教
室

を
は

じ
め

と
し

た
介

護
予

防
活

動
が

広
が

る
よ

う
、

引
き

続
き

お
た

っ
し

ゃ
サ

ポ
ー

タ
ー

（
運

動
指

導
サ

ポ
ー

タ
ー

）
の

養
成

を
行

い
ま

す
。

今
後

、
感

染
症

対
を

行
い

な
が

ら
養

成
講

座
を

再
開

し
て

い
き

ま
す

。
・

高
齢

者
交

流
サ

ロ
ン

等
の

サ
ロ

ン
活

動
に

対
し

、
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
連

携
し

な
が

ら
、

感
染

症
対

策
に

つ
い

て
周

知
を

行
い

ま
す

。
・

「
地

域
支

え
合

い
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
サ

ロ
ン

活
動

者
の

交
流

会
を

開
催

し
、

機
運

の
醸

成
と

情
報

共
有

に
取

り
組

み
ま

す
。

・
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

中
心

と
な

っ
て

、
社

会
福

祉
協

議
会

の
広

報
の

中
の

「
ち

い
き

の
輪

」
や

出
前

講
座

な
ど

で
情

報
発

信
・

啓
発

を
行

い
、

相
談

や
立

ち
上

げ
支

援
を

行
い

ま
す

。
・

東
桜

谷
地

区
、

西
大

路
地

区
で

の
支

え
合

い
の

取
り

組
み

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

他
の

地
区

に
お

い
て

も
、

支
え

合
い

や
話

し
合

い
の

き
っ

か
け

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
身

近
な

場
で

介
護

予
防

の
取

り
組

み
が

促
進

で
き

る
よ

う
サ

ポ
ー

タ
ー

の
養

成
を

行
っ

て
お

り
、

介
護

予
防

全
体

の
リ

ー
ダ

ー
養

成
の

場
と

な
っ

て
い

ま
す

。
・

お
た

っ
し

ゃ
サ

ポ
ー

タ
ー

の
中

か
ら

指
導

員
の

養
成

を
行

い
、

運
動

指
導

士
に

準
ず

る
指

導
者

と
し

て
、

男
性

の
運

動
教

室
や

他
の

介
護

予
防

教
室

で
も

、
活

躍
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

・
支

え
合

い
の

機
運

醸
成

・
情

報
共

有
の

場
と

し
て

、
サ

ロ
ン

活
動

者
の

交
流

会
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

・
高

齢
者

交
流

サ
ロ

ン
に

つ
い

て
は

、
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

取
材

を
行

う
と

と
も

に
、

社
会

福
祉

協
議

会
の

広
報

や
出

前
講

座
の

中
で

P
R

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・
東

桜
谷

地
区

に
お

い
て

は
、

地
域

の
住

民
有

志
が

中
心

と
な

り
、

支
え

合
い

活
動

を
推

進
さ

れ
て

お
り

、
社

会
福

祉
協

議
会

と
と

も
に

伴
走

支
援

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

西
大

路
地

区
に

お
い

て
も

、
地

区
社

協
、

社
会

福
祉

協
議

会
と

と
も

に
、

研
修

会
の

企
画

、
支

え
合

い
に

つ
い

て
話

し
合

い
を

進
め

て
い

ま
す

。
≪

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

≫
・

地
区

や
サ

ロ
ン

で
の

取
り

組
み

な
ど

、
住

民
主

体
の

支
え

合
い

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
、

さ
ら

に
多

く
の

地
区

へ
の

展
開

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
《

実
施

が
困

難
な

こ
と

》
・

住
民

主
体

の
取

り
組

み
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
地

道
に

意
識

啓
発

・
機

運
の

醸
成

を
図

り
、

取
り

組
み

に
寄

り
添

い
な

が
ら

、
１

歩
ず

つ
広

げ
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

す
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

お
た

っ
し

ゃ
サ

ポ
ー

タ
ー

を
養

成
す

る
と

と
も

に
、

指
導

員
の

養
成

・
活

用
を

図
り

、
地

域
に

お
け

る
介

護
予

防
の

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

・
高

齢
者

交
流

サ
ロ

ン
の

推
進

に
よ

り
、

身
近

な
地

域
で

の
居

場
所

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。
・

地
域

に
お

け
る

支
え

合
い

や
話

し
合

い
の

輪
を

広
げ

ま
す

。
・

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
中

心
と

な
っ

て
身

近
な

地
域

に
お

け
る

支
え

合
い

等
に

つ
い

て
発

掘
し

、
情

報
発

信
を

行
い

ま
す

。
《

今
後

の
課

題
》

・
社

会
福

祉
協

議
会

等
の

関
係

機
関

や
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

連
携

し
、

お
た

っ
し

ゃ
サ

ポ
ー

タ
ー

等
の

地
域

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

と
も

に
、

地
域

で
の

活
動

に
寄

り
添

い
な

が
ら

、
一

歩
ず

つ
取

り
組

み
を

進
め

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
・

地
域

で
の

支
え

合
い

の
推

進
に

は
、

部
門

の
枠

を
超

え
た

推
進

体
制

の
構

築
も

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

A

・
東

桜
谷

地
区

、
西

大
路

地
区

で
の

支
え

合
い

の
取

組
み

が
、

他
の

地
区

で
も

地
域

の
実

情
に

合
わ

せ
て

広
が

る
こ

と
を

大
い

に
期

待
し

ま
す

。
・

地
域

交
流

サ
ロ

ン
(高

齢
者

交
流

サ
ロ

ン
)の

要
件

の
緩

和
は

、
参

加
で

き
る

人
た

ち
を

増
や

す
こ

と
に

つ
な

が
る

の
で

評
価

し
ま

す
。

一
方

で
目

標
と

し
て

い
る

箇
所

数
へ

は
も

う
少

し
隔

た
り

が
あ

り
ま

す
の

で
、

目
標

数
が

住
民

ニ
ー

ズ
と

の
関

係
で

過
大

で
な

い
の

か
を

検
討

す
る

と
と

も
に

供
給

を
増

や
す

た
め

の
一

層
の

工
夫

も
し

て
く

だ
さ

い
。

・
お

た
っ

し
ゃ

サ
ポ

ー
タ

ー
の

中
か

ら
指

導
員

を
養

成
す

る
取

組
み

は
高

く
評

価
し

ま
す

。
引

き
続

き
指

導
員

を
増

や
す

取
組

み
を

続
け

て
く

だ
さ

い
。

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

が
収

束
す

れ
ば

、
高

齢
者

と
子

ど
も

が
交

流
で

き
る

よ
う

な
、

双
方

に
と

っ
て

価
値

の
あ

る
取

り
組

み
や

活
発

な
活

動
を

進
め

て
く

だ
さ

い
。

・
サ

ロ
ン

に
参

加
す

る
だ

け
で

は
な

く
、

自
分

た
ち

で
主

体
的

に
サ

ロ
ン

を
つ

く
る

よ
う

な
取

り
組

み
が

あ
る

と
良

い
と

感
じ

ま
す

。
交

流
サ

ロ
ン

を
き

っ
か

け
と

し
て

、
そ

こ
か

ら
交

流
が

広
が

る
よ

う
な

活
動

が
大

切
で

す
。

・
団

塊
の

世
代

が
サ

ポ
ー

タ
ー

と
な

っ
て

お
り

、
人

手
は

一
定

足
り

て
い

る
状

況
の

よ
う

で
す

が
、

サ
ポ

ー
タ

ー
も

い
ず

れ
は

、
サ

ポ
ー

ト
を

受
け

る
世

代
に

な
っ

て
い

き
ま

す
。

サ
ポ

ー
タ

ー
の

活
動

が
健

康
維

持
に

つ
な

が
り

、
将

来
的

に
高

齢
者

が
単

な
る

お
客

さ
ん

か
ら

主
体

と
な

る
よ

う
な

取
り

組
み

に
つ

な
が

る
と

良
い

と
考

え
ま

す
。
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ヶ
所

3

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

お
た

っ
し

ゃ
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

修
了

者
数

地
域

交
流

サ
ロ

ン

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

介
護

支
援

課
介

護
支

援
課

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

4
家

庭
で

の
き

ず
な

は
も

と
よ

り
、

地
域

で
の

人
と

人
の

つ
な

が
り

（
き

ず
な

）
を

育
み

、
顔

の
見

え
る

関
係

の
も

と
、

住
民

が
自

ら
く

ら
し

や
す

い
地

域
を

つ
く

り
、

そ
の

も
と

で
安

全
で

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

力
を

活
か

し
た

課
題

解
決

能
力

を
高

め
る

こ
と

で
、

住
民

の
活

発
な

自
治

活
動

を
持

続
発

展
さ

せ
、

こ
れ

ま
で

の
自

治
活

動
の

見
直

し
も

含
め

、
地

域
課

題
に

つ
い

て
、

住
民

が
自

ら
発

見
し

、
学

び
、

取
り

組
ん

で
い

く
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

く
ら

し
や

す
い

地
域

と
つ

な
が

り
、

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

つ
く

る

〇
地

域
で

の
人

と
人

の
つ

な
が

り
（

き
ず

な
）

を
育

む
た

め
、

地
域

の
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
連

携
す

る
住

民
主

体
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
○

人
と

場
所

と
機

会
を

つ
な

ぐ
、

人
材

・
資

源
を

発
掘

し
ま

す
。

○
住

民
主

体
の

出
会

い
の

場
づ

く
り

に
よ

り
、

地
域

に
暮

ら
す

人
同

士
の

「
お

た
が

い
さ

ま
」

の
助

け
合

い
、

自
分

の
「

自
慢

」
を

持
ち

寄
り

、
生

き
が

い
を

持
て

る
仕

組
み

を
つ

く
り

ま
す

。
○

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

中
で

、
「

困
り

ご
と

を
出

し
合

い
、

支
え

あ
う

」
な

ど
、

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

○
自

治
活

動
を

基
盤

に
、

地
域

福
祉

活
動

の
推

進
、

子
育

て
・

介
護

・
防

犯
・

防
災

な
ど

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
安

心
・

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

1
0

施
策

介
護

予
防

の
促

進
・

高
齢

者
の

自
主

的
な

活
動

支
援

・
介

護
予

防
に

関
す

る
知

識
の

普
及

啓
発

と
お

た
っ

し
ゃ

教
室

・
地

域
支

援
サ

ロ
ン

な
ど

、
自

主
的

な
活

動
の

育
成

と
支

援
を

行
い

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
4

1
件

5
6

件

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
警

察
、

日
野

町
防

犯
自

治
会

、
各

地
区

自
主

防
犯

団
体

と
連

携
し

防
犯

啓
発

活
動

を
実

施
し

ま
し

た
。

ま
た

、
自

主
防

犯
団

体
と

学
校

、
P

T
A

が
協

力
し

て
見

守
り

活
動

や
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実

施
し

ま
し

た
。

・
東

近
江

警
察

署
か

ら
不

審
者

情
報

や
犯

罪
多

発
注

意
報

な
ど

の
連

絡
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

日
野

メ
ー

ル
で

町
民

に
周

知
を

図
り

、
緊

急
性

の
あ

る
事

案
な

ど
は

、
地

域
の

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
へ

情
報

を
提

供
し

、
気

を
付

け
て

い
た

だ
く

よ
う

啓
発

し
ま

し
た

。
・

交
通

安
全

意
識

の
高

揚
を

図
る

た
め

、
ま

た
、

自
ら

の
こ

と
と

と
し

て
受

け
止

め
て

い
た

だ
く

た
め

、
新

聞
折

込
を

年
２

回
、

全
国

交
通

安
全

運
動

の
街

頭
啓

発
、

１
日

、
１

５
日

を
目

安
と

し
た

早
朝

パ
ト

ロ
ー

ル
、

公
民

館
へ

の
啓

発
チ

ラ
シ

の
配

布
を

実
施

し
ま

し
た

。
・

警
察

と
連

携
し

、
日

野
町

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

に
シ

ル
バ

ー
キ

ャ
ラ

バ
ン

隊
を

委
嘱

し
、

地
域

で
の

交
通

立
番

や
シ

ル
バ

ー
無

事
故

運
動

へ
参

加
し

て
い

た
だ

く
こ

と
に

よ
り

交
通

安
全

へ
の

意
識

高
揚

を
図

り
ま

し
た

。
ま

た
、

東
近

江
地

区
交

通
安

全
推

進
会

議
や

交
通

安
全

協
会

と
も

連
携

し
て

交
通

安
全

啓
発

活
動

の
実

施
や

、
子

ど
も

や
高

齢
者

へ
の

交
通

安
全

教
室

を
実

施
し

ま
し

た
。

・
地

域
の

取
り

組
み

と
し

て
Ｐ

Ｔ
Ａ

、
学

校
を

は
じ

め
と

し
た

関
係

団
体

に
よ

る
小

・
中

学
生

の
通

学
路

合
同

点
検

を
行

い
、

交
通

安
全

施
設

整
備

の
協

議
を

行
い

ま
し

た
。

③

・
今

後
も

各
地

区
自

主
防

犯
団

体
な

ど
関

係
団

体
と

連
携

を
図

り
、

推
進

大
会

や
啓

発
活

動
な

ど
を

開
催

し
、

地
域

ぐ
る

み
で

各
種

活
動

を
継

続
し

て
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
住

民
が

主
体

と
な

っ
て

活
動

で
き

る
よ

う
支

援
を

図
り

ま
す

。
・

各
地

区
の

自
主

防
犯

活
動

、
交

通
安

全
対

策
に

は
、

関
係

す
る

人
の

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
が

大
切

で
す

。
つ

な
が

り
が

持
続

で
き

る
地

域
の

取
り

組
み

を
支

援
し

ま
す

。
・

交
通

被
害

に
遭

う
こ

と
が

多
い

子
ど

も
や

高
齢

者
に

対
し

て
、

重
点

的
に

啓
発

を
行

い
交

通
事

故
防

止
に

努
め

ま
す

。
・

地
域

の
取

り
組

み
と

し
て

Ｐ
Ｔ

Ａ
、

学
校

、
関

係
団

体
に

よ
る

小
・

中
学

生
の

通
学

路
合

同
点

検
等

を
行

い
、

交
通

安
全

施
設

の
整

備
の

取
り

組
み

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
・

交
通

事
故

や
犯

罪
に

巻
き

込
ま

れ
た

人
を

支
援

す
る

た
め

、
公

益
社

団
法

人
お

う
み

犯
罪

被
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
と

協
定

を
結

び
、

専
門

的
な

指
導

の
も

と
取

り
組

ん
で

い
け

る
よ

う
体

制
を

整
え

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
地

域
住

民
が

主
体

と
な

り
自

主
防

犯
団

体
等

を
組

織
し

、
顔

の
見

え
る

活
動

の
も

と
地

域
の

実
情

に
合

わ
せ

た
啓

発
や

パ
ト

ロ
ー

ル
等

を
行

い
、

安
心

・
安

全
な

ま
ち

づ
く

り
に

向
け

た
見

守
り

活
動

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
パ

ト
ロ

ー
ル

に
あ

た
っ

て
は

、
地

域
で

順
番

を
決

め
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

ま
た

、
防

犯
対

策
の

ひ
と

つ
と

し
て

新
た

に
防

犯
カ

メ
ラ

設
置

補
助

金
を

検
討

し
て

い
ま

す
。

・
交

通
安

全
に

関
す

る
大

会
や

イ
ベ

ン
ト

、
各

種
啓

発
活

動
を

通
じ

て
住

民
へ

の
交

通
安

全
の

意
識

を
高

め
て

い
ま

す
。

・
各

自
治

会
か

ら
の

要
望

に
つ

き
ま

し
て

は
、

行
政

懇
談

会
の

要
望

と
し

て
ご

意
見

を
伺

い
、

関
係

機
関

と
連

携
・

協
議

を
図

っ
て

い
ま

す
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

流
行

に
よ

り
、

イ
ベ

ン
ト

に
つ

い
て

、
例

年
と

比
べ

て
中

止
も

し
く

は
小

規
模

な
形

で
実

施
せ

ざ
る

を
得

ま
せ

ん
で

し
た

。
《

実
施

が
困

難
な

こ
と

》
・

交
通

安
全

に
従

事
し

て
い

る
団

体
と

の
情

報
共

有
が

難
し

い
場

合
が

あ
り

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

シ
ル

バ
ー

キ
ャ

ラ
バ

ン
隊

に
参

加
す

る
日

野
町

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

で
は

、
単

位
老

人
ク

ラ
ブ

の
脱

退
が

多
く

な
っ

て
お

り
、

シ
ル

バ
ー

キ
ャ

ラ
バ

ン
隊

の
活

動
が

難
し

く
な

っ
て

い
ま

す
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

各
地

区
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

、
防

犯
カ

メ
ラ

設
置

補
助

金
を

検
討

し
、

即
時

性
の

あ
る

活
動

を
行

う
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・

交
通

安
全

に
関

す
る

大
会

や
イ

ベ
ン

ト
、

各
種

啓
発

活
動

を
活

用
し

、
さ

ら
に

住
民

へ
の

交
通

安
全

の
意

識
を

高
め

て
い

き
ま

す
。

・
各

自
治

会
か

ら
の

要
望

に
つ

き
ま

し
て

は
、

行
政

懇
談

会
の

要
望

と
し

て
ご

意
見

を
伺

い
、

安
心

・
安

全
な

ま
ち

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

・
各

地
区

の
自

主
防

犯
活

動
、

交
通

安
全

対
策

に
は

、
関

係
す

る
人

の
顔

の
見

え
る

つ
な

が
り

が
大

切
で

す
。

地
域

に
お

け
る

人
と

人
の

つ
な

が
り

が
持

続
で

き
る

地
域

の
取

り
組

み
を

支
援

し
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

シ
ル

バ
ー

キ
ャ

ラ
バ

ン
隊

の
参

加
が

難
し

く
な

っ
て

お
り

、
高

齢
者

の
交

通
安

全
を

啓
発

す
る

た
め

、
日

野
町

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

と
協

議
を

行
い

、
継

続
し

た
活

動
が

図
ら

れ
る

よ
う

取
り

組
み

ま
す

。

A

・
「

シ
ル

バ
ー

キ
ャ

ラ
バ

ン
隊

の
参

加
が

難
し

い
」

と
⑤

に
お

い
て

「
今

後
の

課
題

」
と

し
て

示
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
時

代
に

ふ
さ

わ
し

い
効

果
的

な
啓

発
方

法
を

工
夫

す
る

な
ど

高
齢

化
社

会
の

実
態

に
応

じ
た

事
業

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
・

町
の

防
犯

・
事

故
の

な
い

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

の
方

策
が

昔
と

あ
ま

り
変

わ
っ

て
い

な
い

よ
う

に
思

わ
れ

ま
す

。
時

代
の

変
化

に
対

応
し

た
効

果
的

な
啓

発
方

法
で

実
施

す
る

よ
う

に
努

め
て

く
だ

さ
い

。
・

目
標

を
達

成
し

て
も

よ
り

良
い

結
果

と
な

る
よ

う
取

り
組

み
を

進
め

て
く

だ
さ

い
。

5
2

件
2

3
件

1
0

0
.0

%
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2
9

3
件

6
8

件
1

0
0

.0
%

5
5

件
4

0
件

1
0

0
.0

%
R

1
1

0
0

件
5

5
件

1
0

0
.0

%

H
3

0
1

0
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件
7

0
件

1
0

0
.0

%
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6
件

3
2

件
1

0
0

.0
%

5
8

件
4

5
件

1
0

0
.0

%
H

2
9

1
1

7
件

8
8

件
1

0
0

.0
%

H
2

8
1

2
5

件
9

6
件

1
0

0
.0

%
6

0
件

5
7

件
1

0
0

.0
%

件
1

0
0

.0
%

H
2

7
1

3
3

件
1

2
8

件
1

0
0

.0
%

6
2

件
4

8

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

犯
罪

認
知

件
数

交
通

事
故

発
生

件
数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

住
民

課
住

民
課

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

4
家

庭
で

の
き

ず
な

は
も

と
よ

り
、

地
域

で
の

人
と

人
の

つ
な

が
り

（
き

ず
な

）
を

育
み

、
顔

の
見

え
る

関
係

の
も

と
、

住
民

が
自

ら
く

ら
し

や
す

い
地

域
を

つ
く

り
、

そ
の

も
と

で
安

全
で

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

力
を

活
か

し
た

課
題

解
決

能
力

を
高

め
る

こ
と

で
、

住
民

の
活

発
な

自
治

活
動

を
持

続
発

展
さ

せ
、

こ
れ

ま
で

の
自

治
活

動
の

見
直

し
も

含
め

、
地

域
課

題
に

つ
い

て
、

住
民

が
自

ら
発

見
し

、
学

び
、

取
り

組
ん

で
い

く
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

く
ら

し
や

す
い

地
域

と
つ

な
が

り
、

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

つ
く

る

〇
地

域
で

の
人

と
人

の
つ

な
が

り
（

き
ず

な
）

を
育

む
た

め
、

地
域

の
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
連

携
す

る
住

民
主

体
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
○

人
と

場
所

と
機

会
を

つ
な

ぐ
、

人
材

・
資

源
を

発
掘

し
ま

す
。

○
住

民
主

体
の

出
会

い
の

場
づ

く
り

に
よ

り
、

地
域

に
暮

ら
す

人
同

士
の

「
お

た
が

い
さ

ま
」

の
助

け
合

い
、

自
分

の
「

自
慢

」
を

持
ち

寄
り

、
生

き
が

い
を

持
て

る
仕

組
み

を
つ

く
り

ま
す

。
○

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

中
で

、
「

困
り

ご
と

を
出

し
合

い
、

支
え

あ
う

」
な

ど
、

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

○
自

治
活

動
を

基
盤

に
、

地
域

福
祉

活
動

の
推

進
、

子
育

て
・

介
護

・
防

犯
・

防
災

な
ど

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
安

心
・

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

1
1

施
策

犯
罪

・
事

故
の

な
い

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

・
警

察
、

日
野

町
防

犯
自

治
会

と
の

連
携

の
も

と
、

各
地

区
自

主
防

犯
団

体
、

学
校

、
P

T
A

と
の

協
働

に
よ

り
、

地
域

ぐ
る

み
で

推
進

し
ま

す
。

・
警

察
、

東
近

江
地

区
交

通
安

全
推

進
会

議
、

交
通

安
全

協
会

な
ど

と
連

携
し

、
交

通
安

全
教

育
・

学
習

を
行

い
、

交
通

安
全

意
識

の
高

揚
を

図
る

と
と

も
に

、
住

民
に

よ
る

、
自

主
的

な
取

り
組

み
を

支
援

し
ま

す
。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

1
8

5
人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

H
2

8
1

8
5

人
1

8
5

人
1

0
0

.0
%

施
策

②

・
消

防
団

の
重

要
性

・
必

要
性

を
啓

発
し

、
地

元
自

治
会

・
企

業
等

の
理

解
と

協
力

に
よ

り
、

団
員

の
確

保
を

図
り

ま
し

た
。

（
団

員
定

数
１

８
５

人
）

・
人

口
減

少
地

域
に

お
け

る
団

員
確

保
に

つ
い

て
、

県
内

市
町

の
状

況
を

研
究

し
、

女
性

消
防

団
員

や
機

能
別

分
団

等
の

創
設

、
Ｏ

Ｂ
団

員
の

活
用

等
に

つ
い

て
幹

部
会

で
議

論
し

ま
し

た
。

・
消

防
団

の
負

担
と

さ
れ

て
い

る
ポ

ン
プ

操
法

大
会

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
中

止
と

な
り

ま
し

た
。

他
に

も
訓

練
や

行
事

等
も

概
ね

中
止

と
な

っ
た

中
、

各
分

団
に

お
い

て
密

を
避

け
た

小
規

模
で

の
自

主
的

な
操

法
訓

練
等

の
実

施
を

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

③

・
引

き
続

き
、

活
動

等
を

通
じ

て
消

防
団

の
重

要
性

・
必

要
性

の
啓

発
に

努
め

、
地

元
自

治
会

や
企

業
等

と
協

力
し

て
、

団
員

の
確

保
を

図
り

ま
す

。
（

団
員

定
数

１
８

５
人

）
・

女
性

消
防

団
や

機
能

別
消

防
分

団
、

Ｏ
Ｂ

団
員

の
活

用
等

に
よ

る
団

員
確

保
の

動
き

が
あ

り
ま

す
。

女
性

消
防

団
員

は
県

内
の

他
市

町
で

も
既

に
導

入
が

さ
れ

て
い

る
状

況
で

す
。

日
野

町
消

防
団

に
お

い
て

も
、

今
後

の
団

員
確

保
に

向
け

、
新

た
な

制
度

の
導

入
を

議
論

し
て

い
き

ま
す

。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
消

防
団

が
活

動
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

の
た

め
の

予
算

化
を

図
っ

て
い

ま
す

。
広

報
紙

「
消

防
魂

」
の

発
行

支
援

、
消

防
団

の
重

要
性

・
必

要
性

の
啓

発
等

に
努

め
て

い
ま

す
。

・
幹

部
会

等
定

期
的

な
会

議
を

開
催

し
、

団
活

動
に

お
け

る
課

題
や

情
報

の
共

有
に

努
め

て
い

ま
す

。
・

消
防

団
を

応
援

す
る

気
運

や
活

動
に

対
す

る
理

解
の

促
進

を
図

る
た

め
、

「
滋

賀
県

消
防

団
応

援
の

店
事

業
」

を
推

進
し

、
加

盟
店

か
ら

団
員

と
そ

の
家

族
に

対
し

て
、

各
種

割
引

優
遇

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

・
新

た
な

団
員

確
保

に
向

け
た

消
防

団
員

制
度

の
検

討
を

行
っ

て
い

ま
す

。
《

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

》
・

1
8

5
人

の
定

数
確

保
を

目
標

に
加

入
推

進
を

し
て

い
ま

す
が

、
人

口
減

少
や

活
動

に
対

す
る

理
解

を
得

ら
れ

に
く

い
こ

と
か

ら
、

団
員

確
保

が
困

難
な

状
況

と
な

っ
て

い
ま

す
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
地

域
間

の
年

齢
構

成
の

バ
ラ

つ
き

を
解

消
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

引
き

続
き

条
例

定
数

の
１

８
５

人
の

団
員

確
保

に
向

け
、

区
長

会
等

に
お

い
て

消
防

団
活

動
へ

の
理

解
を

い
た

だ
け

る
よ

う
説

明
す

る
と

と
も

に
、

平
時

の
点

検
活

動
や

防
災

訓
練

、
地

域
イ

ベ
ン

ト
等

の
協

力
を

通
じ

、
消

防
団

活
動

へ
の

協
力

と
理

解
を

深
め

、
公

助
と

し
て

の
役

割
を

果
た

し
ま

す
。

・
広

報
紙

（
消

防
魂

）
を

発
行

し
、

活
動

の
推

進
と

Ｐ
Ｒ

を
図

る
と

共
に

、
団

員
が

地
元

区
長

宅
へ

広
報

紙
を

届
け

、
互

い
に

顔
の

見
え

る
関

係
を

築
き

、
地

域
の

安
心

・
安

全
の

向
上

に
努

め
ま

す
。

・
現

役
団

員
の

意
見

を
集

約
し

、
今

後
の

団
員

確
保

の
た

め
有

効
な

手
段

を
議

論
し

て
い

き
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

団
員

の
皆

さ
ん

が
、

仕
事

と
家

庭
を

両
立

し
な

が
ら

安
心

し
て

活
動

が
行

え
る

環
境

づ
く

り
を

整
備

す
る

た
め

、
団

幹
部

会
等

に
て

議
論

し
取

り
組

む
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・

ポ
ン

プ
操

法
訓

練
は

、
ポ

ン
プ

操
作

の
基

本
動

作
を

覚
え

る
た

め
に

必
要

な
訓

練
で

す
が

、
近

年
の

勤
務

形
態

の
変

化
や

多
様

化
に

伴
い

、
練

習
時

間
や

練
習

方
法

、
練

習
期

間
等

に
つ

い
て

団
幹

部
会

に
お

い
て

引
き

続
き

議
論

を
重

ね
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
全

国
的

に
進

ん
で

い
る

、
女

性
消

防
団

員
制

度
や

機
能

別
団

員
制

度
、

O
B

団
員

等
の

再
任

用
等

の
導

入
に

つ
い

て
検

討
し

、
団

員
確

保
に

つ
い

て
協

議
を

進
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

A

・
安

全
・

安
心

の
ま

ち
づ

く
り

を
礎

と
し

て
、

消
防

団
員

数
が

定
数

通
り

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

高
く

評
価

し
ま

す
。

・
団

員
確

保
に

苦
労

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

例
年

の
内

部
検

証
で

伺
え

ま
す

。
高

齢
化

・
人

口
減

少
の

局
面

で
従

来
の

体
制

を
維

持
す

る
こ

と
の

妥
当

性
に

つ
い

て
も

検
討

し
、

ま
ち

全
体

の
安

全
を

図
る

た
め

に
他

の
施

策
と

の
連

携
・

協
力

に
よ

り
効

果
を

高
め

る
工

夫
を

し
て

く
だ

さ
い

。
・

ポ
ン

プ
操

法
大

会
の

練
習

に
お

い
て

消
防

団
員

が
動

き
を

合
わ

せ
て

訓
練

す
る

こ
と

も
大

き
な

意
味

が
あ

る
と

感
じ

ま
す

。
過

度
な

負
担

と
な

ら
な

い
よ

う
に

消
防

団
と

協
議

す
る

中
で

精
査

し
て

い
っ

て
く

だ
さ

い
。

・
地

域
活

動
の

大
切

さ
を

働
き

か
け

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
時

代
に

あ
わ

せ
て

何
を

伝
え

て
い

く
こ

と
(何

を
継

い
で

い
く

こ
と

)が
大

切
か

を
考

え
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

R
2

1
8

5
人

1
8

5
人

1
0

0
.0

%

R
1

1
8

5
人

1
8

5
人

1
0

0
.0

%

H
3

0
1

8
5

人
1

8
5

人
1

0
0

.0
%

H
2

9
1

8
5

人
1

8
5

人
1

0
0

.0
%

H
2

7
1

8
5

人
1

8
5

人
1

0
0

.0
%①

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ

）
内

部
検

証
外

部
検

証

消
防

団
員

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

総
務

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

4
家

庭
で

の
き

ず
な

は
も

と
よ

り
、

地
域

で
の

人
と

人
の

つ
な

が
り

（
き

ず
な

）
を

育
み

、
顔

の
見

え
る

関
係

の
も

と
、

住
民

が
自

ら
く

ら
し

や
す

い
地

域
を

つ
く

り
、

そ
の

も
と

で
安

全
で

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

力
を

活
か

し
た

課
題

解
決

能
力

を
高

め
る

こ
と

で
、

住
民

の
活

発
な

自
治

活
動

を
持

続
発

展
さ

せ
、

こ
れ

ま
で

の
自

治
活

動
の

見
直

し
も

含
め

、
地

域
課

題
に

つ
い

て
、

住
民

が
自

ら
発

見
し

、
学

び
、

取
り

組
ん

で
い

く
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

く
ら

し
や

す
い

地
域

と
つ

な
が

り
、

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

つ
く

る

〇
地

域
で

の
人

と
人

の
つ

な
が

り
（

き
ず

な
）

を
育

む
た

め
、

地
域

の
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
連

携
す

る
住

民
主

体
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
○

人
と

場
所

と
機

会
を

つ
な

ぐ
、

人
材

・
資

源
を

発
掘

し
ま

す
。

○
住

民
主

体
の

出
会

い
の

場
づ

く
り

に
よ

り
、

地
域

に
暮

ら
す

人
同

士
の

「
お

た
が

い
さ

ま
」

の
助

け
合

い
、

自
分

の
「

自
慢

」
を

持
ち

寄
り

、
生

き
が

い
を

持
て

る
仕

組
み

を
つ

く
り

ま
す

。
○

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

中
で

、
「

困
り

ご
と

を
出

し
合

い
、

支
え

あ
う

」
な

ど
、

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

○
自

治
活

動
を

基
盤

に
、

地
域

福
祉

活
動

の
推

進
、

子
育

て
・

介
護

・
防

犯
・

防
災

な
ど

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
安

心
・

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

1
2

施
策

消
防

団
活

動
の

充
実

・
消

防
団

の
重

要
性

・
必

要
性

を
啓

発
し

、
地

元
自

治
会

・
企

業
等

と
の

連
携

強
化

に
よ

り
、

団
員

の
確

保
を

図
り

ま
す

。
（

団
員

定
数

１
８

５
人

）
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

8
組

織
（

累
計

）
4

人
（

累
計

）

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

H
2

8
1

1
組

織
（

累
計

）
1

1
組

織
（

累
計

）
1

0
0

.0
%

1
4

人
（

累
計

）
1

4
人

（
累

計
）

1
0

0
.0

%

施
策

②

・
防

災
の

推
進

リ
ー

ダ
ー

と
な

る
防

災
士

と
し

て
、

町
で

新
た

に
１

名
の

方
に

資
格

を
取

得
い

た
だ

き
、

男
性

１
３

名
、

女
性

６
名

の
合

計
１

９
名

と
な

り
ま

し
た

。
・

町
の

防
災

士
に

よ
り

、
地

域
の

自
主

防
災

組
織

設
立

に
関

す
る

相
談

支
援

等
、

組
織

数
の

増
加

に
尽

力
い

た
だ

く
よ

う
取

り
組

み
を

進
め

て
き

ま
し

た
。

・
新

た
に

自
主

防
災

組
織

の
設

立
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

が
、

自
主

防
災

組
織

の
設

置
に

向
け

て
複

数
の

地
区

の
区

長
さ

ん
が

相
談

に
来

ら
れ

て
い

ま
す

。
・

昨
年

に
引

き
続

き
防

災
士

資
格

講
習

を
滋

賀
県

で
受

講
で

き
、

当
町

か
ら

１
名

の
方

が
受

講
さ

れ
資

格
を

取
得

さ
れ

ま
し

た
。

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

防
災

講
演

会
は

中
止

と
し

、
出

前
講

座
の

開
催

回
数

も
大

き
く

減
少

す
る

こ
と

と
な

り
ま

し
た

が
、

少
な

い
機

会
の

中
で

も
自

助
、

共
助

の
重

要
性

を
お

伝
え

し
て

い
ま

す
。

③

・
計

画
的

に
各

地
区

に
防

災
士

資
格

を
取

得
い

た
だ

き
、

町
の

防
災

士
育

成
を

推
進

し
ま

す
。

令
和

２
年

度
に

お
い

て
も

新
た

に
防

災
士

資
格

を
取

得
い

た
だ

く
た

め
、

講
習

会
の

参
加

を
予

定
し

て
い

ま
す

。
・

町
と

防
災

士
に

よ
る

出
前

講
座

や
防

災
訓

練
、

防
災

講
演

会
等

を
通

じ
て

、
自

主
防

災
組

織
の

重
要

性
等

の
周

知
を

図
り

理
解

を
深

め
る

こ
と

で
、

組
織

化
や

組
織

強
化

に
取

り
組

み
ま

す
。

・
出

前
講

座
以

外
で

も
、

地
域

の
避

難
訓

練
等

へ
要

請
が

あ
れ

ば
防

災
士

を
派

遣
し

、
地

域
の

防
災

力
向

上
を

推
進

し
ま

す
。

・
防

災
合

宿
に

お
い

て
、

年
少

時
か

ら
防

災
に

関
心

を
持

っ
て

も
ら

う
よ

う
取

り
組

み
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
町

の
防

災
士

に
よ

る
防

災
士

連
絡

会
議

を
毎

月
1

回
開

催
し

て
い

ま
す

。
・

年
に

2
回

、
日

野
町

防
災

士
連

絡
会

主
催

で
防

災
学

習
会

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
・

「
防

災
通

学
合

宿
」

や
小

学
校

の
「

防
災

学
習

」
に

講
師

と
し

て
参

加
し

、
防

災
に

対
す

る
教

育
を

推
進

し
て

い
ま

す
。

・
自

主
防

災
組

織
の

設
立

等
の

た
め

、
防

災
士

等
に

よ
る

相
談

支
援

や
補

助
金

制
度

を
設

け
て

い
ま

す
。

・
広

報
紙

「
わ

た
む

き
の

灯
」

の
発

行
の

支
援

等
、

自
主

防
災

の
重

要
性

・
必

要
性

の
啓

発
に

努
め

て
い

ま
す

。
《

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

》
・

町
内

の
防

災
士

の
実

態
（

有
資

格
者

数
等

）
の

把
握

が
で

き
て

い
ま

せ
ん

。
・

設
立

さ
れ

た
自

主
防

災
組

織
に

対
す

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

と
し

て
、

集
落

点
検

や
集

落
内

の
防

災
訓

練
の

開
催

を
促

す
こ

と
が

で
き

て
い

ま
せ

ん
。

《
実

施
が

困
難

な
こ

と
》

・
全

国
各

地
で

災
害

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

各
字

や
個

人
で

の
防

災
意

識
は

高
く

な
っ

て
き

ま
し

た
が

、
新

た
な

組
織

や
役

職
を

作
る

と
い

う
負

担
を

嫌
う

傾
向

に
あ

り
防

災
組

織
の

組
織

化
が

進
ま

な
い

状
況

で
す

。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

》
・

防
災

士
を

育
成

す
る

こ
と

で
、

防
災

に
対

す
る

関
心

や
意

識
を

高
め

、
地

域
の

防
災

力
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
自

主
防

災
組

織
の

設
立

に
よ

り
、

災
害

時
の

防
災

活
動

の
体

制
を

整
備

し
、

地
域

の
防

災
力

の
向

上
を

図
り

ま
す

。
・

町
や

各
字

等
で

防
災

士
を

育
成

し
、

連
絡

会
議

等
で

情
報

の
共

有
と

事
業

の
推

進
を

図
り

ま
す

。
・

地
域

の
出

前
講

座
や

防
災

講
演

会
等

で
自

主
防

災
組

織
の

重
要

性
と

必
要

性
に

対
す

る
理

解
を

深
め

、
災

害
初

動
時

に
お

け
る

地
域

で
の

自
助

・
共

助
を

促
進

し
ま

す
。

ま
た

、
総

合
防

災
訓

練
の

機
会

を
捉

え
、

防
災

士
と

参
加

住
民

と
の

顔
の

見
え

る
関

係
の

も
と

、
活

動
の

啓
発

を
図

り
安

心
・

安
全

な
町

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

・
自

主
防

災
組

織
が

継
続

し
た

組
織

と
な

る
よ

う
集

落
や

組
織

の
点

検
活

動
な

ど
に

取
り

組
め

る
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

等
を

作
成

し
推

進
し

ま
す

。
《

今
後

の
課

題
》

・
町

内
各

地
域

で
防

災
士

を
育

成
し

、
2

0
名

の
組

織
と

な
る

よ
う

、
引

き
続

き
人

員
確

保
に

努
め

ま
す

。
・

自
主

防
災

組
織

の
組

織
化

や
組

織
強

化
に

は
、

地
域

の
リ

ー
ダ

ー
的

な
人

材
と

地
域

の
協

力
が

欠
か

せ
ま

せ
ん

。
ま

た
、

構
成

員
の

任
期

等
を

定
め

組
織

が
固

定
化

し
な

い
よ

う
努

め
ま

す
。

・
町

が
育

成
す

る
防

災
士

と
自

主
防

災
組

織
の

防
災

士
と

の
連

携
を

図
り

、
防

災
知

識
の

向
上

の
た

め
、

地
域

防
災

士
資

格
取

得
者

の
増

員
を

推
進

し
ま

す
。

A

・
4

-
1

3
施

策
内

容
が

防
災

士
の

育
成

、
防

災
組

織
づ

く
り

と
そ

の
強

化
と

な
っ

て
い

ま
す

が
、

防
災

士
の

育
成

の
と

こ
ろ

に
焦

点
が

あ
た

っ
た

内
部

検
証

に
な

っ
て

い
ま

す
。

④
で

自
主

防
災

組
織

へ
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

で
き

て
い

な
い

と
も

検
証

し
て

い
ま

す
が

、
自

主
防

災
組

織
の

設
定

と
設

立
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
行

い
、

組
織

力
の

強
化

に
努

め
て

く
だ

さ
い

。
・

施
策

の
内

部
検

証
か

ら
防

災
士

の
数

（
育

成
す

る
こ

と
）

、
組

織
化

す
る

こ
と

ま
で

は
達

成
で

き
て

い
る

よ
う

で
す

が
、

地
域

全
体

の
防

災
力

を
高

め
る

視
点

で
の

も
う

一
歩

踏
み

込
ん

だ
取

組
み

が
必

要
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
・

コ
ロ

ナ
禍

で
対

面
に

よ
る

講
演

会
等

啓
発

の
機

会
が

減
っ

た
よ

う
で

す
が

、
総

務
省

消
防

庁
提

供
の

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
学

び
の

場
の

情
報

提
供

を
行

っ
た

り
、

日
野

町
独

自
に

必
要

な
学

習
事

項
に

つ
い

て
は

、
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
を

し
た

り
す

る
な

ど
工

夫
が

必
要

で
す

。
知

識
の

普
及

に
つ

い
て

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
の

積
極

的
な

活
用

を
し

て
く

だ
さ

い
。

・
対

面
に

よ
る

講
習

会
・

防
災

訓
練

を
通

じ
た

住
民

意
識

の
涵

養
を

図
っ

て
く

だ
さ

い
。

対
面

な
ら

で
は

の
学

習
効

果
の

高
ま

る
工

夫
が

必
要

で
す

。
・

防
災

力
の

維
持

の
た

め
、

地
域

に
よ

っ
て

は
、

高
齢

者
が

自
警

団
に

加
入

す
る

ケ
ー

ス
も

あ
り

負
担

が
大

き
い

と
感

じ
ま

す
。

・
町

と
し

て
地

域
防

災
お

け
る

リ
ー

ダ
ー

で
あ

る
防

災
士

に
つ

い
て

、
し

っ
か

り
把

握
で

き
る

よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。
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9

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

自
主

防
災

組
織

数
防

災
士

数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

総
務

課
総

務
課

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

4
家

庭
で

の
き

ず
な

は
も

と
よ

り
、

地
域

で
の

人
と

人
の

つ
な

が
り

（
き

ず
な

）
を

育
み

、
顔

の
見

え
る

関
係

の
も

と
、

住
民

が
自

ら
く

ら
し

や
す

い
地

域
を

つ
く

り
、

そ
の

も
と

で
安

全
で

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

力
を

活
か

し
た

課
題

解
決

能
力

を
高

め
る

こ
と

で
、

住
民

の
活

発
な

自
治

活
動

を
持

続
発

展
さ

せ
、

こ
れ

ま
で

の
自

治
活

動
の

見
直

し
も

含
め

、
地

域
課

題
に

つ
い

て
、

住
民

が
自

ら
発

見
し

、
学

び
、

取
り

組
ん

で
い

く
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

く
ら

し
や

す
い

地
域

と
つ

な
が

り
、

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

つ
く

る

〇
地

域
で

の
人

と
人

の
つ

な
が

り
（

き
ず

な
）

を
育

む
た

め
、

地
域

の
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
連

携
す

る
住

民
主

体
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
○

人
と

場
所

と
機

会
を

つ
な

ぐ
、

人
材

・
資

源
を

発
掘

し
ま

す
。

○
住

民
主

体
の

出
会

い
の

場
づ

く
り

に
よ

り
、

地
域

に
暮

ら
す

人
同

士
の

「
お

た
が

い
さ

ま
」

の
助

け
合

い
、

自
分

の
「

自
慢

」
を

持
ち

寄
り

、
生

き
が

い
を

持
て

る
仕

組
み

を
つ

く
り

ま
す

。
○

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

中
で

、
「

困
り

ご
と

を
出

し
合

い
、

支
え

あ
う

」
な

ど
、

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

○
自

治
活

動
を

基
盤

に
、

地
域

福
祉

活
動

の
推

進
、

子
育

て
・

介
護

・
防

犯
・

防
災

な
ど

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
安

心
・

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

1
3

施
策

自
主

防
災

組
織

の
育

成

・
災

害
時

の
地

域
で

の
助

け
あ

い
や

防
災

活
動

の
体

制
づ

く
り

と
し

て
の

自
主

防
災

組
織

の
重

要
性

に
つ

い
て

、
周

知
す

る
と

と
も

に
、

組
織

づ
く

り
や

組
織

強
化

に
向

け
た

取
り

組
み

を
支

援
し

ま
す

。
・

自
主

防
災

組
織

を
育

成
・

支
援

す
る

た
め

、
ま

ち
の

防
災

リ
ー

ダ
ー

と
な

る
防

災
士

を
育

成
し

ま
す

。
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日
野

町
く

ら
し

安
心

ひ
と

づ
く

り
総

合
戦

略
　

　
施

　
　

策
　

　
検

　
　

証
　

　
シ

　
　

ー
　

　
ト

基
本

目
標

№

基
本

目
標

基
本

的
方

向

施
策

№

施
策

内
容

指
標

名

基
準

値
（

H
2

6
)

5
9

,7
1

6
人

担
当

部
署

達
成

率
達

成
率

達
成

率

施
策

②

・
動

態
調

査
を

実
施

し
、

利
用

者
数

や
運

行
状

況
の

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
町

営
バ

ス
の

年
間

運
賃

収
入

を
集

計
し

、
利

用
状

況
を

分
析

し
ま

し
た

。
・

利
便

性
の

向
上

の
た

め
、

バ
ス

車
両

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

を
進

め
、

低
床

車
両

１
台

を
新

た
に

導
入

し
ま

し
た

。
こ

の
こ

と
で

町
営

バ
ス

５
台

中
３

台
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
・

小
学

生
の

公
共

交
通

へ
の

理
解

と
利

用
促

進
を

目
的

と
し

、
県

や
バ

ス
協

会
と

連
携

し
て

、
鉄

道
や

バ
ス

等
の

利
用

に
関

す
る

学
習

を
町

内
２

校
（

西
大

路
小

学
校

、
桜

谷
）

で
開

催
し

ま
し

た
。

③

・
令

和
３

年
度

か
ら

日
野

町
の

地
域

公
共

交
通

活
性

化
を

目
的

と
し

て
、

「
わ

た
む

き
自

動
車

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
を

始
動

し
ま

し
た

。
・

「
わ

た
む

き
自

動
車

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
で

は
、

地
域

の
潜

在
的

な
移

動
ニ

ー
ズ

を
掘

り
起

こ
し

、
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
実

証
実

験
を

繰
り

返
し

、
日

野
町

に
あ

っ
た

公
共

交
通

体
系

を
構

築
し

て
い

き
ま

す
。

基
本

目
標

基
本

的
方

向
を

踏
ま

え
て

の
状

況

④

《
実

施
し

て
い

る
こ

と
》

・
町

営
バ

ス
・

デ
マ

ン
ド

タ
ク

シ
ー

の
運

行
に

よ
り

、
公

共
交

通
の

空
白

地
域

を
な

く
し

、
住

民
の

移
動

手
段

を
確

保
し

て
い

ま
す

。
・

公
共

交
通

で
カ

バ
ー

で
き

な
い

移
動

ニ
ー

ズ
に

つ
い

て
、

地
域

住
民

主
体

の
移

動
支

援
「

お
た

す
け

カ
ゴ

ヤ
」

に
よ

る
取

り
組

み
が

広
が

っ
て

い
ま

す
。

・
小

学
生

を
対

象
に

、
公

共
交

通
へ

の
理

解
や

利
用

促
進

を
目

的
と

し
た

取
り

組
み

を
進

め
て

い
ま

す
。

《
実

施
で

き
て

い
な

い
こ

と
》

・
小

学
生

や
高

齢
者

を
中

心
と

し
た

交
通

弱
者

対
策

、
ま

た
、

空
白

地
の

解
消

を
目

的
と

し
た

路
線

形
態

に
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

域
の

移
動

ニ
ー

ズ
に

十
分

に
対

応
で

き
て

い
ま

せ
ん

。
《

実
施

が
困

難
な

こ
と

》
・

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
に

よ
り

、
公

共
交

通
利

用
者

の
大

幅
な

減
が

あ
り

、
そ

の
回

復
が

困
難

と
な

っ
て

い
ま

す
。

⑤

《
基

本
目

標
、

基
本

的
方

向
性

を
踏

ま
え

て
》

・
日

野
町

が
住

み
続

け
ら

れ
る

ま
ち

と
な

る
た

め
、

こ
れ

ま
で

把
握

し
き

れ
て

い
な

か
っ

た
住

民
の

移
動

ニ
ー

ズ
を

掘
り

起
こ

し
、

そ
の

ニ
ー

ズ
に

見
合

っ
た

公
共

交
通

体
系

を
構

築
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

《
今

後
の

課
題

》
・

こ
れ

ま
で

把
握

、
ま

た
は

、
対

応
で

き
て

い
な

か
っ

た
交

通
ニ

ー
ズ

を
掘

り
起

こ
す

と
と

も
に

、
人

流
デ

ー
タ

の
把

握
等

に
よ

り
、

住
民

の
移

動
状

況
・

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
っ

て
い

ま
す

。
・

地
域

の
移

送
資

源
全

体
を

把
握

し
、

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
移

送
の

在
り

方
を

検
討

し
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

輸
送

や
シ

ェ
ア

サ
イ

ク
ル

の
活

用
等

も
含

め
、

公
共

交
通

全
体

を
再

編
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

A

・
「

お
た

す
け

カ
ゴ

ヤ
」

の
取

組
み

が
広

が
っ

て
い

る
こ

と
を

高
く

評
価

し
ま

す
。

・
④

に
お

い
て

、
コ

ロ
ナ

禍
で

町
営

バ
ス

利
用

者
が

大
幅

に
減

少
し

、
そ

の
回

復
が

困
難

で
あ

る
と

も
検

証
さ

れ
て

い
ま

す
。

長
引

く
コ

ロ
ナ

禍
で

致
し

方
な

い
面

も
あ

り
ま

す
。

ア
フ

タ
ー

コ
ロ

ナ
の

町
営

バ
ス

の
あ

り
方

に
つ

い
て

今
か

ら
検

討
を

始
め

て
く

だ
さ

い
。

・
③

「
わ

た
む

き
自

動
車

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
、

⑤
に

お
け

る
「

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
移

送
の

あ
り

方
」

な
ど

新
し

い
地

域
の

公
共

交
通

の
あ

り
方

を
模

索
す

る
こ

と
を

高
く

評
価

し
ま

す
。

そ
の

際
、

町
営

バ
ス

の
利

用
者

増
、

住
民

の
移

動
ニ

ー
ズ

の
確

保
の

総
合

的
検

討
も

求
め

ら
れ

ま
す

。
町

財
政

が
支

え
る

部
分

、
国

・
県

の
支

援
を

活
用

す
る

部
分

、
住

民
の

共
助

に
よ

る
部

分
な

ど
役

割
分

担
の

あ
り

方
も

含
め

て
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

H
3

0
5

9
,9

0
0

人
5

5
,0

7
2

人
9

1
.9

%

R
2

6
0

,0
0

0
人

5
1

,4
8

9
人

8
5

.8
%

R
1

6
0

,0
0

0
人

5
5

,0
7

7
人

9
1

.8
%

H
2

9
5

9
,8

0
0

人
5

5
,0

6
9

人
9

2
.1

%

H
2

8
5

9
,7

5
0

人
5

5
,0

7
4

人
9

2
.2

%

H
2

7
5

9
,7

0
0

人
5

7
,1

7
6

人
9

5
.8

%

①
重

要
業

績
評

価
指

標
（

Ｋ
Ｐ

Ｉ
）

内
部

検
証

外
部

検
証

町
営

バ
ス

年
間

利
用

者
数

【
取

り
組

み
状

況
】

【
今

後
の

取
り

組
み

】
⑥

検
証

結
果

コ
メ

ン
ト

企
画

振
興

課
目

標
実

績
目

標
実

績
目

標
実

績

4
家

庭
で

の
き

ず
な

は
も

と
よ

り
、

地
域

で
の

人
と

人
の

つ
な

が
り

（
き

ず
な

）
を

育
み

、
顔

の
見

え
る

関
係

の
も

と
、

住
民

が
自

ら
く

ら
し

や
す

い
地

域
を

つ
く

り
、

そ
の

も
と

で
安

全
で

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

力
を

活
か

し
た

課
題

解
決

能
力

を
高

め
る

こ
と

で
、

住
民

の
活

発
な

自
治

活
動

を
持

続
発

展
さ

せ
、

こ
れ

ま
で

の
自

治
活

動
の

見
直

し
も

含
め

、
地

域
課

題
に

つ
い

て
、

住
民

が
自

ら
発

見
し

、
学

び
、

取
り

組
ん

で
い

く
ま

ち
を

め
ざ

し
ま

す
。

く
ら

し
や

す
い

地
域

と
つ

な
が

り
、

安
心

し
て

住
み

続
け

ら
れ

る
ま

ち
を

つ
く

る

〇
地

域
で

の
人

と
人

の
つ

な
が

り
（

き
ず

な
）

を
育

む
た

め
、

地
域

の
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
連

携
す

る
住

民
主

体
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
○

人
と

場
所

と
機

会
を

つ
な

ぐ
、

人
材

・
資

源
を

発
掘

し
ま

す
。

○
住

民
主

体
の

出
会

い
の

場
づ

く
り

に
よ

り
、

地
域

に
暮

ら
す

人
同

士
の

「
お

た
が

い
さ

ま
」

の
助

け
合

い
、

自
分

の
「

自
慢

」
を

持
ち

寄
り

、
生

き
が

い
を

持
て

る
仕

組
み

を
つ

く
り

ま
す

。
○

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

中
で

、
「

困
り

ご
と

を
出

し
合

い
、

支
え

あ
う

」
な

ど
、

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

○
自

治
活

動
を

基
盤

に
、

地
域

福
祉

活
動

の
推

進
、

子
育

て
・

介
護

・
防

犯
・

防
災

な
ど

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
安

心
・

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

1
4

施
策

公
共

交
通

の
利

用
促

進

・
町

営
バ

ス
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

を
反

映
し

た
ダ

イ
ヤ

や
ル

ー
ト

の
設

定
、

バ
ス

停
の

配
置

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

交
通

機
関

間
の

接
続

の
向

上
を

バ
ス

・
鉄

道
事

業
者

へ
働

き
か

け
ま

す
。

81
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６．地方創生交付金事業の検証 



①
②

③

実
績
額

単
位
：
円

指
標
値

単
位

目
標
年
月

実
績
値

事
業
効
果

事
業
の
評

価
外
部
有
識
者
か
ら
の
意

見
今
後
の
方

針
今
後
の
方
針
の
理
由

指
標
①

伝
承
促
進
施
設
の
利
用

者
数

3
9
,5
0
0

人
R
3
.3

1
8
,8
9
0

指
標
②

店
舗
施
設
売
上
高

1
,8
7
5

千
円

R
3
.3

4
,3
2
5

指
標
③

指
標
④

指
標
⑤

指
標
①

来
場
者
数
(施

設
利
用
者

数
、
イ
ベ
ン
ト
来
場
者
数
）

1
,5
0
0

人
R
3
.3

1
,8
7
7

指
標
②

近
江
日
野
の
茶
取
引
先

の
数

1
0

件
R
3
.3

1
0

指
標
③

茶
葉
生
産
量

1
7
.0

ｔ
R
3
.3

1
0
.0
6

指
標
④

指
標
⑤

指
標
①

事
業
を
通
じ
た
「
働
き
方
改

革
」
に
取
組
む
企
業
の
増

加
数

8
件

R
3
.3

5

指
標
②

事
業
に
よ
る
出
産
後
の
女

性
の
復
職
者
の
増
加
数

7
人

R
3
.3

1
1

指
標
③

事
業
を
通
じ
た
新
規
就
労

者
数

7
人

R
3
.3

2

指
標
④

指
標
⑤

指
標
①

指
標
②

指
標
③

指
標
④

指
標
⑤

指
標
①

指
標
②

指
標
③

指
標
④

指
標
⑤

指
標
①

指
標
②

指
標
③

指
標
④

指
標
⑤

6
風
の
人
と
土
の
人
が
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
移
住
者
の
増
加
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
む
け

て
～

推
進
交
付
金

8
5
0
,0
0
0

・
育
児
休
業
の
促
進
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
等
を
推

進
し
、
イ
ク
ボ
ス
を
推
奨
し
ま

す
。

・
誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
、
啓
発
・
情
報
発
信
す
る
こ

と
で
、
企
業
の
意
識
改
革
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

・
子
育
て
部
局
と
就
労
部
局

の
異
分
野
で
連
携
を
進
め
る

中
で
女
性
活
躍
支
援
施
設

「
ぽ
け
っ
と
」
に
お
い
て
、
就
労

に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実

施
し
、
再
就
職
を
希
望
す
る

女
性
の
就
労
支
援
に
努
め
ま

す
。

N
o

④
⑤

⑥
⑦

交
付
対
象
事
業
の
名
称

交
付
金
の
種

類

本
事
業
に
お
け
る
重
要
業
績
評
価
指
標
（
K
P
I）

本
事
業
終
了
後
に
お
け
る
実
績
値

外
部
有
識
者
か
ら
の
評
価

・
引
き
続
き
、
近
江
日
野
商
人

館
、
近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ

と
館
、
日
野
ま
ち
か
ど
感
応

館
の
三
館
が
連
携
し
、
町
の

歴
史
・
文
化
等
を
テ
ー
マ
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
や
魅
力
の
情
報

発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
観
光
交
流
拠
点
施
設
で
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
や
「
味
覚

市
」
等
を
幅
広
く
周
知
し
、
人

と
経
済
の
地
域
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

・
S
N
S
等
の
情
報
発
信
を
通
じ

新
た
な
人
の
流
れ
の
創
出
と

交
流
に
努
め
ま
す
。

2
近
江
日
野
産
茶
に
よ
る
西
大
路
地
区
ま
ち
づ
く
り

活
動
拠
点
整
備
計
画

5
要
因
分
析
を
活
用
し
た
健
康
寿
命
延
伸
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

推
進
交
付
金

3
,7
1
3
,0
0
0

4
「
戦
国
・
琵
琶
湖
」
体
験
・
体
感
ツ
ー
リ
ズ
ム
深
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
交
付
金

1
0
,4
3
8
,9
9
5

拠
点
整
備
交
付
金

1
5
,2
1
7
,0
0
0

地
方
創
生
に
効
果

が
あ
っ
た

総
合
戦
略

の
K
P
I達

成
に
有
効
で

あ
っ
た

・
お
茶
生
産
の
後
継
者
と
生

産
者
を
増
や
す
こ
と
が
課
題

で
あ
り
、
増
や
す
努
力
を
進

め
る
べ
き
で
す
。

・
引
き
続
き
町
の
文
化
で
あ
る

お
茶
文
化
の
振
興
に
取
組
ん

で
く
だ
さ
い
。

・
お
茶
の
生
産
と
文
化
を
育

む
こ
と
が
重
要
で
す
。

事
業
の
継
続

・
地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点

と
な
る
公
民
館
に
お
い
て
、
茶

摘
み
体
験
等
の
近
江
日
野
産

茶
の
魅
力
を
体
験
す
る
事
業

を
開
催
し
、
地
元
住
民
の
茶

へ
の
愛
着
の
醸
成
と
町
外
か

ら
の
誘
客
を
図
り
ま
す
。

・
お
茶
の
あ
る
日
常
生
活
が

町
内
で
継
続
さ
れ
る
よ
う
努

め
ま
す
。

・
茶
葉
生
産
者
を
増
や
す
た

め
の
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

3
子
育
て
女
性
の
活
躍
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

拠
点
整
備
交
付
金

3
6
,2
4
1
,0
0
0

地
方
創
生
に
効
果

が
あ
っ
た

総
合
戦
略

の
K
P
I達

成
に
有
効
で

あ
っ
た

実
績
値
を
踏
ま
え
た
事
業
の
今
後
に

つ
い
て

指
標

1
三
方
よ
し
　
近
江
日
野
ま
ち
な
か
観
光
交
流
拠
点

施
設
整
備
事
業

拠
点
整
備
交
付
金

2
6
,1
0
8
,0
0
0

地
方
創
生
に
効
果

が
あ
っ
た

総
合
戦
略

の
K
P
I達

成
に
有
効
で

あ
っ
た

・
店
舗
施
設
売
上
高
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
し
た
が
、
目
標
を
達

成
し
て
お
り
、
相
当
の
効
果

が
あ
っ
た
と
し
て
評
価
し
ま

す
。
　
よ
り
一
層
効
果
が
で
る

よ
う
に
施
設
活
用
の
工
夫
を

し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

予
定
通
り
事

業
終
了

・
施
設
の
利
用
者
は
、
幼
い

子
ど
も
の
い
る
母
親
が
主
で

す
。
ま
だ
働
こ
う
と
い
う
状
況

で
は
な
い
た
め
、
幼
稚
園
児

の
保
護
者
等
も
う
少
し
働
き

た
い
と
い
う
人
が
施
設
や
制

度
を
有
効
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
働
き
か
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

・
施
設
は
限
ら
れ
た
人
の
利

用
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
人

が
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
な

取
組
み
を
進
め
る
べ
き
で

す
。

・
就
労
に
つ
な
ぐ
に
は
子
ど
も

を
見
る
場
所
、
保
育
の
充
実

と
制
度
の
隙
間
を
埋
め
る
取

組
み
が
大
切
で
す
。

事
業
の
継
続

83

広
域
連
携
事
業
の
た
め
、
町

独
自

の
重

要
業

績
評

価
指

標
（
K
P
I）
が

無
い
事

業
で
す
。

広
域
連
携
事
業
の
た
め
、
町

独
自

の
重

要
業

績
評

価
指

標
（
K
P
I）
が

無
い
事

業
で
す
。

広
域
連
携
事
業
の
た
め
、
町

独
自

の
重

要
業

績
評

価
指

標
（
K
P
I）
が

無
い
事

業
で
す
。
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７．検証のまとめ 
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１）量的（KPI）検証のまとめ 

全ての施策に設定されている重要業績評価指標（KPI）について、町が定めている年度別の目標

値に対する実績値の達成率についての検証を行い、５段階評価として集計を行いました。 

検証結果については、次のとおりです。             （詳細は、P.７～８参照） 

 

KPI の検証結果 
重要業績評価指標 

（KPI）の達成度 
施策数 比率 

量Ｓ １００％   ～ ９０％以上 ２３施策 ４６.０% 

量Ａ ９０％未満 ～ ７０％以上 １０施策 ２０.０% 

量Ｂ ７０％未満 ～ ５０％以上  ６施策 １２.０% 

量Ｃ ５０％未満 ～ ３０％以上  ４施策  ８.０％ 

量Ｄ ３０％未満 ～  ０％以上  ７施策 １４.０% 

  

検証した施策の中で最も多いのが量Ｓ（達成度１００%～９０%以上）で２３施策（４６.０%）

次いで、量 A（達成度９０％未満～７０％以上）が１０施策（２０.０％）という結果になっていま

す。 

量Ｓの評価については、一昨年度は３０施策、昨年度は２６施策、今年度は２３施策と徐々に減

ってきています。これは総合戦略の計画期間と関わると考えられます。総合戦略は、期間を１年延

長し、平成２７年度から令和２年度の６年間を計画期間としました。計画期間が進むと目標値も高

くなり、同様の実績では達成度が低くなります。また、令和元年度、令和２年度については、新型

コロナウイルス感染症拡大の影響も考えられます。 

年度別の目標値については、令和２年度の計画期間最終年度に向けて、計画的に目標値が定めら

れています。今年度はその計画の最終年（６年目）となり、計画策定当初に各施策が掲げた KPI 目

標値（指標）に対して、２３施策（４６.０％）のKPI 目標値（指標）が達成できたということにな

りました。 

一方、達成できなかった施策をみると、量Ａ（達成度９０％未満～７０％以上）は１０施策（２

０.０%）、量Ｂ（達成度７０％未満～５０％以上）は６施策（１２.０%）、量 C（達成度５０％未満

～３０％以上）は４施策（８.０％）、量Ｄ（達成度３０％未満～０％以上）は７施策（１４.０％）

となり、全体では約８割の施策が、５０％以上の達成率を維持している結果となりました。 

KPI 目標値（指標）の設定に関しては、事業をモニタリングするためのものと、事業の成果をみ

ることができるものと分けて考える必要があります。KPI 目標値（指標）を達成することで町全体

がよくなるような指標を検討するとともに、新たに設定する基本目標および基本的方向に合致した

指標となるよう、住民への満足度調査をすることも視野にいれ、成果・評価を表すアウトカム指標

となるよう検討が必要です。 

 C もしくはD 評価であった１１施策は、次の施策です。事業の目標に無理がないか、ニーズの取

り違えはないか、本来の目標に向け、どのような事業実施が妥当かをよく検討し、次年度以降の事

業実施につなげる必要があります。 
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○ C もしくは D 評価であった１１施策 

 ・（１）- ２「地域内経済循環の推進」 【評価 C】 

KPI「民泊受入人数」 目標：４,２５０人 実績：１６人 達成率：０.４％ 

KPI「住宅リフォーム助成による経済波及効果」 

目標：３５０,０００千円 実績：３２９,０００千円 達成率：９４.０％ 達成率：４７.２% 

 ・（１）- ７「日野菜のブランド化の促進」 【評価 C】 

KPI「日野菜出荷量」 目標：７０ｔ 実績：３２ｔ 達成率：４５.７％ 

KPI「日野菜の販売取引先件数」 目標：７５件 実績：３８件 達成率：５０.７％ 

達成率：４８.２% 

 ・（１）- ９「若者等の就職相談窓口の整備」 【評価 D】 

KPI「若者等の就職相談件数」 目標：２４件 実績：７件 達成率：２９.２％ 

 ・（２）- １「体験型観光の推進」 【評価Ｄ】 

KPI「民泊受入人数」 目標：４,２５０人 実績：１６人 達成率：０.４％ 

KPI「大学・企業等の研修受入人数」 目標：５００人 実績：１１９人 達成率：２３.８％ 

達成率：１２.１% 

 ・（２）- ４「日野の「たから」の伝承促進」 【評価Ｃ】 

KPI「伝承促進施設の利用者数」 目標：３３,０００人 実績：１５,５００人 

達成率：４７.０％ 

 ・（２）- ６「生涯学習の機会の充実」 【評価Ｄ】 

KPI「町民大学講座受講者数」 目標：２００人 実績：０人 達成率：０.０％ 

 ・（２）- ９「空き地等を活用した定住促進」 【評価Ｄ】 

KPI「空き地情報登録制度での移住・定住者数」 目標：５０人 実績：９人  

達成率：１８.０％ 

 ・（２）- １１「スポーツによる交流の促進」 【評価Ｄ】 

KPI「みんなのスポーツ広場参加延べ人数」 目標：２,０００人 実績：０人  

達成率：０.０％ 

 ・（３）- ６「子育て支援員の確保」 【評価Ｃ】 

KPI「子育て支援員の人数」 目標：１８人 実績：６人 達成率：３３.３％ 

 ・（３）- １５「奨学金制度の充実」 【評価D】 

KPI「奨学金の貸与人数」 目標：１５人 実績：２人 達成率：１３.３％ 

 ・（４）- ５「異文化・多世代交流の創出」 【評価 D】 

KPI「公民館サポーター活用数」 目標：５事業 実績：１事業 達成率：２０.０％ 
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２）質的（取組内容）検証のまとめ 

全ての施策に設定されている重要業績評価指標（KPI）だけでは計れない、取組内容の質的な充

実についての検証を行い、５段階評価として集計を行いました。 

検証結果については、次のとおりです。            （詳細は、P.９～１０参照） 

 

質的検証結果 質的検証結果の内容 施策数 比率 

質Ｓ 内容を十分に理解し、取組により達成している  ０施策  ０.０% 

質Ａ 
内容を理解した取組を実施し、課題解決や達成に向
けた取組ができている 

 ６施策 １２.０% 

質Ｂ 内容を理解し、取組ができている ４３施策 ８６.０% 

質Ｃ 概ね内容を踏まえているが、取組が不十分  １施策  ２.０% 

質Ｄ あまり内容を踏まえて取り組めていない  ０施策  ０.０% 

 

検証した施策の中で最も多いのが、質 B（内容を理解し、取組ができている）で４３施策（８６.

０%）、次いで、質A（内容を理解した取組を実施し、課題解決や達成に向けた取組ができている）

が６施策（１２.０%）となっています。 

質Ｂの評価については、昨年度は４７施策、今年度は４３施策と減少しました。要因として、質

Ａの評価が４施策増えたことから、施策の内容、基本目標および基本的方向の趣旨に沿って、計画

期間６年目として、施策の取組を順当に進めたことによるものと考えられます。 

次に、質 C（概ね内容を踏まえているが、取組が不十分）については、昨年度に引き続き１施策

（２.０％）となりました。C 評価となった１施策について、事業等の実施主体を明確にするととも

に、その関わりを明確にし、適正な目標設定等に努める必要があります。 
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３）基本目標別のまとめ 

基本目標（１）まちのたからで雇用を創る  

 検証結果では、Ａ（優れている）が４施策（４０.０%）、Ｂ（実施できている）が５施策

（５０.０%）、C（工夫が必要）が１施策（１０.０％）という結果になりました。 

 

  Ａ（優れている）とされた施策  

（１）- ４  「魅力ある商店づくりの促進」 

（１）- ５  「農業経営体の育成」 

（１）- ６  「地元野菜生産者の担い手育成」 

（１）- ８  「獣肉の利活用を促進」 

    Ｂ（実施できている）とされた施策  

    （１）- １  「創業・第２創業の促進」 

（１）- ２  「地域内経済循環の推進」 

    （１）- ３  「企業誘致と企業・異業種間の交流促進」 

    （１）- ７  「日野菜のブランド化の促進」 

（１）- １０「高齢者の生きがい創出」 

    Ｃ（工夫が必要）とされた施策  

（１）- ９  「若者等の就職相談窓口の整備」 

 

『基本目標（１）まちのたからで雇用を創る』にかかる取組については、職に就くというこ

とのみに取り組むのではなく、出産、子育てや住宅等が総合的に働く人が住みやすい町となる

ように取り組むべきです。バランスが大切であり、総合的な政策が求められています。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響から、人の動き、働き方の変化が起きています。今

後、テレワークや在宅勤務が増加すると考えられることから、雇用の創出だけではなく、コワ

ーキングスペースやシェアオフィス等を活用し、働く人を惹きつける視点が求められていま

す。時代の変化を的確にとらえて、新しい取り組みを模索してください。 

コロナ禍で観光等大きな影響を受けたと思われます。遠方からの交流人口の減少を補うこと

は難しいかもしれませんが、地元（町内、周辺自治体）住民に日野の良さを再発見してもらえ

るような情報発信の工夫をしてください。 

 

基本目標（２）出会いと発見で人の流れを作る  

検証結果では、Ａ（優れている）が４施策（３６.４%）、Ｂ（実施できている）が５施策

（４５.５%）、次いで、C（工夫が必要）が２施策（１８.２％）という結果になりました。 

 

  Ａ（優れている）とされた施策  

（２）- ５「伝統文化等後継者育成の促進」 

（２）- ７「定住支援相談窓口の整備」 

（２）- ８「空き家を活用した定住促進」 

（２）- １０「多文化共生の推進」 
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    Ｂ（実施できている）とされた施策  

（２）- １「体験型観光の推進」 

（２）- ２「観光受入体制の整備」 

   （２）- ３「日野の「たから」情報発信の推進」 

（２）- ４「日野の「たから」の伝承促進」 

（２）- ９「空き地等を活用した定住促進」 

    Ｃ（工夫が必要）とされた施策  

（２）- ６「生涯学習の機会の充実」    

   （２）- １１「スポーツによる交流の促進」 

 

『基本目標（２）出会いと発見で人の流れを作る』にかかる取組については、移住、定住に

結びつけるために、どのような人が日野町に移住を希望するのかの把握が重要です。具体的な

移住、定住のモデルを想定し、施策ごとに果たす役割を明確化する必要があります。日野には

「住みやすいから」だけではない「地域の歴史、文化の素晴らしさ」や「人のつながり」に魅

力を感じ、移住、定住に心を動かしてもらえるような働きかけをしてください。 

コロナ禍でテレワークが広がり、田園回帰の動きも大きくなる可能性があります。地方への

移住、定住希望者に日野への移住につながるような的確な情報を届かせ、しっかりと移住、定

住の流れをキャッチしてください。 

 

基本目標（３）結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる  

検証結果では、１５施策中で最も多いのが、Ａ（優れている）で１２施策（８０.０%）、次

いで、Ｂ（実施できている）が３施策（２０.０%）という結果になりました。 

 

  Ａ（優れている）とされた施策  

（３）- １「出会いの場の創出」 

（３）- ２「産み育てやすい環境の充実」 

（３）- ３「乳幼児健診における保健指導の充実」 

（３）- ４「保育所の整備」 

（３）- ７「ファミリーサポートセンターの整備」 

（３）- ８「交流できる場の充実」 

（３）- ９「福祉医療制度の実施」 

（３）- １０「障がい児の支援の充実」 

（３）- １１「子ども読書活動推進」 

（３）- １２「働きやすい職場環境の推進」 

   （３）- １３「学童保育所の整備」 

   （３）- １４「児童・生徒の自主的学習支援の推進」 

    Ｂ（実施できている）とされた施策  

（３）- ５「子育て期間中の保護者の交流促進」 

   （３）- ６「子育て支援員の確保」 
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（３）- １５「奨学金制度の充実」 

 

『基本目標（３）結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる』にかかる取組につ

いては、基本目標全体を通じて、若者が、出会い、結婚、子育てに至るプロセス全体から、出

会いや結婚の際、どのような問題があるのかを把握し、その問題に対応した施策となっている

か検討することが重要です。 

子育て環境の充実は、公共部門だけで対応するのではなく、地域社会の中で子育て支援等に

取り組む団体を育成するような幅広い取組みが求められます。学童の学生アルバイト等は、町

に関わる大切な人材です。将来町づくりの担い手となっていくように育成していく視点を持

ち、このつながりや交流を町内だけにとどめるのではなく、広げていくことを考えるべきで

す。 

基本目標（３）の取組は、親（保護者）が子育てする環境をつくる視点となっていますが、

子ども自身、親自身の成長を支える取り組みも大切です。「選ばれる町にいかにすべきか」だけ

ではなく、子どもが自らの人生を切り拓くための環境を整える取り組みを進めてください。 

 

基本目標（４）くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる 

検証結果では、１４施策中で最も多いのが、Ａ（優れている）が１１施策（７８.６%）、次

いで、Ｂ（実施できている）が３施策（２１.４％）という結果になっています。 

 

  Ａ（優れている）とされた施策  

（４）- １「進取のまちの推進」 

（４）- ３「ボランティア団体の組織化の促進」 

（４）- ４「コミュニティビジネスの創出」 

（４）- ７「農林業を活かした中間就労の創出」 

（４）- ８「障がい者の就労促進」 

（４）- ９「障がい福祉サービスの充実」 

（４）- １０「介護予防の促進・高齢者の自主的な活動支援」 

（４）- １１「犯罪・事故のないまちづくりの推進」 

（４）- １２「消防団活動の充実」 

（４）- １３「自主防災組織の育成」 

（４）- １４「公共交通の利用促進」 

    Ｂ（実施できている）とされた施策  

（４）- ２「地域福祉活動の推進」 

（４）- ５「異文化・多世代交流の創出」 

（４）- ６「学びの機会の充実」 

 

『基本目標（４）くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる』に

かかる取組については、住民が地域の課題に対して主体的に取り組む仕掛けをつくることが必

要です。 
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住民の困りは多様化、複雑化しており、分野を横断しています。暮らしやすいまちをつくる

にあたって、町役場（公共）の役割、地縁団体である自治会の役割、ボランティア団体活動の

役割、コミュニティビジネスの役割を俯瞰して様々な施策の連携によって効果も高めるように

努めてください。 

若者をいかに取り込むかが課題となっています。マルシェや手作り市の取り組みが異分野や

多世代交流へとつながっています。公民館等を活用する中で、事業への参加者ではなく、事業

の実施主体を育成するような、きっかけづくりとなる取り組みを進めてください。 
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４）まとめ 

１．はじめに 

２０２０年度（令和２年度）の「日野町くらし安心ひとづくり総合戦略」の取り組みの検証をお

こないました。総合戦略は、２０１５年(平成２７年)にスタートし、２０１９年度(令和元年度)に５

年目を迎えましたが、一年の延長を行いました。今回、６回目の検証を行いました。６年間検証を

継続してきましたので、６年の検証によって成果と課題が明らかとなりました。 

本報告書は、５０本の施策について、「量的検証」と｢質的検証｣を行い、その合計点を検証結果と

しています。また、４つの基本目標につきましては、５０本の施策の検証結果を踏まえて、総合的

な評価を行いました。本報告書の検証結果は、検証結果を数値化しています。そのため、多くの人

は、その「数値」と数値の「変化」に注目しているでしょう。数値化により取り組みの成果を捉え

やすくなっていますが、検証の過程では数値的な変化だけでなく、行政内部評価を詳細に検証し、

取り組みの在り方も検討してきました。本報告書の最後に、総合計画懇話会 (以下、懇話会)による

検証過程と今回の検証結果からみえてきた今後の課題について、若干のコメントを記して、まとめ

にかえたいと思います。 

 

２．評価方法について 

本報告書の検証結果は、総合戦略に関わる施策がどの程度成果を上げているのかを総合的に評価

するために、「量的検証項目として重要業績評価指標(KPI)(以下、KPI とする)の達成度の評価」と

「その施策の中身がどの程度充実したものであったのかを４つの観点から評価する質的検証項目の

評価」を行い、これら量的評価と質的評価の合計点により、総合評価をおこなっています。この評

価方法は、数値で測れる「外形的な達成度」にとどまらず、「質的・内容的な充実度」も検証しよう

とする工夫です。一般的に、KPI を設定するとその達成度に目が行きがちですが、設定された数値

目標の達成にとどまらず、施策の質的・内容的な充実を図り、効果的な施策の展開をすすめて欲し

いので、このような量と質の両面からの評価方法を取り入れました。つまり、公共サービスがどの

程度供給されたのかという供給量だけでなく、その供給された公共サービスはどのような内容であ

ったのかを検証して、質的な向上・内容の充実をあわせて評価し、量と質を統合した総合評価をし

ています。 

具体的には、KPI の達成度で測る量的評価（満点１０点）、４つの検証観点からの質的評価（１観

点５点満点の４つの観点、満点２０点）の二つの評価点を出し、その量的検証と質的検証の合計点

数によって、５段階の「検証結果」としました。量的検証１０点と質的検証２０点と配点し、質的

検証の配点を２倍にしています。しかし、例年、KPI の達成度が高ければ、検証結果も高い評価を

得ています。質的検証で難があっても、KPI が高得点であれば、高い評価を受けている場合もあり

ます。 

施策の総合評価には、量的評価と質的評価という異質な検証結果の合計点数を使っており、施策

の評価には少し注意が必要ですが、これまでおこなってきた町役場による内部検証を踏まえた、懇

話会による外部検証を継続するのであれば、適切な評価を行うとともに、施策の改善も図ることが

出来るのでは無いかと考えます。 
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３．６年間の検証結果から判ったこと 〜今後の検証に活かしてほしいこと〜 

先に述べましたように、量的評価と質的評価の合計点により、総合評価をおこなっています。６

年間の評価の推移を「３．基本目標別検証結果」の「基本目標別量的（KPI）検証結果（ｐ７）」

「基本目標別質的（取組内容）検証結果（ｐ９）」の二つの総括表から概括的に捉えることが出来ま

す。 

「基本目標別量的（KPI）検証結果」をみますと、５０施策のうち３９施策が、量 S（２３）、量

A（１０）、量 B（６）となっており、概ね量的な目標は達成していました。しかしながら、２０１

９年度(令和元年度)の評価が、量 S（２６）、量 A（１４）、量 B（５）でしたので、コロナ禍の影

響で KPI の達成度で苦戦した状況も伺えます。 

KPI の値が高いと総合評価も高い評価を得られる傾向もありましたので、KPI 設定の適切さは検

証において重要なポイントとして浮かび上がってきました。KPI 設定の適切さには、二つの観点か

らの適切さを考えなければなりません。第一の観点は、施策の指標としての適切性の観点です。施

策の事業効果を表す指標として適切であるのかどうかをしっかりと考える必要があります。事業実

施体制の整備や事業実施の利用者数などアウトプットを示す KPI 指標もありましたが、アウトプッ

トの KPI にとどまらず、事業効果の実質を表すアウトカム指標を導入することが必要です。アウト

プットの KPI の場合、供給体制の整備を行うだけで目標が達成されてしまいます。測定されるべき

ことは、その供給体制によって、住民の福祉が向上したのかどうなのかが測定されなければならな

いでしょう。または、その事業の住民満足度を直接測るもしくは住民満足度の向上を示すような代

わりの指標を設定することも考えられます。第二の観点は、設定された指標の数値目標が、事業効

果を測る水準として適切であるかを考える必要があります。目標値が低ければ、達成は容易であ

り、目標値が実態とかけ離れて高すぎれば、達成は困難になり、せっかくの取り組みの成果が見え

にくくなってしまいます。 

次に、「基本目標別質的（取組内容）検証結果」をみますと、「質 C」評価が、６年間で１８個か

ら１個、質 D は初年度だけ二つありましたが、２年目以降はゼロとなっています。６年間まとめて

みると質的な向上がみられることが判ります。質 A は６個、質 B は４３個とほとんどの施策がし

っかりとした取り組みが出来ているとの判定になっています。２０１９年度(令和元年度)の質的評

価が、質 A は２個、質 B は４７個でしたので、質 A が４つ増えています。質的評価が向上してい

ることは評価したいと考えます。役場の内部で、施策の内部検証に際して、しっかりと説明できる

ように意識して業務を進められているのでは無いかと推察します。今回の総合戦略が、量的評価と

質的評価の両面から評価することを行い、量的にも質的にも事業の進展を評価することが出来てい

ると考えられます。４つの観点からの内部検証を行うことによって、内部検証作業を通じて、事業

を担当する職員の皆さんには施策の広がりと深さを考えてもらう工夫として導入しましたが、その

効果として、質的な評価の向上もみられたのでは無いでしょうか。次期総合戦略においても、今回

の検証方法の考え方を引き継いでもらいたいと考えています。 

こうしたことから、次期総合戦略における成果の検証にあたり、次の三つの点を留意してくださ

い。 

①町役場による内部検証を踏まえた、懇話会等による外部検証を行うこと。 

②KPI の達成度で図る量的評価と４つの観点からの内部検証を行う質的評価を組み合わせるな

ど、政策の量と質の両面からの総合的な評価を行うこと。 
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③懇話会等による外部検証のプロセスを入れることによって、政策能力の向上が図れるように工

夫をすること。 

 

政策の質的向上に向けて 

２０２０年度（令和２年度）の検証過程で、印象的な事例がありました。それは、「基本目標③ 

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えかなえる 施策 No.１５ 奨学金制度の充実」の検証で

す。この施策は、利用者も少なく、日本学生支援機構の制度の充実も進んでいる中で、町独自の制

度の必要性も問われ、検証の中でも制度の廃止も含めて抜本的に改善を求める厳しい意見が出され

ていました。そうしたなかで、町役場が２０２０年度に日野高校の生徒に初めてアンケート調査を

行いました。その結果、翌年の２０２１年度利用申し込みが増えるという状況が起きたとの報告が

なされました。奨学金制度の廃止も含めて、住民のニーズの実地調査を行ったことが、制度の周知

に繋がり、利用の拡大に繋がったという事例となります。住民実態を調査することによって、住民

ニーズを把握することができるとともに、住民への制度の周知にもつながり、住民ニーズが充足さ

れたという意味でグット・プラクティス(良い実践例)として特筆されるべきだと考えます。把握し

た住民ニーズをもとにしながら、財政的制約もありますが、住民のためになる制度設計の検討が可

能になります。検証も一つのテコにしながら、住民ニーズの把握とそこからの政策の質的向上を図

る好循環を創り出して欲しいと考えています。 

 

４．人口動態と総合戦略 

日野町の人口動態を見ておきましょう。日野町の人口は、２０２０年１０月末で２１,５１８人で

した。この数字は、総合戦略策定時（２０１７年）の人口動態予測と比較してみると、２０２０年

度予測人口２２,２５７人、２０２５年予測人口２１,８９０人であったことを考えると、総合戦略策

定時の見込み以上の人口減少となっています。 

総合戦略策定時、国も力を入れて地方創生に取り組む姿勢をしめしていましたし、日野町の人口

ビジョンはやや期待も込めた強気の数値設定になっていたものと推測されます。強気の人口目標の

設定であったことが、全国の人口動態と同じ動きであったとしても、目標との乖離が大きくなると

「無用に」心配になってくるものです。そういった意味でも冷静な目が必要となるのです。 

しかし、人口減少に歯止めをかけることを目的とした総合戦略の施策は概ね順調に進んでいると

評価されるのに、人口減少は進んでいるという二つの事実は事実として認識しなければいけませ

ん。この事実を真摯に受け止めることが必要です。また、この二つの事実から「総合戦略は人口減

少の歯止めになっていないのではないか」との見方をされる人もいるでしょう。またある人は、「施

策が概ね順調に進捗しても人口減少がすすむのは、施策や戦略の立て方が間違っているのではない

か」と考える人もいるでしょう。しかし、そのような単純化した推測が難しいのが現実でもありま

す。単純化してみることができない三つの理由があります。 

第一の理由は、日本の出生数減少の現実です。２０２０年の全国の出生数は８４万８３２人で、

２０１９年より２万４４０７人（２.８%）減って過去最少でした。減少は５年連続となり、政府の

推計よりも３年早く８４万人台に突入しました。さらに、婚姻件数は前年より１２.３%減の５２万

５４９０組と急減し、戦後最少であったと厚生労働省が発表しました。新型コロナウイルスの影響

も重なり、日本の少子化が加速している状況にあります。全国の出生数が、５年連続で１００万人
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を割りこんでしまう状況下にあります。この全国の状態で日野町だけが出生数が飛び抜けて増える

と考えるのは幻想ではないでしょうか。 

第二の理由は、日本全体の少子化・高齢化のなかで、日本中の市町村が総合戦略に取り組んでい

るのですから今や人の奪い合い状況に陥っているという状況にあるからです。人口増を実現するの

は困難な仕事です。 

第三に挙げられる理由は、「総合戦略の成果」が原因となって、日野町の人口増（自然増と社会

増）になるという直接的な結果としてあらわれる関係ではないからというものになります。総合戦

略は、「総合戦略の成果」によって、住みやすい日野町、住み続けたい日野町となることで、人口の

流出の抑制や UIJ ターンなどの移住者を増やすこと、子育てのしやすい環境をつくること、子育て

世帯を支えることで出生増につながる基本的な環境をつくり、住み続けたいまちを実現することが

その果たすべき役割であると言えるでしょう。 

 

５．総合戦略の検証の経験から学び、次の改善に繋げる 

最後に、６年間にわたる総合戦略の検証を踏まえ、総合戦略の施策を考える上での着眼点と今後

の課題を述べておきます。 

 

① 政策を考える上での着眼点 

総合戦略の個別の施策は、行政区域外の人に移住・定住も考えてもらったり、住民に住み続けた

いと考えもらったりできるように施策を工夫しています。そのため、一部の施策は、経済的負担を

軽減する施策で有り、それは住民に「インセンティブ(誘因)」を与えるような施策となっていま

す。ここで、着眼点としてあげたいのは、「その施策は、インセンティブ施策であるのか？住民の志

を育む施策であるのか？」を考えるということです。施策には、イ）住民にインセンティブを与え

て、そのように行動することを促す施策、ロ）その施策の中で、関わった住民の中に「まちづくり

への志を育む施策」の二つがあることを自覚することです。「まちづくりへの志を育む施策」といっ

ても、難しいことではなく、例えば、「基本目標③ 施策 No.１４ 児童・生徒の自主学習支援の推

進」のコメントされているような町内・周辺自治体在住の大学生をアルバイトに採用する」といっ

た工夫です。先輩の姿を見て、小中学生が自分もやってみようと考えてくれるような機会を埋め込

み、そうした日常の中からまちづくりへの志を育む取り組みを工夫してください。日常業務の工夫

の中から日常の住民サービスの中に生涯学習的な機会を創ったり、住民の日常生活の中にまちづく

りへの志を育む場面を創ったりするということになります。 

 

②今後の課題 

基本目標①において、「地域内経済循環」は重要な概念です。地域内経済循環を把握する科学的な

手法についても研究し、政策の科学的な根拠を持ちながら施策を検討してください。基本目標②に

おいて、移住・定住の具体的なイメージ（典型的な移住・定住モデル）が一定想定されていない

と、各施策の整合性がとれないと考えます。基本目標ごとに各施策のシームレスな関係を持つ方が

良い場合もあるよう見受けられました。 

「基本目標① 施策 No.１創業・第２創業の促進」、｢基本目標② 施策 No.６ 生涯学習の機会

の充実｣、「基本目標④ 施策 No.１３ 自主防災組織の育成」や保健福祉関係の研修事業等におい
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て、２０２０年度コロナ禍により、感染対策の必要から対面による講習会等が開けませんでした。

それは、公衆衛生上の要請によるので仕方がないのですが、今後は、研修会等のオンラインによる

開催やオンデマンドの学習教材等も整備し、オンラインによる学びの機会を保障する取り組みも必

要ではないでしょうか。コロナ禍における経験を今後に活かし、対面実施による事業だけではな

く、オンラインによる事業の可能性も進めてください。 

総合戦略は、人口増を目指す政策です。町の人口動態を見ますと近年、外国籍の住民の方も増え

ています。そうした動向にも注意を払い、外国籍の住民のニーズを的確に捉え、行政サービスの充

実を図ってください。 

総合戦略は、住み続けたいまちにすることに加えて、総合戦略の検証を通じて、町役場の政策形

成能力を高めるとともに、住民主体のまちづくりを進める切り口が明らかとなってきています。今

後、町役場の政策能力を高め、住民主体のまちづくりが進展することで、連続的にまちの課題が解

決され、まちの魅力をたかめることができたならば、必ず日野町の人口増（自然増と社会増）にプ

ラスに働くでしょう。そういった意味でも、総合戦略の検証プロセスは政策能力構築に結びついて

いるので、重要なのです。 

２０２０年に始まったコロナ禍は、収束の目処が立たず、不透明な状況が続いています。時代の

変化を敏感に捉え、ウィズ・コロナ／アフター・コロナ時代の変化の荒波を乗り越える柔軟な施策

の展開の工夫が必要です。多くの施策に、町役場の取り組みと住民の取り組みの協力関係の深化が

求められます。次期総合戦略においては、より一層行政と住民の協働による施策の工夫を行ってく

ださい。それは、２０２１年度から始動した「第６次日野町総合計画」の考え方そのものです。第

６次総計の「第４章 総合計画の効果を高める仕組み」では、「行政の部署別の機動性の発揮と横連

携の強化」、「ともに創るまち」、「住民の暮らしに寄り添いみんなで取り組む」ことを通じて、総合

計画の効果を高めると述べられています。住民同志が協力し合う｢ともに創る｣まちづくり、住民一

人ひとりの暮らし方からみんなで取り組むまちづくりへと展開するチャレンジを進めていきましょ

う。 
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１）用語解説 

用語 解説 

PDCA サイクル 

Plan-Do-Check-Action の略称。Plan（計画）、
Do（実施）、Check（評価）、Action（改善）の
４つの視点をプロセスの中に取り込むことで、プロ
セスを不断のサイクルとし、継続的な改善を推進す
るマネジメント手法のこと 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 
Key Performance Indicator の略称。施策ごとの
進捗状況を検証するために設定する指標のこと 

ＳＮＳ 
ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略で、イ
ンターネット上の交流を通して社会的ネットワーク
を構築するサービスのこと 

ファミリーサポートセンター 
地域で育児の援助を受けたい人と支援したい人とを
結ぶ組織のこと 

コミュニティビジネス 

地域資源を活かしながら地域課題の解決を「ビジネ
ス」の手法で取り組むことで、地域の人材やノウハウ、
施設、資金を活用することにより、地域における新た
な創業や雇用の創出、働きがい、生きがいを生み出し、
地域コミュニティの活性化につながるビジネスのこ
と 

ＩＴ 
コンピュータやデータ通信などの情報技術の総称の
こと 

第２創業 
既に事業を営んでいる企業・事業者において、業態転
換や新事業・新分野に進出する創業のこと 

人・農地プラン 
集落・地域が抱える人と農地の問題を解決するため
の未来の設計図のこと 

６次産業化 
農業などの第一次産業が食品加工・流通販売までの業
務を行うこと 

地域おこし協力隊 

人口減少や高齢化等の進行が著しい地方において、
地域外の人材を積極的に受け入れ、地域活動を積極
的に行ってもらい、その定住・定着を図ることで、
意欲ある都市住民のニーズに応えながら、地域の維
持・強化を図っていくことを目的とした制度のこと 

 

 

 



 

99 

 

用語 解説 

日野大当番仲間 

江戸時代、日野には他国で商売を行った「日野商
人」が多数存在し、商人相互の扶助のため、日野大
当番仲間を組織しました。大当番仲間で、東海道や
中山道の各宿場に現在の指定旅館ともいえる日野商
人定宿を設けて、旅の便宜を図りました。（日野町
にゆかりある人や応援していただける人、興味ある
人など、町の内外を問わず、日野の「たから」を情
報発信していただける仲間を、つくりつないでいく
仕組みとしてその名称を例示しています。） 

Facebook 
ソーシャル・ネットワーキング・サービス（ＳＮ
Ｓ）の一種 

Twitter 
ソーシャル・ネットワーキング・サービス（ＳＮ
Ｓ）の一種 

フォローアップ 行なった事柄について、その後も面倒をみること 

多文化共生 
国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的な違い
を認め合い、対等な関係を築こうとしながら、地域社
会の構成員として共に生きていくこと 

ポールウォーキング ポールを持って行なうウォーキングのこと 

ワーク・ライフ・バランス 仕事と生活の調和のこと 

レファレンスサービス 
図書館の資料を使い、図書館利用者の調べものをサポ
ートするサービスのこと 

おたっしゃ教室 
介護の原因になりやすい転倒骨折や閉じこもりによ
る生活機能の低下を防ぐため、機能回復と外出応援を
目的とする介護予防事業のこと 

デマンドタクシー 
指定の場所から目的地まで，利用者の希望時間帯，乗
車場所などの要望に、バス並みの料金で利用できる公
共交通サービスこと 

アウトカム指標 
施策・事業の実施により発生する効果・成果（アウト
カム）を表す指標 
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２）日野町総合計画懇話会の開催 

実施日 実施内容 場所 

令和３年 ５月２５日 第１回総合計画懇話会 日野町防災センター 研修室 

令和３年 ６月２３日 第２回総合計画懇話会 日野町防災センター 研修室 

令和３年 ７月２８日 第３回総合計画懇話会 防災センター ホール 

令和３年１０月 ６日 第４回総合計画懇話会 防災センター ホール 

令和３年１１月 ２日 第５回総合計画懇話会 日野町防災センター 研修室 

令和３年１１月３０日 第６回総合計画懇話会 日野町防災センター 研修室 

 

 

３）日野町総合計画懇話会委員名簿                  ※敬称略 

委員区分 氏名 所属・推薦団体等 

学識経験者 会 長 只友  景士 龍谷大学政策学部教授 

団体等推薦 

副会長 山本 身江子 日野町地域女性団体連合会 

田中  嘉浩 農業関係団体 

岡  永治郎 日野町商工会 

齊藤  雅史 日野町企業協議会 

村田  康恵 日野町青年代表 

本居  節子 子育て関係代表 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 
 

－ 人と人がつながりいきいきと輝くまち － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日野町くらし安心ひとづくり総合戦略  

施策検証結果報告書（令和２年度）  

令和３年（202１年）１２月  

 

【発行】日野町総合計画懇話会  

 事務局  日野町企画振興課  

〒529-1698 滋賀県蒲生郡日野町河原一丁目１番地  

電  話：0748-52-6552 

ＦＡＸ：0748-52-2043 

 


